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序

昭和44年度建設省より一般国道 4 号線ノf イパスの計画が提示されるとともに、当委員会

では当該路線に係る埋蔵文化財の保護について建設省関東地万建設局、宇都宮国道工事事

務所を通じて再三協議を実施しているところであります。

協議の結果l乙基き、河内郡南河内町地内、国指定史跡、下野薬師寺 l乙南隣する「薬師寺

南遺跡」を昭和49年度より三次にわたり発掘調査を実施し、古墳時代・奈良・平安時代の

一端を窺い知ることができました。本調査は、新 4 号国道関連では、最初の調査事例であ

り再三の調査廷長に快諾された建設省に謝意を表するとともに、今後の調査への大きな教

司"ともなりました。

今般、整理作業が全て完了し、報告書として公刊する運びとなりました。不十分なもの

ではありますが、関係各方面におかれまして御活用いただければ望外の喜びであります。

最後に、調査に際して御協力いただいた宇都宮国道工事事務所、南河内町教育委員会、

地元有志l乙深甚なる謝意を表するとともに、調査、報告書作成に御指導、御援助いただい

た諸先生に厚く御礼申しあげます。

昭和54年 3 月

栃木県教育委員会

教育長渡辺幹雄



例言

1.本書は、栃木県教育委員会が、新 4 号国道建設に伴い建設省関東地方建設局より委

託を受け、昭和48年度より三次に亘り発掘調査を実施した河内郡南河内町所在の薬師

寺南遺跡の発掘調査報告書(本文編)である。

なお当初二分冊の予定であったが、種々の事情により、本文編、図版編、挿図編(昭

和52年度刊行)の三分冊となった。

2. 調査は、第 1 次調査は、橋本澄朗、川原由典、山ノ井清人(現作新学院教諭)、 第

2 次、第 3 次調査は橋本、川原が担当し、宇都宮大学、国学院大学、立正大学の学生

諸氏に御援助いただいた。また調査に際しては、建設省宇都宮国道工事事務所、南河

内町教育委員会に御協力いただいた。

3 ;本書の執筆者は文末記載のとおりであるが、第 I 章、検出された遺構と遺物につい

ては、遺構を川原が、遺物を橋本が分担して執筆した。また、土器一覧表は、橋本と

梁木誠が協議して作成したものである。

4. 本書の編集は、川原、梁木の協力を受けて橋本が担当した。

5. 発掘調査、報告書作成に際しては、多くの人々の御指導、御協力を受けた。御芳名

を記し、謝意を表したい。

国士館大学教授大川清、宇都宮大学助教授久保哲三、作新学院教諭塙静夫、宇都宮

農業高等学校教諭常川秀夫、作新学院教諭山ノ井清人、民家高等学校教諭岩上照朗、

静和小教諭石橋知明、小山市史編さん室福田定信、田熊信之、管千代子、橋本順子、

貝塚依子、藤田悦男、文化課文化財調査係、海老原郁雄、大金宣売、八巻一夫、田熊

清彦、中山晋(敬称略)
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第 1 章調査の概要

1.発掘調査に至る経過

昭和44年 7 月 7 目、建設省宇都宮工事事務所より一般国道 4号線のバイパスとして「新 4 号

国道」の計画が提示され、当該路線上の埋蔵文化財の有無について、更にその取り扱いについ

て照会があった。

当教育委員会では、建設省宇都宮工事事務所と連絡をとり、昭和44年 7 月から 8 月にかけて

道路建設予定地の分布調査を実施した。調査の結果、宇都宮市さるやま町所在さるやま遺跡、

久部台古墳群、南河内町所在薬師寺南遺跡、小山市所在遺跡、 中久喜遺跡、長谷遺跡、宿尻

遺跡、西浦遺跡、東野田遺跡、鷹の巣前遺跡、本郷前遺跡、向野原遺跡、八幡根東遺跡、横倉

・宮の内遺跡、谷中島遺跡、六

軒遺跡の都合15遺跡の所在が確

認された。

また新 4 号国道は宇都宮以北

からは一般国道 119号線のバイ

パス「宇都宮・日光道路J 1ど接

続し、直接 l乙東北自動車道への

乗り入れが計画されているが、

宇都宮以北については栃木県土

木部が直接工事を施行する乙と

になっており、当該地にも多数

の遺跡の所在が確認されている。

栃木県土木部とについては別個

に協議中である。

建設省関係の15遺跡の取り扱

いに関しては、建設省と協議の

結果、小山市所在遺跡と小山市

以北とに分けて調査を実施する

こととした。 ζ れは、南河内町

一宇都宮聞の工事を建設省とし

ては先行させたい主の要望もあ
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り、また建設予定地の買収も当区聞については交渉中で、あり、早急に交渉の目的が達成でき買

収がなされるとの旨が示された。

このため当委員会では昭和48年度に薬師寺南遺跡の発掘調査を実施するとととなった。発掘

調査は昭和49年 1 月に20日間の予定のもとに着手したが、検出される遺構が多数あり、また遺

跡の広がりが当初の想定より大きくなる乙とが考えられた。調査終了後ただちに未調査部分の

遺跡の取り扱いについて再度協議を重さねた結果、 49年度l乙未調査部分の発掘をすることとな

った。乙れにより、 48年度調査を第 1 次、 49年度調査を第 2 次と呼称することにした。

第 2 次調査は昭和49年10月 21 日から 12月 25日までの期間約50日をもって実施した。しかし第

第 2 次調査をもってしでも遺構数の多さ、表土の深さ等があり調査が終了せず、再度未調査区

について協議を重ねた。その結果第 3 次調査として昭和50年に未調査区の発掘を実施すること

になった。調査は昭和50年 7 月 15日から 10月 25日までの期間約60日をもって実施した。第 3 次

調査をもって薬師寺南遺跡の発掘調査を完了する乙とができた。

当初計画よりも大幅に作業が遅れ、計画変更がたび重さなってしまい、乙のため遺物整理、

報告書作成も遅れる結果となってしまった。

以下第 1 次から第 3 次の調査体制を示すと、下記のとおりである。

第 1 次調査体制

事務局

音羽和郎文化課長(現地方労働委員会事務局長)

冨祐次文化課長補佐(現博物館建設準備班学芸嘱託員)

渡辺享文化課主事(現教育委員会総務課主査)

発掘調査担当

文化課大和久震平(現県立高根沢商業高校教諭)

橋本澄朗

川原由典

山ノ井清人(現作新学院教諭)

第 2 次調査体制

事務局

鹿目文雄文化課長(現栃木県社会福祉協議会事務局長)

冨祐次文化課長補佐(現博物館建設準備班学芸嘱託員)

増山寛文化財調査係長(現歯科技術専門学院院長補佐)

渡辺享文化課主事(現教育委員会総務課主査)

発掘調査担当
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文化課橋本澄朗

川原由典

第 3 次調査体制

事務局

鹿目文雄文化課長(現栃木県社会福祉協議会事務局長)

冨祐次文化課長補佐(現博物館建設準備班学芸嘱託員)

池田進一文化課副主幹兼文化財調査係長

渡辺享文化課主事(現教育委員会総務課主査)

発掘調査担当

文化課橋本澄朗

川原由典

2. 調査の方法

当初は薬師寺南遺跡そのものは、少範囲の遺物散布が認められるのみであり、第 3 次調査ま

で考えにいれておらず、さらに表土も 30-40cmと浅い乙とが確認されていたために、グリット

とトレンチを併用する方式を採用したが、遺跡の広範囲になると同時に表土が 1mから 105m

と厚くなり、排土位置も遠隔地となったためブルドーザーによる表土の除去もおこなった。

主に第 1 次調査はグリット調査を、第 2 次調査はトレンチ調査とブルドーザーによる遺構確

認面までの表土層の除去、第 3次調査は当初よりブルドーザーによる排土を遺構確認面まで実

施した。当初の計画であったグリット・トレンチ調査を第 3 次調査まで継続して実施したい希

望を持っていたが、たぴ重さなる調査の延長があり、工事進行にも重大な支障をきたす結果と

なってしまった。

グリット・トレンチによる調査方法を断念し、重機の投入をせざるを得なかった乙とは担当

者として自戒の念に堪えない。また遺跡範囲の認定に対して甘さがあった乙とを素直に改正点

として銘記するとともに今後の調査に乙の苦い経験を生したいと念じている。(橋本、川原)

3. 発掘調査日誌抄

昭和49年(第 1 次調査)
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1 月 8 日 A M9 : 00現地集合。作業員に諸注意ののちに、調査予定地内の雑草の刈払い。

同時にグリット設定。

1 月 9 日 -10日 雑草刈払いとグリットの設定。

1 月 10 日 -14日 設定したグリットを市松模様に組掘りを行なう。遺構が検出されないグリ

ットは排土場所としてゆく。

1 月 16 日 -20日 毎日寒さがきびしく、表土の凍結があり、作業が困難である。10数ヶ所の落

ち込みを確認する。確認した順序に遺構番号をつける。内部検出作業も同時に進行する。

1 月 21 日 -24日 完掘の終了した遺構から写真撮影、 Jらによる実測を行なう。遺跡は当初考

えていたよりもかなり広範囲になると考えられた。 7 号、 8号の遺構は溝状のもので連続する

ことが判明した。

1 月 25 日 -28日 溝状の遺構を集中的に精査する。方形周溝墓となる。県内では調査例が少

なく、調査担当者一同おどろく。完掘終了後遺構の写真撮影、 Jらによる実測を行なう。全体図

作成。現場の作業は28日をもって終了する。

薬師寺南遺跡は当初の想定よりも、かなり大きなものとなることが考えられ、実際l乙第 1 次

調査では遺構を確認したのみで、精査をおこなえないものもあり、第 2 次調査の必要性を考え、

今後の建設省との交渉について考える。第 1 次調査の遺構確認数・住居跡40軒(完掘は13軒)、

万形周溝墓 1 基である。

昭和49年(第 2 次調査)

10月 21 日 A M8 : 30現地集合。作業員は主に第 1 次調査に参加していただいた万を中心と

しているために、かんたんな諸注意ののちに雑草の伐採から作業を開始。

10月 22 日 -25日 雑草の伐採継続。 1 月に確認した遺構の再確認と、トレンチの設定を行な

う。遺構番号を第 1 次調査からの通し番号とする。

10月 26 日 -30日 15号遺構から順に調査を開始し26号遺構まで完掘する。比較的小型の遺構

のため調査は順調に進む。併行して表土の深い地区に関してのみ、遺構確認面まで、ブ、ルドーザ

ーによる排土を行なう。

10月 31 日 -11月 4 日 完掘の終了した遺構の写真撮影、括による平面図作製と括によるカマ

ドの切聞を行なう。 27号から 33号遺構の内部精査を行なう。 28号と 29号は重複している。 33号

からは須恵器の甑が完形で出土。

11月 5 日 -8 日 30-33号遺構の精査作業継続。新しく 34号-37号遺構の精査に入る。写真

撮影、必平面実測、カマドの断ち割り。
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11月 9 日 -13日 34号-37号遺構の完掘、清掃ののち写真撮影。 38-39号遺構に入り完掘す

る。 34号-39号遺構は大型の平面プランであり、精査に時間を費す。 38-39号写真撮影。

11月 14 日 -18日 県道石橋一結城線の西側地区l乙移動し、トレンチにより遺構確認作業と全

体プラン検出作業を行なう。 34号-39号遺構の泊による平面実測。カマド断ち割り、~による

実測。

11月 19 日 -22日 全体プランを検出した40号-50号遺構の精査作業に入る。 42号は住居跡で

はなく、井戸跡である乙とが判明。 40-45号はプランが小型のため精査終了と同時に写真撮影

を行なう。同時に)らによる平面実測。

11月 23 日 -25日 46号-50号の精査終了。写真撮影。 47号遺構のカマドには下野薬師寺跡に

使用されている鐙瓦が芯として利用されていた。 46-50号の遺構はそれぞれが連綿と重複して

おり、新旧関係把握に全力を注ぐ。

11月 26 日 -30日 51号-55号遺構の精査終了、写真撮影。今まで完掘した遺構をJ舎により平

面実測。カマド断ち割り。

12月 2 日 -4 日 56号-61号遺構の精査を行なう。 56号-59号は小溝により連結する特殊遺

構であることが判明レ、番号から A-E号遺構とアルファベットとする。この特殊遺構につい

ては現在までその報告例を見聞していないものである。

12月 5 日 -10日 60-61号遺構の精査、完掘し写真撮影を行lなう。トレンチで落ち込みを確

認した遺構62号-67号の全体プランの検出を行なう。

12 日 11 日 -15日 62号-67号遺構の精査作業。写真撮影の終了した遺構の平面実測。薬師寺

南遺跡のほぼ南については限界を認めるも、北についてはほとんど手っかずの部分がかなりあ

り、第 3 次調査も考えなければならなくなってきた。

12月 16 日 -20日 62号-67号の精査作業を終了し、写真撮影を行なう。現場にて作業員とと

もの調査は20日をもって終了したが、担当者はまだ実測図作製のため数日間現場に通う乙とに

なる。

12月 21 日 -25日 括による平面実測、カマド断ち割り、補足調査、全体図作製をお乙なう。

3 ヶ月にもなる発掘調査を終了すると 1 週間後は昭和50年 1 月 1 日の元Eを向えるまでに暮れ

もおしつまっていた。

第 2 次調査をもってしでも薬師寺南遺跡はまだ手っかずの未調査区をかかえてしまった。南

の限界については明確になったが、まだ北に延びることが確実であり、第 3次調査についての

交渉もしなければならなくなった。
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昭和50年(第 3 次調査)

7 月 15 日 -20 日 第 1 次調査からかなりの延期をおこなっており、建設省では早期に調査を

終了してほしい旨の要望もあり、今回からは、未調査の表土はブルドーザーにより排土を行な

うこととした。ブ、ルドーザーによる排土。

7 月 21 日 -28日 ブ、ルドーザーにより表土を除去した部分より、遺構の検出、確認作業を行

なう。真夏の太陽が毎日ジリジリと照りつけて暑い日が続く。

7 月 29 日 -8 月 2 日 69号-75号遺構の精査を行ない完掘する。写真撮影済のものから治に

よる平面実測、カマド断ち割りを行なう。

8 月 3 日 -7 日 76号-80号遺構の精査。いずれも住居跡であり、特に目新しいものの遺構

は検出されていない。

8 月 8 日 -12 日 81号-88号遺構の精査。 76号-80号遺構の写真撮影。

8 月 13 日 -17日 現在までに精査の終了した各遺構の平面実測、カマド断ち割りを集中的に

おこなう。全体図作成のための杭打ち作業。各遺構の補足調査と遺物取りあげ。

8 月 18 日 -24日 89号- 100号遺構の精査。 96号は特殊な円形遺構である乙とが判明する。

2-3 の遺構は完掘し、写真撮影を行なう。

8 月 25 日 -30日 新しく 101号から 105号遺構l乙入る。 102号は墓墳であることが判明した。

遺構内埋土より多数の小玉が検出された。写真撮影の済んだものより、実測を継続して実施す

る。今夏は下野名物の夕立も少なく、猛烈な暑さであった。

9 月 1 日 -5 日 連日の暑さで遺構確認面のいたみがはげしいため、スプリンクラーによる

散水を行なう。 106号- 110号遺構の精査。写真撮影。平面図作成。

9 月 6 日 -10日 111-115号遺構の精査。 106- 110号までの精査を継続し、発掘したも

のから I1頂に写真撮影。 106号遺構と切り合う特殊な土壌が検出された。

9 月 11 日 -15日 116号- 120号遺構に新しく λる。この期間までに前述した遺構の精査を

終了し、重点的に写真撮影を行なう。同時に)らによる遺構の平面図作成。カマド断ち割り。

9 月 16-20 日 乙の期間は毎日の晴天のため、遺構のくずれが著しいために、括による平面

図作成とカマドの断ち割りを行なう。カマドの残存は非常にわるい。

9 月 21 日 -25 日 平面図作成とカマドの断ち割りを引き続き実施する。新しく 111号- 125 

号に入る。 119号- 122号は複雑な重複を呈していた。

9 月 26 日 -30 日 126号から 130号の遺構に入る。当該遺構は 2 基の井戸と、 3 軒の住居跡

の切り合いであることが判明する。井戸の調査は、湧水l乙悩まされ、側壁の崩壊もあり、危険

防止のため途中で中止する。毎日乙の時節になっても残暑がきびしい。
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10月 1 日 ~5 日 126号~ 130号遺構の精査を継続し、完掘I1買に写真撮影を行なう。

10月 6 日~1O日 131号~ 140号遺構に入る。 135号~ 139号遺構にかけて複雑な切り合い

を見せている。慎重に精査を行なう。あまり出土遺物は多くない。

10月 11 日 ~15 日 140号~ 151号遺構に新しく入る。 145号は右墳となった。当初は考えな

かった遺構でありまったく墳丘の認められなかったものである。

10月 16 日 ~25 日 遺構精査の済んでいなかったものを重点的に行なう。また写真撮影、平面

図作成、全体図作成、カマドの断ち割りを行なう。

10月 25 臼 l乙薬師寺南遺跡の 3 次にわたる調査がひとまず終了した。延長、延長の連続であっ

たが、文化財保護の意を了解していただいた建設省関係の万には心より謝意をあらためて述べ

たい。又、当教育委員会の見通しのあまさも今後の反省点としてゆきたい。

後日の空中写真撮影を残して現場を引きあげる。長い期聞にわたる調査であった。

4. 薬師寺南遺跡の環境

(1) 地理的環境

(J II原由典)

薬師寺南遺跡の位置は、行政区では河内郡南河内町薬師寺に所在する。国鉄東北線石橋駅の

南東 4kmにあり、遺跡からは白亜の殿堂である自治医科大学が西方約 2kmにその姿を望見でき

る。また遺跡中央を県道石橋一結城線が南北l乙縦断している。

遺跡は、栃木県を北から南l乙流れる鬼怒川!と、支流である田川が東に、姿111が西に流れ、こ

の流れによって形成された段丘崖に狭さまれ、南北に延びる洪積台地上に位置する。この洪

積台地には浅い浸蝕谷が無数に入り込み、比高 2~4mのアップダウンをくり返えしている。

乙の洪積台地には多数の遺跡か守存在し、県下でも遺跡密集度の非常に高い地域である。薬師寺

南遺跡はこの洪積台地の東斜面l乙位置する。聞に酉および北西へ浸蝕台が浅く入り込む。標高

は60mを測り、水田面からの比高は 4~5mで、ある。

今回の調査は道路建設予定地という鰻の調査であり遺跡すべての調査ではない。このため遺

跡はさら l乙北から西に延びる可能性は十分に考えられる。

(2) 歴史的環境

古代においては薬師寺南遺跡一帯は下野園における文化の中心地として盛行したところであ

る。特に仏教文化の華が咲きほこり、北l乙約 600mの至近距離に、日本三戒壇のひとつである

下野薬師寺が建立されている。さらに北万約 4kml乙は多功麗寺跡、約 7kmには上神主廃寺跡、

西南には約 6加1で、下野国分僧寺跡、下野国分尼寺跡、約 7.5kmには下野の政治の中心で、あった
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下野国府跡も知られている。

以下主な遺跡について概略してみると、

1.薬師寺南遺跡

2. 下野薬師寺跡(昭和41年から 6 次にわたり栃木県教育委員会により発掘調査が実施さ

れ、南大門跡、中門跡、金堂跡、塔跡、回廊跡、講堂跡や多数の建物跡が検出されてい

る。)

3. 道鏡塚(下野薬師寺別院の竜興寺境内にあり、道鏡の墳墓と考えられている。)

4. 二月堂観音古墳(万墳と考えられ、 1 辺の長さが20m、高さが 4m である。)

5. 御鷲山古墳(下野薬師寺の北に隣接する前方後円墳。全長約67m、後円部直径約30m、

岡高さ 4.5m、前方部幅約23m、同高さ 4m で、内部主体は前方部にあり南面して横穴

式石室が作られている。)

6. 三王山古墳(基壇を有する前方後円墳で、ほぼ南西に面して築造されており、全長52

.3m 、後円部径25m、後円部、前万部とも高さ 4m を測る。また附近には帆立貝式古墳

2 基、小円墳 2 基が認められる。乙れらは三王山古墳の陪塚と考えられる。)

7. 芝工業団地内遺跡(昭和51年の 3 月から 4 月にかけて県教委が調査を実施した。弥生

時代再葬墓 5基前後、奈良・平安時代の住居跡15軒前後が検出されている。)

8. 多功南原遺跡(昭和49年に調査が実施され、奈良・平安時代にかけて約 300軒の住居

跡が検出されている。)

9. 多功廃寺跡(大部分が天神社の境内となっている J 古くから古瓦が出土する乙とが知

られており、軒平瓦には結城麗寺・薬師寺の系統をヨ!く均整唐草文が知られている。)

10. 琵琶塚古墳(西北に面して築造された前方後円墳である。墳丘の全長 124m、後円部

径75m 、岡高さ1l .8m 、前万部幅61.8m 、同高さ 9 .4m を測る。中期型の古墳である。)

11.下野国分僧寺跡(東大寺式伽藍配置をとる。推定伽藍地は東西 142m、南北82m と考

えられる。南大門跡、四至南限の土塁跡、塔跡、金堂跡、講堂跡、鐘楼跡が地脹れとな

っている。未調査である。)

12. 下野国分尼寺跡(昭和39年から 4 次にわたり、栃木県教育委員会によって調査が実施

された。伽藍配置は東大寺式をとるが、塔はない。現在史跡公園となっている。)

13. 吾妻岩屋古墳(南面する前方後円墳で、全長90m、後円部の直径、前万部幅が等しく

45m 、高さも 8m と等しい。)

14. 愛宕古墳(国指定の前方後円墳。二段築造されており、墳全長76.5m 、後円部径47m 、

同高 7m、前万部幅58m 、岡高さ 7.3m で葺石がよく残っている。)

15. 車塚古墳〈深く大きな周溝をもっ円墳で、三段に築造されている。基底での直径60m 、
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総高 8mで墳頂部は裁頭円錐形を呈し、内部主体が南面して開口している。横穴式石室

である。)

16. 中塚古墳(帆立貝式前方後円墳で、墳丘の全長52.6m 、後円部径33.2m 、岡高さ 5m、

前方部幅27.2mで、後円部から前方部l乙向けてだらだら下りになっている。)

以上がこの近隣に所在する著名な遺跡であり、国指定、県指定となっているものが大部分で

ある。この他附近には縄文時代から連綿とした遺跡の所在が知られる。またこの近辺は最近で

は東京のベットタウンとしての通勤圏にあり、住宅公団による大きな開発が予定されている地

区もあり、分布調査でも、かなりの遺跡の存在が指摘されており、今後とも注目すべき地域と

いえる。(川原由典)

第E章 検出された遺構と遺物

以下、薬師寺南遺跡(挿図編)に記載された遺構、遺物の図面番号順に従い、その概要を記

述する。

従って、住居跡、特殊遺構、井戸跡、円形遺構、掘立柱建物跡、墓壊、土媛、古墳、万形周

溝墓、さらには縄文・弥生土器、石器と順次概述する。なお、出土土器の詳細に関しては、本

文では特徴的な様相を記述するにとどめて、本章末に掲載した土器一覧表を参照されたい。

1 号住居跡と出土遺物

住居跡(第 3 図・図版 7 ) 

西壁が県道石橋一結城線の線下となり、未調査部分がある。

平面形一東西 5.3m 以上、南北 3.7m の長万形を呈し、カマドは東壁中央から南壁に沿った

位置に構築されている ι

壁一床面より垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高40cmを測る。

周溝一幅10-15cm、深さ 10cmの周溝が壁下を周囲している。

床面 全体に貼り床がなされているが、平担で遺存がよい。

柱穴一検出できず。

カマド

壁を rUJ 字状 l乙切り込み、煙道はなだらかな傾斜をもって火床より立ちあがっている。残
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存はよく、天井部はくずれてしまっているが、両袖は粘土で構築され、検出する乙とができた。

内部には焼土がかなり認められている。

遺物(第 158図・図版 112)

遺物の出土量は少く、図示しえたのは土師器椀形土器 1 点のみである。碗形土器は比較的大

形なものであり、体部外面はへラミカ。キされている。床面より出土している。

2 号住居跡と出土遺物

住居跡(第 4 図・図版 8 、 9 ) 

平面形一東西 4.5m、南北 4.7m のほぼ万形を呈する。カマドは北壁中央に位置して構築さ

れている。また、南壁中央より左によった位置に、ローム層を固めた二段となる階段状のも

のが構築されている。性格については明確にできなかったが、あるいは住居跡に伴う入口部の

施設は考慮しでもよいのではと思う。

壁一床面からほぼ垂直に立ちあがり、壁高60cm前後を測る。

周溝一幅10cm、深さ 5 cmのものが壁下を周囲している。

床面 貼り床がなされているが平担であり遺存はよい。

柱穴検出できず。

カマド

残存が悪く、天井部、袖部とも明確にできなかったが、煙道部は壁を切り込んで作られてい

る。床面より傾斜をもって立ちあがる。右袖 l乙河原石が認められた。芯l乙利用されたと考えら

れる。

遺物(第 185図、第 256図・図版 112)

図示しえた遺物は、土師器饗形土器 1 点、腕形土器 1 点、坪形土器 1 点、盤形土器 1 点、須

恵器高台付杯形土器 1 点であり、個体数は少いが、器種l乙富む。坪形土器、擁形土器は床面よ

りの出土である。

図 3 は稜をもたずに偏平な半球形状を呈する坪形土器であり、 4 は内面を丹念にへラミガキ

により調整された盤形土器、比較的器高のある須恵器高台付坪形土器が共伴している。さらに

本住居跡よりは土製紡錘車が出土しているが、細片で形状は不明。

3 号住居跡と出土遺物

住居跡(第 5 図・図版 9 、 10)



平面形一東西 6.1m 、南北 5.3m のほぼ方形を呈する。カマドは北壁中央と中央よりやや東

壁側によった位置に 2 基構築された。溝がプラン内を一部貫通している。

壁一残存壁高20-30仰を測る。立ちあがりはしっかりした状態を示す。

周溝一一部途切れる個所も認められるが、西壁では幅50cm、その他では幅25cmのものが深さ

lOcm前後で壁下を周囲している。

床面一硬くしまっており、パリパリの状態を示す。平担となっている。

柱穴一住居跡の対角線上に 4 本掘り込まれている。掘り万はしっかりしており、深さ 70cmを

測る。

カマド(図版 9 ) 

並列して 2 基構築されている。中央 l乙構築されたものをA カマド、東壁よりに構築されたも

のを B カマドとする。新旧関係はA カマド右袖と B カマド左袖が重複しており、セクションか

らの観察からするにA カマド→B カマドへの変化が考えられる。いずれも残存は明瞭ではない

が、新しいカマド構築の時点でも旧いカマドはそのまま残存させており、破壊されたことは伺

えない。 B カマド内からは補強材として利用された土師器警の出土が認められた。

遺物(第 185図・図版 112)

図示しえたのは土師器坪形土器 2 点のみであり、 2 点とも体部外面l乙稜を有する坪形土器で

あり、図 l は平底に近い底部である。 2 点とも床面よりの出土である。

4 号住居跡と出土遺物

住居跡(第 6 図・図版10)

平面形一東西、南北ともに 4.9m の正方形を呈する。南北に貫通する溝により、プランの%

弱が切られている。カマドは北壁中央より東壁側 l乙構築されている。

壁一良好な立ちあがりを示し、壁高30cm前後を測る。

周溝一検出できなかった。

床面一良存し、平担である。

柱穴一住居跡の対角梶上l乙位置し、 4 本分掘り込まれている。深さ 50cm前後を測る。

カマド

壁を切り込んで床面より斜行させ煙道部を作り出しているも、残存はよくない。一部l乙両袖

l乙粘土の残存が認められたのみであった。

遺物(第 185図、第 248図・図版 112)

図示しえたのは、土師器坪形土器 2 点、須恵器 1 点およびカマドより出土の女瓦の細片であ
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る。図 l の土師器坪形土器は床面より出土している。

土師器杯形土器は外面l乙稜を有する小形なものであり、須恵器杯形土器は糸切りにより底部

が切り離されている。

5 号住居跡と出土遺物

住居跡 (第 7 図・図版ll)

平面形 一辺 4mの不整万形を呈する。カマドは東壁中央より南壁側 l乙位置し、構築されて

いる。南北l乙溝が貫通し、プランが切られている。

壁残存壁高40-50cmを測る。

周溝 幅20cm前後、深さ 10cmのものが壁下を全周している。

床面遺存はよく平担である。

柱穴一検出できず。

カマド

壁を約50cm程、床面より傾斜をもたせながら切り込んでいる。火床、煙道、天井、袖部とも

残存がよく、特に天井部は落下しているも袖部と同様に明瞭な粘土の残存が認められた。火床

はlO-15cmの深さに掘り込まれ凹部となっている。

遺物(第185図・図版112)

図示しえたのは土師器坪形土器 2 点のみと出土量は少い。 2 点とも体部外面l乙稜を有する杯

形土器であるが、図 1 は大形であり、器高も深かい。

6 号住居跡、と出土遺物

住居跡(第 8 図・図版ll)

平面形一東西4.85m 、南北4.35m のほぼ方形を呈する。カマドは北壁中央より東壁側 l乙位置

して構築されている。

壁一残存壁高60-70cmを測る。立ちあがりは良好な状態である。

周溝幅15cm、深さ 5 -10cmのものが壁下を全周している。

床面一一部に貼り床もなされているが、全体的に平担で硬く、遺存はよい。

柱穴一住居跡の対角線上に位置し掘り込まれている。 3 本分のみ検出できたが、北東コーナ

附近に検出されるべきものが検出できなかった。
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カマド

壁は70cm程度切り込み構築している。残存はよくない。火床、煙道部が明瞭に残存している

のみであり、粘土、焼土などもあまり認められなかった。煙道部より小型嚢(土師)の出土が

あった。貫通する溝により半分が切られてしまっている。

遺物(第186図)

出土遺物は少量であり、図示しえたのはカマドより出土した土師器斐形土器 1 点のみである。

小形な嚢形土器であり、やや丸味をもっ胴部より口縁部が「く」の字に外反する。

7 号住居跡と出土遺物

住居跡(第 9 図・図版12)

平面形一溝が南北に貫通している。東西 3 .4m 、南北 2.8m のほぼ方形を呈する。カマドは

北壁申央より東壁沿いに構築されているも貫流する溝によって半分は削平されている。

壁一残存壁高40cm前後を測り、ほぼ垂直に立ちあがる。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一貼り床であるが、平担であり、良好な状態を示す。

カマド

壁を切り込んで構築しているも残存がよくなく、かっ半分は溝により削平されている。火床、

煙道部l乙一部焼土が検出されているにとどまっている。

遺物(第186図・図版 112)

遺物の出土量は徴量であり、図示しえたのは土師器盤形土器 1 点のみである。盤形土器とし

ては小形であるが、内外面とも赤彩され、内面は丹念l乙ヘラミガキが施されている。

10-A号住居跡と出土遺物

住居跡(第10図・図版12)

落ち込み確認の段階で、二軒の住居跡が重複することが認められた。慎重に調査を実施した

結果、 10-A号住居跡が新しいことが判明した。これにより旧るい住居跡を10-B号住居跡と

呼称した。

平面形一東西 4.2m 、南北3.3m の長万形を呈する。 l カマドは北壁中央 l乙構築されている。

壁一lO-B号に包括される壁は残存壁高10cm前後である。最高残存壁高60cmを測り、立ちあ

がりもしっかりしている。
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周溝一一部についてのみ検出されているが明確にできなかった。

床面一良存し、平担となっている。

柱穴一検出できず。

カマド

壁を切り込んで構築しているも大部分が重複した位置に構築されているため残存は良くない。

袖部と焼土が若干残存しているのみであった。

10-B号住居跡と出土遺物

住居跡(第10図・図版12)

lO-A号住居跡と新旧関係にある。当該住居跡が旧るいことが慎重なる調査の結果判明した。

平面形 1 辺 4mの正方を呈する。カマドが北壁中央より東壁沿いに構築されている。

壁一残存壁高50cmを測り、緩傾斜をもって立ちあがっている。

周溝一一部に残存が認められるだけであった。

床面-10-A号構築の時点でぬかれており、残存するものからは遺存を明確になし得なかっ

た。

柱穴一検出できず。

カマドー

壁を切り込んで構築しているも、新しい住居跡構築の時点で削平もあり、残存はよくなく、

粘土、焼土の検出が少量認められているにすぎない。

遺物(第186図)

10-A 、 10-B号住居跡とした 2 軒の住居跡の切りありであるが、出土遺物が少く、図示し

た土器も l 点のみ、しかも覆土中よりの出土であったため10-A 、lO-B号住居跡のどちらに

伴うか明確には示しえない。乙こでは一応10号住居跡出土土器として図示した。

図示したのは土師器甑形土器であり、甑としては器高が低く、浅鉢状 I乙聞くが、平担な底部

に約 4 cmの円孔を有する。

11号住届跡と出土遺物

住居跡(第11図・図版13、 14)

10-A . B号住居跡、 1 号土壌と重複して確認された。新旧関係は、 10-A . B号住層跡と

では旧いことが遺物からも明瞭に認められたが、 1 号土壌とについては新旧を明確にすること
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ができなかった。

平面形-1 辺が約 4 .4m の隅丸形を呈する。炉跡、が検出されている。

壁一残存壁高15-20cm と低く、良好な立ちあがりとは認められない。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一軟弱であり、凹凸がかなり著しく認められる。

炉跡床面を約10cm程度掘りくぼめであり、この部分に長辺70cm、短辺40cmの範囲に焼土が

認められた。

遺物(第187図・図版112~114) 

遺物が多量に出土した住居跡であり、図示しえたのは19点、住居跡南西コーナ一周辺より集

中的に出土している。

遺物は土師器のみであり、壷形土器 1 点、 I甘形土器 3 点、甑形土器 1 点、椀形土器 4 点、高

坪形土器 4 点、器台形土器 6 点である。窒形土器が欠落している点を除けば器種も多く、注目

すべき土器群である。

図 1 は胴部を欠くが、折り返し口縁の壷形土器であり、 5 は 2 、 3 とは異り、小形で粗雑な

地形土器であり、 6 も器形よりは境形土器よりは地形七器 l乙近い感じである。

4 の甑形土器は小形なものであり、 7 、 8 、 9 の腕形土器は手づくねによるもので、粗雑な

造りではあるが、特徴的なものである。

10の坪部l乙台形状の円窓を有する高坪形土器はバランスの良い優品であり、 11、 12、 13は脚

部の小さい高坪形土器である。器台形土器は 6 点と出土量が多く、比較的小形たのもが多く、

器受部が小さいことも特徴的。

12号住居跡、と出土遺物

住居跡(第12図・図版15)

西壁の一部が調査区外となっており、全体を明確にできなかったが、南西コーナーは検出す

ることができた。

平面形一南北 6.5m 、東西 6mほぼ方形を呈する大型フ。ランであり、カマドは東壁中央より

南よりに構築されている。

壁一良好な状態で立ちあがり、残存壁高50-60cm と高い。

周溝一幅1O-15cm、深さ 5 -10cmのものが壁下を全体l乙周囲している。

床面一貼り床であるが、全体によく踏み固められ硬くなっている。特にカマド前面からプラ

ン中央部にかけてその傾向が著しい。
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柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれ、深さ 50-70仰を測る。掘り方はしっかりと

掘り込まれている。

カマド

残存は比較的よい。壁を rVJ 字状に掘り込み、火床よりなだらかな傾斜をもって立ちあが

り、煙道部を作り出している。火床は掘り凹められ、焼土がかなり認められた。袖部のものと

考えられる粘土も多量に検出されている。

遺物 (186図・図版 114)

図示しえたのは、土師器嚢形土器 l 点、土師器坪形土器 2 点であり、 3 点とも床面よりの出

土である。図 1 は肩部に若干張りをもち、最大径を有する口縁が外湾する饗形土器であり、 2 、

3 は外面l乙稜を持つ丸底比較的大形の坪形土器である。

13号住居跡と出土遺物

住居跡(第13図・図版16)

平面形一東西 6.7m 、南北 6.1m の方形を呈する。カマドは北壁のほぼ中央に構築されてい

る。

壁一残存壁高20-40仰を測る。床面より良好な状態をもって立ちあがる。

周溝一幅15cm、深さlOcm前後のものが壁下を全周する。

床面一平担でありよく踏み固められている。とくにカマド前面からプラン中央部にかけてそ

の傾向が著しい。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して深さ 80cm前後に掘り込まれている。しっかりした掘り方

である。

カマド

壁を逆 rVJ 字状l乙1.2m掘り込みがなされ、床面よりなだらかな傾斜をもって煙道部が作

り出されている。火床は若干掘り凹められ、両袖は粘土によりかなり強固に構築されているも、

天井部は落下してしまっている。残存は良好である。

遺物(第186図、 255図・図版 114 ・ 150)

出土遺物は、土師器および砥石であり、図示したのは奮形土器 1 点、坪形土器 4点、砥石 1

点であり、 186図 1 、 2 、 4 は床面よりの出土である。

図 1 は胴下半部のみの奮形土器であり、坪形土器は小形なものであり、体部外面の稜が退化

し、平底を呈する傾向が看取される。

砥石は小形なものであり、一部を欠くがほぼ完形であり、材質は砂岩。使用痕が著しい。
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14号住居跡と出土遺物

住居跡(第14図・図版17)

全体の%が県道石橋一結城糠下となっており、未調査部分がある。

平面形 東壁のすべてと、北壁を1.3m 、南壁を 2m検出で、きたのみである。カマドは検出

できた北壁で粘土のながれを一部認めたにすぎない。

壁一良好な立ちあがりを示し、壁高15-20cmを測る。

周溝一検出できず。

床面一平担で良好しているが、軟弱化している。

柱穴 2 本分の検出だけであるが、住居跡の対角線上に 4 本掘り込まれたものと考えられる。

深さ 40-60cmを測る。

カマド

検出できなかったが、北壁l乙存すると考えられる。

遺物(第188図・図版 114)

調査範囲が住居跡の%であるため、図示しえた遺物は須恵器坪形土器 1 点のみである。体部

が直線的にたちあがる坪形土器であり、ロクロ目が明瞭で、底部は全面回転へラケズリ調整で

ある。

15号住居跡と出土遺物

住居跡(第15図・図版19) 

平面形一東西 4.9m 、南北 3.9m の東西に 1m程長い万形を呈し、カマドが北壁中央 lこ構築

されている。

壁 ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高40cmを測る。

周溝一検出できなかった。

床面一東壁沿いが高く、西壁へかけて傾斜している。

柱穴一東西を 3 等分、南北を 2 等分した位置に掘り込まれている。 2 本柱と考えられる。掘

り万はしっかりしており、深さ 50-80cmを測る。

カマド(第16図)

壁を半卵形に切り込み、火床は楕円形に若干掘られている。遺存はよくない。火床にあたる

部分より少量の焼土の検出が認められたのみである。
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遺物(第188図)

遺物の出土量は僅かであり、図示しえたのは須恵器坪形土器 1 点のみである。底部のみの遺

存であり、へラ切りにより底部は切り離されている。

16号住居跡と出土遺物

住居跡(第18図・図版19)

平面形一長辺 4 .4 m 、短辺 3.6m のほぼ万形に近いプランを呈する。カマドは北壁中央に構

築されている。

壁良好な状態を保ち、ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高45cmを測る。

周溝・柱穴一検出することはできず。

床面ーカマド前面においては硬く良害していたが、壁沿いについては軟弱であった。

カマド(第17図)

残存は悪く、明瞭に検出する乙とはできなかった。壁を切り込み構築されている。

遺物(第188図・図版115)

図示しえたのは、土師器盤形土器 1 点、須恵器坪形土器 1 点のみである。盤形土器は比較的

小形であり、内外面とも赤彩されており、外面は体部端までへラケズリ、内面はへラミガキに

より調整されている。図 2 は器高が浅く、底部が広い坪形土器であり、切り離し技法はへラ切

りである。

17号住居跡、と出土遺物

住居跡(第四図・図版20、 21)

平面形一長辺 6.7m 、短辺 6 .4 m の不整方形を呈する。炉跡がプラン中央より北東コーナに

よった位置に認められた。

壁一床面よりほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高20~25cm前後を測る。

周溝・柱穴は検出できなかった。しかし、浅いピットが数ヶ所において検出されるも、性格に

ついては不明である。

床面一凹凸が著しいもよく踏み固められている。

炉跡一床面を若干掘り込み、河原石を一部使用していることが認められた。

遺物(第189図、 190図、 1255図・図版115 ・ 116 、 150)

焼失家屋と考えられ、大形な聾形土器などを中心l乙遺物が比較的多量に出土しており、土器
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以外l乙砥石が出土しており注目される。

出土土器はすべて土師器であり、図示したのは、書形土器 4 点、壷形土器 1 点、増形土器 1

点、腕形土器 3 点、高坪形土器 3 点、器台形土器 1 点であり、バラエティーに富む土器群であ

る。

要形土器 4 点であるが、図 1 以外は台付である。 1 は球形の胴部l乙直立する口縁部であり、

大形の饗形土器である。 2 は球形の胴部に「く」の字に外反する口縁部を有する大形な台付要

形土器であり、 3 は偏球形を呈する小形台付費形土器、 4 は台部のみの残存。

5 は大形な壷形土器であり、球形の胴部より口縁が「く」の字l乙大きく外反するバランスの

良い土器である。胴部にはタテ位I乙へラミガキが認められる。 7-9 は椀形土器であり、 9 は

手づくねによるミニチャー土器。

10-12は高坪形土器であり、'10、 11は裾部が大きく聞く点が特徴的である。器台形土器は l 点

のみの出土である。

砥石は l 点のみの出土であり、半分を欠損する。材質は砂岩である。五頒期よりの砥石の出

土例は少し注目したい。

18号住居跡と出土遺物

住居跡(第20図・図版21)

平面形-1 辺 4.1m のほぼ正方形を呈する。カマドは北壁申央 l乙構築されている。

壁一酉壁の一部がイモ穴で削平されているが、残存壁高60cmを測り、垂直に立あがっている。

周溝・柱穴検出できず。

床面一貼り床のため軟弱であるが、凹凸は少ない。

カマド

壁を 'UJ 字状に掘り込んで構築されているも、残存はよくなく、煙道、火床に多少の粘土、

焼土が残脊していたにとどまっている。

遺物(第256図・図版151) 

出土遺物は少く、土器では図示しえなかったが、辛じて紡錘車片が一点出土している。紡錘

車は石製であり、全体の約対の残存にすぎない。

19号住居跡と出土遺物

住居跡(第21図・図版22 ・ 23)

nu 
ワ
臼



F 

平面形-1 辺 4.7m の隅丸方形を呈し、古式土師器を出土し、炉跡を持つプランである。南

西コーナーに不整形の掘り込みが見られる。

壁一全体的になだらかな傾斜を持つも、東壁はほぼ垂直に立ちあがり、壁高35-50仰を測る。

周溝一幅15cm、深さlOcm前後のものが西壁を除いて周囲している。

床面一軟弱であるが、凹凸も少なく、平担であった。

炉跡ー床面を掘り込んだ痕跡は認められなかったが、北西コーナーにて薄く焼土が堆積して

おり、あるいは乙れが炉跡となるかもしれない。

遺物(第190 、 191図・園版116 ・ 117)

出土遺物は土師器のみであ~が、住居跡北西コーナ一周辺で事形土器を中心に比較的多量に

出土している。図示しえた土器は、警形土器 6点、甑形土器 1 点、柑形土器 1 点、腕形土器 1

点、器台形土器 1 点、坪形土器 1 点である。

図 1-6 の嚢形土器のうち1.-3 は「く」の字に外反するものであり、 4 は僅かに断面S 字

状を呈するものである。 5 は台部のみの残存であるが、大形な曹形土器と推定され、 6 は長胴

な台付費形土器である。

10の器台形土器は器受部が非常に小さく、裾部が聞く特徴的な器形である。 11は 19号住居跡

に伴うとは考えられない坪形土器である。

20号住居跡と出土遺物

住居跡(第22図・図版24)

1 号円形遺構と重複関係にあるも、新旧関係については明確になし得なかった。

平面形一長辺 6.7m 、短辺 5.7m の長万形の大きなプランであり、カマドが東壁中央からか

なり南壁によって構築されている。

壁一立ちあがりはほぼ垂直となっているが、残存壁高15-20cm と低い。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一貼り床がなされており、軟弱であったが、平担l乙遺存していた。

カマド

壁を切り込んで構築しているも、残存はよくなく、粘土ブロックと焼土が少量認められたに

すぎない。

遺物(第188 ・第255図・図版117 ・ 150)

出土遺物は土器と砥石と瓦であるが、出土土器で図示しえたのは、土師器坪形土器 1 点、土師

器蓋形土器 1 点、須恵器坪形土器 1 点、須恵器高台付坪形土器 l 点である。
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図 1 の坪形土器は内外面とも赤彩されており、調整技法では盤形土器と共通する。 2 の蓋形

土器は技法等より本住居跡とは共伴するとは考え難く、五頒期の所産と考えられるが、類例の

少い器種である。 3 、 4 は共に糸切りにより切り離されている。

砥石は小形なものであり、端に円孔を有することにより携提用として使用されたと考えられ。

材質は砂岩である。

瓦は細片であり、女瓦の一部である。

21号住居跡と出土遺物

住居跡(第23函・図版25)

平面形一長辺 5.5m 、短辺 5mのほぼ万形を呈し、各コーナーは隅丸となっている。

2 ヶ所 l乙炉跡が検出されたが、新旧があるのか、同時使用かは明らかにならなかった。南西

コーナーが方形に掘り込まれている。貯蔵穴と思われる。

壁崩壊が著しく、緩傾斜を持って立ちあがり、残存壁高25cmを測る。

周溝 西壁と北壁の一部にかけて幅18~20cm、深さ 5 cmのものが検出された。

床面一軟弱であり、遺存はよくなかった。

柱穴一住居跡の対角線上l乙位置して掘り込まれたものが 5 本分検出され、他に北東コーナー

に 1 本の都合 6 本分が掘り込まれている。いずれも掘り方はしっかりしたものである。

炉跡 床面上に 2 ヶ所の焼土が充満し、焼けた状態の、浅く掘り込まれたものが検出されて

いるも、前後関係であるのか、同時使用なのかは不明であった。

遺物(第188図・図版11 7)

出土した土器は土師器のみであり、図示しえたのは婆形土器 2 点、高坪形土器 2 点、器台形

土器 4 点である。

図 l 胴下半を欠くが、口縁部が「く」の字に外反する比較的大形な妻形土器であり、 2 は小

形な翠形土器である。 3 は坪部のみ、 4 は脚部のみ残存する高杯形土器である。

5~8 と器台形土器が 4 点出土しており、 5 は裾部が大きく聞く土器である。

22号住居跡と出土遺物

住居跡(第24図・図版26)

23号住居跡と重複しており、新旧関係である。 22号住居跡のカマドが23号住居跡内に入り込

んで構築されていることが判明し、新旧は23号→22号住居跡であった。カマドは北壁申央より
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東壁沿いに構築されている。

平面形一東西 4.3m 、南北 4.2m の方形を呈し、カマドは北壁中央より東壁沿いに構築され

ている。

壁一重複する部分では、黒色土とロームブロックを混入したものを固くっき壁としている。

残存壁高30-45cmを測る。

周溝・柱穴一検出することはできず。

床面一貼り床がなされており、軟弱であったが、凹凸は少ない。

カマド

23号住居跡内に構築されており、直接ローム層を掘り込み煙道等が作り出されているもので

ないために、遺存がわるく、焼土を検出したにとどまっている。

遺物(第191図)

遺物は少く、図示しえたのは土師器のみで、護形土器 1 点、坪形土器 2 点である。

図 1 は肩部の張る小形な饗形土器であり、 2 、 3 は平底に近い杯形土器であり、 2 は外面l乙

僅かに稜を有し、 3 はより平底化した土器である。なお、 3 はカマドより出土している。

23号住居跡と出土遺物

住居跡(第25図・図版26)

落ち込みを確認した段階で22号、 26号住居跡との重複が考えられた。新旧関係は26号→23号

→22号住居跡の順である。

平面形一東西7.05m 、南北6.87m の万形を呈する大型の住居跡プランである。カマドは東壁

中央より南壁沿いに構築されている。

壁残存する壁高は35-65cmを測る。 22号と重複する部分にては壁は認められない。周構の

み存在する。

周溝一幅15-30cm、深さ 8 cmのものが壁下を周囲している。 22号住居跡と重複する部分はっ

き固められていた。

床面一平担に遺存するも軟弱である。

柱穴一住居跡の対角線上l乙位置し、いずれもしっかりした方形の掘り方であり、 3 ヶ所から

は径15-20cmを測る柱痕が検出された。

カマド (27図・図版27)

非常に遺存の良好なカマドである。壁を 50cm掘り込み、掘り込みも二段となり煙道部と火床

の部分を区分している。両袖には凝灰岩の切石を立石し、芯として使用している。右袖のもの

-23-



は、長さ 40cm、幅20側、厚15-20畑、左袖のは、長さ 20側、幅26cm、厚さ 12cmの立方体のもの

をそれぞれ使用し、乙の上l乙粘土を貼りつけて構築している。天井部も落下せず残存し、内部

には焼土とともに草灰が層をなして検出できた。

遺物

大形住居跡にもかかわらず、細片のみで図示しえる遺物は出土しなかった。

24号住居跡と出土遺物

住居跡(第26図・図版28)

平面形一東西 5.9m 、南北 5.8m の方形を呈する大型プランの住居跡である。カマドは東壁

中央よりやや南壁沿いに構築されている。

壁一壁高45-50仰を測る。ほぼ垂直に立ちあがっている。

周溝一検出できなかった。

床面一良存しているも軟弱である。貼り床がなされている。

柱穴一住居跡の対角線上lζ位置し、いずれもしっかりした掘り込みであり、中位l乙段をつけ

ている。深さは 1 - 102m を測る。すべての掘り込みの中に径20cm前後の柱痕が認められた。

カマド

壁を半楕円状l乙80cm切り込んで煙道を形成している。遺寄が悪く、粘土、焼土ともあまり認

められなかった。

遺物(第192 ・ 193 ・ 194 ・ 195図・図版118 ・ 119 ・ 120 ・ 121)

本遺跡住居跡の中では、 27号住居跡とともに最も遺物出土量の多い住居跡であり、器種も多

種多様である。出土層位は、覆土のみであり、住居跡廃棄後、一括投げ捨てられたと考えられ

るような出土状態である。

図示しえたのは、 86点と多量であり、土師器聾形土器14点、土師器椀形土器 4 点、土師器盤

形土器20点、土師器坪形土器16点、土師器蓋形土器 1 点、須恵器蓋形土器14点、須恵器高台付

坪形土器13点、須恵器坪形土器 3 点、須恵器土製円版 1 点、瓦製不明製品 1 点である。

警形土器は14点と多量l乙出土したが、器形全体が判明するものはない。図 l は「く」の字l乙

外反する大形な土器であり、 8 は口縁が外湾気味l乙聞く土器である。 10、 11は小形な土器であ

り、 14は台部のみであるが、比較的大形な台付曹形土器と考えられる。

擁形土器は 4 点であるが、 14は半球形状を呈する大形な土器であり、内外面とも赤彩され、

内面は丹念にへラミガキされている。類例の少い、特徴的な優品である。

盤形土器は19点と多量であるが、 19-21は内外面ともヨコナデ、 22-24は内外面ともへラミ
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ガキにより調整されており、 22、 23は内外面とも赤彩されている。 19-24は大形な盤形土器の

グループである。

さらにもう一つは、 25-37のク*ループであり、半球形状を呈する小形な盤形土器であり、 25、

27、 36はへラミガキされており、 25は内外面とも赤彩されている。それ以外は坪形土器と考え

ても良いが、器形より盤形土器として扱かった。

坪形土器は16点であるが、共通性が強く、体部外面l乙稜を有し、底部はへラケズリされ、口

縁部および内面はヨコナデ調整されており、やや大形なものが多し、。稜は退化し、体部下位に

有するものが多くなる傾向が認められる。 48は稜が退化し、内外面とも段を呈する。

54の蓋形土器は、焼成などより須恵器とは考え難いが、内面に返りをもっ特徴的な土器であ

る。

須恵器蓋形土器は14点と多量に出土しており、高台付耳形土器とともに須恵器の大多数を占

める。 55は返りをもち、天井部が偏平な土器であり、 64は外面にOのへラ描きを有する。概し

て、蓋形土器は大形なものが多い。

高台付坪形土器は14点出土しており、大形なものが多い。体部がやや外上万に大きく聞き、

八の字形に高台が付くものが一般的である。底面は回転へラケズリ調整されている。 78は端部

が丸く、低い高台が特徴的であり、 79の高台は外に鋭い稜と凹面を有する独特なものである。

81は厳密には高台付皿形土器であり、ロ縁端部が鋭くたちあがる。

坪形土器は 3 点と少量であり、 83は回転へラケズリであるが、他はへラ切り痕を有す。

85は底部を故意に打ちかいた土製円盤であり、 86は瓦を再利用したものと考えるが、使用目

的は不明。

以上86点の大量の土器群には、大きな時間差を指摘し難く、ある時期しかも住居廃棄からさ

ほどの時間差を持たずに一括投棄されたと考えられる。

25号住居跡と出土遺物

住居跡(第29図・図版29)

平面形一東西4.65m、南北3.6m を測り、 方形l乙近いプランを呈す。カマドが北壁中央やや

東壁よりに構築されている。

壁一垂直ぎみに立ちあがり、残脊壁高45-55cmを測る。

周溝一幅10-20畑、深さlOcm前後のものが、壁下を全周している。

床面一東壁から酉壁に傾斜しているが、凹凸も少なく、遺存はよい。

柱穴一検出できず。
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カマド(第28図)

壁を大きく切り込み煙道を作り出し、構築されている。火床は長万形に深く掘り込まれ構築

する時点で埋め戻されている。つぶれた状態で検出されており、袖部は粘土の検出を明瞭にな

し得ないも、天井部は粘土がかなりの広範囲 l乙認められた。この下の火床と考えられる部分に

は焼土が多量に存在している。

遺物(第196図・図版121)

図示しえた遺物は、土師器事形土器 1 点、須恵器杯形土器 l 点である。

書形土器は、くの字l乙外反する口縁部のみの残存であり、杯形土器は、底部および体部端部

を手持ちによりへラケズリ調整されている。

26号住居跡と出土遺物

住居跡(第25図・図版26)

落ち込み確認の段階で23号住居跡との重複が認められた。新旧関係については、埋土内から

26号住居跡からは古式土師器の出土を見ており、 26号→23号住居跡構築である。全体の%弱の

残存と考えられる。

平面形 北壁 5.2m 、東壁 105m 以上で、万形を呈すると考えられる。

壁一残存壁高1O~15cmと低く、立ちあがりはなだらかな傾斜をもっている。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面貼り床がなされており、軟弱である。

炉跡 住居跡中央より北壁 lこ近く位置すると考えられる。半分は切られている。径40cm、深

さ 4 cmを測る。

遺物(第196図・図版121)

住居跡の%は、 23号住居構築により破壊を受けているため、五領期の住居跡としては、比較

的出土遺物は少い。

図示しえたのは、土師器のみであり、警形土器 1 点、高坪形土器 l 点、器台形土器 1 点、鉢

形土器 1 点である。

図 l は、警形土器の台部のみの残存であり、 2 は脚部を欠くが、直線的に開く係部を持つ大

形な高坪形土器であり、 3 は器受部を欠くが、器台形としては大形である。 4 は手づくぬによ

るミニュチャー土器であり、器形より鉢形土器として扱かった。
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27号住居跡と出土遺物

住居跡(第31図・図版29 ・ 30)

平面形一東西7.55m 、南北6.88mのほぼ万形を呈する大型の住居跡である。カマドは北壁中

央に構築されている。

壁一残存壁高は60-75cmを測る。立ちあがりはほぼ垂直ぎみである。

周溝一幅20側、深さ 15cmと平均したものが周囲している。

床面一凹凸少なく平担であり、遺存もよく、よく踏み固められている。その傾向は住居跡中

央部ほど著しい。

柱穴一住居跡の対角線上に位置し、掘り万もしっかりしている。南壁沿いの 2 本は掘り変え

がなされている。深さ 80-90仰を測る。

カマド(第30図)

袖部、天井部などの粘土の残存は悪いが、焼土が多量検出された。壁を 104m程度切り込み、

細長くし、二段の掘り込みとなし、煙道部と火床とを区分している。火床は楕円形l乙大きく一

度掘り込み、再度埋め戻してからカマド全体を構築している。火床は貼り床となっている。

遺物(第197、 198、 199図・図版121 、 122)

24号住居跡と同様、遺物を多量に出土した住居跡であり、出土状態もカマド出土の 1 点以外

の56点は、覆土中であり、住居跡廃棄後一括投棄されたと考えられる。

図示しえた遺物は、土師器事形土器10点、盤形土器23点、腕形土器 2 点、坪形土器13点、須

恵器蓋形土器 3 点、高台付坪形土器 6 点である。

警形土器は10点で、あるが、口縁部に最大径を有し、 「く」の字l乙外反し、肩部がやや張るも

のが一般的である。図 1 はカマド出土、 6 は胴部が直線的である。 9 は調整技法より五頒期の

所産であり、 10は台部のみである。

盤形土器23点と多量であり、 24号住居跡同様11-21、 22-33と法量より大小l乙二分できる。

11は大形な土器であり、内外面ともナデ調整。 13は内外面ともへラミガキされた優品である。

15の内面は放射状にへラミガキされており、 19は体部外面に鋭い稜を有する。

22-23は小形な盤形土器であるが、 27、 29など内外面を丹念にへラミガキされており、内面

は放射状 l乙ミガキが施されている。 30-32は体部外面端部までヘラケズリされており、小形な

盤形土器は調整技法の変化l乙富む。

坪形土器は13点であるが、体部l乙僅かに稜を持ち、内面がナデ調整されているのが多い。稜

の退化は著しく、底部も平底化しており、内面l乙段を有するものが多くなる。 48はロクロ使用

土器であり、内面黒色処理されており、後出的な土器である。腕形土器 2 点はへラケズリによ
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よる小形な土器。

須恵器は24号住居跡に比し、少量であり、蓋形土器 3 点、高台付杯形土器 6 点であり、坪形

土器は全く認められない。 51は比較的蓋形土器である。底部が凸面を呈し、やや低い高台を付

す高台付坪形土器であり、 55は小形な土器である。

28号住居跡と出土遺物

住居跡(第32図・図版30)

落ち込みを確認した段階で29号住居跡との重複が考えられた。新旧関係は29号住居跡内 l乙28

号住居跡のカマドが残存しており、新旧関係は29号→28号住居跡である。住居跡の中央を溝が

貫通している。

平面形一東西4.05m 、南北 3.8m の万形を呈する。北壁中央 l乙カマドが構築されている。

壁一残存する位置で、は壁高30cmを測る。立ちあがりはほぼ垂直である。

周溝一幅15-20cm、深さ 10-15cmのものが周回しており、カマドの下にも掘られている。

床面貼り床がなされており軟弱である。特に周溝のまわりが著しい。

柱穴一検出できなかった。

カマド

29号住居跡の埋土内 l乙構築されてたため、遺存が悪く、若干の焼土が認められたのみである。

舌状 l乙40cm程壁を切り込んでおり、その痕跡が床面上に認められただけである。

遺物(第196図・図版122 ・ 123)

図示しえたのは、土師器坪形土器 2 点、須恵器坪形土器 2 点、須恵器蓋形土器 l 点である。

図 1 、 2 は、体部外面に稜を有し、内面に段を呈する土師器杯形土器であり、 3 、 4 は須恵

器坪形土器であり、 3 はへラ切り、 4 は糸切り痕を底部に残す。なお、 4 は床面よりの出土。

5 は宝珠形のつまみを有する小形な蓋形土器である。

29号住居跡と出土遺物

住居跡(第32図・凶版3 1)

28号住居跡と重複関係にある。新旧関係は29号→28号住居跡である。カマドは北壁中央と酉

壁中央より北壁沿いに構築されている。

平面形一東西6.15m 、南北6.15m の正方形を呈する大形住居跡である。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、壁高50cmを測るが、南壁の%強は残存していない。
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周溝一幅25cm、深さ 10cmの一定したものが周囲しているも、 28号と重複する部分は削平され

ている。

床面一平担で硬く踏み固められている。住居跡中央はパリパリの状態であった。

柱穴一住居跡の対角線上に位置する。掘り万は大きく、柱痕の認められるものもある。深さ

50~75cmを測る。一部には掘り変えもなされている。

カマド(第33図)

北壁と西壁l乙構築されているが、 2 基同時に使用されたのではなく、新旧があり、西壁から

北壁l乙移動している。酉壁のものは煙道が残存しているのみで、1. 15m程壁を浅く切り込んで

いる。北壁l乙構築の時点で破壊されたものと考える。北壁のカマドは、遺存状態が不良であり、

袖部、天井部も明瞭になし得ず、焼土が帯状に検出できたにとどまった。壁は他のカマド構築

と同様に壁を掘り込んでいる。

遺物(第196図)

図示しえた遺物は土師器のみ 2 点であり、鉢形土器 l 点、坪形土器 I 点である。

図 l は、口縁が大きく外湾する比較的厚手の鉢形土器であり、類例の少い土器である。 2 は

体部外面l乙稜を持つ小形な坪形土器である。

30号住届跡、と出土遺物

住居跡(第34図・図版31 ・ 32 ・ 33)

落ち込み確認の段階では重複するとは考えていなかったが、調査進行中 l乙、 31号住居跡の中

央にカマドが構築されていることが認められ、重複していることが判明した。新旧関係は、 31

号住居跡内に30号住居跡のカマドが構築されていることより、新が30号住居跡、旧が31号住居

跡である。

平面形一東西 4.9m 、南北 3.3m の長方形を呈し、北壁中央やや東壁よりにカマドが構築さ

れている。

壁一緩傾斜をもって立ちあがり、残存壁高45cmを測るが、一部であり、その他は痕跡を指摘

できるのみである。

周溝一幅15cm、深さ 5cmのものが、一部を除いて周囲していた。

床面-31号住居跡の床面と同レベルであり再度利用している。硬くしまり、遺存はよい。

柱穴一検出できず。

カマド(第35図・図版32)

調査過程で 2 軒の重複であることが認められなかったため、袖部をたち切ってしまった。煙
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道は壁を切り込みただらかな傾斜をもって立ちあがらせている。火床は若干の凹みがつけられ

ている。火床から煙道にかけては、かなりの量の焼土が充満していた。

遺物(第199図・図版124)

遺物は比較的多量に出土しており、図示しえた遺物は、土師器警形土器 1 点、腕形土器 1 点、

坪形土器 3 点、須恵器壷形土器 1 点、台付皿形土器 l 点、坪形土器 4 点である。

図 3 、 4 、 7 は床面より出土。 1 は球形を呈する胴部よりやや外傾してたつ小形な嚢形土器

であり、 2 は外湾して小さくたっ小形な椀形土器である。

3 、 4 は底部が平底化しつつある土器であり、 5 は外面l乙稜を残す坪形土器である。

6 は須恵器壷形土器の胴下半部の残存であり、外面に軸が付着している。 7 は蓋のように図

示したが、器高の浅い台付皿形土器である。 8-11は坪形土器であり、 8 はへラ切り、 9 、 10

は手もちのへラケズワ調整である。

31号住居跡と出土遺物

住居跡(第43図・図版31 ・ 32)

30号住居跡と 32号住居跡との重複関係にある。新旧は30号と 32号住居跡に記したが、三軒の

前後関係を検討すると、 31号住居跡が一番古い時期に構築されたものとする乙とができる。

平面形一東西 6.5m 、南北 6.5m の方形を呈する大型プランである。北壁の中央l乙カマドが

構築されている。

壁 ほぼ垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高45cmを測る。遺存はよい。

周溝 西壁の一部を除いて、幅15cm、深さ 5 -10cmのものが検出され、壁下を周回している。

床面 凹凸少なく、遺存もよく、硬く踏み固められている。しかし、 30号住居跡の周溝が掘

り込まれている。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれており、深さ 40-50cmを測る。掘り方はしっ

かりしている。

カマド(第35図・凶版33 ・ 34)

32号住居跡に煙道の一部が削平されてしまっている。壁を切り込み、煙道を作り出し、火床

を掘り凹めて構築している。遺存はよくなかったが、火床から煙道にかけては、焼土がかなり

の堆積状態を示していた。

遺物(第199図)

図示しえた遺物は、土師器椀形土器 l 点、坪形土器 2 点、須恵器坪形土器 1 点である。

図 1 はやや外湾気味 l乙開く腕形土器であり、外面l乙へラミガキが認められる。 2 、 3 は体部
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外面の稜を下位 l乙有する坪形土器であり、 4 は底部の比較的大きい杯形土器である。底部切り

離し痕は、へラ切り後、全面を手もちへラケズリ調整である。

32号住居跡、と出土遺物

住居跡(第36図・図版3 1)

31号住居跡のカマド煙道部と南壁の 1 部が重複している。新旧関係は精査した結果、 31号住

居跡カマド煙道部が中途で消滅しており、この部分より、 32号住居跡の南壁となることが認め

られ、新旧の新が32号住居跡、旧が31号住居跡である。

平面形-1 辺 5.8m の正方形を呈し、カマドが北壁中央l乙構築されている。

壁 ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高70~80cm と高い。

周溝一幅15~20cm、深さ 10cmの潤溝が壁下を全周している。南壁中央直下で小ピット l乙連結

しているが、あるいは水溜め的なものも考えられる。

床面 多少の凹凸が認められるも、遺存はよく、硬く踏み固められている。

柱穴住居跡の対角線上に位置して掘り込まれており、深さ 1m前後と深い。掘り万はしっ

かりしたものである。

カマド(第38図)

壁を切り込み、火床を掘り凹め、なだらかな傾斜をもたせで煙道部を立ちあがらせている。

遺存は良好であり、天井部、袖部とも構築時に近い状態で検出できた。内部にはかなりの焼土

も認められ、右袖 l乙接して小形台付警が出土している。

遺物(第200 ・ 249 ・ 256凶・凶版124 ・ 151)

出土遺物は土器の他に、瓦、紡錘車と多様な内容である。土器で図示しえたのは、土師器曹

形土器 1 点、坪形土器 2 点、須恵器坪形土器 4 点である。

図 l は球形な胴部l乙外湾気味 l乙聞く口縁部を有する薄手の饗形土器であり、口縁部下l乙横位

l乙特徴的なヘラケズリが施されている。書形土器は一般に遺存が悪いが、本土器は台部の一部

を欠くのみである。カマドより出土。

2 、 3 は坪形土器であり、体部に稜を持たずに富線的に聞き、底部が平担化する。外面はへ

ラケズリされており、内面は 2 はへラミガキ後赤彩され、 3 は全面ヨコナデである。 2 は床面

出土。ロクロ使用坪形土器移行前の土器相を考えるうえで好資料である。

4~7 は須恵器坪形土器であり、口径に比し、底径の大きい点が共通している。 4 はへラ切

り、 6 は糸切り後、周縁を手持ちへラケズリ調整であり、 7 は大形品。

瓦は女瓦片のみであるが、多量に出土しており、 10点図示している。 l はカマドより出土。



比較的格子の細かい (13X ?)型押文が認められ、 31乙は模骨痕が明瞭に観察できる。水道山

瓦窯出土瓦と共通性が多い。

紡錘車は 2 点出土しており、ともに石製紡錘車である。 3 は完形、やや小形であり、 4 は半

欠品である。

33号住居跡と出土遺物

住居跡 (37図・図版34 ・ 35)

平面形一東西5.45m 、南北5.55m の方形を呈する。カマドが北壁中央と東壁中央よりやや南

壁沿いの 2 ヶ所に構築された。

壁一残存する壁高は65-80仰を測る。立ちあがりはほぼ垂直である。

周溝一一部途切れる個所もあるが、幅15-25cm、深さ 8cm前後のものが壁下を周囲している。

床面一全体に平担であり、住居跡中央部はかなりよく硬く踏み固められている。

柱穴一住居跡の対角線上に位置し、 70-100cmの深さを測る。

カマド(第39 ・ 40図・図版35)

北壁と東壁に構築されているが、新旧関係については明瞭にすることはできなかったが、遺

存状態よりすれば、北カマドの万が新しく構築されたものと考えるのが妥当と思われる。現l乙

住居跡プラン検出の段階でも東カマド煙道部をピットと誤認したほどであった。

東カマドー遺寄はよくなく、焼土がうすく堆積しているのみであった。壁は「凸」状に掘り

込まれている。

北カマド一壁を約30cm掘り込んで煙道部が作り出され、乙の掘り込み内に粘土により構築され

た袖部のみが良好に残存している。天井部は検出できなかった。焼土の堆積も多量にとまでは

言い難い。

遺物(第200、 201図・図版125)

遺物は比較的多量に出土しており、図示しえたのは、土師器嚢形土器 7 点、鉢形土器 1 点、

盤形土器 2 点、坪形土器 2 点、須恵器高台付坪形土器 1 点、杯形土器 1 点、甑形土器 1 点と器

種も多様である。

費形土器は 7 点と多量に出土しており、図 2 、 5 は北カマドより、 3 、 7 は東カマドより出

土している。口縁部は仔細にはパラェティーを有するが、口縁部l乙最大径を有し、外反ないし

は外湾する点は共通しており、 6 は端部が鋭くたっ独特の断面形を示す。 7 は胴下半のみの残

存である。

8 は口縁が大きく外反し、内面に稜を有する口径の大きい鉢形土器であり、 9 は内外面とも

-32 



赤彩され、口縁部が屈曲気味に外湾する大形な盤形土器である。内面は丹念なへラミガキ、外

面はヨコナデ、下半はへラケズリされており、バランスの良い優品である。

10、 11は坪形土器であり、 11は休部が球形を呈し、 11は僅かに体部下位に稜を有する土器で、

床面より出土している。

12は須恵器高台付坪形土器であり、体部が直線的にたちあがり、低い高台が付された小形品

である。 12は底部にへラ切り痕を残す坪形土器。

14は住居壁近くの床面より直立の状態で出土した完形の須恵器甑形土器である。深鉢状を呈

し、胴部中程に把手が 2個つけられており、底部中央に円孔を有し、それより放射状 l乙台形状

を呈する 7個の孔が穿たれている。さらに胴部下端には四万向より小孔が穿たれている。また

胴部には沈線および波状文が装飾されており、焼成も良好である。該期の什器としては類例の

少い優品であり、県内の窯跡から生産されたとは考え難く、搬入品の可能性が強い。

34号住居跡と出土遺物

住居跡(第41図・図版36)

平面形 東西4.13m 、南北3.93m の万形を呈する。北、西壁は管曲している。カマドは北壁

のほぼ中央に構築されている。

壁 残存壁高15-30cmを測り、ゆるやかな傾斜をもって立ちあがっている。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一多少の波曲凹凸もあるも良存している。

カマド

壁への掘り込みはなされておらず、残存も悪く、粘土、焼土が少量出土するのをもってその

位置を推定したものである。

遺物(第200、 248 、 255図・図版150)

出土遺物は、土器は l 点と微量であるが、瓦と砥石が出土している

図示しえた土器は、体部上位を欠く須恵器坪形土器 l 点のみであり、底部l乙へラ切り痕を残

す。

瓦は女瓦の細片であり、表面に僅かに模骨痕が認められる。

砥石はやや幅広の比較的小形な完形品である。材質は砂岩。

35号住居跡と出土遺物

q
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住居跡(第42図・図版36 ・ 37)

平面形一東西 4.1m 、南北 3.8m の方形を呈する。各コーナー若干丸味をもっ。カマドは北

壁中央より東壁沿いに構築されている。

壁一残存壁高40-55cmで、なだらかな傾斜をもって立ちあがる。

周溝一一部を除いて幅15-20cm、深さ 5cm前後のものが壁下を周囲している。

床面ープラン中央部が若干凹むも良存し、よく踏み固められている。

柱一住居跡の対角線上に掘り込まれている。掘り万はしっかりしており深さ 45cm。

カマド

壁を90cm前後掘り込んで、火床よりなだらかな傾斜をもたせて立ちあがり、煙道部としてい

る。残害は良好と言いがたく、焼士、粘土について少量の検出をみたにとどまっている。

遺物(第202 ・ 248 ・ 255 ・ 256図・図版124 ・ 125 ・ 150 ・ 151)

本住居跡よりは、土器、瓦、砥石、結錘車と多様な遺物が出土しており、本遺跡の中でも注

目すべき住居跡の 1 つである。

図示しえた土器は、土師器嚢形土器 1 点、杯形土器 2 点、須恵器曹形土器 1 点、壷形土器 1

点、高台付坪形土器 1 点、坪形土器 7 点である。須恵器坪形土器 7 点と多量に出土している点

は注目しておきたい。なお図 4 、 8 、 9 、 10は床面より出土している。

1 は口唇部が外面l乙稜を有して直立する独特の断面形を呈する聾形土器であり、胴下半の縦

位のへラミガキは特徴的であり、 「下野型」と称される土器である。 2 は内面を黒色処理され

た坪形土器であり、手もちへラケズリ調整された底部l乙「市木」と墨書されている。 3 は内面

は赤彩された坪形土器。

4 は大形の須恵器窒形土器であり、胴部下位は横万向のへラケズリ調整。胴部やや下位に小

円孔を有する。 5 は肩部l乙自然軸が付着した壷形土器であり、 6 は比較的大形の高台付原形土

器である。

7 -13は坪形土器であり、 7-9 はへラ切り、 10-13は糸切り痕を底部に残す。 10は組積み

により成形し、ロク口調整したと考えられる。杯形土器で糸切りが主体を占めていることも技

法上注目したい。

瓦は図示しえたのは、 2 点であり、共に細片である。

砥石は、図 7 、 8 の 2 点が出土している。 7 は大形な砥石であり、かなり使用されたと思わ

れ、磨耗が著しく、断面が弓形を呈している。 8 はやや小形な幅狭な砥石であり、やはり使用

痕が著しい。共l乙材質は砂岩。

紡錘車も図 4 、 5 の 2 点出土している。 4 は大形な紡錘車であり、厚みもある。 5 も大形な

紡錘車であるが、 41乙比しやや厚みがない。共に材質は石製である。
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以上本住居跡出土遺物は多彩であり、内容的にも興味深かい様相を呈する。

36号住居跡と出土遺物

住居跡(第43図・図版38)

平面形一東西 4.8m 、南北4.85mの方形を呈し、東壁中央から南壁よりにカマドが構築され

ている、プランのしっかりした住居跡で、ある。

壁一しっかりとした立ちあがりで、残存壁高40-50cmを測る。

周溝←幅20cm前後、深さ 10cmのものが壁下を全周している。

床面一ローム層を掘り込み、硬く、よく踏み固められ良好な状態を示す。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘られており、掘り方もしっかりしており、深さ 60-70

仰を測る。

カマド(第44図)

壁を半卵形 l乙約70cm程に切り込み、火床も掘り込まれて構築されている。遺存はよく、つぶ

れた状態で検出された。右袖 l乙は土器を倒立させて芯として補強されている。両袖、天井部に

はさまれた中聞には焼土、灰が煙道部まで検出する乙とができた。

遺物(第203図)

図示しえた遺物は、土師器饗形土器 3 点、甑形土器 1 点、坪形土器 1 点、須恵器壷形土器 1

点である。図 1 、 4 はカマドより出土している。

1 、 2 は「く」の字に外皮し、胴部が直糠的になる嚢形土器であり、 3 は肩部の張る小形な

嚢形土器である。 4 、 5 としたが、実は同一個体であり、類例の少い大形な甑形土器で、ある。

最大径を測る口縁部は外反し、緩やかな弧状を呈して底面にいたる。内面はへラミガキにより

調整されている点が特徴的である。

6 は体部下位l乙稜を有する杯形土器であり、 7 は高台の付く須恵器壷形土器である。

37号住居跡と出土遺物

住居跡(第45図・図版38)

平面形-1 辺 3.4m の不整万形を呈し、カマドの構築された痕跡は認められなかった。また

炉跡と考えられるものも検出できず。

壁遺存よく立ちあがり、残存壁高35-50cmを測る。

周溝一東壁沿いに幅15cm、深さlOcm前後のものが検出できたのみである。
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床面一軟弱であり、 Ilflrll r も若しく、遺白~~はよくない。

柱穴一検山できなかったが、ビットと長径95cm、干~55cmの長jJ形の掘り hが認められる。

遺物(第203 ・ 248f之1 ・閃版125 ・ 126)

1.昔日および瓦の細片が出 i二しており、 iす示しえた f~.~~は、土師6~斐形仁日日 l 点、 l不~ラ 1

、ミ以恵出金j杉土\fトi 1 点で、ある。

国 1 は比較的大形な斐形告であり、 2 は体部lにこ辛じて陵を山すす一る b好原千不i汗形5 十

百部官近くの浅f存ιfぷ:であるが l正内f印4台付のミ涜民忠忠;出史泣古立註却iり)形|杉ラ十今器であ lり7 、!氏白は|口!転ヘラケスリ調整c

.ELは細片の l 点のみであり、多くは語れない。

38 片山居跡とげ!こL遺物

住居跡(損害46[χ1- 以11阿部)

平面形 東丙 4.5m 、南北 32m の長右形を早し、 ~t壁中央から西日正によった位[百に構築さ

れている。

壁 残T育存了子今堅 l'奇Jミ五科4羽5~5叩Ocm~号b測り、 良女好f な i立/仁;ちあがりをノj五三す。

問溝一

}休木臼 j遺昌存よく、 i円υ円刊11νIllr少なく、 j妓]岐史く E踏斉み出同l められている O

+引1 穴検l出Hできず。

カマド

堅金切り込み構築されている。残存はよくなく、焼上、粘 1". とも少量検出されたにとどまっ

ている。煙道部はなだらかな傾斜をも勺て火!木より立ちあがる様Jこ掘られている

遺物(前204 ・ 2551オ- I/(I~)j 126 ・ 150)

出土遺物は土器と砥Líがあり、同ノメしえた土器は上附]出斐形土器 1 点、幣形J:器 1 点のみで

ある。

凶 l は底部近くの残存であるが、大形なき星形トと考えられる。!疋部に木葉痕を残し、!lfü"

に室町を多量 lこ含み、制ド半 lこへラミガキがある等 rT"野井I)J の主要の条件。令共備した L器であ

る。 2 は内外 r~1 í 舎が彩された盤)1ラ土出であり、外白ヘラケズ，)、内向ヘラミ力、キにより調整さ

れてし、る。

低平iは小形hJlであり、断面1は三角形を主する。材質は i砂岩である。

39月印居跡と出仁j昌一物
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住居跡(第47図・図版39)

平面形一東西 4.8m 、東壁長3.15m 、西壁長 3.9m を測る。東、西壁長が著しくちがう。こ

のため南壁は真直ぐに延びず、 , ~J 字状に屈曲する。このためプランは '[?J 字状となり、

張り出し部を有する特異なプランとなっている。カマドは北壁中央より東壁沿いに構築されて

し、る。

壁一良好な立ちあがりを示し、壁高40cm を測る。

周溝一一部で途切れるも幅1O~15cm、深さ 5.~10cmのものが壁下を周囲している。

床面一遺存はよく、硬く踏み固められているも張り出し部は軟弱である。

柱穴一検出できず。

カマド(第49図)

壁を掘り込み、火床よりレンズ状のカーブをもって立ちあがらせている。天井部、袖部の粘

土などは明瞭に検出できないが、火床から煙道部にかけてはかなりの焼土がつまっていた。残

存は不良である。

遺物

出土遺物は微量であり、図示できる遺物はない。

40号住居跡と出土遺物

住居跡(第48図・図版40)

落ち込みを確認した段階で、数軒の住居跡が複雑に切り合っている乙とが認められた。最終

的には 2~3 軒づつの切り合うものが、連綿としてプランが続いていた。それらは、 40号47号、

48号、 46号、 43号、 50号の都合六軒となり、新旧関係について明瞭にすることはほとんどでき

なかった。 40号住居跡と直接に切り合うのは47号住居跡である。

平面形 東西3.25m 、南北 2.5m以上のプランで、北壁中央から東壁よりにカマドが構築さ

れている。

壁 立ちあがりはしっかりしており、残存壁高50cm前後を測る。

周溝・柱穴検出できず。

床面一凹凸が著しく、かっ軟弱であり、遣存はよくない。

カマド

壁を幅35cm前後、長さ 104m と細長く掘り込み、煙道を形成しているが、全体の遺存はよく

なく、かろうじて煙道内に焼土が少量検出できたにとどまっている。
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遺物(第204図・図版126)

図示しえた遺物は、土師器嚢形土器 2 点、須恵器 1 点のみであり、図 1 はカマドより出土し

ている。

1 は短く外反し、ややつぽまり気味 l乙底部にいたる費形土器であり、口縁部下に僅かな稜を

呈する。 2 は球形な胴部を呈する嚢形土器であり、口縁部は独特な断面形を呈す。 3 はへラ切

り痕を残す須恵器杯形土器である。

41号住居跡と出土遺物

住居跡 (50図・図版42)

2 号掘立柱建物跡の掘り方と東壁が重複している。新旧関係については明確になし得なかっ

た。

平面形一東西 4.1m 、南北3.78m のほぼ方形を呈し、北壁中央にカマドが構築されている。

壁一残存壁高30cmを測る。立ちあがりもしっかりしている。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一平担l乙遺存しているが、軟弱化の傾向である。

カマド(第51図)

壁を70cm前後切り込み構築されており、切り込みは火床からなだらかな傾斜をもって立ちあ

がらせ、煙道としている。残存はよく、袖部からブリッヂ状に天井部が架設されていることが

判明している。内部l乙は焼土が充満していた。

遺物(第204図)

遺物は少量であり、図示しえたのは土師器窒形土器 1 点、坪形土器 1 点である。

図 1 は球形を呈する胴下半部のみを残存する嚢形土器であり、器形、調整技法より古式な土

器である。 2 は体部外面l乙軽い稜を残す坪形土器である。

43号住居跡と出土遺物

住居跡(第52図・図版40 ・ 43)

47号住居跡の南東コーナーと若干の切り合い関係にあるも、新旧関係については明確にでき

なかった。

平面形一東西 3.6m 、南北2.85mの方形に近いプランを呈するが、東壁は曲折している。カ

マドは北壁中央よりやや東に位置して構築されている。

。
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壁一立ちあがりはしっかりしており、残存壁高20~30cmを測る。

周溝・柱穴検出できず。

床面一凹凸はなく平担であるが、軟弱となっている。

カマド

壁を若干切り込み、火床より急角度をもって立ちあがらせ煙道部を作り出している。遺存は

よく、つぶれた状態で、あったが、天井部、袖部とも明瞭に認められた。焼土は若干検出したに

とどまっている。

遺物(第204図・図版126)

出土遺物は少く、須恵器坪形土器 2 点を図示しえたのみである。なお、資料編 204図42号住

居跡は欠番であり、 43号住居跡と訂正する。

図 1 は器高のある底部の大きい杯形土器であり、回転ヘラ切り後、手もちで体部下半をへラ

ケズリ調整している。 2 は器高の浅い大形な底部の杯形土器であり、底部は手もちにより全面

へラケズリ調整されている。

44号住居跡と出土遺物

住居跡(第日図・図版43)

平面形一東西3.95m 、南北 2.9m の小型で長方形を呈し、カマドは北壁中央より東壁とのコ

ーナー近くに構築されている。

壁一良好な遺寄を示し、残存壁高40~50cmを測る。

閣溝一幅15cm、深さ 5 cm前後のものが、南壁中央から西、北壁沿いに認められる。

床面一貼り床であるが、凹凸も少なく遺存はよい。

柱穴一検出できなかったが、北西コーナープラン外のピットが柱穴となる可能性はある。

カマド(第55図)

袖部、天井部とも明瞭に認められるが、天井部は落下し、両袖間に狭さまれる状態を示し、

内部l乙焼土、炭化物が多量に認められた。煙道は、壁を若干切り込んだだけで、火床より急激

な角度をもって立ちあがっている。

遺物(第205図・図版126)

図示しえた遺物は、土師器窒形土器 1 点、坪形土器 2 点、須恵器坪形土器 2 点である。図 2

はカマド、 3 、 4 は床面より出土。

1 は小形な嚢形土器であり、口縁部下は横位にへラケズリ調整。 2 、 3 は体部の稜がなくな

り、平底を呈する坪形土器である。 4 、 5 は比較的器高の浅い、底部の大きい須恵器部形土器
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であり、底部にへラ切り痕を残す。

46号住毘跡と出土遺物

住居跡(第56図・図版40)

48号住居跡と重複するも、新旧関係については明瞭にすることはできなかった。

平面形一東西 5.1m 、南北3.75m の長万形 l乙近いプランを呈し、北壁中央 l乙カマドが構築さ

れている。

壁一残存する壁は、良好な立ちあがりを示し、壁高50~60cmを測る。

周溝幅20cm前後、深さ 5 ~10cmのものが、南壁を除く壁下を周囲している。

床面住居跡中央部が盛りあがる状態を呈し、かなりよく踏み固められている。遺存はよい。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して 4 本分が掘られ、なおさらに、南壁に斜位に 2 本分掘り

込まれている。いずれもしっかりとした掘り方である。

カマド

壁を掘り込んで構築されたものであるが、遺存がよくなく、焼土、粘土を少量検出したにと

どまっている。火床は楕円形状 l乙 5 ~lOcmの深さに掘り凹められている。

遺物(第205図・図版126)

図示しえた遺物は、土師器甑形土器 1 点のみである。大形単孔の甑形土器であり、外面l乙は

丹念なヘラミガキにより調整されている。

47号住居跡と出土遺物

住居跡(第48図・図版40)

40号、 48号、 43号、 50号住居跡の 4 軒と重複するも、新旧関係については、いずれのものと

も明瞭にできなかった。

平面形一東西 3.9m 、南北 3.1m のほぼ方形を呈し、カマドは北壁中央から東壁によった位

置に構築されている。

壁 ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高40cmを測る。

周溝・柱穴一検出できなかったが、西壁 l乙ピットが斜行して掘られている。あるいは柱穴と

考えられるかもしれない。

床面一軟弱であり、凹凸も認められる。
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カマド(図版41)

壁を約60cm前後 rVJ 字状に掘り込み、構築されているが、全体的に遺存はよくなかった。

しかし、瓦を両袖の芯として使用している。右袖に鐙瓦、左袖l乙男瓦を使用している。構築時

にはしっかりとした作りであったと考えられる。最終的に両袖に使用された瓦は一個体となっ

た。

遺物(第205、 248図・図版126、 127)

出土遺物は土器および瓦であり、瓦はカマドの袖に利用されている。図示しえた土器は、土

師器窒形土器 1 点、坪形土器 1 点、須恵器蓋形土器 1 点、坪形土器 1 点である。図 3 は床面よ

り出土している。

1 は肩部に張りをもち、口唇部が直立する嚢形土器であり、 2 は内面を内黒処理した坪形土

器である。底部は糸切り痕を残し、底部外面に墨書されているが、判読不可能である。 3 はツ

マミを欠く須恵器蓋形土器であり、 4 は底部および体部下端を手もちへラクズリ調整された坪

形土器である。

瓦は 2 点図示しており、共l乙カマドより出土している。図 7 は鐙瓦であり、下野薬師寺 102

A と同箔である。文様面の残存は一部であるが、外区に面違い鋸歯文を配する八葉複弁蓮華文

である。 8 は平瓦の細片である。

48号住居跡と出土遺物

住居跡(第48図・図版40)

46号、 50号住居跡と重複関係にある。 46号住居跡との新旧関係は不明であるが、 50号住居跡

との新旧については、 48号住居跡のカマドが、 50号住居跡の北西コーナーを利用して構築され

ていることが認められており、新旧については新が48号住居跡、旧が50号住居跡となる。

平面形一東西 4.2m 、南北 3m以上を呈するプランで、北壁のほぼ中央にカマドが構築され

ている。

壁一立ちあがりは垂直ぎみであり、残存壁高40cm前後を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一軟弱であるが平担であった。

カマド(第57図・図版42)

50号住居跡の西壁が左袖に、北壁が煙道の一部として切り込まれており、遺存はよい。両袖、

天井とも明瞭に残っており、これらの中聞には焼土が多量に認められた。火床は卵形に掘り凹

められている。
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遺物(第207図)

図示しえた遺物は、土師器のみであり、審形土器 1 点、腕形土器 l 点、耳形土器 2 点である。

4 点とも全てカマドより出土している。

図 l は底部のみの聾形土器であり、 2 は内面がへラミガキされた大形の椀形土器である。 3 、

4 は体部外面の稜が退化した比較的大形の坪形土器である。

49号住居跡と出土遺物

住居跡(第58図・図版43)

平面形 東西 5m、南北3.65m の不整長方形を呈し、カマドが北壁中央より東壁によった位

置に構築されている。

壁一垂直ぎみに立ちあがり、良存し、残存壁高15~40cmを測るが高低差がある。

周溝一幅、深さ 15cmのものが壁下を全周している。

床面遺存良好であり、プラン中央部が盛りあがり、周囲(壁l乙向って)にゆくにつれて低

くなり、傾斜を持っている。

柱穴一西壁中央と東壁中央l乙掘られたものが柱穴と考えられる。深さ 40cm前後で、ある。

カマド(第59図)

壁を楕円形に掘り込み、煙道部を形成し、火床は掘り凹められている。天井部は認められな

いが、広範囲に粘土が残存しており遺寄はよい。火床から煙道への立ちあがりはなだらかな傾

斜をもっている。

遺物(第206図・図版127)

本住居跡よりは多量な土器が出土しており、図示しえた遺物は、土師器奏形土器 4 点、坪形

土器 6 点、須恵器蓋形土器 1 点、坪形土器 5 点である。図 2 、 3 、 4 はカマドより出土してい

る。

1 、 2 は口唇部が直立するやや大形の警形土器であり、 3 はやや外湾気味 J乙口縁部がたちあ

がる薄手の窒形土器である。 4 は外面がへラケズリされた厚手の土器であり、底部のみの残存

である。

5~8 は内面黒色処理された坪形土器であり、 6 は小形品である。 8 は底部の大きな土器で

あり、底部は糸切り後、回転へラケズリ調整。 9 、 10は外面へラケズリ、内面へラミカ。キされ

ており、 10の底部外面l乙「運」の墨書がある。

11はツマミを欠く小形の蓋形土器である。 12、 13、 14は底部全面および体部下端を手もちに

によりへラケズリ調整された坪形土器であり、 15、 16は底部に糸切り痕を残す。
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50号住居跡と出土遺物

住居跡(第48図・図版40)

47号、 48号住居跡と重複している。 48号との新旧は前述した様に明確であるが、 47号との新

旧については明確でないが、カマドを有する住居跡であるならば、 47号が新しい可能性がある

が明確にできなかった。

平面形一東壁長 2.3m 、南壁長1.8m と北西コーナーの一部を検出しただけであり、平面形

等についても不明の点が多い。

壁垂直に立ちあがり、残存壁高40cmを測る。

周溝一幅25cm、深さ 10cmのものが検出されている。

床面一よく踏まれ、硬くしまっている。

柱穴一検出できず。

カマド

削平されたのか、構築されなかったのか、不明である。

遺物

細片のみであり、図示できる遺物はない。

51号住居跡と出土遺物

住居跡(第60図・図版44)

平面形 東西3.15m 、南北 3mの方形を呈する小型プランである。カマドは北壁と東壁に構

築されていた。東西に溝が貫通している。

壁良好な立ちあがりを示し、残存壁高35cmを測る。

周溝一南壁の一部と東壁を除いて、幅15cm、深さ 5 cmのものが周囲している。

床面一平担となっているが軟弱である。

柱穴一検出できず。

カマド (61図)

東壁 l乙構築されたものは、貫通する溝により大部分が破壊されており、焼土と壁の切り込み

が認められたのみである。北壁のものも右袖が削平され、かつまた遺存はよくない。壁を 'UJ

字状 l乙大きく切り込み構築されている。袖部、天井部等を明確に指摘できなかった。新旧関係

も明らかでない。
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遺物(第207 ・ 249図)

出土遺物は土器が少量であるが、瓦は多量に出土している。図示しえた土器は須恵器杯形土

器 1 点のみであり、やや小形な土器で底部に糸切り痕を残す。

図示した瓦は 8 点であり、図 3 、 4 は男瓦である以外は全て女瓦片である。 2 の外面は撚糸

文であり、表面には模骨痕が認められる。 7 の裏面には格子目の大きい型押文が押捺されてい

る。

53号住居跡と出土遺物

住居跡(第62図・図版44)

平面形一東西3.23m、南北3.15m の方形を呈する小形住居跡である。カマドは東壁中央より

南壁沿いに構築されている。

壁一床面より良好な立ちあがりを示し、壁高30-35仰を測る。

周溝一南壁下から西壁下中途まで幅20cm前後、深さ 7cm前後のものが検出された。

床面一良存するも軟弱である。

柱穴一検出できず。

カマド(第63図)

残存は悪く、粘土の広がりも的確には検出できなかった。壁を60cm切り込みなだらかな傾斜

をもって立ちあがらせ、煙道部を形成している。火床は一度掘り込まれてから再度張り床とさ

れている。右袖にあたる位置に袖部の芯として利用された河原石が見られた。

遺物

出土遺物は微量であり、図示可能な遺物は認められない。

54号住居跡と出土遺物

住居跡(第64図・図版45)

平面形一東西4.27m、南北4.14mで、西壁長よりも東壁長の長い不整方形である。カマドは

北壁中央より著しく東壁沿いに偏在し、右袖がコーナーに接して構築されている。

壁一壁高40-50cmを測り、緩傾斜をもって立ちあがっている。

周溝一東壁中途で切れ、幅35cmと広くなるが、おおむね幅15-20cm、深さ 5cm。

床面一酉l乙傾斜ぎみであるが遺存状態は良好である。

柱穴一検出できなかった。
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カマド(第65図)

壁が若干掘り込まれ、右袖の位置が東壁 l乙接してしまう北東コーナーに構築された。残存は

は比較的良好であり、袖部、天井部とも確認する乙とができた。粘土l乙固まれる内部には焼土

が充満していた。火床は若干掘り凹められている。

遺物(第204図・図版127 ・ 128)

図示しえた遺物は、土師器嚢形土器 l 点、須恵器蓋形土器 l 点、坪形土器 4 点であり、図 5

はカマドより出土している。

l は球形を呈し、最大径を胴部央 l乙有する曹形土器であり、胴部上位は横位に下位は縦位l乙

へラケズリされている。 2 は器高の浅いツマミを欠く蓋形土器である。

3-6 は坪形土器であり、 3 、 4 はへラ切り、 5 は糸切り痕を底部l乙残し、 6 は底部全面か

ら体部下端にかけて手持ちによるへラケズリ調整されている。なお 4 の体部体面には重ね焼き

の際生じる「火ダスキ」が認められる。へラ切り、糸切り、手持ちのへラケズリの三技法の坪

形土器が共伴している点興味深かい。

55号住居跡と出土遺物

住居跡(第66図・図版44 ・ 45)

平面形一東西 3 .4 m 、南北 3m のほぼ万形を呈し、東壁の南東コーナーにカマドが構築され

ている。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高30cmを測る。

周溝一幅15cm、深さ 5 -10cmのものが壁下を全周している。

床面一平担であるが、踏み固めがなされておらず、軟弱である。

柱穴一検出できず。

カマド

遺存はよくなく、焼士、粘土とも少量検出されたにすぎず、煙道も壁を切り込んでは構築さ

れていない。

遺物(第207図・図版128)

出土遺物は少量であり、図示しえたのは、須恵器坪形土器 l 点のみである。器高のやや深い

坪形土器である。底部はへラ切り後、全面子もちへラケズリ調整しており、胎土l乙雲母、長石

などを含む土器である。
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60号住居跡と出土遺物

住居跡(第68図・図版46)

両壁が調査区域外となっている。しかし若干の未確認部分を残すのみと考えられる。

平面形一東西 4.1m 、南北3.45mの東西にやや長い形のものである。カマドは北壁中央やや

東壁よりに偏在して構築されている。

壁一残存壁高55cmを測る。立ちあがりはほぼ垂直である。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一よく踏み固められており、パリパリの状態を示す。

カマド(第69図)

壁を半円形状 l乙掘り込み構築されているも残存不良で、焼土、粘土とも少量検出されたにす

ぎない。火床は一度掘られカマド構築の時点で埋めもどされ、なだらかな煙道に続く。

遺物(第208図・図版128)

図示しえた遺物は土師器のみであり、要形土器 l 点、坪形土器 2 点である。

図 1 は、最大径を有する大きく外反する口縁部よりほとんど膨らみをもたず底部にいたる聾

形土器である。胴部は縦位へラケズリされており、ヨコナデされた口縁部下の接点に僅かな稜

を有する。

2 、 3 は坪形土器であり、 2 は体部が半球形状を呈し、 3 は体部外面下位に稜を有し、内面

が段を呈する土器である。

61号住居跡と出土遺物

住居跡(第70図・図版46 ・ 47)

北西コーナーが調査区域外となっている。当該住居跡は火災にあったものと思われ、炭化材

列が著しく検出されている。

平面形一東西 4.1m 、南北 4.3m のほぼ方形を呈する。酉壁は若干内轡する。

壁一ゆるやかな傾斜をもって立ちあがり、壁高35cm前後を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一良存している。

炉跡ープラン中央部床面を若干掘り凹めであり、少量の焼土が認められた。

遺物(第209図・図版128、 129) 

床面より炭化物が認められることより焼失家屋と考えられ、住居跡南東コーナ一周辺および
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西壁沿いに土器が比較的多量に出土している。

図示しえた遺物は、土師器のみであり、書形土器 2 点、甑形土器 1 点、壷形土器 1 点、出形

土器 1 点、器台形土器 3 点である。図 5 、 6 、 9 は床面出土。

図 1 は口縁部のみ、 2 は胴下半部のみ残存する窒形土器である。 2 は球形を呈する大形の土

器である。

3 はやや長胴な球形を呈する胴部より小さく口縁部が外反する土器であり、焼成後、底部を

穿孔して甑形土器として使用したと考えられる。

4 は最大径を胴部l乙有し、口縁部が鋭く外反し、内面l乙稜を呈する壷形土器である。 5 、 6

はやや偏平な感じの出形土器であり、 5 は椀形土器 l乙近い器形を呈し、 6 は内外面とも丁寧に

へラミガキされている。

7 、 8 、 9 は脚部がラッパ状 l乙聞き、裾部が大きく開く器台形土器であり、ヘラミガキされ

た器受部と相侠ってバランスの良い土器である。 3 点とも焼成は良好である。

63号住居跡と出土遺物

住居跡(第71図・図版48)

落ち込み確認の段階で二軒の住居跡が重複することが判明した。このため土層観察ベルトを

残存させ調査した結果、新旧関係は67号住居が新、 63号住居跡が旧となることが判明した。

平面形一東西は推定 5m、南北 3.7m の長方形を呈し、北壁のほぼ中央 l乙カマドが構築され

ている。

壁一床面より垂直に立ちあがり、残存壁高70cmを測る。

周溝一幅15cm、深さ 8 cmのものが壁下を周囲している。

床面一遺存よく、凹凸は少ない。

柱穴一検出できず。しかし、プラン中央に掘られているピットが確当するかもしれない。

カマド

壁を切り込み構築し、なだらかな傾斜をもたせて煙道部を作り出しているも残存は悪い。右

袖の一部が残っているのみであり、焼土はあまり検出できなかった。

遺物(第208図)

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 1 点、須恵器坪形土器 1 点と少量である。

図 1 は内面を黒色処理した杯形土器であり、底部l乙糸切り痕が認められる。 2 は底部l乙僅か

にへラ切り痕を残す須恵器坪形土器の小片である。
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64号住居跡と出土遺物

住居跡(第73図・図版48)

平面形一東西4.57m 、南北 4mの万形を呈し、東壁は他壁l乙比して短かい。カマドは北壁中

央よりやや東壁沿いに構築されている。

壁一良好な立ちあがりで、壁高55-60cmを測る。

周溝一幅20-25cm、深さ 5 cm前後のものが壁下を周囲している。

床面一凹凸も少なく、良存し、よく踏み固められている。

柱穴一検出できず。

カマド(第75図)

壁を切り込み構築し、ゆるやかな立ちあがりを持たせている。袖部、天井部とも粘土の残存

が良好である。また、粘土に固まれる内部には焼土が多量に残存しており、かなり長期にわた

り使用されたことが知れる。

遺物(第208 ・ 255図・図版129 ・ 150)

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 2 点、須恵器蓋形土器 1 点と砥石 l 点である。

図 1 は、体部外面 l乙稜をなし、対応する内面にも稜を呈する大形の坪形土器であり、 2 は体

部外面l乙稜を内面l乙段を呈する坪形土器である。

3 は端部が内傾し、宝珠形のツマミを付された大形の蓋形土器である。

砥石は、小形の完形品であり、端部に円孔があることより携提用として使用されたと考えら

れ、表面は、使用痕が著しし、。材質は砂岩である。(図 10)

65号住履跡、と出土遺物

住居跡(第74図・図版49)

平面形一東西4.45m 、南北3.75mの万形を呈する。西壁が短かくなっている。カマドは北壁

のほぼ中央に構築されている。

壁ーなだらかな傾斜をもって立ちあがり、壁高55-60cmを測る。

周溝一一部で途切れるも幅10-20cm、深さ 5 cm前後のものが壁下を周回している。

床面 よく良害しており、特にプラン中央部は硬く、パリパリの状態を示す。

柱穴検出できず。

カマド(第66図)

壁外l乙 30cm程の切り込みをいれている。立ちあがりは急角度をもっ。残存は悪いが、火床が
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10cm程度掘り凹められ、再度貼り床状にされた上部l乙焼土が多量に認められた。

遺物(第208図)

図示しえた遺物は、土師器警形土器 1 点、須恵器蓋形土器 l 点であり、警形土器はカマドよ

り出土している。

図 l は、最大径を「く」の字l乙外反する口縁部l乙有する護形土器であり、胴部は僅かに膨み

をもつようである。

2 は、端部を欠く蓋形土器であり、偏平な宝球形ツマミが付されている。

66号住居跡と出土遺物

住居跡(第77図・図版49 ・ 50)

平面形 東西5.27m 、南北4.72m のほぼ万形を呈する。各コーナーは隅丸となっている。

壁一しっかりした立ちあがりではあるが、壁高15~20cm と低い。

周溝・柱穴・炉跡一検出できず。

床面一平垣ではあるが軟弱である。

遺物(第209 ・ 210凶・図版129 ・ 130)

本住居跡よりは、土師器のみではあるが、比較的多量に土器が出土している。図示しえた土

器は、妻形土器 4 点、擁形土器 l 点、器台形土器 3 点であり、図 3 、 7 は床面より出土してい

る。

1 は胴部やや下位l乙最大径を有し、口縁部がくの字に外する大形の警形土器である。 3 、 4

は球形の胴部より口縁部が短く直立気味 l乙外反する小形の警形土器である。

5 は、口縁部が屈曲して端部が垂直にたつ独特の器形を呈する腕形土器である。折り返し口

縁であり、内外面とも丹念にへラミガキされた類例の少い土器である。

6 、 7 、 8 は 3 点とも器台形土器であるが、 6 は裾部が大きく聞きバランスの良い比較的大

形な土器である。 7 、 8 は器受部、脚部とも直線的であり、小形な土器である。

67号住居跡と出土遺物

住居跡(第71図・図版48)

63号住居跡と新旧関係にある。新旧は63号住居跡が旧く、 67号住居跡が新しい。

平面形一東西 3m、南北 3.2m のほぼ万形を呈し、カマドが北壁中央より東壁よりに構築さ

れている。
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壁一重複部分を除いて遺存はよく、残存壁高50cm前後を浪Ijる。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一多少の凹凸は認められるが、良存している。

カマド(第79図)

壁を rVJ 字状 l乙切り込み構築されているが、押しつぶされた状態で検出されている。床面

を掘り凹め、天井、袖部によって固まれた内部には焼土が充満していた。煙道はなだらかな傾

斜をもって立ちあがっている。

遺物

63号住居跡と重複関係にあり、 63号同様遺物は少く、図示可能な遺物は認められない。

68号住居跡と出土遺物

住居跡(第78図・図版50)

平面形一東西 4.9m 、南北4.95mの万形を呈する。各コーナーは隅丸となる。カマドは北壁

中央より若干東壁よりに構築されている。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、壁高60~65cmを測る。

周溝一幅1O~20cm、深さ 5 cmのものが壁下を周囲している。

床面一良存している。

柱穴一住居跡の対角線上に位置してしっかりと掘り込まれている。しかし、南東コーナー上

に位置する 1 本分については検出できなかった。

カマド(第80図)

よく残つでおり、袖部の立ちあがりは、プランの下端と同位置となっており、壁を大きく切

り込み、切り込んだ部分から袖部を形成してきている。煙道部の立ちあがりはなだらかな傾斜

を持たせている。天井部については土層でも明確に検出する乙とができなかった。

遺物(第210 ・ 256図・図版130 ・ 151)

出土した遺物は土器および紡錘車であり、図示しえた遺物は、土師器嚢形土器 l 点、盤形土

器 1 点、須恵器坪形土器 1 点、高台付坪形土器 2 点、蓋形土器 l 点、紡錘車 1 点である。

図 l は、口縁部が短く外反する小形の窒形土器である。 2 は内外面とも赤彩され内面および

外面下半がへラミガキされた大形の盤形土器である。

3 は底部の小さく、体部が直線的にたちあがる坪形土器であり、底面にはへラ切り痕を残す。

4 は低く、大きく外傾する高台を持つ小形の高台付坪形土器であり、高台は削り出されたもの

か。高台のあり万l乙特徴のある土器である。 5 は高台を欠く大形の土器。 6 は偏平な宝球形ツ
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マミの付された蓋形土器であり、口縁端部を欠く。

紡錘車は小形の完形品であり、材質は石製である。(図 7)

69号住居跡と出土遺物

住居跡(第81図・図版52)

プランの%弱が調査区域外l乙、また74号住居跡と重複している。新旧関係については明確に

することはできなかった。

平面形一東西 5.5m 以上、南北6.02m を呈する。カマドは北壁の中央よりやや右よりに構築

されていたと考えられる。

壁一良存し、床面より垂直に立ちあがり、壁高60cmを測る。壁上端のくずれが認められる。

周溝一西壁と南壁沿いに幅20cm、深さ 10cmのものが検出された。

床面一よく踏み固められており、遺存状態はよい。

柱穴一位届跡の対角線上に位置して掘り込まれたと考えられる。検出できたものは 3 本分で

ある。掘り万はしっかりしており、深さ 50-70cmを測る。

カマド(第82図)

壁を40cm程掘り込まれ構築されている。天井部については明瞭にできなかったが、袖部には

粘土が残存し、中聞にはかなりの焼土が充満している。煙道は若干掘り凹められた火床よりゆ

るやかな傾斜のもとに立ちあがっている。残存は良好であった。

遺物(第210図)

図示しえた遺物は、土師器盤形土器 1 点、須恵器蓋形土器 1 点のみと少量である。

図 1 は、内外面とも赤彩された大形の盤形土器である。内面は全面ヨコナデ後、螺線状 l乙暗

文が施されており、盤形土器の暗文は、本遺跡では唯ーであり、特筆しておきたい。

2 はツマミを欠く比較的大形の蓋形土器。

70号住居跡と出土遺物

住居跡(第83図・図版53)

平面形一東西 4 .4 m 、南北2.55m の長万形を呈する。カマドは北壁のほぼ中央 l乙構築されて

L、る。

壁一残害のよい位置で'28cm前後を測るが、全体的には崩壊が著しい。

周溝一一部についてのみ検出できただけである。
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床面一全体が貼り床となっており、遺存は悪かった。

柱穴一検出できなかったが、小ピットが数個床面l乙掘られており、あるいはこれが該当する

かもしれない。

カマド(第84図)

壁を若干掘り込み構築されているも、遺存不良で、構築材としての粘土も、焼土なども少量

検出できたのみである。

遺物(第210図・図版130) 

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 2 点のみであり、図 2 は床面より出土している。

l は体部外面l乙稜を有する坪形土器であり、 2 は1f乙比し稜は退化しており、口縁部が僅か

に外湾気味 l乙聞く。

71号住居跡と出土遺物

住居跡(第85図・図版53)

P-L P-2 と重複している。新旧は、住居跡を切って、 P-1 、 P-2 が掘り込まれて

L、る。

平面形一東西3.95m 、南北 2.7m の長方形を呈する。カマドは、北壁中央から東壁側 l乙構築

されている。

壁一ほぼ垂直に床面より立ちあがり、壁高40-45cmを測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一プラン中央部では硬く踏み固められているが、周辺部にては凹凸があり軟弱化してい

る。

カマド(第86図)

壁を 25cmと浅く切り込んで構築されたが、遺存は不良で、火床 l乙位置する個所に焼土がかな

り検出できたのみである。煙道部の立ちあがりはかなり急激である。

遺物(第211 、 257図・図版130)

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 l 点、須恵器杯形土器 1 点、鉄製品刀子 1 点である。土

師器坪形土器は、カマドより出土している。

図 l は、体位外面下位に僅かに稜を呈する坪形土器であり、 2 は底部の小さい体部が直線的

にたちあがる坪形土器である。底部および体部下端まで手もちのへラケズリによって調整して

おり、ロクロ目が明瞭な体部外面には「日」と墨書されている。須恵器に墨書されている事例

は少く、注目したい。
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鉄製品は万子 1 点であり、遺存状態が悪い。平棟造りの小形な万子であり、鋒、茎の一部は

欠損しており、関も不明瞭である。

72号住居跡と出土遺物

住居跡(第89図・図版54)

北西コーナーが 1 部調査区域外となり、全体プランは検出することはできなかった。

平面形一東西6.55m 、南北 6.5m の方形を呈する大型住居跡である。カマドは北壁中央 l乙構

築されている。

壁一垂直に立ちあがり、残存壁高70cm前後を測り、高い。

周溝一幅20cm、深さ 10cmのものが、北東コーナーを除いて壁下を全周している。

床面一硬く踏み固められており、なおかつ平担であり、遺存は非常によい。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれている。掘り万はしっかりしており、深さ 70

~80仰を測る。

カマド (・図版 54)

遺存よく、粘土で構築された、天井部、袖部とも構築時l乙近い形で残存し、内部には焼土等

が多量に充満していた。また煙道部は壁を切り込んで、火床よりなだらかな傾斜をもって立ち

あがらせている。両袖が壁と接する位置の右左に小ピットが掘られており、カマド l乙付随する

施設に利用されたものではないかと考えられる。

遺物(第211 ・ 257図・図版130)

図示しえた遺物は、土師器警形土器 2 点、部形土器 2 点、須恵器壷形土器 l 点、鉄製品万子

1 点である。図 1 、 2 の窒形土器は同一個体と考えられ、 4 の坪形土器と共l乙カマドより出土

している。

1 、 2 は、最大径を有し、大きく外反する口縁部より直線的に下がり、胴下半部でや収縮気

味 l乙木葉痕を残す底部にいたる薯形土器である。胴部外面は、縦位のへラケズリ、内面はへラ

ナデによる調整。 3 は口縁部が外湾する嚢形土器であり、 11乙比しやや胴部が張る。

4 は体部外面l乙稜を有し、底部が丸底気味になる比較的大形の坪形土器であり、 5 は半球形

状を呈する小形な坪形土器である。 6 は球形な胴部に「八」の字形を呈する高台が付された須恵

器壷形土器である。

鉄製品は万子が l 点出土しており、茎の端部が欠損している以外、ほぼ完形に近い。平棟造

りの刀子であり、身は 12cmを測る。関は不明瞭であり、鋒はやや丸味を帯びる。
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73号住居跡と出土遺物

住居跡(第87図・図版55)

平面形一東西 4m、南北 2.8m (東壁)、 3.3m (西壁)と長さが異なりのある不整万形を

呈する。カマドは北壁中央よりやや東壁沿いに偏在して構築されている。

壁一良好な立ちあがりで、残存壁高35cm前後を測る。

周溝一幅15cm、深さ 5cm前後のものが、東壁から南、西壁にかけて検出されている。

床面一遺存はよく、硬く踏み固められている。

柱穴一検出できなかったが、南壁、西壁が一部切られて浅い掘り込みが認められるも、柱穴

とするには疑問ののこるものである。

カマド(第88図)

壁を70cm程度掘り込み構築されている。特異な構築法が認められている。つまり、住居跡構

築の段階で、左袖に位置する部分のローム層を意識的に残し、そのまま左袖として利用してい

る点である。残存は不良であったが、火床にあたる部分より前面にかけてかなりの数の土器(土

師器が主体)が出土している。

遺物 (第211 ・ 212 ・ 251図・図版130)

図示しえたのは、土師器嚢形土器 2 点、須恵器壷形土器 1 点、須恵器土製円板 1 点であり、

要形土器 2 点および男瓦片 2 点は、カマドより出土している。

図 1 は、口縁部が「コ」の字状を呈し、肩部l乙張りをもち、胴部やや上位に最大径を有し、

小形な底部にむかつてすぼまる薄手の嚢形土器である。乙の系統の土器の中では大形の土器で

ある。胴部上位は横位に、それ以下は斜位ないし縦位にへラケズリされている。 2 も 1 とほぼ

同様な察形土器であろが、口縁部がより明確に「コ」の字状を呈する。

3 は胴下半のみの残存であるが、厚手の須恵器壷形土器であり、 4 は須恵器坪形土器の底部

を利用した土製円板と思われる。

瓦は、 2 点ともカマドよりの出土であり、図 2 は裏面に13 x ?の型押が観察される。

74号住居跡と出土遺物

住居跡(第81図・図版52)

69号住居跡と新旧関係にある。新旧については明確にできなかった。カマドの位置について

も不明である。

確認されたのは北壁60cm、西壁 2.3m であり、全体のプランを伺い知ることはできない。床
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面は一部では比較的良好な遺存状態を示している。

遺物(第212図)

調査した範囲が一部であり、図示しえた遺物は土師器坪形土器 1 点のみである。

図 1 は、胴部下位l乙僅かに稜を有する坪形土器であり、器高が浅く、底部はかなり平底気味

となる。

75号住居跡と出土遺物

住居跡(第91図・図版55)

一部北東コーナーが調査区域外となり、未調査部分がある。

平面形一東西4.56m 、南北5.85m の万形を呈する。カマドは東壁中央より南壁沿いに構築さ

れている。

壁一残存壁高40cmで、あり、ほぼ垂直に立ちあがる。

周溝一幅10-15cm、深さlOcmのものが、壁下を周囲している。

床面一良存しており、よく踏み固められ、一部プラン中央ではパリパリの状態である。

柱穴一検出できないが、小ピットが 3 ヶ程認められるが性格については不明。

カマド(第92図)

崩壊した状態であったが、袖部、天井部も明瞭に検出することができた。煙道部の一部がピ

ットによって切られているが、幅50cm前後、長さ 60cm以上にわたり壁を掘り込んでいる。煙道

部が細長くなっている。火床は平担である。

遺物(第212図・図版130)

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 2 点、須恵器蓋形土器 1 点であり、坪形土器は 2 点とも

床面よりの出土である。

図 1 は、体部外面l乙稜を有し、体部が内湾気味にたちあがり、端部がやや肥厚する原形土器

である。

2 は、平底を呈するやや大形な底部より体部が、直線的にたちあがる原形土器である。体部

外商は端部近くまで底部もへラケズリされている。内面は全面ヨコナデ後、体部l乙斜格子状の、

底面l乙螺線状の暗文が施されている。坪形土器の製作技法上も留意すべき土器であるが、さら

に暗文が施されており、暗文は本遺跡、出土坪形土器では唯一の例で、あり、稀有な土器として注

目しておきたい。

3 は口縁端部を欠く、偏平な宝球形のツマミを有する須恵器蓋形土器である。
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76号住居跡と出土遺物

住居跡(第93図・図版56)

平面形一東西3.55m 、南北2.65m の長方形に近い小型の住居跡である。カマドは北壁中央よ

りやや東壁沿いに構築されている。

壁一立ちあがりは良好な状態を示し、壁高35~45cmを測る。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面ープラン中央部が凹んでいるが、良存している。

カマド(第94図)

壁が50cml乙わたって切り込まれて、若干掘り凹められた火床よりなだらかに立ちあがってい

る。遺存は不良であり、若干の粘土と焼土の出土が認められただけである。

遺物(第212図・図版130)

図示しえたのは、須恵器坪形土器 l 点のみのと少量である。

体部が直線的にたちあがり、端部が僅かに外反する坪形土器である。体部外面l乙は火ダスキ

が認められ、底部はへラ切り後、全面手もちのへラケズリ調整されている。

77号住居跡と出土遺物

住居跡(第96図・図版50)

平面形一東西 5.3m 、南北 5.7m の方形を呈する。大型の住居跡である。カマドは北壁中央

より東壁沿いと東壁中央よりやや南壁沿いの 2 ヶ所に構築された。

壁一残存壁高50~70cmを測る。立ちあがりは垂直な位置と傾斜の位置があるものの良好な立

ちあがりを示す。

周溝一幅20cm、深さ 5 ~10cmのものが壁下を周囲している。

床面一良存しており、プラン中央部はよく踏み固められている。

柱穴一住居跡の対角線上にしっかりとした掘り込みがなされている。深さ 50~75cmで、ある。

南壁中央直下に小ピットあるも性格については不明。

カマド(第95図・図版57 ・ 58)

壁を「凸」字状に90cm程掘り込み、また火床も若干の凹みを作りその上l乙粘土を厚く貼りつ

けている。乙の粘土の張りつけはカマドの全面に貼りつけられていた。遺構はつぶれた状態で

検出されており、焼土についてはあまり認められず、火床申央から警が倒立して出土しており、

支脚に利用されていた。東壁l乙も構築されていたが、北にカマドを移動させた時点で、破壊さ

cu 
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れたものと考えられる。若干の焼土が認められたのと、煙道が存在するのみであった。

遺物(第212図・図版131)

図示しえた遺物は、すべて土師器であり、書形土器 3 点、盤形土器 1 点である。図 1 、 2 は

カマド、 3 は床面よりの出土である。

1 は、口縁部が「く」の字に外反し、胴部中位にやや膨らみを有する嚢形土器である。胴部

上位は指ナデ、それ以下は粗いへラケズリにより調整されている。

2 、 3 は口縁部が外湾する窒形土器であり、 3 で明瞭なようにクシ状具により胴部が調整さ

れている。 4 は、半球形状を呈する小形な盤形土器であり、内面はへラミガキ、外面はへラケ

ズリ後、粗いへラミガキにより調整されている。

78号住居跡と出土遺物

住居跡(第98図・図版58)

平面形一東西4.53m 、南北4.58m の方形を呈する。各コーナーは若干隅丸ぎみとなる。カマ

ドはほぼ北壁中央 l乙構築されている。

壁一垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高55~65cmを測る。

周溝一幅13~20cm、深さ 5 ~ 8cmのものが壁下を周回している。南壁下中央からプラン内に

に約80cm程張り出す。

床面一硬く踏み固められ、パリパリの状態で遺存していた。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して深さ 35~55cm程に掘り込まれている。掘り万はしっかり

している。プランの大きさに比して柱間距離が狭まい。

カマド

壁を80cm前後 'UJ 宇状に掘り込み、なだらかな傾斜をもって火床より立ちあがらせている

も、天井部、袖部や焼土の検出もあまりなく、残存がよくないカマドである。

遺物 (第213 ・ 258図)

図示しえた遺物は、土師器聾形土器 1 点、鉄製品 2 点であり、警形土器はカマドより出土し

ている。

図 l は、口縁部が直線的に外反し、胴部が垂直にさがる小形な秦形土器である。

鉄製品は 2 点とも断片であり、鉄鍛の箆被、茎の一部であり、断面は四角形を呈する。図 6

は、箆被、茎が残存しており、肺|犬突起が認められる。(図 5 、 6)
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79号住居跡と出土遺物

住居跡(第99図・図版59)

平面形一東西5.15m 、南北 4.5m の万形を呈する。各コーナーは若干隅丸となる。カマドは

北壁中央 l乙構築されている。

壁一垂直ぎみに立ちあがり、壁高55~65cmを測る。

周溝一北壁下の一部を除いて幅1O~30cm、深さ 5 cmのものが周囲している。

床面一遺存は非常に良好であり、よく踏み固められ、パリパリの状態である。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれている。掘り万はしっかりしており、深さ 60

~75cmを浪リる。

カマド(第100図)

天井部が落下した状態であり、残存はよくない。壁を切り込んで火床面よりなだらかな傾斜

をもたせて立ちあがらせ、煙道部としている。火床には焼土が薄い層をなして検出された。

遺物(第213図・図版131)

図示しえた遺物は、土師器窒形土器 l 点、椀形土器 1 点、杯形土器 3 点、須恵器坪形土器 1

点、蓋形土器 1 点と比較的多種な器種が認められる。図 1 、 2 はカマドより、 7 は床面より出

土してい'る。

1 は、口縁部が大きく外湾し、端部が垂直に立つ断面形を呈し、胴部は球形を呈すると考え

られる大形の菱形土器である。

2 は、体部が内湾気味にたちあがる器高のある椀形土器であり、体部外面は横位のへラミガ

キ調整。 3 は半球状を呈する小形な坪形土器であり、外面はへラミガキ調整。 4 、 5 は僅かに

体部外面下位に稜を残す坪形土器である。

6 は、やや大きめの底部より直線的に体部がたちあがる坪形土器。底面および体部下端は回

転へラケズリ調整である。体部外面にへラ記号が認められる。 r中」か?

7 は蓋形土器であり、ツマミは著しく偏平化している。

80号住居跡と出土遺物

住居跡(第101図・図版59)

平面形 東西3.83m 、南北3 .45m の不整万形を呈する。北西コーナーは著しく隅丸となる。

カマドは北壁中央より北東コーナーに近い位置に構築されている。

壁一残存壁高40~45cmを測り、若干傾斜ぎみに立ちあがる。
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周溝・柱穴一検出できず。

床面一ほぽ平担に良存している。

カマド(第103 図)

壁を20cm程切り込み、火床より垂直に立あがらせている。残荏は悪く、両袖部に使用された

粘土ブロックと、その中間(火床) ，乙焼土が検出されたのみである。天井部は明瞭にすること

はできなかった。

遭物(第213図・図版131)

図示しえた遺物は、土師器盤形土器 1 点、坪形土器 1 点、須恵器坪形土器 l 点であり、盤形

土器はカマドより出土している。

図 l は、偏平な半球形状を呈する盤形土器である。内面は丹念なヘラミガキ、外面はへラケ

ズリにより調整されている。 2 は体部外面下位に辛じて稜を呈する坪形土器であり、底部は平

底 i乙近い。

3 は、器高の浅い、底部の大きな坪形土器であり、底部はへラ切り後、回転へラケズリ調整。

81号住居跡と出土遺物

住居跡(第102図・図版60)

平面形一東西 5.7m 、南北5.55m の万形を呈し、カマドは北壁中央l乙構築されている。

壁一斜角度をもって立ちあがり、残存壁高50-60cmで、良脊している。

周溝一幅20畑、深さ 10cmのものが、壁下を周囲している。

床面遺存がよく、固く踏み固められている。

柱穴一住居跡の対角糠上に位置しており、掘り込みもしっかりしている。 1 ヶ所の掘り方に

柱痕が認められており、柱痕は直経10cm を測る。

カマド(第104図)

遺存はあまりよくない。壁を rUJ 字状に30cm程度切り込み、床面よりほぼ垂直に立ちあが

らせ煙道部を作り出している。火床にあたる部分には焼土がぎっしりと詰まった状態で認めら

れる。天井部、袖部に粘土が多く使用された痕跡は認められず、黄褐色土、茶褐色土を主に使

用している。火床は若干掘り凹められている。

遺物 (第214 ・ 255 ・ 261図・図版131 ・ 150)

出土遺物は、多様であり土器以外l乙砥石、貨弊が出土している。図示しえた土器は、土師器

警形土器 l 点、盤形土器 l 点、坪形土器 4 点であり、図 l 、 4 はカマドより、 2 は床面より出

土している。
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1 は、やや外傾してたちあがる口縁部と球形を呈する胴部よりなる厚手の薯形土器である。

2 は、半球形状を呈し、内外面とも赤彩されたやや大形の盤形土器であり、外面へラケズリ、

内面はへラミガキにより調整されている。

3-6 は坪形土器であり、 3 は体部外面の稜がほとんどなくなり、平底を呈し、 4 は体部外

面が稜、内面が段を呈する土器である。 5 、 6 は器高の浅い、小形な土器であり、カワラケ l乙

類似する。 6 の底部には糸切り痕を残す。

砥石は 1 点出土しており、小形品である。かなり使用されたと考えられ、磨耗が著しい。材

質は砂岩である。(図11)

貨弊は 3 点出土しており、和同開宝の範となった開元通宝(唐高祖、 621) 2 点、皇宋通宝

(宋仁宗、 1039) 1 点が出土している。住居跡出土の貨弊は住居跡構築の上限年代を知る好資

料であるが、本住居跡の場合貨弊は覆土より出土しており、皇宋通宝の示す年代と土器では大

きな差異が認められる。

82号住居跡と出土遺物

住居跡(第105図・図版60 ・ 61)

落ち込みを確認した段階で、重複関係にあることが判明した。重複は83号住居跡との間でな

されており、新旧関係は、 82号住居跡内に83号住居跡のカマドが構築されている乙とが判明し、

明確になった。新旧は82号→83号住居跡である。

平面形一東西5.73m 、南北5.58m のほぼ方形を呈する。カマドは北壁のほぼ中央に構築され

ている。

壁一残存壁高50仰を測り、立ちあがりもしっかりしている。

周溝一検出できず。

床面一遺存はよく、平担となっている。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれている。掘り方はしっかりしている。

カマド(第106 図)

83号住居跡構築の時点で、左袖が切られていると同時に、残存は比較的良好である。壁を25

mと短かく掘り込み、火床から急角度をもって煙道部が作り出されている。焼土の検出量は少

ながったが、右袖の粘土は残存が非常によかった。

遺物(第214図・図版131 ・ 132)

図示しえた遺物は、土師器饗形土器 2 点、盤形土器 1 点、坪形土器 2 点、須恵器鉢形土器 1

点、蓋形土器 1 点、高台付坪形土器 2 点である。図 4 、 7 、 8 は床面より、 6 はカマドよりの
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出土である。

1 は、胴下半部の残存であり、胎土に雲母を含み、縦位のへラミガキが施された特徴的な嚢

形土器である。 2 は、厚手の台付要形土器である。

3 は、体部外面l乙僅かな稜を残す大形の盤形土器であり、底部内面はへラミガキされている。

4 、 5 は、坪形土器であり、 5 は外面の稜は、認められず、平底気味となる。

6 は、口縁端部が肥厚する鉢形土器であり、胴部外面にタタキ目が認められる。 7 は小形の

蓋形土器。外面にヘラ記号が記されている。 8 、 9 は、高台が低く、断面形が三角形を呈する

特徴的な高台付坪形土器である。

83号住居跡と出土遺物

住居跡(第105図・図版62)

82号住居跡と重複している。新旧関係は82号→83号住居跡の順である。詳細は前述しである。

平面形 東西 3m以上、南北 3.2m のほぼ万形を呈すると考えられる小型の住居跡である。

カマドは東壁のほぼ中央に構築されたものと思われる。

壁残存壁高20cmを測る。

周溝・柱穴ー検出できなかった。

床面一遣荏はよくない。特に重複する部分では張り床がなされており軟弱となっている。レ

ベルは82号住居跡より高くなっている。

カマド(第107図)

他のカマド構築と同様に壁を切り込んでいるものと思われるが明確に検出する乙とはできな

かった。所々に粘土ブロックは存在するも、残存不良である。ただ、火床から煙道部への立ち

あがりはなだらかになっておりまた煙道部にも粘土が張りつけられた痕跡が認められる。

遺物(第215 ・ 255図・図版132 ・ 150)

出土遺物は、土器と砥石であり、図示しえた土器は、土師器事形土器 2 点、坪形土器 2 点、

須恵器坪形土器 2 点である。図 1 、 2 、 5 はカマドより出土している。

l は、口縁部が「コ」の字形を呈し、肩部の張る薄手の饗形土器である。底部近くの状態よ

り台部が付くものと考えられる。 2 は口縁が「く」の字に外反する大形の窒形土器であり、 1

と同様薄手に調整されている。

3 、 4 は、ロクロ使用の杯形土器であり、 3 は糸切り、 4 は糸切り後、体部下端を手もちで

へラケズリ調整している。 5 、 6 は、小形な須恵器坪形土器であり、 5 は肩部および体部下半

を手もちへラケズリ調整である。
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砥石は、比較的大形の半欠品である。使用痕が著しく、磨耗した結果、断面は弓状を呈する。

材質は砂岩である。(図11)

84号住居跡と出土遺物

住居跡(第108図・図版62)

平面形一東西4.15m 、南北3.23mの長方形を呈する。カマドは北壁中央やや東壁沿いに偏在

している。

壁一床面よりほぼ垂直に立ちあがり、残害壁高30-35cmを測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一良存しているも多少の凹凸が認められる。

カマド(第109図)

壁を約50cm程度掘り込み、火床よりなだらかな傾斜をもたせて立ちあがり、煙道部を形成し

ている。構築はしっかりしていた乙とが残害する粘土より推察できるが、検出されたのは袖部、

天井部ともつふ、れた状態であった。焼土はあまり認められなかった。

遺物(第215図・図版132)

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 2 点であり、共に床面より出土している。

2 点とも体部外面に稜を有する比較的大形の坪形土器であり、図 2 は内面に段を呈する。

85号住居跡と出土遺物

住居跡(第110図・図版64)

落ち込みを確認した段階で 3軒の住居跡が重複している乙とがわかった。このため、土層観

察用のベルトを東西に残し、精査した結果、はっきりと新旧関係を認めることができた。重複

は85号と 86号住居跡、 86号と 87号住居跡であり、 85号と 87号住居跡は直接切り合わず隣接して

し、る。

85号と 86号住居跡の新旧関係は、新が85号、旧が86号住居跡である。

平面形一東西 4.5m 以上、南北 3.9m のほぼ方形を呈し、北壁にカマドが構築されている。

西壁は 1 基の土壌とイモ穴により切られている。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高20仰を測る。

周溝一幅15畑、深さ 10cmのものが壁下を全周していたと考えられる

床面一重複する部分は貼り床がなされ、軟弱であるが、他の部分はよく踏み固められていた。
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柱穴一検出できなかった。

カマド(第111図・図版65)

86号住居跡の北西コーナーを煙道の一部として利用し、壁を切り込んで構築しているも火床

は浅く掘られ、火床、煙道を含めた形状は卵形を呈している。遺存はよくないが、右袖には河

原石を立て、その内側(火床側) f乙は女瓦を立て、二重の補強がなされていた。

遺物(第215図、第250図・図版132 ・ 133)

遺物は土師器と瓦であるが、比較的床面、カマドより多量に出土している。図示しえた土師

器は、警形土器 2 点、坪形土器 7 点であり、図 1 、 7 、 8 はカマドより、 2 、 3 、 4 、 5 は床

面より出土している。

1 は、口縁が短く外湾し、端部が直立する薄手の嚢形土器であり、 2 は、台部のみの残存で

ある。

3-9 は、坪形土器であり、 5 以外はすべて内面は黒色処理されている。 4 は、大形な土器

であり、底部l乙糸切りを残し、 9 はへラ切り後、体部下端を子もちへラケズリ調整している。

瓦は、 2 点出土しており、図 1 は床面より出土している。 1 は、裏面l乙 4 x 4 の比較的格子

の大きい型押文が不定方向に認められる女瓦である。型押のテクニックや表面に模骨痕が認め

られないことより一枚造りの可能性を有する瓦である。

2 は、裏面l乙格子目大きい 6 x 7 の型押文が認められる女瓦である。表面Iこは模骨痕が認め

られる。

86号住居跡と出土遺物

住居跡(第110図・図版63)

85号、 87号と新旧関係にある。新旧は、三軒の住居跡の中では一番古く、新が85号、 87号住

居跡、旧が86号住居跡である。

平面形一東西 4.9m 、南北5.45m のほぼ方形を呈し、カマドは北壁中央に構築されている。

壁一ほぼ垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高40cmを測る。

周溝一検出できず。

床面一凹凸少なく、よく踏み固められている。特にプラン中央部でその傾向が強い。

柱穴一住居跡の対角線に位置して掘り込まれている。深さ 60-70cm前後で、ある。

カマド(第112図)

壁を切り込んで構築しているが、遺存はよくなく、火床から煙道にかけて、少量の焼土を検

出できたにすぎなかった。しかし、左袖には河原石を立て、袖部の補強がなされていた。火床
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は楕円形に浅く掘られている。

遺物(第216図・図版133)

図示しえたのは、土師器坪形土器 3 点のみであり、図 3 は床面より出土している。

1 は、体部外面に稜を有する器高のある坪形土器であり、 2 、 3 は、半球形状を呈し、端部

が垂直に立つ坪形土器である。

87号住居跡と出土遺物

住居跡(第110図・図版63)

86号住居跡と新旧関係にある。新は87号住居跡、旧は86号住居跡である。

平面形一東西 3m、南北 2 .4 m のほぼ方形を呈している。カマドについては構築されていな

1J>った。

壁一垂直に立ちあがり、壁高70cm と高い。

周溝一検出できず。

床面一よく踏み固められ良存していた。

柱穴一東壁、西壁を切って、壁中央に掘り込まれている 2個が柱穴と考えられる。

遺物

86号住居跡と重複しており、図示可能は遺物は認められない。

88号住居跡と出土遺物

住居跡(第113図・図版67)

平面形一東西 3.9m 、南北2.85m のほぼ方形を呈し、北壁中央にカマドが構築されている。

壁一床面より垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高聞を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一遺存よく、凹凸も少ない。

カマド(第114図)

壁を切り込み煙道を作り出し構築されている。遺存はよく。天井部、袖部とも明瞭に残存し

ており、中聞に焼土が充満して検出された。火床にあたる部分は若干掘り凹められて浅く埋め

戻されている乙とが判明レている。

遺物(第216 ・ 255図・図版133 ・ 150)

出土遺物は、土師器と砥石であり、図示しえた土器は、書形土器 1 点、坪形土器 2 点であり、
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図 1 はカマドより、 2 は床面より出土している。

1 は、胴下半のみの残存であり、縦位にへラミガキされ、底部l乙木葉痕を残す饗形土器であ

り、 2 は半球形状を呈し、 3 は体部外面lこ稜を持つ坪形土器である。

砥石は、小形な破損品である。材質は砂岩。(図13)

89号住居跡と出土遺物

住居跡(第115図・図版67)

柱穴のみが残存しているだけであり、あるいは掘立柱建物跡の可能性も考えられたが、調査

段階において、柱穴に固まれた中央部が硬くしまった状態が認められており、このことより住

居跡の可能性が高いものと考えられる。柱穴は 4 本確認でき、各々円形の掘り込みであり、深

さ 60cm前後で、ある。その他については不明であった。遺物は全く、認められない。

90号住居跡と出土遺物

住居跡(第116図・図版68)

89号住居跡と同様に柱穴のみが残存しているだけであったため、掘立柱建物跡としての可能

性も考えられたが、柱穴によって固まれた中央部が硬くしまった状態で認められ、床面の一部

が残序しているものと考えられ、住居跡として取り扱った。柱穴は 4 本分が確認でき、各々円

形に深さは20-50cml乙掘り込まれている。その他のことについては不明である。遺物は、全く

認められない。

91号住居跡と出土遺物

住居跡(第117図・図版68)

平面形一東西4 .45m 、南北 3.8m の若干東西l乙長い万形を皇し、北壁中央より東壁によって

構築されている。

壁一垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高40cm前後を測る。

周溝一幅15-25cm、深さ 5 cm前後のものが壁下を周囲しているが北東、南東の各コーナーは

不明瞭に掘り窪められている。

床面一平担l乙遺存しているが、軟かである。

柱穴一検出できず。
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カマド(第119図)

壁を切り込み煙道を作り出し、なだらかな傾斜をもって立ちあがらせている。火床もいくぶ

ん掘られており、焼土が検出された。天井部、袖部とも明瞭にはなし得なかった。

遺物(第216 ，・ 251図・図板133)

出土遺物は、土器および瓦であり、図示しえた土器は、土師器聾形土器 l 点、須恵器坪形土

器 3 点であり、図 l はカマドより、 2 は床面より出土している。

図 1 は、口縁部は「コ」の字l乙近い形状を呈し、肩部のやや張る薄手の嚢形土器である。 2

-4 は部形土器であり、 2 は回転へラケズリ調整、 3 は糸切り、 4 は底面および体部下端を手

もちのへラケズリ調整である。

瓦は、 2 点図示したが、図 1 はカマドより出土している。 1 は女瓦、 2 は男瓦である。

92号住居跡と出土遺物

住居跡(第118図・図版69)

平面形一東西4.83m 、南北4.75m のほぼ方形を呈し、北壁中央やや東壁よりに位置して構築

されている。

壁一良好な立ちあがりを示し、残存壁高60cm前後を測る。

周溝ー幅10-20cm、深さ 8cm前後のものが壁下を全周している。

床面一凹凸が少なく、平坦であり、遺存はよい。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれており、深さ 35-40cmを測る。

カマド(第120図)

壁を「円」字状に30cmと浅く切り込み、垂直ぎみに立ちあがらせ、煙道を作り出している。

焼土、粘土ともあまり認められなかったが、火床と考えられる位置より、草木灰がかなりの量

検出されている。

遺物(第216図)

図示しえたのは、土師器盤形土器 1 点のみと微量である。

内外面ともへラミガキおよび赤彩された盤形土器であり、体部外面に軽い稜を有し、外傾し

て端部がたちあがる。

93号住居跡と出土遺物

住居跡(第121図・図版69)
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96号住居跡と重複することが落ち込み確認の段階で認められた。新旧関係は遺物のうえから

も明瞭であり、 96号住居跡からは古式土師器が、 93号住居跡からはより新しい様相の土器が出

土している。

平面形一東西 4.9m 、南北 4.6m のほぼ方形プランを呈し、カマドは北壁のほぼ中央に構築

されている。

壁一床面より良好な立ちあがりを示し、残存壁高65cmを測る。

周溝 北壁の一部を除いて、幅10-25cm、深さlOcmのものが壁下を周回している。

床面凹|凸も少なく、遺存はよく、硬く踏み固められている。

柱穴一住居跡の対角線上l乙位置して掘り込まれている。掘り万はしっかりしたものである。

カマド(第122図)

壁を 60cm程度掘り込み構築されている。粘土、焼土は単一層では検出されず、茶褐色士、黒

褐色土混入という様相で検出されており、遣存がよくないものと考える。火床は一度掘り凹め

られてから再度埋め戻され構築がおこなわれている。

遺物(第216図・図版133)

図示しえたのは、土師器奏形土器 1 点、坪形土器 2 点、須恵器蓋形土器 2 点であり、蓋形土

器 2 点は、床面より出土している。

1 は、肩部の張る厚手の小形嚢形土器であり、 2 、 3 は体部外面l乙僅かに稜を持つ坪形土器

である。

4 、 5 は蓋形土器であり、 4 は宝球形ツマミを有し、口縁端部が垂直を呈し、 5 は、内面に

「カエリ」を有する土器である。 5 は。器形的l乙注目したい。

94号住居跡と出土遺物

住居跡(第123図・図版70)

平面形一東西4.32m 、南北 4.2m の方形を呈し、北壁中央l乙カマドが構築されている。

壁一ほぼ垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高40-45cmを測る。

周溝一西壁と南壁の一部にかけて、幅15cm、深さ 5 cmのものが認められる。

床面一凹凸少なく、遺存はよい。

柱穴一検出できなかった。

カマド(第124図)

壁を80cm程度掘り込んで、また火床も凹められて構築されている。残存はよくなく、両袖の

粘土が若干残っているのみである。焼土が火床から煙道にかけて多量に検出されでいる。
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遺物(第217図)

図示しえた遺物は、土師器盤形土器 l 点、坪形土器 1 点である。

図 1 は、偏平な半球形状を呈し、内外面ともナデ調整による盤形土器である。 2 は半球形状

を呈する小形の坪形土器である。

95号住居跡と出土遺物

住居跡 (125図)

平面形一全体にゆがんだ形状となっている。落ち込み確認の段階でもプランは明瞭でなかっ

た。プラン中央から北壁によった位置で炉跡が検出された。

壁一立ちあがりもしっかりせず、だらだらと立ちあがっている。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一軟弱で凹凸も著しい。遺存不良。

炉跡一床面を径40cm程の円形で、深さ 10cm前後l乙掘り凹めている。焼土は少量残存している

のみである。

遺物(第217図・凶版70 ・ 71)

図示しえたのは、土師器窒形土器 1 点、境形土器 l 点と少量であるが、 2 点とも多くの問題

を内包する土器である。

図 1 は、胴部やや上位に最大径を有し、球形な胴部より口縁部断面が、 'S J 字状を呈する

小形な嚢形土器である。台部は破損しているが台付要であり、胴部外面は、丁寧なハケ調整、

焼成も良好である。

2 は、円形の窪みをもっ底部より緩やかなカーブでたらあがり、口縁部が屈曲して独特な断

面形 (S 字状に類似)を呈する腕形土器である。内外面とも丹念にへラミガキされ、精選され

た胎土を有し、焼成も良好である。バランスの良い優品であり、搬入品の可能性もある。

96号住居跡と出土遺物

住居跡(第121図・図版71 ・ 72)

93号住居跡、と新旧関係にある。新が93号住居跡、旧が96号住居跡である。

平面形 東西5.05m 、南北 3.8m の長万形を呈する。カマドは構築されず、炉跡が存在した

ものと考えられる。

壁一残存壁高20~25cmを測り、立ちあがりもしっかりしている。
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周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一多少の凹凸が認められるもよく踏み固められている。

炉跡-93号住居跡構築の時点で削平されたものと思われ、検出できなかった。

遺物(第217図・図版133 ・ 134)

住居跡北東部は、 93号住居跡より破壊されているが、住居北西、南西コーナーより出土して

いる。図示しえたのは、土師器壷形土器 1 点、曹形土器 l 点、士宮形土器 l 点、椀形土器 3 点と

比較的多量に出土している。図 3 、 4 は床面より出土している。

1 は胴部上位のみ残存する大形な壷形土器である。外面は赤彩されており、球形を呈する胴

部と頚部I乙断面三角形を呈する隆帯を貼り付けている。

2 は、木葉痕を残す底部のみの小形な窒形土器であり、 3 は小さな胴部I乙大きく外反する口

縁部を有する摺形土器である。

4 、 5 、 6 は擁形土器であり、 4 は球形を呈する胴部より、口縁部が外反し、 5 、 6 は平底

気味の底部より直線的に体部がたちあがる。

97号住居跡と出土遺物

住居跡(第126図・図版73)

99号住居跡と重複することが落ち込みを検出した時点で認められた。新旧関係は精査するも、

明確にすることはできなかった。

平面形 東西 4m、南北4.2m のほぼ万形を皇し、カマドは北壁中央 l乙構築されている。

壁一床面より垂直に立ちあがり、残存壁高55-60cmを測る。

周溝一幅15cm、深さ 5 -10cmのものが北壁を除く、南、東、西壁下を周囲している。

床面一凹凸も少なく、よく踏み固められ、良好な遣存を示している。

柱穴一住居跡の対角線上に位置して掘り込まれている。掘り方はしっかりしており、深さ 80

cm前後を測る。

カマド(第127図)

墜を 'VJ 字状に約50cm切り込み、火床より垂直ぎみに立ちあがらせ煙道部を形成している。

残存はよくなく、焼土、粘土がブロック状 l乙構築場所l乙検出されるにすぎなかった。

遺物(第218図・凶版134)

本住居跡よりは、警形土器の好資料が出土している。図示しえたのは、土師器のみであり、

警形土器 4 点、杯形土器 1 点である。図 1 はカマドより、 2 、 5 は床面よりの出土である。

l 、 2 は、口縁部が大きく「く」の字に外反し、頚部 l乙軽い稜を有するき整形土器であり、 2 は
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底部 l乙木葉痕を残す。

3 、 4 は、口縁部が外傾してたちあがり、胴部が珠形を呈する褒形土器である。 5 は体部外

面 l乙軽い稜を残す坪形土器である。

98号住居跡と出土遺物

住居跡(第126図・図版74)

落ち込みを確認した段階で、 99号住居跡と重複する乙とが判明したが、精査するも新旧関係

についてば明確にする乙之はできなかった。

平面形一東西3.3m以上、南北3.5m のほぼ正方形を呈すると考えられる。カマドは北壁中央

から東壁よりに位置し、構築されている。

壁一緩傾斜をもって立ちあがり、残存壁高30 仰を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一遺存よく、硬く踏み固められている。

カマド(第128図)

壁を 'UJ 字状に掘り込み、構築しているも、残存が悪く、わずかに火床と考えられる位置

より、若干の焼土の検出が認められたにとどまっている。

遺物(第218図)

図示しえたのは、土師器奏形土器 1 点のみである。

口縁部が「コ」の字形を呈し、端部がつまみ出された感じのする薄手の奮形土器である。肩

部は張りを有し、横位にへラケズリ調整されている。

99号住居跡と出土遺物

住居跡(第126図・図版74)

97号住居跡、 98号住居跡と重複するも前述した様に、新旧関係については明確にする乙とは

できなかった。

平面形一東西3.85m 、南北2.85m長万形を呈し、カマドは北東コーナーに隣接して構築され

ている。

壁ーなだらかな傾斜をもって立ちあがり、残存壁高25cm前後を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一遣存よく、よく踏み固められ、平担となっている。
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カマド(第129図)

約80cm程度に壁を 'UJ 字状 l乙掘り込み構築されているも、若干の焼士、草木灰を検出した

のみである。煙道は火床より、ゆるやかな傾斜をもたせて立ちあがっている。

遺物(第218図)

図示しえたのは、土師器奏形土器 2 点のみであり、図 1 はカマドより出土している。

1 、 2 とも、口縁部が「コ」の字形を呈し、肩部 l乙張りを有する薄手の饗形土器である。

101号住居跡と出土遺物

住居跡(第130図・図版74)

102号住居跡と重複するととが、落ち込み確認の段階で認められた。新旧関係は、新が102号

住居跡、旧は101号住居跡である ζ とが、カマドの削平によって認められた。

平面形一東西 5m 、南北3.2mの長方形を呈する。カマドは北壁中央 l乙構築されているが、102

号構築の時点で、%弱が切られてしまっている。

壁 ほぼ垂直ぎみに立ちあがるも、残存壁高35~40cmを測るのみである。

周溝一南壁から西壁、北壁にかけて検出されたのみである。

床面一平担で良存している。

柱穴一検出できなかった。

カマド(第131 図)

102号住屑跡構築の時点でカマドの%が削平されている。壁を切り込んでいるが、明確ではな

い。しかし、火床から煙道にかけては多量の焼土が検出されている。火床は細長く、浅く掘り

込まれ、構築時に埋め戻されていることが判明した。

遺物(第220 ・ 258図・図版134 ・ 149)

図示しえた遺物は、土師器坪形土器 2 点、須恵器杯形土器 3 点と鉄鉱である。第220図 1 、 2

は床面より、 4 はカマドより出土している。

1 は、内面を黒色処理された坪形土器であり、底部および体部下端は手もちへラケズリ調整

されている。 2 は大形の坪形土器で、底面に糸切り痕を残す。

3~5 は、比較的器高のある杯形土器であり、 4 は糸切り、 5 は糸切り後、底部および体部

下端を手もちによるへラケズリ調整している。

鉄製品は、比較的大形の平根式鉄鎖 l 点が出土している。鍛身の断面は両丸を呈し、逆刺が

大きいのが特徴的である。箆被と茎で断面の大きさが異なるが、共 l乙方形を呈す。
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102号住居跡と出土遺物

住居跡(第130図・図版75)

101号住居跡と新旧関係にある。新が102号住居跡、旧が101号住居跡で、ある。

平面形一東西5 .4 m 、南北3.8m の長方形を呈し、カマドは北壁中央より東壁よりに構築され

ている。

壁一緩傾斜をもって立ちあがり、残存壁高35cm前後を測る。

周溝一南壁沿いに一部検出できただけであった。

床面一軟弱であり、遺存はよくない。

柱穴一検出できなかった。

カマド(第132図)

壁を30cm と浅く切り込み構築されている。火床は一度掘り込まれてから平担に埋め戻されて

いる。つぶれた状態で、検出されており遺存はよくない。天井部、袖部は認められるも、火床か

ら煙道にかけては少量の焼土が検出されたのみである。

遺物(第219図・図版134)

図示しえたのは、土師器のみであり、婆形土器 1 点、杯形土器 3 点である。図 3 はカマドよ

り出土している。

1 は、口縁部が直立気味に外湾する薄手の整形土器であり、 2 、 3 は、体部外面に稜を残す

比較的大形の坪形土器である。

4 は、外面へラケズリ、内面へラミガキされた比較的器高のある坪形土器であり、内外面と

も赤彩されている。

105号住居跡と出土遺物

住居跡(第133図・図版76)

全体プランの%が調査区外となってしまっている。また 4 号円形遺構と重複関係にあるが、

新旧については明瞭にすることはできなかった。

平面形一東西 3m以上、南北3.1m を測り、北壁 I乙カマドが構築されている。

壁一東壁中央が外に張り出し、轡曲している。

同溝・柱穴一検出できず。

床面一遺存はよく、凹凸も少ない。
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カマド(図版77)

壁を切り込み構築しているも残存はあまりよくないが、焼土、炭化物は検出されるも、構築

材として使用されたと考えられる粘土の検出は少ない。煙道はなだらかな傾斜もって立ちあが

っている。

遺物(第219 ・ 257図・図版134 ・ 135 ・ 149)

本住居跡よりは、土器、鉄製品とが出土しており、多様な遺物が認められる。図示しえた土

器は、土師器奏形土器 4 点、坪形土器 1 点、須恵器禁形土器 l 点、鉢形土器 1 点と大形な土器

が多い。図 1 はカマドより出土している。

1-4 は、口縁部が「コ」の字形を呈し、肩部に張りを有する薄手の婆形土器である。 3 は

口縁部が、やや短かめであり、胴部が大きく膨み球形を呈する。 5 は半球形状を呈し、口縁が

鋭く立つ杯形土器である。

5 は口縁部が大きく外反し、端部 J乙凸帯をめぐらした饗形土器である。胴部は球形を呈し、

外目 I乙叩目、内面 l乙は指頭で押えた凹凸が認められる。 6 は口縁部が短く外反し、端部 l乙凸帯

のめぐる鉢形土器であり、胴部は直線的に下り、大きな底部にいたる。胴部外面は叩目、下半

は横位にへラケズリ調整されている。

鉄製品は、 2 点出土しており、図 4 は鎌、 5 は紡錘具である。鎌は全長10.2cm、刃幅(最大)

は2.5cm と小形なものであり、鋒は中ほどまで直線的にのび、先端は轡曲する。刃幅は先端で

やや細くなる。紡錘具は、紡輪、軸とが残存しており、紡輪径は、 3 ，4 cm、軸は細片となり全長

は不明であるが、屈曲する端部が残存しており、繊維を固定した部位と考えられる。

106号住居跡と出土遺物

l主居跡(第134図・図版77)

108号住居跡、 4 号土拡、 P-1 と重複関係にあるが、いずれの遺構ともその新旧関係につい

ては明確にする ζ とはできなかった。

平面形一東西5.6m 、南北6m のほぼ万形を呈し、北壁中央 l乙カマドが構築されている。

壁一ほぽ垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高は西壁で80cm、東壁で25cm と低くなる。

閣溝一幅15-25cm、深さ 10cmのものが、西壁から南壁にかけて検出されている。

床面 よく踏みかためられており遺存はよい。

柱穴 住居跡の対角線上に位置して掘り込まれたものが 6 本、と南壁に掘られた 2 本の都合

8 本が検出されている。床面に掘り込まれたもののうち 2 本については掘り変えがなされてい

る。いずれもしっかりした掘り方である。
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カマド(第135図)

壁を rVJ 字状に80cml乙切り込み煙道部を形成し、なだらかな傾斜をもたせて立ちあがらせ

ているも、全体の遺存はよくない。火床は一度掘り込まれてから埋め戻されており、焼士、粘

土などの検出も少量であった。

遺物(第220図・図版135)

図示しえたのは、土師器坪形土器 2 点、須恵器高台付杯形土器 1 点であり、図 l 、 3 は床面

より出土している。

1 、 2 は体部外面に稜を有する小形の坪形土器である。 3 は底部が大きく、比較的低い高台

が付された高台付坪形土器であり、底面は回転へラケズリ調整である。

107号住居跡と出土遺物

住居跡(第136図・図版78)

平面形一東西 4m、南北3.3m のほぼ万形を呈し、カマドが北壁中央に構築されている。

壁一緩傾斜をもって立ちあがり、残存壁高50cm前後を測る。

周溝検出できず。

床面一軟弱で遺存はよくないが、西壁沿いが高く、東に傾斜している。

柱穴一東、西壁を 2 等分した位置に掘り込まれたもの 2 本分が検出されている。掘り方はし

っかりしている。

カマド

壁を rnJ 字状 l乙掘り込み床面よりなだらかな傾斜をもって立ちあがっている。残存がわる

く、煙道と、楕円形に浅く床面を掘り込んでいる火床内に焼土が認められたのみである。

遺物(第220 ・ 221 ・ 256図・図版135 ・ 151)

出土遺物は、比較的多量であり、図示しえた土器は、土師器婆形土器 l 点、杯形土器 2 点、

須恵器高坪形土器 1 点、高台付坪形土器 2 点、坪形土器 1 点および瓦製紡錘車 l 点である。高

杯形土器は、床面より出きしている。

1 は、低い台部のつく菱形土器であり、 2 は、内面を黒色処理した坪形土器である。底部は

僅かではあるが、糸切りが認められる。 3 は、底部に糸切りを残す小形な坪形土器である。

4 は、脚部が直線的にさがり、裾部が聞く高杯形土器であり、類例の少い器種である。 5 は、

大形の高台付坪形土器。底面は回転へラケズリ調整。 6 は、小形の高台付坪形土器であり、底

面 l乙糸切りを残す。 7 は、器高のある杯形土器であり、底部は、ヘラ切り後、手もちのへラケ

ズリ調整である。

74-



瓦製結錘車は、半欠品である。瓦を再利用して紡錘車として使用したと想定したが、形状が

大きく問題となろう。

108号住居跡と出土遺物

住居跡(第134図・図版77)

106号住居跡、 P-1 と重複関係にあるもその新旧関係については明確にする乙とはできなか

った。

平面形一東西2.75m 、南北3.4m のほぼ万形を呈する小型の住居跡で、東壁のほぼ中央 I乙カマ

ドが構築されている。

壁一ゆるやかな傾斜の立ちあがりで、あまりしっかりしていない。残存壁高25-30cmである。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一凹凸はあるも、硬く踏み固められている。

カマド

壁を切り込んで構築しであるも、遺存はよくなく、焼士、粘土も少量検出したにとどまっ

ている。

遺物(第221 図)

図示しえたのは、土師器奏形土器 l 点のみである。口縁部が内傾する「コ」の字を呈する薄

手の婆形土器である。

110号住居跡と出土遺物

住居跡(第137図・図版79)

落ち込みを確認した段階では、二軒のプランが近接している eと考えられたが、調査中に111

号住居跡のカマド煙道の一部を切って、110号住居跡が構築されていることが判明した。新旧関

係は、新が110号住居跡、旧が111号住居跡となる。

平面形一東西4.65m 、南北4.35m のほぼ方形を呈する。カマドは北壁中央より、北東コーナ

ーに接する位置に構築されている。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、残存墜高 1m前後を測る。壁は非常に高く、遺杏もよい。

周溝一幅20cm、深さ 10cmのものが壁下を全周している。残りのよい周溝である。

床面一凹凸少なく、遺存よく、硬く踏み固められ、パリパリの状態を呈する。

柱穴 住居跡の対角線上に位置し、 4 本掘られている。掘り万はしっかりしており、深さ 60
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-70cmを測る。

カマド(第138図)

壁を切り込み構築されているが、袖部の残存はよくない。煙道部は垂直ぎみに立ちあがり、

底面、側壁には粘土が張られ構築時の状態が伺われた。しかし、かなり焼けており、焼土層と

明確に区別するのは困難であった。火床は一度掘られ、再度埋め戻されてからカマドの構築が

なされている。

遺物(第221 ・ 255 ・ 256図・図版135 ・ 136 ・ 150 ・ 151)

出土遺物は、土師器、須恵器、紡錘車、砥石と多様である。図示しえた土器は、土師器饗形

土器 2 点、盤形土器 l 点、坪形土器 3 点、須恵器高台付坪形土器 1 点である。

図 1 は、口縁部が大きく外反する警形土器であり、 2 は口縁部が外傾してたちあがる菱形土

器である。 3 は、内外面とも赤彩され、外面はへラケズリ後、上位をへラミガキ、内面はヨコ

ナデ後二段の螺線状の暗文を施す大形の盤形土器である。内面の暗文、器形のバランスの良さ

等注目すべき土器である。

4-6 は、坪形土器である。 4 は稜が退化して器高の浅い土器であり、 5 、 6 は体部 l乙稜を

有する器高のある土器である。 7 は高台が低く、体部が直線的にたちあがる高台付杯形土器で

ある。底面は回転へラケズリ調整である。

砥石は細片であり、使用痕が著しい。材質は砂岩である。(図14) 紡錘車は器高のあある小形

品である。材質は石製。

111号住居跡と出土遺物

住居跡(第137図・図版80)

110号住居跡と重複しており、 110号構築の時点で、111号住居跡のカマドの煙道部が削平され

ている。新旧については、新が111号住居跡、旧が110号住居跡となる。南東コーナーが後世の

土壌によって切られている。

平面形一東西4.5m 、南北3.15m の、ほぼ長方形を呈し、カマドが北壁中央やや東 l乙寄った位

置に構築されている。古い時期の構築と考えられるカマドが、東壁ほぼ中央 l乙認められた。残

存は焼土と煙道の検出のみである。

壁 崩壊の著しく、なだらかに立ちあがるところと、ほぼ垂直に立ちあがる部分がある。残

存壁高70cm前後を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一平担であり、遺存はよい。かなり硬く踏み固められ、パリパリの状態を示している。
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カマド(第139 図)

壁を切り込んで構築しているものと考えられるが、煙道部は111号住居跡構築の時点で削平さ

れており、詳細については不明である。残存はよくなく、焼土、粘土とも少量検出されたにす

ぎない。

漬物(第222 図・図版136)

図示しえたのは、土師器饗形土器 3 点、坪形土器 3 点、須恵器蓋形土器 1 点であり、図 1 、

6 はカマドより出土している。

1 は口縁部が短く外反し、胴部が直線的にさがる長胴な饗形土器であり、 2 は 1 f乙比しやや

大形な饗形土器である o ， 3 は台部のみ残存の饗形土器であり、ハの字形を呈する台部に長万形

の透し孔が 4 個ある特徴的なものである。

4-6 は、体部 I乙稜を有する比較的大形の杯形土器であり、 7 は内面 l乙カエリを有する古手

の蓋形土器である。

112号住居跡と出土遺物

住居跡(第140図・図版80)

平面形 東西3.95m 、南北 3m の長万形を呈する。カマドは東壁中央より南東コーナーに偏

在して構築されている。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、壁高40-45cmを測る。

周溝一幅 5 -15cm、深さ 3 -5 cmのものが壁下を全周している。

床面一良在している。

柱穴一検出できなかった。

カマド

壁を掘り込み、煙道部は作り出しているも、天井部、袖部の粘土、また火床の焼土等につい

ても少量検出するととができただけであった。残存不良。

遺物(第222 図)

図示しえたのは、土師器奏形土器 1 点のみと少量である。口縁部 l乙最大径を有し、肥厚して

外反する口縁部より胴部が直線的にさがる饗形土器である。

113号住居跡と出土遺物

住居跡(第141図・図版81)
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落ち込み確認の段階で、二つの遺構が重複する乙とが認められた。新旧関係については精査

するも明確にできなかった。

平面形一東西 4m 、南北3.3m のほぼ方形を呈し、カマドが東壁中央より南 l乙位置して構築さ

れている。

壁一ゆるやかな傾斜をもって立ちあがり、残存壁高15-35cmを測る。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面ーかなり凹凸があるも、よく踏み固められており、パリパリの状態である。

カマド(第142図)

壁を切り込み、構築しているも、遺存はよくなく、焼土が少量検出されたにすぎず、粘土等

の構築材は少量検出されたにとどまっている。火床は一度掘られ、再度埋め戻されている。

遺物(第222図・図版136)

図示しえたのは、土師器椀形土器 1 点、須恵器杯形土器 l 点である。

図 1 は、口縁部がほとんど直立し、器高のある大形の域形土器であり、体部外面はへラケズ

リされている。 2 は底部が小さく、体部が直線的 lとたちあがる杯形土器であり、底部にへラ切

り痕を残す。

114号住居跡と出土遺物

住居跡(第141図・凶版81)

113号住居跡と重複していることが落ち込み確認の段階で認められたが、新旧関係については

明確にすることはできなかった。

平面形一東西4.3m 、南北3.1m のやや長方形 l乙近いプランを呈し、カマドが北壁よりやや東

に位置し、構築されている。

壁一崩壊が著しく、なだらかな傾斜をもち立ちあがっている。残存壁高20-40cmを測る。

周溝一南壁沿いに幅10cm、深さ 5 cmのものが検出できたのみである。

床面一凹凸が顕著に認められるも、よく踏み固められ、パリパリの状態を示す。

柱穴一検出できず。

カマド(第143図)

壁を半卵形に切り込み、煙道部を作り出し、火床を若干掘り凹めて構築されている。遺存は

よくなく、構築材の粘土は少量の検出であるが、焼土は火床から煙道にかけて、多量 l乙検出さ

れている。
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遺物(第223図・図版136)

図示しえた遺物は、土師器菱形土器 2 点、高台付坪形土器 1 点、杯形土器 1 点、須恵器蓋形

土器 1 点であり、図 1 、 4 、 5 はカマドより出土している。

1 は口縁部が「コ」の字形を呈し、胴部が球形を呈する菱形土器であり、胴部外面上位は横

位、下位は縦位にへラケズリ調整されている。 2 は台部がハの字に外反する菱形土器であり、

3 は内面が丹念にへラミガキされ、赤彩された高台付坪形土器である。 4 は内面へラミガキさ

れている杯形土器であり二底部を糸切り後、体部下端まで手もちのへラケズリ調整されている。

5 はツマミを欠く、小形な蓋形土器である。

115号住居跡と出土遺物

住居跡(第144図・図版81)

落ち込みを確認した段階で、二軒の重複が考えられた。新旧関係は、116号住居跡のカマドが

火床の半分を残し、 115号構築の時点で、火床の一部、煙道が削平されたことが判明しており、

新旧は、 115号住居跡が新、 116号住居跡が旧である乙とが確認された。

平面形一東西5.25m 、南北 4mの長万形のプランを呈する。カマドが北壁中央からやや東壁

によって構築されている。

壁一傾斜面に構築されており、東壁25cm、西壁60cm と高低差がある。

周溝一幅15-20cm、深さ 5 -10cmのものが全体 l乙全周している。

床面一よく踏み固められ、平担l乙良存している。

柱穴一検出できず。

カマド(第145図・図版82)

壁を「凸」状に切り込み煙道とし、床面を一度掘り凹め、再度埋め戻してからカマド構築が

なされている。天井部は消失してしまったが、両袖は明瞭に検出でき、その中聞には焼土がか

なり検出できた。煙道はなだらかな傾斜をもって立ちあがっている。

遺物(第222図・図版136)

図示しえたのは、土師器盤形土器 1 点、坪形土器 1 点、須恵器蓋形土器 1 点である。

図 1 は、内外面とも赤彩された大形の盤形土器であり、内面は全体をナデ調整後、二段の螺

線状暗文を配し、外面はへラケズリ後組くへラミガキ調整されている。 2 は体部外面に稜を残

す坪形土器である。 3 は宝珠形を呈するツマミを有する蓋形土器であり、口縁部は垂直に下が

り、端部は鋭い。
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116号住居跡と出土遺物

住居跡(第144図・図版83)

115号住居跡と重複関係にある。詳細は115号住居跡に記しである o 新が115号住居跡、旧が

116号住居跡でる。

平面形一東西 3m以上、南北2.65m のほぼ方形を呈すると考えられる。カマドが東壁のほぼ

中央に構築されている。

壁一ほぼ垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高50cmを測る。

周溝・柱穴一認められなかった。

床面一平担で遺存はよし、。

カマド(第146図)

残存はわるく、かっ削平されているため、火床と焼土が若干検出できたにとどまっている。

遺物(第223図)

図示しえたのは、土師器のみであり、菱形土器 1 点、杯形土器 1 点である。図 1 は底部のみ

残存の繋形土器であり、 2 は半球形状を呈する小形の坪形土器である。外面はへラケズリ、内

面は放射状にへラミガキされている。

117号住居跡と出土遺物

住居跡(第147図・図版84)

平面形一東西5.3m 、南北3.9m の長方形のプランを呈し、北壁中央からやや東よりに位置し、

カマドが構築されている。

壁一ゆるやかな傾斜をもって立ちあがり、残存壁高40cmを測る。崩壊が著しい。

周溝一幅20cm、深さ 5-lO cmのものが、壁下を全周しているも、各コーナとも遺存はよくない。

床面ープラン中央部が盛りあがり、壁にゆくにつれて低くなる。よく踏み固められている。

柱穴一検出できず。

カマド(第149図)

壁を rVJ 字状に約55cm程切り込み煙道部を作り出し、構築されている。火床は一度掘り込

・まれてから埋め戻され、その上l乙カマドが構築されている。遺存はよくなく、火床から煙道に

かけて焼土が検出されているにとどまっている。

遺物(第223 ・ 258 ・ 259図)

出土遺物は、土師器坪形土器 1 点、鉄製品 2 点、青銅製品 1 点と土器は少量であるが、金属
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製品には見るべきものがある。

図 1 は、底部のみの遺存であり、内面は黒色処理されている。底部には糸切痕を残す。

鉄製品は、銀が 2 点出土しており、図 2 は平根式鉄鍛であり、身の断面は両丸を呈し、逆刺

ほとんど持たない。箆被、茎の断面は万形を呈し、大きさに差異がある。 4 は茎が細身で鉄身

の小さい尖根式鉄鉱である。さらに注目したいのは、第259図で示した青銅製鍔帯の錠具が出土

している。軸の部が欠損しており、留金具が下にきているが、本来は復元図で示したようにな

ると考えられる。

118号住居跡と出土遺物

住居跡(第148図・図版84)

全体プランの対近くが調査区域外となっている。また南壁は東西に貫通する溝により、切ら

れている。古式土師器を出土する。

平面形一東西4.2m以上、南北 4m以上を測り、方形を呈すると考えられるが、壁の残存がよ

くないため、プランが不明瞭である。

壁一立ちあがりもしっかりせず、残存壁高も 5 ~10cm と低い。遣存は極めて悪い。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一軟弱であり、凹凸も著しい。

炉跡 プラン外 l乙存在すると考えられ、検出した遺構内では認められなかった。

遺物(第223図・図版136 ・ 137)

図示しえたのは、土師器のみであり、出形土器 2 点、壷形土器 3 点、椀形土器 1 点、甑形土

器 1 点と多量に出土しており、見るべきものも多い。

図 1 は、小さく窪みをもっ底部とやや偏球形を呈する胴部より直線的に大きく外反する口縁

部よりなる大形の注目すべき土甘形土器である。口縁部は内外面とも、胴部の外面は丹念にへラ

ミガキされ、外面は赤彩され光沢をもっ。 2 、 3 は口縁部が外湾気味l乙聞く壷形土器であり、

5 は口縁部が短く外反する小形の壷形土器である。 4 は 1 ，乙比しやや小形であるが、器形的に

は類似する問形土器である。口縁部を欠くが、胴部外面は丹念にへラミガ、キされている。

6 は士甘形土器を偏平にしたような椀形土器である。 7 は比較的大きな底部より緩やかにたち

あがり、体部が半球形を呈する甑形士器である。底部が完存していないが、多孔式の甑形土器

であり、口縁部は折り返しており段を呈する。器高の浅い特徴的な土器である。
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119号住居跡と出土遺物

住居跡(第151図・図版85)

落ち込みを確認した段階では、二軒の住居跡の重複と考えられたが、調査結果として、当該

住居跡を中心として 4 軒の切り合う乙とが確認された。 119号住居跡だけが全体プランを検出で

きたのみであり、 120号、 121号、 122号住居跡については調査区域外となり、全体プランは検出

できなかった。また、各住居跡の新旧関係についても明瞭にできなかった。

平面形一東西4.1m、南北3.3m で、台形状のプランを呈し、西壁が長くなる。カマドは北壁

に構築されている。

壁一崩壊しており、ゆるやかな傾斜をもって立ちあがるも、残存壁高20cm前後と低い。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一凹凸もあり、かっ軟弱化しており、遺存はよくない。

カマド(第150図)

遺存はよくないが、左袖部は住居跡プラン構築時に作り出す形でロームを残存させている。

壁は若干の切り込みがなされ、火床よりなだらかな傾斜をもって立ちあがらせている。

遺物(第224図)

図示しえたのは、土師器奮形土器 1 点、杯形土器 1 点であり、図 2 はカマドより出土してい

る。

1 は口縁部が外反し、肩部にやや張りを有する薄手の菱形土器であり、 2 は底部 l乙糸切り痕

を残す比較的小形の坪形土器である。

120号住居跡と出土遺物

住居跡(第151図・図版85)

全体プランのM弱が調査区外となり、かっ119号、 120号、 121号、 122号住居跡を重複してい

るも、新旧関係については明確にする乙とができなかった。

平面形一東西3.2m以上、南北4.4 m を測る。カマドは調査区域外に構築されているものと考

えられる。

壁一崩壊しており、残存壁高15~20cm と低い。

周溝一幅15~20 cm、深さ 8 ~lO cmのものが壁下を周囲している。

床面一平担であり、よく踏み固められている。

柱穴一住居跡の対角線上l乙位置して、 4 本分が掘り込まれていると考えられるが、検出でき
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たのは 2 本分のみである。南壁に沿ってピットが掘られているが、性格は不明。

漬物(第120図)

図示しえたのは、土師器椀形土器 l 点のみである。内外面とも赤彩され、平底を呈する大形

の擁形土器であり、体部外面は、へラケズリ後粗いへラミガキが、内面にもへラミガキが施さ

れている。

121号住居跡と出土遺物

住居跡(第151図・図版85)

全体プランの%近くが調査区外となり、また119号、 120号住居跡と新旧関係にあるが、新旧

については明確にする乙とはできなかった。

平面形一南壁長 3m、東壁長2.8m を検出したのみである。カマドの構築位置も明確でない。

たぶん調査区外か、 120号構築の時点での削平かのいずれかと考えられる。

壁一若干残脊しているのみであり、壁高15cmである。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一凹凸が著しく、軟弱である。遣存はよくない。

遺物

重複関係にあり、さらに住居跡苑が調査区外であるため、図示可能な遺物は認められない。

122号住居跡と出土遺物

住居跡(第151図・図版85)

東壁と南壁の一部を検出したにとどまっており、その他については調査区域外となっている。

平面形一東壁2.7m 以上、南壁90cm確認したにとどまっている。カマドの構築位置については

不明。

壁一ほぽ垂直に立ちあがり、残存壁高30仰を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一一部のみであるが、平担であり遺存はよく、硬く踏み固められている。

遺物

住居跡%程度しか調査しておらず、図示可能な遺物は認められない。

内
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124号住居跡と出土遺物

住居跡(第172図・図版 5 ・ 85)

全体のプランは検出することができなかったと同時に、 G号遺構と重複している。

平面形 東西2.8m 、南北1. 9m以上のプランである。カマドについては未調査区に位置する

ものと思われる。

壁 ほぼ垂直ぎみに立ちあがるが、残存不良である。

周溝・柱穴一検出できず。

床面軟弱であり、遺存はよくない。

遺物(第224図)

図示しえたのは、土師器坪形土器 1 点のみであり、内面を黒色処理した土器である。

126号住居跡と出土遺物

住居跡(第152図・凶版86)

落ち込みを確認した段階で、広範囲となり複数の遺構の存在が考えられた。精査の結果とし

て126号、 127号、 130号住居跡と 3 号、 4 号井戸の各遺構を検出する乙とができた。しかしこれ

らの遺構は複雑な切り合いを呈しているために、すべての遺構についてその新旧関係について

明確にすることはできなかった。

平面形一西壁長 4m、南壁長3.9m を検出できたのみであり、プランはさらに大きくなると考

えられる。カマドの構築位置も不明であり、焼土等の検出もなかった。

壁一ほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高45cmを測る。遺寄はよい。

周溝一全体に周回していたものと考えられる。遺存は西壁下ではよく、幅20 側、深さ 10cm を

測るが、南壁ではかなり乱れがある。

床面一遺存はよく、平担となっており、硬く踏み固められている。

柱穴ー住居跡の対角線 l乙位置して掘り込まれている。掘り込みはしっかりしたものであった。

カマド

構築位置は不明である。崩壊が著しかったのか、別遺構構築の時点で破壊されたのか、判断

できなかった。

遺物(第224図・図版137)

図示しえたのは、土師器杯形土器 6 点、須恵器坪形土器 1 点と器種的 l乙は単純であるが、注

目すべき内容を有する土器群である。
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図 1 、 2 は内面黒色処理された大形の坪形土器であり、底部は糸切り後、手もちでへラケズ

リ調整され、休部下端まで及ぶ。 3 は糸切り痕を底部 l乙残す黒色処理された坪形土器であり、

底部外面に「七口」と墨書されている。

4 、 5 は体部外面 l乙「福鏡」と横位に墨書された坪形土器であり、内面は黒色処理されてい

る。 4 は糸切り後、底部さらに休部下半まで手持ちへラケズリ、 5 は糸切りを底部 l乙残す。 6

は体部上位l乙稜を有し、球形を呈する杯形土器である。 7 は底部が小さく、体部が直線的にた

ちあがる坪形土器であり、底部 l乙ヘラ切り痕を残す。底部外面に '#J のへラ記号を有す。

127号住居跡と出土遺物

住居跡(第152図・図版86)

126号、 130号住居跡と切り合うが、精査の結果、土層の観察からも新旧関係については明確

にできなかった。またプラン%強については盛土下となり、未調査となっている。

平面形 西壁長4.2m 、北壁長O.5m南壁長 2m を検出したのみであり、全体のプランは明確に

なし得なかった。またカマドの位置も不明である。

堅一ほぼ垂直に立ちあがり、残寄壁高 1m前後を測り、高く、遺存はよい。

周溝一幅15cm、深さ 5 cmの浅いものが壁下を周回しており、全周しているものと考える。

床面一平担ではあるが、軟弱であり、遺存はよくない。低湿地に近いため、湿気をおびてい

る。

柱穴 たぶん住居跡の対角線上に位置して掘り込まれているものと考えられるが、 1 本分の

掘り込みを検出したのみである。

カマド

盛土下となった未調査区に存在するかもしれないが、あるいは130号住居跡により削平された

可能性もある。

遺物(第224図・図版137)

図示しえたのは、土師器坪形土器 2 点と須恵器 1 点であるが、須恵器は胴下半のみの残存の

ため器種は不明。

図 1 は、内面黒色処理された坪形土器であり、底部 l乙糸切り痕を残す。 2 はやや大形の杯形

土器であり、内面はへラミガキ調整、底部に糸切り痕を残す。 3 は前記のとおり器種は不明で

あるが、削り出された高台を有する土器である。
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130号住居跡と出土遺物

住居跡(第152図・図版86)

126号、 127号住居跡、 4 号井戸跡と重複し、かつ盛土下に遺構が入り込むためにプラン等は

明瞭にできなかったが、床面と考えられる平担で、硬く踏み固められた面が認められており、

住居跡と考えるのが妥当ではとの判断を下した。壁、周溝、柱穴、カマドについては明確にな

し得なかった。

遺物(第131図・図版137)

図示しえたのは、土師器杯形土器 3 点のみである。

図 1 はやや偏平な半球形状を呈する坪形土器であり、底部より体部下半にかけてへラケズリ

されている。 2 は内面黒色処理された坪形土器であり、底部はへラケズリ調整。 3 は底部のみ

残存の内面黒色処理された坪形土器であり、底部に糸切り痕を残す。

131号住居跡と出土遺物

住居跡(第153図・図版86)

落ち込みを確認した段階で、二軒のプランが重複しており、慎重に精査した結果、新旧関係

は、新が131号、 i日が132号住居跡である乙とが判明した。

平面形一東西4.5m 、南北3.85m のほぼ正方形を呈し、カマドが北壁中央よりやや東壁l乙近い

位置に構築されている。

壁一床面より垂直に近く立ちあがり、残存壁高20-25cmを測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一平担となっているが、軟弱である。

カマド

遺存は悪く、焼土、粘土のブロックを少量検出したにとどまっている。構築は壁を切り込ん

だ状態でなされている。

遺物(第225 ・ 252 ・ 257図・図版138)

図示しえたのは、土師器奏形土器 1 点、坪形土器 1 点、須恵器壷形土器 1 点、蓋形土器 1 点、

杯形土器 3 点と鉄製品、瓦である。図 1 、 2 、 5 はカマドより、 3 は床面よりの出土である。

1 は口縁部が「コ」の字形を呈し、胴部が球形な薄手の小形な婆形土器であり、外面は胴下

半まで横位にへラケズリ調整されている。 2 は内面に黒色処理された坪形土器であり、底部全

面が、手もちのへラケズリ調整されている。
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3 は口頚部のみの残存であるが、長頚な壷形土器であり、 4 は宝珠形のツマミを有するバラ

ンスの良い蓋形土器である。 5~7 は体部が直線的にのびる杯形土器であり、底部は 5 が糸切

り、 6 がへラ切り後、底部から体部端部まで手もちのへラケズリ調整、 7 がへラ切りである。

鉄製品は木質の着柄部を有する類例の少い鉄器であり、形状等より撃と考えている。身は断

面方形を呈し、先端が尖る。茎は断面が中空を呈す。約9.4仰を測る木質の着柄部に茎がはめ込

まれている。(第257図 6)

瓦は 2 点図示しており、図 l は床面より、 2 はカマドより出土している。 1 、 2 とも女瓦で

あり、 1 は裏面に 8 x 9 の型押文が認められ、 2 は表面l乙模骨痕が観察される。

132号住居跡と出土遺物

住居跡(第153図・図版86)

131号住居跡と新旧関係にあり、また、全体プランの泌弱が、調査区域外となっている。

平面形一東西4.2m以上、南北5.2m である。カマドは北壁 l乙構築されている。

壁一しっかりした立ちあがりであり、残存壁高は北壁が高く 35cmを測るが、南壁では 5 ~10 

cm と{丘くなっている。

周溝一幅15~20側、深さ 15cm前後のものが、壁下を周囲しているが、重複する部分は削平さ

れてしまっている。

床面一凹凸少なく、平担な状態であるが、軟弱となっている。遺存はよい方である。

柱穴一住居跡の対角線 l乙位置して掘り込まれていると考えられるが、検出できたのは 2 本分

である。深さ 60cm前後で-ある。

カマド

左袖と煙道の半分は調査外となっている。壁を切り込んで構築しているが残存はよくなく、

焼士、粘土が少量検出されたのみであった。火床は若干掘り凹められている。

遺物(第132図・図版138)

図示しえたのは、土師器婆形土器 1 点、坪形土器 2 点、須恵器坪形土器 1 点である。

図 1 は、口縁部が短かく外反し、端部が外傾してたつ大形の嚢形土器であり、 2 、 3 は体部

に僅かに稜を残す坪形土器である。 4 は体部が直線的にたちあがる杯形土器であり、底部全面

は回転へラケズリ調整されている。

133号住居跡と出土遺物
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住居跡(第154図・図版87)

落ち込みを確認した段階で134号住居跡と重複する ζ とが判明した。新旧関係については慎重

に調査したが、明確にすることはできなかった。

平面形一東西4.3m 、南北3 .4 m の長万形に近いプランを呈する。カマドは北壁中央より東壁

沿いに構築されている。

壁ーかなり不規則な立ちあがりであり、壁高20~35 cm前後を測る。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一東壁に向って若干傾斜しており、軟弱であり遺存はよくない。

カマド(第155図・図版88)

壁を 'UJ 字状に約60cm掘り込み、火床より緩傾斜をもって立ちあがらせているが、遺存状

態は不良である。火床は一度掘り凹めてから再度埋め戻され張り床となり、その上部に若干の

焼土が認められると同時に、袖部に位置して粘土のブロックが多数検出できた。

遺物(第225 ・ 251図)

図示しえたのは、土師器坪形土器 1 点と瓦である。

底部が小さく、体部が直線的にたちあがる坪形土器であり、底部 l乙糸切り痕を残す。

瓦は女瓦 l 点であり、裏面 l乙13x ?の型押文が認められる。

134号住居跡と出土遺物

住居跡(第154図・凶版87)

133号住居跡と重複関係にあるが、新旧関係については明確になし得なかった。プランの約M

弱が調査区域外となっている。カマドは調査区域外に位置すると考えられる。

平面形一東西2.05m 以上、南北3.7m の方形を呈するものと考えられる。

壁一残存壁高15~25 cmを測る。立ちあがりは緩傾斜となっている。

周溝・柱穴一検出できなかった。

床面一平担に遺存しているも軟弱である。

遺物

図示可能な遺物は認められない。

135号住居跡と出土遺物

住居跡(第156図・図版88)
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落ち込みを確認した段階で、複数の遺構が重複している乙とが認められた。最終的には135号、

136号、 137号、 138号、 139号、 141号住居跡の 6 軒を検出できた。しかしこれらすべてが切り合

うのではなく、多くても 2-3 軒の切り合いであり、結果として 6 軒が切り合うか、あるいは隣

接するというものである。 135号住居跡は137号住居跡と重複しており、新旧関係は、 136号住居

跡のカマドが137号住居跡内 l乙構築されている乙とより、新が135号、旧が137号住居跡となる。

平面形一東西4.3m 、南北3.8m のほぼ方形を呈し、カマドは北壁中央より東に位置して構築

されている。

壁←崩壊が著しいのか、ゆるやかな傾斜をもって立ちあがり、残存壁高20-30cmを測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一平担ではあるが、遺存はよくない。軟弱であった。

カマド

137号住居跡内に構築されていたが、残存があまりよくなく、焼土、粘土も少量検出できたの

みである。また壁を切り込んで煙道部を形成していたのか否かも不明である。火床は若干掘り

凹められている。

遺物(第226図・図版138)

図示しえたのは、土師器禁形土器 l 点、杯形土器 1 点、須恵器杯形土器 l 点である。

図 l は、口縁部が短く外反し、端部が外傾してたつ大形の婆形土器で、ある。 2 は内外面とも

へラミガキされた特徴的な杯形土器であり、 3 は底部のみの残存であるが、底部にへラ切り痕

を残す坪形土器。

136号住居跡と出土遺物

住居跡(第156図・凶版88 ・ 90)

138号、 141号住居跡と重複している。新旧関係は、 141号住居跡の万が新しし、ことが土層観察

ベルトより伺われる。カマドは141号住居跡のものは136号住居跡と同位置に構築されており、

新旧関係を列記してみると 138号→136号→ 141号住居跡への構築順序となる。

平面形一推定東西3.6m 、南北3.4m のほぼ万形を呈し、カマドは北壁中央より東側 l乙位置し

て構築されている。

壁一崩壊が著しく、ゆるやかな傾斜をもって立ちあがる。残存壁高30cm を測る。

周溝一西壁にのみ削平されなかった幅15cm、深さ 5 -10cmのものが認められる。

床面一141号住居跡構築の時点でそのほとんどがレベ、ルを下げられているために詳細について

は不明であるが、一部残存しているものからは、良好と認め得るものではない。
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柱穴一検出できず。

カマド

煙道の一部が検出されたのみであり、袖部等については141号住居跡構築の時点で削平され

ている。煙道部は壁を切り込み造り出されている。

遺物(第226図・図版138 ・ 139)

図示しえたのは、土師器杯形土器 l 点、須恵器杯形土器 3 点、軍形土器 1 点であり、図 2 、

3 は床面より出土している。

1 は内面を黒色処理された杯形土器であり、底部は手もちのへラケズリ調整。 2 、 3 は休部

が惇かにたちあがる坪形土器であり、 2 、 3 とも底部から体部下端にかけて子もちのへラケズ

リ調整。 4 は糸切り痕を底部に残す。 5 は仁l縁部が短く直立し、肩部 l乙稜を有する小形の壷形

土器である。底部は厚くなり、底部全面、体部下端まで手もちのへラケズリ調整。

137号住居跡と出土遺物

住居跡(第156図・図版88)

135号、 136号、 138号住居跡と重複しており、各々との新旧関係は、 136号、 138号住居跡とは

明確にできなかったが、 135号住居跡とは、新が135号住居跡であることは確認できた。

平面形一東西4.2m 、南北3.2m のやや長万形を呈し、北壁中央lζ カマドが構築されている。

壁一崩壊しており、ゆるやかな傾斜をもって立ちあがっている。残存壁高20cm を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一軟弱でかなり凹凸も認められ、遺存はよくない。

カマド(図版89)

墜を切り込み、煙道をゆるやかな傾斜をもたせて立ちあがらせ構築しているが、遺存はよく

なく、焼土、粘土を少量検出したにとどまっている。

遺物(第226図・図版139)

図示しえたのは土師器のみであり、婆形土器 3 点、盤形土器 l 点、杯形土器 1 点である。 5

点とも全てカマドより出土している。

図 l は口縁部が外反し、胴部が直線的になる婆形土器で、あり、 2 、 3 は底部のみ残存の婆形

土器である。 4 は体部外面 l乙鋭い稜を持つ大形の盤形土器で、あり、内面は丹念にへラミガキ、

外面は粗いへラミガキにより調整されている。 5 は体部外面下位 l乙稜を有する器高のある大形

の坪形土器である。
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138号住居跡と出土遺物

住居跡(第156図・凶版88)

136号、 137号、 139号、 141号住居跡と切り合っている。新旧については 136号、 139号とは明

確にできなかったが、 136号、 141号との新旧は、新が136号、 141 号で、旧が138号住居跡であ

ることが、カマドの残存より明確にするととができた。

平面形一東西4.5m 、南北4.5m の正方形を呈し、カマドは北壁中央やや東よりに佼置して構築

されている。

壁一ほぼ重岡 l乙立ちあがり、残存堅高40cm前後を測る。

周溝一幅25cm、深さ1O~15 cmのものが東堅から南壁にかけて検出された。

床面 遺存よく、硬く踏み固められ、平担となっている。

柱穴検出できず。

カマド

遺存はよくない。壁を半径状 l乙約60cm前後切り込み、煙道部を作り出している。焼士、粘土

も煙道部を中心にして若干A検出されたのみである。

遺物(第226 ・ 252図・図版139)

図示しえたのは、土師器坪形土器 2 点、須恵器坪形土器 1 点と瓦である。

図 1 、 2 は、体部外面の稜が退化した杯形土器であり、 1 は底面は球形を呈し、 2 は平底気

味である。 3 は体部に火夕、、スキを有する坪形土器であり、底部は手もちのへラケズリ調整。

瓦は 1 点であり、女瓦片である。表面に模骨痕が明瞭に認められる。(図 3)

139号住居跡と出土遺物

住居跡(第156図・図版88)

138号住居跡と重複しており、精査の結果でも新旧を明確にすることはできなかった。

平面形←東西4.1m 、南北3.7m のほぼ万形を呈し、北壁中央 lこカマドが構築されている。

壁 ほぼ垂直 l乙立ちあがり、残存壁高30cm を測る。

周溝 幅10cm、深さ 5 cmのものが堅下を全周している。

床面一遺存よく、硬く踏み固められているが、平担ではない。

柱穴←検出できず。

カマド

壁を切り込み煙道部を作り出し、なだらかな傾斜をもって立ちあがらせているが、遺存はよ
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くなく、火床にあたる位置から焼士、粘土を少量検出したにすぎない。

遺物(第227凶・図版139)

カマドより多量に婆形土器が出土しており、内容的 lこも興味ある土器群である。図示しえた

のは、土師器婆形一土器 6 点、杯形土器 2 点、高台付杯形土器 1 点、須恵、器壷形土器 1 点である。

図 1~7 はカマドより、 10は床面よりの出土である。

1 、 2 は口縁部の断面が S 字状を呈し、胴部 l乙張りを有する姿形土器であり、胴下半 l乙特徴

的なへラミガキが認められ、胎土 l乙多量の雲母長石を含む。 3 、 4 は、 ~l縁部がコの字形を呈

し、胴部外面 l乙特有のへラケズリが施された薄手の婆形土器で、ある。 5 、 6 は婆形士器の台部

であり、 3 、 4 のような土器 l乙伴うものである。

7 、 8 は底部の小さい、内面黒色処理された坪形土器であり、 7 は体部下端ーまで、 8 は糸切

り後周縁部を手もちのへラケズリで調整されている。 9 は高台部が手nj'~ーになる高台付坪形土器

であり、土師器としては類例の少い器種である。 10は球形を呈する胴部をもっ壷形土器であり、

胴上半部のみ残存。

140号住居跡と出土遺物

住居跡(第157図)

プランの%近くが調査区外となっている。

平面形 東西1. 9m以上、南北3.35m 以上で、カマドの構築位置についても不明である。

壁 ほぼ垂直ぎみに立ちあがり、残存壁高45cm を測る。

周溝・柱穴検出できず。

床面 遺存は比較的良好である。

遺物(第227 ・ 228凶・図版139)

調査区域が住居跡の%ほどであり、図示しえた遺物は、土師器杯形土器 5 点のみである。杯

形土器は、全て内面黒色処理されており、図 1~4 は、底部 l乙糸切りを残し、 1 ~ 3 f r.は墨書

痕が認められる等注目すべき内容を有する土器群である。

l は、体部外面および底部外面 l乙「吉」の墨書が認められ、 2 、 3 は、底部外面 l乙「吉'J と

墨書されている。 4 、 5 は、やや大形の坪形土器であり、 5 は、体部下端までにおよ~、手もち

のへラケズリ調整が認められる。

141号住居跡と出土遺物
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住居跡(第156図・図版88)

136号、 138号住居跡と新旧関係にある。新旧については、 138号→136号→ 141号住居跡の順序

に構築されている。全体プランが136号住居跡 l乙包括されてしまう。

平面形ープランを明確に検出する乙とはできないが東西約2.8m と推察できる。

壁 西壁の一部が残存しているのみであり、良好な遺存とは言えないが、残存壁高 5 cmを測

る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一平担であるが遣存はよくなく、軟弱となっている。

カマド

しっかりした墜に取りつく形で構築されておらず、遺存がわるく、明確なプランとならない。

わずかに焼土、粘土を検出したにとどまって。いる。

遺物(第141図・図版139)

図示しえたのは、土師器婆形土器 1 点、杯形土器 1 点、須恵器坪形器 l 点であり、全てカマ

ドよりの出土である。

図 l は、口縁部が「く」の字 l乙外反し、肩部にやや張りをもっ薄手の饗形土器であり、胴部

上位は横位に、以下は縦位 l乙ヘラケズリされている。 2 は僅かに体部外面lこ稜を有する坪形土

器、 3 はやや大形の底部より体部が直線的にたちあがり、端部でやや外反する杯形土器である。

底部にへラ切り痕を残す。

142号住居跡と出土遺物

住居跡(第158図・凶版90)

平面形ー東西4.05m 、南北3.63m のほぼ方形を呈し、カマドが北壁中央から東壁側 l乙位置し

て構築されている。

壁地形の傾斜する位置にあるため、西壁で50cm、東壁で30cmを測る。

周溝幅20cm、深さ 7 -10cmのものが壁下を周回する。

床面一遺存良好であるが、西壁沿いが高く、東壁にゆくにつれて低くなり、若干傾斜する傾

向にある。

柱穴一検出できなかった。

カマド(第160図・凶版91)

壁を約1. 5m程、細長く掘り込み煙道部が作り出されている。残存はよくないが、両袖部が北

墜と接する位置に女瓦を立て、袖部の補強をお乙ない構築されている。かなり長期間利用され
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たものか、内部にはかなり多量の焼土が検出されるが、補強材をおおっていたと乙ろの粘土は

少量検出されたにとどまっている。

遺物(第228 ・ 253 ・ 257図・図版140)

出土遺物は、土師器、鉄製器、瓦であり、多様な内容を持つ遺物である。図示しえた土器は、

土師器禁形土器 2 点、坪形土器 1 点である。

図 1 は、口縁部が直立する「コ」の字形を呈する薄手の墾形土器であり、外面は横位のへラ

ケズリが、口縁部までおよぶ。 2 は口縁部が内傾する「コ」の字形を呈し、肩部 l乙張りを有す

る菱形土器である。 3 はやや突出気味な底部より、口縁部が外反気味l乙立ちあがる内面黒色処

理された坪形土器であり、底部 l乙へラ切り痕を残す。

瓦は、女瓦 2 点を図示したが、 2 点ともカマドの袖部に使用されたものである。図 l は裏面

に 7 x 6 の型押文が認められ、図 2 には表面に模骨痕が明瞭に認められる。 1 は全体の造りよ

り一枚造の可能性を有する瓦である。

鉄製品は平棟造の刀子が l 点出土しており、身は12 cm、茎は5 .4 cmを測り、鋒は鋭角 l乙尖る。

143号住居跡と出土遺物

住居跡(第159図・図版91 ・ 92)

古墳の周溝と切り合っているが、新旧関係については明確にする乙とはできなかった。

東西 2m、南北108m の不整形のプランを呈し、底面はなべ底状となっており、・住居跡と断定

する遺構とは積極的には考えられないが、平面形状を考えた場合、住居跡の範囲に含めてもよ

いのではと思われる。

遺物(第229 ・ 253図)

住居跡のプランは不明確であったが、遺物は土師器と瓦が出土しており、内容的にも見るべ

きものがある。図示しえた土器は、土師器婆形土器 2 点である。

図 1 は、口縁部が短かめであるが、大きく外反し、口唇部が直立する断面形であり、肩部に

やや張りをもち、大きめな底部にいたる大形の警形土器である。胎土に雲母、長石などを多量

に含み、胴下半には特有のへラミガキが施された土器。底部に木葉痕を残す。 2 は、口縁部が

大きく外反し、胴部が直線的にさがる翠形土器であり、胴部外面は縦位、最下端のみ横位I乙へ

ラケズリ調整。

瓦は 2 点出土しており、図 3 はカマドよりの出土。 3 は男瓦であり、 4 は女瓦である。 4 の

裏面には箆描きにより刻字されているが、破損しているため、判読不可能。
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144号住居跡と出土遺物

住居跡(第159図・図版92)

古墳の周溝と切り合っているか新旧関係については明確にするととはできなかった。プラン

も不整形となり、壁などもしっかりした立ちあがりとは認め ιれないが、床面と考えられる面

は平担となっている。周溝、柱穴、カマドについても明確にする乙とはできなかった。

遺物(第229図・図版140)

図示しえたのは、土師器坪形土器 1 点、須恵器坪形 1 点である。

図 1 は、内湾気味l乙体部が立ちあがるやや小形の坪形土器であり、内面は黒色処理され、底

部から体部下端まで手もちへラケズリ調整。 2 は半球形を呈する小形の坪形土器。底部は手も

ちのへラケズリ調整である。

146号住居跡と出土遺物

住居跡(第162図・図版92)

平面形一東西 4m、南北4.5m で、北壁の東西幅より、南壁の東西幅が長く、台形状を呈する。

カマドは北壁中央 l乙構築されていた。

壁一良好に立ちあがり、残脊壁高40cm前後を測る。東、西壁に半円形の掘り込みあるが性格

については不明である。

周溝・柱穴一検出できない。

床面一西壁沿いにて凹凸あるが、全体的に遺存はよく、硬く踏み固められている。

カマド(第161図・図版93 ・ 94)

壁を rVJ字状に60cm程度切り込み煙道を作り出し構築されている。完形、破片を含めて多量

の土器、土器片が出土しており、補強剤として利用されたものや、煮沸用に利用されたものと

考えられるが、カマドの残存がよくないため、いずれも、火床、煙道などの底面からの出土で

ある。

漬物(第230 ・ 231図・図版140)

出土遺物は、土師器のみであるが、カマドよりの出土が中心であり、饗形土器では本遺跡の

中で最も良好な遺存状態であった。図示しえた土器は、菱形土器 7 点、椀形土器 1 点、坪形土

器 2 点であり、図 1-6 、 9 はカマドより、 8 は床面よりの出土である。

1 、 2 は、口縁部が強く外反し、端部が水平になり、胴部は直線的にさがり、やや小さめの

底部にいたる饗形土器である。 1 の底部l乙木葉痕がある。 3 は口縁部が、ゆるく外反し、端部
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が直立気味になり、やや肩部 l乙張りを有する婆形土器である。 4-6 は、ほとんど口縁部が外

反せず、直線的に底部にいたる厚手の警形土器であり、全体的に組い造りである。 6 は口縁部

がやや外反気味になる。 7 は口縁部が「く」の字 l乙外反するやや薄手の饗形土器である。以上

婆形土器には器形、調整等多様な様相を示し、特に 4-6 の土器は独特なもので興味深い。

8 は、胴部が球形を呈し、口縁が短く直立する椀形土器であり、器形的 l乙類例の少い土器で

ある。 9 、 10は、体部外面に僅かに稜を残すやや大形の杯形土器である。

147号住居跡と出土遺物

住居跡(第163図・図版94)

全体プランの%ほどが調査区外となっている。北壁とカマドの一部、南壁が土拡によって切

られている。

平面形一東西3.1m以上、南北2.6m の長方形に近いプランを呈す。カマドは北壁中央よりに

構築されている。

堅一残存壁高25cm前後を測る。

周溝・柱穴一検出できず。

床面 凹凸少なく遺存はよい。

カマド(第164図)

土拡で切られており残存はよくない。壁を切り込み構築されているが、焼土、粘土とも少量

検出されているにとどまる。

遺物(第231図・図版140)

図示しえたのは土師器のみであり、空形土器 2 点、坪形土器 2 点である。図 1 はカマドより

の出土である。

l は、口縁部が短く外反し、肩部 l乙強い張りを有する薄手の饗形土器であり、 2 は、口縁部

が内傾する「コ」の字形を皇する。 3 、 4 は、体部が内湾気味に立ちあがる坪形土器であり、

内面黒色処理され、底部に糸切り痕を残す。 3 は大形品である。

148号住居跡と出土遺物

住居跡(第165図・図版95)

平面形一東西3.3m 前後、南北 3m前後の不整形のプランで各コーナーが丸味を持つ。カマド

は北壁中央より東壁沿いに構築されている。
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壁一全体 l乙立ちあがり、遺存も悪く、残存壁高 5 -25cm と各壁によりバラツキがある。

周溝・柱穴一検出できず。

床面一遺存は不良で、軟弱である。

カマド

残存が不良で焼土が若干検出されたのみにとどまっている。煙道は壁を 1m程度掘り込んで

作り出されている。

遺物(第229 ・ 254図)

図示しえたのは、須恵器高台付杯形土器 1 点丸瓦 l 点と出土遺物は少量である。

高台付坪形土器は底部のみの残存である。瓦は、男瓦であり、丁寧に面取りされている。

149号住居跡と出土遺物

住居跡(第166図・図版95)

平面形 東西 4m、南北3.7m のほぼ方形を呈し、カマドが北壁中央に構築されているものが

新しく、東壁のものは乙わされ、残存していない。

壁 良好な立ちあがりで、残存壁高15-20cmを測る。

周溝・柱穴検出できず。

床面 多少軟弱化しているが平担に遺存していた。

カマド(第167図)

壁を切り込み、火床を凹めてなだらかな傾斜をもって立ちあがらせて煙道を形成しているが、

残存がよくなく、明確にする乙とはできなかった。

遺物(第229図・図版141)

出土遺物は微量であり、図示しえたのは、土師器坪形土器 1 点のみである。

回転ヘラケズリされた底部より体部が直線的に立ちあがる杯形土器である。

151号住居跡と出土遺物

住居跡(第168図)

平面形 東西2.55m 、南北3 .4 m の長方形プランを呈する。東壁中央より南壁沿いにカマドが

構築されている。

壁一垂直ぎみに立ちあがり、壁高70-80 cmを測る。

周溝一幅15-25cm、深さ 5 -8 cmのものが壁下を周囲している。

床面一凹凸は少なく良存しているが、多数の小ピットが掘り込まれている。
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柱穴一検出できず。あるいは小ピットが柱穴となるかもしれないが明確にできない。

カマド

右袖が南壁 l乙接する状態を示す。壁を切り込んで構築されているものの、残存が悪く、粘土、

焼土も少量検出したにすぎない。プラン確認の段階では、カマドの構築がなされていなかった

のではないかと考えた程である。

遺物(第229図・凶版141)

図示しえたのは、土師器坪形土器 2 点であり、図 2 はカマドよりの出土である。

1 は、口縁部が玉状を呈する内面黒色処理された杯形土器であり、底部は糸切り後、体部下

端まで手もちのへラケズリ調整されている。 2 は、やや突出する底部より内湾気味 l乙立ちあが

る杯形土器であり、底部は全面手もちのへラケズリ調整である。

A号遺構と出土遺物

遺構(第169図・図版96)

楕円形、隅丸形の 2 つの遺構が連結‘し、その連結部は2.8m前後の長さの溝状の様なものが

掘られている。遺構そのものの掘り込みは浅いのであるが、この遺構内 l乙 4 個の約1. 5m以上の

深さのピットが掘り込まれている。口径は広狭の差はあるが、深度が増すごとに狭まくなり、

底面まで掘り出すことはできなかった。調査中においても道具の使用が意にかなわず、当時に

おいても掘り込むのにかなりの難行であったと想像できる。これから記述する B~G 号遺構と

同様に、特別な用途のための遺構と考えられる。

遺物(第232図・図版141)

遺物はすべて、覆土上面よりの出土であり、遺構廃絶後、投棄されたと考えられる。図示し

えた遺物は、土師器坪形土器 3 点、盤形土器 1 点、須恵器杯形土器 3 点、高台付杯形土器 1 点、

蓋形土器 1 点、円面硯 1 点である。

図 1 ~ 3 は、体部外面に僅かな稜を有する坪形土器であるが、 3 などはほとんど稜が退化し

ている。 9 は内外面とも赤彩され、内面はヘラミガキ、外面はヘラケズリ後、体部上位をへラ

ミガキされた盤形土器である。

4~6 は、やや大きめな底部より体部が直線的に立ちあがる杯形土器である。 4 は胎土に雲

母を含む特徴的な土器であり、底部より休部下端まで手もちのヘラケズリ調整。 5 はへラ切り、

6 は手もちのへラケズリ調整である。 7 はやや低い高台のつく大形の高台付坪形土器である。

底部は、回転へラケズリ調整であり、胎土に雲母を含む。 8 はツマミを欠く蓋形土器である。

10 は円面硯であり、細片であるが岡上復元した。海の部分を二重の提が廻り、内側の提がや
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や突出する。台部には台形状の透しが認められる。円面硯は、本遺跡では唯一の出土である。

B ・ C ・ D ・ E号遺構と出土遺物

遺構(第170図・図版97 ・ 98 ・ 99)

落ち込みを確認した段階では数軒の住居跡が複雑に切り合っているものと考えられていたが、

調査が進行するにつれて、住居跡ではなく何か別な遺構であり、しかも単独で機能するもので

なく、 B.C 号、 D 号、 E 号が同一機能を有し、同時に使用された遺構であると考えられた。

遺構は、西から東 l乙傾斜する緩傾斜面 l乙構築され、 B.C 号、 D 号・ E 号とゆくにつれレベ

ルは低くなる。これら各々の遺構は溝によりつながっている。形状は不整形、半円形等のバラ

ツキはあるが、掘り込みはしっかりしている。底面はなべ底状にゆるやかに湾曲し、乙の底面

I乙、形状が円のピットが大小の差はあるものの、 B.C 号で 5 ケ所、 D 号で 6 ケ所、 E 号(検

出できた部分のみで) 3 ケ所の合計14の数にのぼるものが掘られている。乙れらはいずれもプ

ラン中央部に掘られるのではなく、どちらかと言えば、同辺部に配置されている。また遺構底

面には全体 l乙鉄さびが付着したと思われる茶掲色の色彩が薄く認められた。掘り込まれている

ピットは、深さ1. 5m前後を底となる。断面は円筒、ラッパ状、中膨れ等がある。

遺物の出土は主に遺構上面で多量に投げ込まれた様相を呈し、浮いた状態である。遺構麗絶

後にある程度埋まりかけてから土器等が投げ乙まれている。また土器と同時に鉄津がかなり多

量に検出されている。

遺物(第232~238 ・ 249 ・ 254図)

特殊な遺構であり、出土遺物も多く、調査段階で明確な出土位置関係を把握できなかった遺

物もある。以下、 B 号 (B ・ C 号のP2-P4 より北。)・ C 号・ C ・ D 号 (C ・ D 号の覆土上面。

C 号かD 号か明確に出土関係を把握できなかったもの。)・ E号とに分けて説明したい。上記の

区分は、あくまでも便宜的なものであり、本来ー遺構として把握することが適切かと考える。

しかし図示しえた遺物が約130点にも及び、調査段階での遺物の取りあげ方にも限界があり、あ

えて上記の方法 lとより整理して記述していきたい。

また、遺物の出土状態であるが、明らかに遺構廃絶後、かなり埋没が進行した段階で投棄さ

れたと考えられる。すなわち、遺物は覆土上面よりの出土が大部分であり、遺構底面よりの出

土は全く認められない。

B号遺構遺物(第232図・図版141)

図示しえた遺物は土師器盤形土器 1 点、杯形土器 4 点、須恵器高台付坪形土器 1 点である。

図 1 は、内外面とも粗いへラミガキされた器高の浅い盤形土器である。 2~5 はほとんど体
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部の稜が消滅した坪形土器であり、 3 は沈線を持ち、 4 は体部が球形を呈す。 6 は体部が直線

的にたちあがる高台付坪形土器であり、低い断面三角形を呈する高台が特徴的、底部は回転へ

ラケズリ調整。

C号遺構遺物(第233 ・ 249図・図版141 ・ 142)

図示しえたのは、土師器饗形土器 1 点、盤形土器 3 点、坪形土器10点、須恵器坪形土器 3 点、

高台付杯形土器 1 点と瓦 2 点である。

図 1 は、口縁部がくの字 l乙外反する小形の婆形土器である。 2 、 3 、 14は、盤形土器であり、

2 は内外面赤彩され、内面は丹念にへラミガキ調整された大形な優品である。 3 は体部 l乙稜を

有し、内面はナデ調整され、 14は内外面赤彩され、やや小形な土器である。 4 -13は、体部外

面l乙稜を有する坪形土器であり、稜は退化しているものもある。全体的に口径の大きく、器高

のあるものが多い。

15、 17 、 18は、坪形土器であり、底部の大きい土器。 15、 17の底部は手もちへラケズリ調整。

18はへラ切り。 16は体部が外反気味に立ちあがる高台付杯形土器であり、高台は低く、断面三

角形を呈す。

瓦は 2 点図示しており、共 l乙女瓦片である。 9 は表面 l乙模骨痕を残す。 (249図 9 、 10)

C.D号遺構遺物(第234図・図版142)

図示しえた遺物は、土師器盤形土器 6 点、坪形土器18点、須恵器蓋形土器 1 点、坪形土器 2

点である。

図 1-6 は、盤形土器である。 1 、 2 とも偏平かっ大形品であり、 l は内面ナデ調整され、

2 は内外面とも丹念なへラミガキである。 3-6 はやや器高のある土器であり、 3 は内面は放

射状 l乙へラミガキされ、 4-6 は外面は粗く、内面は丹念にへラミガキ調整されている。 7-

24は、体部外面に稜を有する坪形土器であり、大形品が多い。各個体の詳細な説明は省くが、

体部外面の稜の退化傾向は看取される。 24f乙は内面 l乙僅かにへラミガキが認められる点特徴的

である。

25は口縁部が屈曲して独特の断面形を呈する大形の蓋形土器であり、中央 l乙偏平な宝珠形ツ

マミがつけられている。 26、 27は坪形土器であり、 26は体部が直線的に立ちあがる土器で、底

部および体部下端まで手もちのへラケズリが施されている。

D 号遺構遺物(第235 ・ 236図・図版142 ・ 143)

図示しえたのは、土師器坑形土器 3 点、盤形土器 5 点、坪形土器23点、須恵器高台付坪形土

器 2 点、杯形土器 3 点である。

図 1-3 は、椀形土器である。 l 、 2 は、器高があり、体部はやや外皮気味に立ちあがり外

面 l乙稜を有する。 2 の底部内面はヘラミガキ調整。 3 は底部より直線的に体部が立ちあがる厚
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手の土器。 4~8 は盤形土器であり、 4~6 は大形品。 5 は内外面赤彩された優品である。 8

は内面黒色処理された土器で、器種的 l乙は坪形土器の万が妥当かも知れない。黒色処理された

土器の担形といった感のする注目すべき土器である。

9 ~28は、坪形土器であり、基本的 lこは体部外面 l乙稜を有する坪形土器のタイプの変化と考

えている。器形的にもパラエティーに富み、体部が球形を呈するものや、内外面 l乙段を有する

もの、平底気味になるもの、等があるが詳細は一覧表を参照されたい。

29、 30は高台付杯形土器であり、 29は非常に薄手であり、体部が外反気味 l乙立ちあがり、低

い断面三角形を呈する高台の付された独特の土器。 31~33は坪形土器。 31 、 32はへラ切り、 33

は底部全面を手もちのへラケズリ調整である。

E 号遺構遺物(第236 ・ 237 ・ 237 ・ 254図・図版143 ・ 144)

図示しえたのは、土師器腕形土器 4 点、坪形土器19点、盤形土器 l 点、須恵器饗形土器 2 点、

高坪形土器 1 点、高台付盤形土器 1 点、蓋形土器 l 点、高台付杯形土器 3 点、坪形土器14点と

瓦片 3 点である。 A~G 号とした特殊遺構の中で須恵器が最も多く出土しており、多様な内容

をもっ土器群である。

図 1~4 は、比較的大形の椀形土器であり、平底な底部より体部が内湾気味 lこ立ちあがる。

1 は紐積みで、ロク口調整によるものか。内面はへラミガキされ、黒色処理されている。技法的

にも注目したい土器である。 8 は内外面とも赤彩され、内面が丹念にへラミガキされた盤形土

器である。 5~7 、 9 ~20は坪形土器である。 5 は、器高のある土器であり、ロクロ使用土器

である。内面は黒色処理され、体部外面 l乙「運」と墨書されている。底部および体部下端まで

手もちへラケズリ調整である。 1 と同じく技法的に古手のロクロ使用土器と考えられる。 26は

やや大きめの底部をもっ坪形土器であり、内面は黒色処理されている。底部は手もちへラケズ

リ調整。他の土器よりは明らかに新しい時期の所産である。上記 2 点の土器以外は、ロクロ未

使用の土器であり、 6 を除き、僅かではあるが体部外面 i乙稜を有する杯形土器である。

21 、 22は、著書形土器であり、 21 は口縁部が外反する土器であり、 22は大形の土器である。 23

は脚部のみ残存する高坪形土器であり、裾部が開く。 24は器種的にも類例の少い高台付盤形土

器であり、器高の浅い土器である。 26~28は高台付坪形土器であり、垂直にさがる高台が特徴

的である。 27の高台の端部は尖り、 28は高台を欠く。 29~42は坪形土器であり、大きめの底部

より体部が直線的に立ちあがるものが多い。 33、 35が底部回転へラケズリ調整、 37、 38が手も

ちのへラケズリ調整、 42が糸切りであるが、それ以外の 9 点全てへラ切りである。瓦は細片の

み 3 点出土している。(図 3 ~ 6) 

以上、 B~E号遺構に便宜的に分けて説明したが、遺物を概観すると、若干の例外はあるに

しても、土器群に大きな時間差が指摘できず、遺構廃絶後、さほど時聞が経過しとEい段階でー
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括投棄されたと考えられる。また図示しなかったが、かなりの数の鉄津が検出されている乙と

も付記しておく。

F号遺構と出土遺物

遺構(第173図・図版100)

'PJ 字状に掘り込まれた遺構で、ある。地形的に東へ傾斜する、最低ー由 l乙近い位置に掘り込

まれている。楕円形のプランより、幅1. 7m前後の溝が東へ延びている。このプラン内に 4個所

の深いピットが掘られている。これらは、いずれも 2m前後の深さで、中ふくらみとなる様に

掘られている。井戸とするには口部径が小さすぎると考えられる。特別な用途のもとに使用さ

れたものと考えられる。 A~E 、 G 号遺構と同様なものと考えられる。

遺物は、遺構が廃絶したのちにある程度に埋まりかけて凹地状を呈する内部に投げ込まれた

感じで出土している。

遺物(第238図・凶版144)

図示しえたのは、土師器盤形土器 I 点、杯形土器11点である。須恵器が全く出土していない

点は注目したい。

図 1 は、内外国とも赤彩された盤形土器であり、偏平な半球形状の器形である。 2 ~12 は、

体部外出に辛じて稜を残す坪形土器であり、大形品が多い。内面が段を呈するものが多いが、

ロクロ未使用土器の最終段階に近い土器と考えられる。 2 、 12などは体部外而 l乙沈線を持つ。

本i封書の遺物出 t状態も前述のB~E 号と同様であり、遺構廃絶後の一括投棄と考えられる c

G号遺構と出土遺物

遺構(第172図・図版 5 ・ 85)

東 l乙傾斜する地形の傾斜面から最低面にかけて検出された。いくつかの遺構(同ーの用途に

利用)が複雑に重複しており、新!日等については明確になし得なかった。

西からの幅70cm、深さ 30cm前ゐ後の溝が遺構lこ連結している。遺構は種々の形状を呈するが、

その中に、形状、大きさ等のさまざまなピットが控数掘り込まれている。全体を見ると、あた

かもハチの巣状 l乙見える。

ピットの断面も、円筒状、ラッパ状、中膨れ等があるが、共通するものとしては、いずれも

湧水があり、かっ掘り込みはピット底面にゆくにつれて狭くなる乙とである。また遺構底面全

体には鉄さびが付着したと思われる茶褐色の色彩が薄く認められている。遺構としては特殊な
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用途に使用されたものと考えられる。確認されたピット数は28である。

遺物の出土は、 B ・ C ・ D ・ E ・ F 号遺構と同様に、当該遺構が廃絶後にある程度埋まりか

けた段階で、いっきに投げ込まれた状態で出土している。また同時に鉄棒がかなり多量出土し

ている。

遺物(第239 ・ 240 ・ 24ト 242 ・ 261図・図版144 ・ 145 ・ 146)

出土遺物は、 24号住居跡と共に最も多量であり、特に土師器坪形土器及び盤形土器は、きわ

めて多彩な内容を有する土器群である。図示しえたのは、土師器饗形土器 6 点、擁形土器 5 点、

盤形土器 9 点、坪形土器37点、須恵器蓋形土器 2 点、坪形土器 5 点、横瓶形土器 1 点と貨幣が

1 点出土している。

図 1-6 は、妻形土器である。 1 は、口縁部が外湾する土器であり、 2 は、口縁部が強く外

湾する土器で、 4 の胴下半部と同一個体と考えられる。胎土に多量の長石、雲母を含み、胴下

半は縦位l乙へラミガキされている。 3 は、口縁部が直立し、胴部が直線的にさがる土器であり、

4 、 5 は、口縁部が直立し、球形の胴部を呈する小形な土器である。

7-11は境形土器であり、 7 は大形品である。 7 は体部が外湾気味 l乙立ちあがり、外面 l乙稜

を有す。 8 は底部内面をへラミガキ調整、 9-11は、体部が半球形状を呈す。

12-21は、盤形土器である。 13-17は内外面とも赤彩され、かっ内外面とも丹念にへラミガ

キされている。 14、 15、 17は特に優品であり、調整、焼成とも丹念かっ良好。 12、 18、 19は、

外面へラケズリ、内面へラミガキ調整であり、 18は暗文風に放射状へラミガキである。 20、 21

は、内面はナデ調整であり、坪形土器と器種を厳密に分ける乙とは難しいが、器高の浅いもの

を盤形土器とした。

22-58が杯形土器で、あり、総計37点になる。詳細は土器一覧表に譲るとして、特徴的な土器

を説明する。 22-29は、体部が半球形状を呈し、端部が尖り、内面l乙稜を持つものが多い。 22

-24は盤形土器の器形と類似する。 30-54の坪形土器が最も主体的に見られる土器であり、基

本的には体部外面に稜をもっタイプのバラエティーと考えられる。土器個々の特徴は省く。 56、

57は、大形の平底の底部より体部が短く直線的に立ちあがる土器であり、 56はロクロ未使用、

57は調整段階でロクロを使用している。 58は内面黒色処理された土器で、底部l乙へラ切り痕を

残す。

59、 60は、偏平なツマミを持つ蓋形土器であり、 59は器高が深く、 60は裾部が大きく広がる。

61-65は杯形土器であり、大きめの底部より体部が短く直線的に立ちあがる。 61、 65は胎土l乙

雲母末を含む特徴的な土器である。底部は、 63が回転へラケズリであるが、それ以外は切り離

し後、手持ちのへラケズリにより調整されており、 65は体部下端まで及ぶ。 66は横瓶形土器で

あり、類例の少ない器種である。口縁部が強くくびれ、端部が三角形を呈す。胴部外面には平
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行叩目が認められ、中軸 l乙次線が認められる。

貨幣が 1 点出土しており、元豊通宝(北宋 1078) である。 81号住居出土の皇宋通宝などと共

に北宋の銅銭として数多く日本に輸入されたもので、中世末まで盛んに流通した貨幣である。

以上、 G 号遺構の図示しえた遺物の概略を記したが、これ以外 l乙鉄棒が多量に出土している

点を付記しておく。遺物の出土状態は、 A~F 号遺構と同様であり、遺構麗絶後、一括投棄さ

れたものである。

1 号井戸跡と出土遺物

井戸跡(第170図・図版97)

B-E 号遺構lζ隣接して確認された。平面形が径約 108m の円形を呈する素掘りの井戸で、

深さ約 3m である。掘り方は口径を広くなだらかな傾斜をもたせて 80cm前後掘り込み、そこか

ら垂直ぎみに掘り込み底面となる。断面形はラッパ状を呈する。井戸中位の直径で、85cm、底面

径60cm とせまくなる。底面は水平となっている。

遺物(第242 ・ 243 ・ 254図・図版147)

出土遺物は、土師器、須恵器、瓦であるが、須恵器が大部分を占めている。図示しえた土器

は、土師器坪形土器 1 点、須恵器察形土器 2 点、壷形土器 1 点、高台付杯形土器 1 点、坪形土

器 3 点である。

図 3 は、体部に僅かな稜を有する坪形土器で、底部はかなり平底気味となる。 1 、 2 は共 l乙

大形の護形土器であり、 1 は球形の胴部より口縁部が外反し、端部が突帯を有する土器で、胴

部外面l乙平行叩日が認められる。 2 は口縁部のみであるが、きわめて大形の土器であり、波状

と平行のクシ描が認められる。 4 は口縁部が外傾して立ちあがる壷形土器。

5 は底面が凸面を皇し、体部が直線的に立ちあがる高台付坪形土器であり、回転へラケズリ

調整された底部外面 l乙 'XJ のへラ記号が認められる。 6~8 は、坪形士器であり、 6 、 8 は

へラ切り、 7 はへラ切り後手もちへラケズリ調整である。瓦は 1 点のみ、細片である。(図7)

2 号井戸跡と出土遺物

井戸跡(第174図・図版104)

径約 3m前後の楕円形のプランに、長形1085m 、短形 101m の卵形の張り出しをもち、一度

鍋底状に約40~55cm程掘り下げ、底面中央から多少側壁よりに口径95cmの掘り込みをほぼ垂直

に掘り込んでいるが、掘り込みが深くなるにつれて径が狭くなり確認できた最深部 2.5m では、
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径が約36cm となっている。

漬物(第243図・図版147)

図示しえたのは、須恵器高台付坪形土器 3 点のみである。

図 l は、底部が凸面を呈し、高い高台の付された大形の高台付坪形土器であり、底部外面は

回転へラケズリ調整。 2 、 3 は小形の高台付坪形土器であり、底部外面は 2 は糸切り、 3 は回

転へラケズリ調整である。

3 号井戸跡と出土遺物

井戸跡(第152図・図版86)

4 号井戸跡と一部が切り合う状態で検出さ.れた。素掘りであり、径約 2.7m 前後の楕円形に

約40cm掘り下げ底面を平担にしたのちに、プラン中央部から径約 1.3m 前後の楕円形l乙湧水面

まで円筒状に掘り込んでいる。調査は遺構確認面から約 1.5m の深さで、湧水があり、また側

壁がもろく、崩壊してくるため、掘り下げを中止した。

遺物(第243図)

図示しえたのは、土師器坪形土器 1 点である。内面黒色処理された坪形土器であり、体部外

出に墨書されている。 r福鏡」か。 126 号住居、 4 号井戸出土の墨書l乙比し、稚拙な筆致であ

る。

4 号井戸跡と出土遺物

遺構(第152図・図版86)

3 号井戸跡と一部が切り合う状態で検出された。素掘りであり、径 1.6m 前後の楕円形に湧

水面まで掘りさげている。この井戸跡の施設として利用されたのか口径部l乙至るまでは、遺構

確認面から 2-3段に浅く、徐々に掘り下げ階段土になっている。このプランは不整形である。

調査は遺構確認面から約 1.5m の深さで湧水があり、また側壁の崩壊があるため掘り下げを中

止した。

遺物(第243図・図版147)

図示しえたのは、土師器察形土器 1 点、域形土器 l 点、坪形土器 3 点、須恵器杯形土器 l 点

である。

i込]1 は、台部のみ残存の斐形土器であり、 2 は体部上位までヘラケズリが及ぶ、半球形状を

呈する腕形土器である。 3-5 は、内面黒色処理された坪形土器であり、 3 、 5 は糸切り、 4
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は糸切り後、周縁部を手もちへラケズリ調整。 3 の体部外面に「福鏡」と墨書されており、筆

致は 126 号住居跡の墨書と酷似する。 5 は底部および体部中位まで手もちのへラケズリ調整さ

れた坪形土器で、ある。

1 号円形遺構と出土遺物

遺構(第22図・図版101)

20号住居跡と重複関係にあるが、前後関係については明確にする事はできなかった。

直径 3.3m 前後で円形よりもやや楕円形に近い平面形で、最深部までの深さは 2m である。

断面形状はあたかもぐい呑みを地中 l乙埋め込んだ様相を呈し、口径が広く、底径がせまくなり、

ラッパ状に開口している。底面中央が直径60cmの円形で、約40cm程度掘り凹められ二段となっ

ている。壁の傾斜は約口度あり、急傾斜となっている。

遺構内の埋土は最下層の褐色土( 7 層)は自然的な埋土の状態ではなく、何か一度に上部よ

り落ち込んだ感じがする。

遺物

図示可能な遺物は認められない。

2 号円形遺構と出土遺物

遺構(第175図・図版102)

99号住居跡に隣接して確認された。プランは口径 3.1m の円形を呈し、最深部まで1.65m を

測る。他の円形遺構と同様に断面形状はぐい呑みをそのまま地中に埋め込んだ感じであり、掘

り込みも一段目を大きく掘り、底面中央からさらに小さな掘り込みがなされ二段となっている。

一段目の底径1.2m I乙、二段目の口径60cm、底径35-40cml乙、一段固までの深さ1.35m、二段

目の深さ 30cm となり、計1.65mの深さを測る。側壁は一段目の掘り込みの中位あたりで若干の

屈曲が認められる。

遺物(第244図・図版147 ・ 148)

図示しえた遺物は、土師器奏形土器 2 点、須恵器鉢形土器 1 点である。

図 1 、 2 は同一個体であり、口縁部が「く」の字に外反し、肩部の張る薄手の窒形土器であ

り、胴部外面はへラケズリ調整。 3 は木葉痕を残す大形の底部が特徴的な饗形土器。 4 は厚手

の鉢形土器であり、大形な底部より直線的に短く立ちあがり、口縁部が強く外反する。胴部下

半は手もちのへラケズリ調整。
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以上の遺物は全て埋土中よりの出土であり、土拡底面には遺物は全く認められず、この傾向

は以下記述する 3-6号円形遺構にも共通しており、 A-G 号遺構同様、遺構廃絶後、投棄さ

れたもとの考えられる。

3 号円形遺構と出土遺物

遺構(第176図・図版102)

118号住居跡の南に位置して確認された。長径3.85m 、短径 3.6m のほぼ円形のプランであ

る。最深部までは 107m を測る。円形遺構の中でも平面プランの大きいものであり、断面形状

は他の遺構と同様にぐい呑みを地中 l乙埋め込んだ感じであり、掘り込みも二段となっている。

一段目の底径2.15m前後の底面のほぼ中央に口径75cm、底径35cm、深さ 30cm ものが掘り込まれ

ている。当円形遺構の一段目の底面には他の遺構では認められなかった 6 条の溝が掘り込まれ

ており、 ζ のうち 4 条の溝は各々対をなすものと考えられ、その場合、いずれもが二段目の掘

り込みの上を通ることが知れる。あるいは ζ の溝l乙伺か棒状のものを渡している可能性がある。

また埋土の士層図から考えられることであるが、同一遺構が、二次的l乙利用されたことも看取

するととができる。遺構の機能を考える上で示唆に富むものと言える。

遺物(第244図・図版148)

図示しえたのは、土師器窒形土器 2 点、杯形土器 1 点、須恵器窒形土器 1 点、蓋形土器 1 点、

杯形土器 1 点である。

図 1 は、口縁部が強く外反し、端部がつまみだされた形になる窒形土器であり、胎土 l乙雲母

等を多量に含む。 2 は、口縁部が外湾する窒形土器であり、 11乙比しやや小形であるが、胎土

は酷似する。 3 は半球形を呈する杯形土器であり、体部上位までへラケズリがおよぶ。

4 は口縁部が外湾する璽形土器であり、 5 はきわめて偏平かっ大形のツマミが付された蓋形

土器であり、口縁部が垂直にさがり、端部が尖る。 6 は胎土l乙雲母末を含む坪形土器であり、

大きな底部より体部が直線的に立ちあがる。底部は手もちへラケズリ調整。

4 号円形遺構と出土遺物

遺構(第133図・凶版103)

105号住居跡と重複関係にあるが、前後関係については明確にする乙とはできなかった。長

径2.85m 、短径 2 .4 m で、円を若干おしつぶした不整円形となっている。最深部までは約1. 65

m である。断面形状は他の円形遺構と同様にぐい呑みを地中に埋め込人だ!譲じである。掘り込
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みは二段になっており、一段目の底面中央にさらに径70cm前後の不整円形が深さ 40cm程に掘ら

れている。側壁は一段目の底面から位置によりばらつきはあるもののかなりの急傾斜をもって

掘り込まれている。

遺物(第245図・図版148)

図示しえたのは、土師器好形土器 1 点、須恵器鉢形土器 1 点、坪形土器 1 点である。

図 1 は、体部外面下位に稜を有する坪形土器であり、 2 は体部が直線的に立ちあがる厚手の

鉢形土器である。内面に紐積み痕を明瞭に残す。摺鉢として利用したものか。類例の少い器種

である。 3 は底部の大きな坪形土器であり、底部および体部下端を手もちへラケズリ調整。

5号円形遺構と出土遺物

遺構(第177図・図版103)

148号住居跡の南l乙位置し確認されている。プランは径3.1mのほぼ円形で、最深部で 107m

を測る。断面形状はぐい呑みを地中に埋め込んだ感じで、口径が広く、底径がせまくなってい

る。側壁は、口部よりなだらかに傾斜し、中位から急激な角度をもって掘り込まれ、第一段目

の底面となる。乙の底面は水平であり、第一段目の底面中央に再度径70cm前後の円形のプラン

が深さ 30cml乙掘り込まれている。最深部の底面も水平となっている。遺構の埋土はレンズ状の

推積が看取でき、自然的な埋土と、より人為的に埋め戻された感じがする。

遺物(第245 ・ 254図・図版148)

円形遺構の中では、最も多様な様相を有する遺物群であり、杯形土器等興味深い問題を有す

る。出土遺物は、土師器、須恵器、瓦であり、図示しえた土器は、土師器窒形土器 1 点、坪形

土器 5 点、須恵器高台付皿形土器 2 点、杯形土器 2 点である。

図 1 は、球形の胴部より口縁部が外傾気味 l乙立つ厚手の窒形土器で、ある。 2 、 3 は、内面黒

色処理されたロクロ使用の坪形土器である。 2 は器高のある土器で、底部は糸切り後手もちへ

ラケズリ調整。体部に墨書されているが、判読できない。 3 は大きめの底部より体部が湾曲し

て立ちあがる。体部外面 l乙「王」と墨書されている。底部は糸切り後、周縁部を手もちへラケ

ズリ調整。 2 、 3 はロクロ使用土器としても、墨書土器としても古いクーループのものと考えら

れる。

4 は体部外面t乙稜を有する杯形土器であり、 5 、 6 は平底な底部より体部が直立する小形の

坪形土器である。 7 、 8 は口縁部が短く直線的に立ちあがる高台付皿形土器であり、 7 は高台

を欠き、 8 は高い高台がハの字状につけられている。 9 、 10は坪形土器であり、 9 はへラ切り

後、手もちへラケズリ調整、 10は糸切り痕を底部に残す。
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瓦は、女瓦 1 点であり、表面 l乙明瞭な模骨痕が認められる。(図 2)

6 号円形遺構と出土遺物

遺構(第178図・図版104)

遺跡の北東端で確認され、 151号住居跡と接する状態である。直径約3.7m のほぼ円形を呈し、

最深部で 2.5m である。断面形状はあたかも、ぐい呑みを地中に埋め込んだ感じで、口径が広

く、底径がせまくなり、ラッパ状 l乙閉口している。底面中央が40cm前後の方形 l乙掘り凹められ、

出べそ状になっている。壁の傾斜は急角度の傾斜となっている。遺構の埋土は西側よりの埋

土が多く、遺構が破棄され、壁から底面l乙黒色土が浅く推積し、その後、褐色土を主体する土

層が入り込んでいる。遺物の出土は少ない。

遺物(第245図)

図示しえた遺物は、土師器警形土器 1 点のみである。口縁部が強く外反し、胴部が直線的に

さがる雲形土器である。

1 号掘立柱建物跡

建物跡(第179図)

2 号掘立柱建物跡に接して検出されている。南北 2 間 (2.1m X2.1m) 分を検出できたのみ

であり東西間は盛土下となったために確認する乙とはできなかった。大きな建物跡になるとは

考えられな L 、。

2 号掘立柱建物跡

建物跡(第179図・図版100)

41号住居跡と重複関係にあり、新旧関係については明確にできなかった。東西 1 間 (2.8m) 、

南北 2 間 (2.1m X2.1m) の南北に長い建物で、東に廟が付くものと考えられる。

3 号掘立柱建物跡、

建物跡(第180図・図版101)

70、 71 、 78号住居跡lζ囲まれる位置で確認された。東西 2 間(1. 85m X 1. 85m)、南北 2 間
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(2.2m X 2. 2m )の束柱を持たない建物跡である。掘り万はいずれも円形であり、深さは60-80

cm前後で、ある。建物跡の東掘り方列に接して 2 個のピットが掘られており、乙れらは当該建物

跡の帽に相当する掘り方となるかもしれない。いずれも円形で、径約30cm前後で、深さ 70cmで、あ

る。

1 号墓壌と出土遺物

墓墳(第181図・図版105 ・ 106)

79号住居跡の東墜に接して確認された。ピットと切り合うが前後関係については不明である。

プランは長さ 2.3m 、幅 80cmの長方形を呈する。底面はほぼ水平を保ち、壁は若干の傾斜を持

つも、垂直に立ちあがってゆく。境内の埋土はローム層に色調がよく近似した!惑じの黄褐色土

を中心としており、意識的に埋め戻した感じである。壌内底面より、ガラス小玉がかなりの数

量出土している。

遺物(第260図)

土墳底面よりガラス小玉が17点出士している。小玉の中央l乙全て円孔を有す。大きさより直

径 5mm前後と、 3mm前後の 2 つのクゃループがある。埋葬時には、もっと多量のガラス小玉が副

葬されたと考えられる。

占墳

現状と形態(第156図・図版 3 ・ 109)

墳正がまったく失なわれており、調査前の段階でも古墳の存在など頭の中にも入っていなか

ったし、地元の方々もその存在も知ってはいなかった。周溝は幅 1.5m 、深さ 40cmのものが検

出できた。この周溝から古墳は、直径約16m の墳Eをもっ円墳である乙とが判明した。また、

周溝を含めた直径は約19m となる。

内部主体(第183図・図版109 ・ 110)

すでに盗掘をうけており、天井石、奥壁、側壁、閉塞石などすべて取り除かれており、一部

石室内 l乙石室構築材の河原石が認められたにすぎない。石室は河原石を積みあげたものと考え

られる。

石室の平面形等については明瞭にできなかったが、ローム層を掘り込んで石室は構築されて

いる。このため石室掘り万と墓道のみが検出されている。掘り方は全長 5m 、奥壁部幅 2.7m 、

石室中央部幅 2.7m 、玄門部幅約 2m、深さ 50cmで、ある。地下にもぐるタイプの石室と考えら
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れる。墓道は幅約50cmのものが、玄門部にあたる位置から周溝まで浅いものが掘られている。

出土遺物

盗掘の段階ですべて持ちきられており、皆無である。

以上が古墳の概略であるが、主体部が撤底的に破壊されており、検出できたのは、主体部掘

り方、墓道、周溝のみの検出であり、時期を決める手がかりすらないが、考えられるとすれば

終末期古墳とすべきものと推定する。

1 号士墳

土壌(第11図・図版107)

11号住居跡の北東コーナーにおいて重複する形で確認されたが、前後関係については明確に

はなし得なかった。

プランは長径 1.9m 、短径1025m の卵形をしており、若干口部がせまくなるが、それ程のオ

ーバーハングとはならない。深さは 2m まで掘り下げたが、危険防止のため、以下については

未調査となってしまった。出土遺物は認められない。

2 号土壌

土墳(第182図・図版107)

プランが長万形を呈し、長さ 2.6m 、幅1.2m 、深さ 85cm前後の土撲で‘ある。底面はほぼ水平

に掘られ、壁はほぼ垂直に底面より立ちあがるが、一部では二段となる部分も認められる。出

土遺物は、認められない。

3 号土墳

土壌(第110図・図版108)

イモ穴より切られており、全体を知る乙とはできない。長辺 102m 以上、短辺90cmの長方形

を呈している。底面はなベ底状になっており、かっ焼けた状態を示している。同時に遺構底面

には木炭が厚い層をなしている乙とが認められた。内部より遺物等の出土はない。

4 号土境



土嬢(第134図・図版106)

106 号住居跡と重複するが新旧関係については明確になし得なかった。

東西2.2m 、南北103m以上の長方形のプランであり、壁がほぼ垂直に立ちあがり、残存壁高

55-70 仰を測る。底面は平担であるがかなり軟らかく、乙の底面l乙炉跡状の焼土が経20crnの範

囲で認められた。乙の焼土の堆積する底面は、かなり焼けた状態であった。また南壁には半円

形の張り出しが認められている。出土遺物は認められない。

方形周溝墓と出土遺物

遺構(第184図・図版111)

6 号、 15号、 11号住居跡 l乙狭まれる位置において検出された。特に11号住居跡とは、方形周

溝墓の北東コーナーと住居跡の南西コーナーは約数仰の差をもって切り合う状態がまぬがれて

いる。地形的に西から東に向って傾斜しているために、方形周溝墓自体も傾斜する形で検出さ

れている。

遺構は、南北に貫通する幅50 crn、深さ 40-45crnの溝により一部が切られている他は遺存状態

は良好であった。プランは東西7.7m 、南北7.2m のほぼ方形を呈する。主軸は北を指標とすれ

ば、 N-30Ó -Wである。溝は浅深の差はあるものの万台部を囲んで全周している。また幅は各

コーナーで狭まくなり、中央附近では広くなり、外周は丸味をもっている。特に西溝について

は著しく中央が広くなっている。各々の北、西、南、東溝の最大幅は、1005m 、 2m 、 1026m 、

1035m を測る。また全体的な最小幅は北東コーナーの54crnである。前述したが溝は全体的に浅

深の差があり、主に北が深く、南で浅い。特に南溝がかなり浅くなっている。最深部で45cm、最

浅部で15crnで、あった。溝の掘り込みはあまりしっかりしたものではなく、かなりゆるやかな傾

斜をもって掘り込まれている。その傾向は溝の深度と関係している。

万台部は東西4.63m 、南北5.1m で、やや南北に長い方形を呈する。上面は平担であるが、若

干南東に向って傾斜ぎみである。主体部については精査したが検出する乙とができなかった。

またマランドの有無についても明確になしえなかった。

出土遺物は北東コーナーの溝内より、溝底面から浮いた状態で、土師器摺形土器が一個体分

出土しているのみである。

遺物(第245図・図版149)

出土遺物は、周溝北東コーナーより土師器摺形土器が 1 点出土したのみであり、摺形土器は

溝底面より僅かに浮いた感じで出土している。

偏球形状を呈する胴部より口縁が直線的に外反する描形土器であり、最大径を口縁部に有す。



胴部下位から底部にかけて焼成後の穿孔があり、周溝墓の供献用土器らしき様相を示す。

縄文・弥生土器について(第246図)

本遺跡で出土した縄文土器、弥生土器は、細片のみで、全て表採ないしは古墳時代以後の遺

構覆土中よりの出土である。

図示した土器片は、縄文土器片が 3 点のみで、他は弥生土器片である。

1-3 は、縄文土器の口縁部片であり、 1 は諸磯b式、 2 は加曽利E式、 3 は大洞A式である。

4 、 5 、 6 、 8-10は、地文の縄文上l乙沈線を配するもので、野沢 E式の所産であろう。 6 、

7 は、野沢 E式直後のへラ描きによる土器であり、今市市中小代遺跡出土土器l乙類似する。

11-17は、単節の縄文を指で 2-3 条横位にとろがして施文している土器である。原体の折

り返し部分が条の境となり、無文帯と縄文帯と順次繰り返して、文様が構成されている。井頭

遺跡A-1 号住居跡出土遺物と類似し、後期初頭l乙位置づけることができょう。埼玉県吉ガ谷

式土器とも一部類似性が認められ、今後、興味深い検討課題であろう。

18-26は、弥生時代後期の二軒屋式の所産であろう。 18は、器形が窺い知れる唯一のもので、

壷形土器の頚部であろう。 18-22は撚糸文を、 26は櫛目文が認められる。

27は、古式土師器であろうか。口縁部 l乙擬似縄文の押圧痕が綾杉状に認められる。

尚、弥生土器については、塙静夫先生に御教授を受けた点を銘記しておく。

出土石器について(第262図・図版151)

2 点とも住居跡調査中 l乙検出されたものであり、明確な出土層位は確認できないが、形状よ

り歴史時代の所産のものとは考えられず、住居跡出土遺物と分離して説明する。

図 1 は、珪板岩製の尖頭器の半欠品である 0・表裏面とも押圧剥離を施し、さらに縁辺に細部

の調整が認められる。

図 2 は、珪岩製の縦長剥片である。プラットホームには二次的調整が加えられ、両サイドの

鋭利な縁辺には擦痕も認められる。形状は刃器に似る。表面は大きく三条の縦長の剥離が認め

られ、主要剥離面lζパルプアスカ一、プィシャーグ認められる。打角約110・を演回。

上記のように出土層位は不明瞭であるが、 2 点とも旧石器時代の所産と考えて大過あるまい。



土器一覧表について

本文で土器の詳細について記載することは、繁雑になるため、土器一覧表を作成した。

本表の作成にあたっては下記の点に留意した。以下、箇条書きにして示す。

1.土器番号は、前者が遺構番号を、後者が遺物番号を表わす。例えば、 2-3 とあるもの

は、 2 号住居跡 3 の土器を示す。

2. 器種のと乙ろで (S) とあるものは、須恵器を表わす。尚、それが無いものは、全て土

師器である。

3. 法量は、上より口径、器高、座径とし、ーは計測不可能を、一.は丸底を、( )は復元計を

表わす。なお、高台あるいは台部(脚部)を有するものは、裾端部径をもって底径とした。ま

た、蓋の場合は、口径と器高であるがさらにツマミ径、ツマミ高を加えた。単位は、全てmで

ある。

4. 胎土は、特に須恵器の場合生産地との関連を考慮して詳細に記したつもりである。焼成

は、特に良好か不良なものに関して記した。

5. 備考の欄に、床面、カマドと記しであるのは出土位置を示し、それ以外l乙墨書、黒色処

理、赤彩されたものに関しても記した。

A-



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

1 -1 椀 (16.0) 器高丸明が比較境呈的を高有く体部底と底部 休部内外面なおよび底力。部外面全 胎青土は綴密でほとんど砂色粒を 床面
7.2 fL瞭味な す。 部はや 面に入念ヘラミ キ。 外まない。も焼成部良黒好色。 調は

12.1 ゃをす。 面とー を呈す。

2 -1 察 (20.0) 胴部ずはほとんどふ外くらみをも 口縁縦部方ヨコナデ後 胴部外方面 胎土は砂赤粒褐，色長を石呈粒を多量に
た ほぼ直線的に反する口 は 向アのナデ内面は横 含む。 す。
縁部を有す。 向のナ

2 -2 腕 13.4 器高かがら比内較湾気的高味大にく外経，平反は底すのる底口 内西方は後，全面を放射状にへラ 胎土は，砂粒れを若干含むが， 床面
7.1 ミ キ , 口縁部外を， 横方休横部方向 よく精選暗 き ている。焼成は
6.2 縁部部を有す。最 ，口縁 lこへラミガキ。 面全は， 良好で褐色を呈す。

部にくる。 をヘラケズリ後， 部体l乙
向ものへラミガキ，底よ 外面に
ヘラミガキがお ぶ。

2 -3 坪 14.7 半球偏形状を呈す。全体的にや 縁内面部は全体をナデ。外面は口 良胎の好粒士:子では赤，を級褐多色筏量であるが焼, 赤色 床面
4.2 や平。 ヨコナデの後，ヘラケズ をlζ呈含すむ。。 成は

リ。

2 -4 盤 (19.0) 休す部稜をと底有部す。の境偏平l乙外な盤l乙張状をり呈出 内面は全縁体をヘラミガキ後。外 胎土は，褐砂色粒を少量含黄む。内 内面赤彩

( 4.0) 面底は，を口 部ヨコナデの 外 面三仁Eコ は赤 ，外面は 褐色を
す。 部ヘラケズリ。口縁部iJ; す。

面よにも，ややヘラミガキ お
ぷ。

2 -5 高台(付S 杯) 
15.5 器手高のつが高く く大。形。 全形内体面的中に厚部 ロクロ水り離挽成形後付。 胎土は，をやや粒の粗灰色い砂を呈粒す, 
5.5 底部切 し，全面を回転 長石粒含む。青灰
8.3 l乙門部を形り成!。底部器 のゆ央がみ ヘラケズリ。 高台。

が目立つ

3 -1 士平 14.1 休部き J乙軽，ヘラケズリによって 縁内面部は全体をナデ。外面部は口 胎褐に土色黒は，基色砂調を粒を少量を含部û'。 床面
4.3 でたい稜を有する。底部 ヨコナデの後，底 をへ を とするが， 分的

は，平底11:.近い。 ラケズリ。 褐色呈す。

3-2 杯 12.0 有小形。体部，外耐に軽い稜を 内面縁は，全体をナデ。外面部は 胎土は良，砂粒を含褐色む。焼成は 床面
4.2 す。 口部ヨコナデの後，底を やや不で，暗 を呈す。

ヘラケズリ。

4-1 杯 12.0 小を形有を。体部ま外面内にするどい稜 内面縁は，全体をナデ。外面部は 胎色土は，微砂粒を含む。暗褐 床面
4.1 有す。 tこ 面にも，軽い 口部ヨコナデの後，底を を呈す。

段す。 ヘラケズリ。

4 -2 主手 (12.0) 小り形出。 体稜り部を有外面す lζ は， 外l乙張 内面縁は，全体をナデ。外面部剥は 胎黒褐土色褐色はを基，綴密。 焼成部は，的不良
4.1 す 。全体に厚手 口 部ヨコナデの後，底も を 呈調とし， 分 に，

のつく 。 ヘラケズリ。内外面と 落 をす。
が著しい。

4 -3 坪 (S) 底部部。のみ。やや突出気味の底 ロクロ水挽き成形。 胎暗土は，を砂粒を若干含む。
回転糸切り。 灰色呈す。

5.4 

5 -1 tf ((13.5) ) 体部外商lむ，稜を有す。 内面縁は，全体をナデ。外面部は 胎暗土は，徹密。焼成は良好で
5.5 口部ヨコナデの後，底を 褐色を呈す。

ヘラケズリ。

5 -2 杯 (11. 0) 小す形。。体部外面に軽い稜を有 内面縁は，全体をナデ。外面部は 胎黄七は，呈微砂粒を多量に含û'
3. 7 口部ヨコナデの後，底を 褐色をす。

ヘラケズリ。

6 -1 嚢 15.5 小状丸形外。口縁部はく」の字 口縁方部向ヨコナデの後，外内面は 胎焼土は良，砂粒を多褐色量に含呈む。 カマド
に する。 部は，やや 縦 のへラケズリ， 面は 成不で，黄 をす。味を反同もち，最胴大径は， ほぼ 慎fj向のヘラケズリ。

口径と じ。

7 -1 盤 15.4 半球形状を呈す。底部は，や 内面ガは， 底部手を一方縁部向 lζ へラ 胎土良は， 砂赤粒褐色を少を量含む。焼 内外商赤彩
3.7 や平底気味 ミ キした，口 を横キ方。 成好。 呈す。

界(連は孤状縁 にへラミガ 。
面口部横ナデの後，へ
ラケズリ。

10-1 甑 (((24.0) ) ) 休低部くが，浅大きく呈開き，器高径が 内縁面は，全体をナデ，外面は 胎ロ百土には三らE砂粒を多量に含む
5.0 鉢状をす。孔は 口 ヨコナデの後，へラケズ 褐色をす。

10.5 3.0叩。 リ。底部外面もヘラケズリ。

11-1 査 15. 1 折り返し口縁であり頚部よ縁り ヨコナデ後口縁具後内面はハケ状 小明砂褐粒色含を有呈。す。ほぼ直残線存的に外反する。口 具外一面部による調整 ヘラミガキ
部のみ はハケ状 による調整後

ヘラナデ。



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

11-2 紺 9.5 ほ線部ぽ球的中形央lζ の胴反有部すしよ底。り最部口縁大は部径平が 口縁内面向は， ハケガミ状キガ具キ(調整外後 小赤砂褐粒色含を有呈。す一。部器面に表出
15.2 直胴 外る は タテ方のへラ
4.0 11:1fL..-，底 はハケ→へラミ タテF

一部にハケ目が残存。

期 10.2 やや偏胴底が平外部。な球形の胴縁部よ最底り大口 口縁内面方方はへラミガキ， 外胴面部胴 出白色小赤砂褐粒色を含呈み一部器面表
12.2 縁部は 反最大する。口 部 はタテ 向向はのヘラミガキ をす。
3.1 径 径と同じ。部 はヨコ のへラミガキ。

は平 部上面 11: ハケ目痕残存。

11-4 甑 16.0 小大形きな底径甑関面でく2小あ口縁孔り， 鉢り状弧の器形 内面はナデ外面るはヨコ方粘観察土向の 赤多茶量褐に砂色粒を含呈有す。。6.7 く よ状なカ ハケ状具成によ 調明整瞭。 ヒ
ープで( に)達す。孔は モ積み形痕が に き
1 個 1叩 れる。

11-5 地 7.8 土口も縁器つ部 I己最部大は径丸をもっ小窪形みな 口縁部ガ内面胴はヘラケズリ後へ 色胎土i乙小褐砂色粒含部む
6.9 。底 底ややを ラミ キ部はヘラケズリ， 調は ーは黒色を呈す
1.5 。 外面はヘラケズリ後入念なへ

ラミガキ。

11-6 域 9.6 半窪す球形の胴を有部丸底すにく底の字部 i乙屈折 不内るガ面調定キ整。なはヘラケズリ後ナデによ 色胎土調呈 lはE赤，砂褐色粒含外有面。一部は黒色6.3 る口縁も 。 はやや 。外面はヘラケズり後
2.0 みをつ ハケ，胴下半はヘラミ をす。

11-7 腕 9.1 高台状を呈すを示る底す部小形より急土器な 口縁はヨコナデ後外面胴下半 比色較調的は茶大褐き色な砂。粒が表出。
4.9 たちあがり な はへラケズリ。
2.8 

11-8 腕 7.9 平な滑に調なよ整土り直器された比較的大き 口ズ縁リはヨコナデ。内面ヘラケ 色小砂調粒は含赤有褐色を呈す。4.5 る底小部形 線的にたちあが 外面はタテ方カf向のヘラ E
4.0 ガミ。ヒモ積痕 口縁部11:み

られる。

11-9 擁 9.0 高り台直線を呈的すに外る特反徴す的る小な底形部土器よ 口縁はヨコナデ，内外面とも 諸島幹:焼成良好。
5.5 ヘラナデ
2.8 

11-10 高杯 18.4 

台小反るをり『霊有形符円モし?，E都状す孔日」層のKをとる状立裾有部円坪窓にでがすち突大。脚。あは;部出がほ係き部ぼにし〈り之大た閲Kは水平部き《34 分脚慣K〈よ鳴外の仕の
杯部は内外面デと外も不面明瞭部であ 淡白色黄小褐砂色粒を呈を含すむる。。16.2 るがヘラナ。内 ーハケ

15.8 日残る。脚ガ部面ハケ。外面
はヘラミ キ。

11-11 高杯 13.8 議底部と状思をな底すれる面。るる裾杯脚よ部部部り外と反大欠すき る口 杯胸部部内はガ面内キ外とも外部へ面にラミガキ。 砂赤粒褐色を含を呈むす。。
く 有わ をく脚く ハケ 入念なへ

とよりな 川個の青開 ラミ 。接合 ハケ目痕
残る。

孔有り。

11-12 高坪 11. 9 小るさい脚部かと緩や小か円形に孔外な。 反す 杯部ガ口縁ヨコナデ，外面接外へラ 小褐色白砂を粒呈含す有。。7.6 琢部とらなる 高杯。 ミ キ。胸杯部部内面脚ハケ 函合へ
7.6 脚部 11:は 3 つの小 ラミガキ と部と 痕

あり。

11-13 高杯 11. 4 坪す部る l乙比杯し部て口縁小K形は3 直な脚線部小的円をに有外孔 坪外部部面内 ヨコナデ後ヘラミガキ。 砂茶粒褐含色有を呈，焼す成。良好。
6.6 反あす高る。脚 つの は横ハ方ケ向へラミガキ。脚
6.2 部面 ，外面不定方向の

り。 ヘラミガキ。

11-14 器台 9.5 非あ常るにバ縁部ランスのよい土開て器稜く で 器受部はヨコナデ外内面面は入念 砂粒れをほとん焼ど含成良まない精選
9.1 口 部とが屈線曲し と なミガキ。胸部は ハケ。 き た胎土。 好。

11. 8 なる器個受 直的りI乙 脚 外面は入念なミガキ。
部11: 3 の円孔あ

11-15 器台 7.8 小脚開さな器部3 個受よ部りと裾部が大きく 器ガ受部胸内外部面内南横刃方ハキ向のへラミ 離を重量K産む。
8.5 く脚 なる。 キ。 ケ外面タテ をす。 成不良

12.4 部K の円孔あり。 万向のへラミ

11-16 器台 7.8 個直線線的的に外反脚部等する器受な部と直 器受部内外ガ面キと脚も部横方内ガ面向キの粗部 砂褐粒色を呈多量K含む。焼成不良
8.4 11:く よりる。 3 いへラミ 。 一 をす。
11. 2 の円孔開が不 間隔に穿たれ ヘラナデ外面ヘラミ 。

ている。

11-17 器台 7.1 筒直線形的をに外反脚する器受り部な と円 器受部脚は外内外面は ともヘラミガ 砂暗粒褐色を多を量呈すに含。焼む成。不良8.2 呈する部よ る。 キ。 部面ヘラミガキ。
10.6 



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

11-18 器台 6.5 器受部と脚位部直の接的合部外膨は肥厚 器ガ受部は内外外面面 とも入念なミ 砂量を呈多量に含む。
7.8 している。 線が に 反む脚する キ。脚部 はヘラミガキ 褐色をす。
9.8 器受り部な と中 やや 部

よる。

11-19 器台 やや丸みを呈する器受部と裾 脚部外面は三段にわけで入念 ほとんど砂量を含焼まない。
が開く脚部よりなる。 なへラミガキ。 赤褐色を呈す。 成良好

10.4 

12-1 饗 21. 5 胴も部は， 肩直書線大官に若干の張りを 口縁部ヨコナデの後，胴部内 胎特土は，砂粒を多量に含そみ移, 褐 床面
32.4 って， 的に底外部湾に至る 面外は，斜め上方向向のへラナデ にヘラケズリによる の
6. 5 口縁部は， きく し，端 面ズは，縦万 の鋭利下なヘラ 動色，は著外面しいは。， 暗内茶面褐は色，淡を黄呈す

縁部でほとんど水を平有になる。口 ケ リ。なお，胴最部部は，
部に最大径 す。 横位のへラケズリ。底外面 る。

は，へラケズリ。

12-2 杯 15.5 体部外面軽 fC軽段い稜有を有し， 内 内縁面は，全体をナデ，外面部は 胎淡土は，砂粒呈を少量含む。 床面
4.8 面にもいをす。 口部をヨコナデ後，底を 黄褐色をす。

ヘラケズリ。

12-3 土手 16. 1 休部外商に軽い稜を有す。 縁内面部は， 全体をナデ底，外部面をはへ口 胎土は砂粒を若干含tr 。 床治1
4.5 をヨコナデ後， 淡黄褐色を呈す。

ラケズリ。

13-1 霊童 胴直部線下半のみ。胴部是は， ほぼ 痕内面をはナデているが， 木紐は縦葉積み 胎母暗土多褐は量色，砂粒含呈 (長石焼など良) 雲 床面
的で長胴形をす。 明瞭勺す。外語 長 を にむ。成不

( 7.0) 向のヘラケ リ。底 茶をす。

13-2 坪 10. 7 短かめの口縁境部が，ほぼ直立 内面をは全体ナデ。外面部しは口縁底 胎暗土は綴を密。焼成良好で堅綴 床面
3.8 体部外面との に稜を有す。 部部 ヨコナデ後基，体と から 褐色呈す。

を横ズ方向を調 た，ヘ
ラケリ。

13-3 杯 10.1 小形。外稜味内面面。を はほとんど変化体な 内縁面は全体をナデ後。、y 外面体は， 胎綴土は，褐綴色密。焼成良好で堅
3.8 いが， は，口縁部唇 と 部 口 部底をヨコナデ , 部か 。 踏 を呈す。

の境K 有す。口部は， ら， 部をヘラケ リ。
尖り気

13-4 坪 10.9 体を部有外す面 lま乙，た外内 l乙張lとりも段出味すを稜有立 縁内部面は全体をナデ。外面部は口 胎色褐土色をは呈，砂粒少内量含底む。 淡黄黒 床面
3.8 し上，口縁部は，面内湾気 に をヨコナデ後，底 をへ をし， 面部のみ

ラケズリ。 呈す。
ちがる。

13-5 杯 10.2 小形縁。体部外内面湾に稜味を有立す上。 内縁面は，全体をナデ。外面部は 胎三仁巴ゴ 土は， 砂粒を含む。褐色を
3.2 口部は， 気にち 口部をヨコナデ後，底を す。

がる。 ヘラケヅリ。

14-1 杯 15.4 ロクロ痕，上明瞭。体部は，直 ロクロ水挽き成を形。転底部切り 胎土は，砂粒，灰色および雲母を
5.0 線的に立ち がる。 離ズしリ後調整，全。面 ，回 ヘラケ 多量に含む。 を呈す。
6.1 

15-1 主手 底部のみ残存。 ロクロ水挽き成形。問転ヘラ 胎土は，三工巴ヨ長石を若干含む。青
切れ 灰色をす。

8.6 

16-1 盤 14.4 全体を有的に偏平で，底部も平担 内向カミ横後民はイ九Y%，ヲ闘5向をが， 方同犬f帥， 体外 胎焼赤士は，良微好砂粒を外多量に含もむ 内外面赤彩
3.2 面す。 部 のへラミキ。 成褐は で，内面と暗

面ズは 不部定を万横向Kへラケ 色を呈す。
ワ 体 ，方向lζへ

ラケ 。

16-2 杯 14.7 底部部が広線 く器高が小さい。体 ロクロ水挽き成形。回転ヘラ 胎土は，砂粒む(長淡石赤など) を
3.5 は直的。 切り。 まばらに含 。 褐色を呈
8.9 す。

17-1 護 24.6 球形を呈縁大す大をるを胴有鋼き部部す とほぼ国立 日縁部後内外面方方， ヨコ万調向。整胴のハ 砂黒量褐色を多を呈く含す。む。32.3 器する口部径 る大形の土 ケのタテ のハケ 。
9.3 。最部 中央特 fC有的 し 胴内部はタテ 向向のハケ 部

口縁径が い点徴で 面器墜のハク落著しい。
ある。

17-2 婆 18.4 くの字胴に外大反する部口く縁上士位部とや 日縁位部外面はヨコナデ後定, タ 砂黒量褐色を多を呈く含す。む。
や長台部 最 径部稜を胴欠 にも テのハケ。胴部は不方向
縁ち部上のーを 寸:器。口 にハケ調整。

位 l乙をもっ。

17-3 護 9. 2 口縁部がほぼ直の台径偏付線と球胴嚢的にたちあ 口縁部ガ外面とはハケ整，内面胴はへ 砂淡黄粒若褐干色混を呈入す。 。11.0 が同り，口縁部 部体径がほ ラミ キ ナデ調。 部外
5.6 ぼじくらい の胴部 1 面は粗いハヶ。

を有する小形台 である。
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17-4 童書 直み遺線害的。に裾部にいたる台部の 台部外面ハケ，内面ヘラケズ 実認粒含有。
("É摘ゆみ) を呈す。

8.5 

17-5 壷 15.2 

非つあ疎常る形aに「パのほ〈岡』部ほラ中部のンを央字欠スよの忙り良最外口大縁反い認径すt!が擦るを大で& 鶏胴品日縁部。 部忽内外向と融もヘラミガキ 精含す選有。。さ焼れ成た胎良好土で。黄白色褐小色砂を粒呈31. 6 11:ハケ 痕。胴部
9 テ位粘一土部のへラミガキ。きく l乙 。 下胴位部11: ヒ赤モ色積み痕料あ

底部の く。 のに顔塗

17-6 紺 11. 6 球口縁形部の胴「部胴中く」下央を半のlもE字持っを状比欠つ較I己外反大最わ形大れし 口縁ガ部外面胴ガはハケ内面はへラ 小焼赤砂成褐粒良色含好を有呈。。す。の土は器胴。 く的が ミ キ。 部外面頚は不部定下方11:粘向
のへラミ キ。口

径る。 部 と思 土ヒモ積み痕あり。

17ー 7 腕 9.2 口縁く部ら最がみ緩大を径くも外反な しほとんど 口鰹ヨコナデ，体部外面ハ 小淡砂褐粒色を呈多く含む。
6.5 ふ たい体部部。底にい ケ。 をす。
3.2 たる。 は口縁 部

は平，底。

17-8 場 9.1 口唇ぽ弧部状平下底IlEE若底。干部の屈曲を土も器ち 口縁部調整ヨコナデ体部外面一部 砂焼茶粒成褐不色および金雲母含む。5.1 ほ I(いたる ハケ 良を呈す。3.8 底部は

17-9 腕 6.0 言づ底日く縁部ねによる E ニチュア土 体る部指圧内面痕 lあE手りづ。 くぬ整形によ 躍砂成粒不及良。び雲茶母褐色を少を呈々含す。む。3.3 部が屈曲してたち，
2.8 厚い にいたる。

17-10 高杯 13.0 

緩島胸胸が秀柵部刊呈3 す骨舗ほ狐と状裾ほある守胸部を中フ0 呈部央. まン してたちあがる 不杯部明調。整脚部は器は面内が荒れており 砂茶粒褐色を多を呈く含す。む。
10.3 で一様良り なカーブ 外面ともハケ。
13.9 とよ 叩ない土のる器。円スの 。

に約 1 孔

17-11 高坪 11. 5 直杯にく線部開3 的と棒脚なの状部た円子をちとL呈あよを がし裾り部をる呈がす大るき 脚杯部部外内面外面ともヘラミガキ。 若赤干褐砂色粒を含呈有す。。 焼成良好堅徹
9.6 ヘラミガキ内面ハケ。
13.9 個く りな。胸部

有する。

17-12 器台 器位的間台の胸部脚.3部叩のみの遺孔り在，が胸。部直ぼ線上 脚内部面外面三段 I(へラミガキ。 集草壁混入。焼成良好堅級。
に11:約聞く1 でのあ円 ほ 等 はハケ。 を呈す。

10.6 
隔11: 3 個あり。

17-13 器台 器台円の胸部り一部の遺存。 3 個 内面へラケズリ，外面ハケ。 微砂粒混入，褐色を塁す
の孔あ

19-1 費 19.5 下器をく半欠の。字部胴 lIζE 外膨反みすをるも付っ口縁大着部形。なと胴土 調口整縁部胴内外部面外とも丹念な内ハケ 砂黒粒褐色混入を呈。す。面ハケ， 面へ
書官lζススの 底部 ラナデ。

く。

19-2 費 15.3 口縁部大がややた中ちぎみに外球反 胴口縁上部半内外外面面部 ともヨコナデ。 砂黒粒褐色多量を呈に混す入。。
21. 5 形部一し最部はを 径すをほぼ 央底り に有し 部下 はハケ内面ヘラ
4.8 呈 不付る整胴着部な丸よ なる。底 ナデ。 半 外胴面下半ヘラナデ土内

やや を呈す。 商荒いハケ。 部に粘
スス ヒモ積み痕あり。

19-3 饗 15.5 口鶴土た器感がく宅り室19長ー外展を し』や 下口ヨラ縁半ナコ部位部デ外面タテ位胴 l乙ハケ内面ケ 砂黒粒褐多色量を I(混入。
19.5 やで胴 にみも にハヶ。 部外国ハ 呈す。

つ であ 1 小欠形くに やや荒いハケ。 面へ
し が付ある。底部を 。

一部スス着。

19-4 嚢 17.8 ロ縁も部が屈た曲してわ球器ず形壁かに呈稜 胴口7縁部n 部外面ヨコナデ 襲砂褐粒色混入。
をつてちあがり を 粗いハケ内面ヘラナ を呈す。

する胴台部付付よりなる。 がう
すく 重着量かと思われる。
ススの

19-5 蜜 台台胴部端部はと胴大I(部折きのりく一返開と部恩しき遺球痕わ存形れを有。をる 呈し，す 胴下デ半。部台外面外デ丹面後念タヨ なハケ内面 微焼砂成粒良好混入。茶。褐色を呈す。ナ 部 テのハケ。
12.6 る部胴部4 になる 恩体われる。

内面ヘラナ コ位位のハケ。
19ーとはZlU個。

。
。



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

19-6 察 14.8 

車E内都踏部中を位f <ET2較はE苦的r し閣 駅函Rみナナ縁育制デヂヨ部部。外台かコ胸外都伎内向6面面外の部不面ははハ内ハケ凋位犠後ヲ コ 砂色黒粒。褐小色礁を呈を含すむる。が台部は茶褐25.0 
7.8 にりもつ。 比。 径小り形返な 規ヨ則コなのハハケ内ケ積。面内

であ端部に し タテ位粘のハケ
有する。 ケ。 土ヒモ

面にみられる。

19ー 7 甑 14.6 縁直部線的にくの字呈比に外上的る胴反大・ する口 口縁部内外面ヨコナデ後一部外ハ 砂黒粒褐色を多を量景すに含。む。 焼成不良
16.9 と球形を 較す 部きより 斜ケ位, 面ヨコナデ。胴部 面
5.7 なる。底部は く平よ のハケ，内面ヘラナデ。

底りである。孔底部に 下転面
あけた円 あり。護を 用わ

して甑として使付用着したと思
れる。ススの 。

19-8 聞 器口縁。部胴と底上部位土器をIζ欠く小形な土 胴残部積す外面痕内ヘラナデープ部ハケを 大小砂焼成粒および茶微量の雲母呈合す 床面
部 最大径を有し 面ヘラナデ。粘土ヒ む。 不良。 褐色を

器厚のある モみあり。

19-9 腕 10.2 器高平跡口縁底がけ部あょ) り やや安定器た!内惑ち を欠 内外面は ともヘラナデ。 砂赤粒掲色多量に混入。
6.2 く り有直し線すき 的に あが 底部ナデ調整。 を呈する。
4. 1 る をる。器面I乙

墨 ら ものあり。

19-10 器台(?) 2.0 特と異小的な器形である。径大 2.0cm 脚部ガ外面は荒いタテ位のへラ 砂焼粒成を良多量に混入。
7.3 さい器胸受が部部本遺よより き一。く器例直 ミ キ。内面は入念なハケ。 不 。黄褐色を呈す。

14.2 に開く なる線台と考えた 跡りでは
のみである。

19-11 坪 13.4 偏平な半球形を呈する。 外面へラケズリ内ズ面リヘラミガ 微茶砂褐粒色混入。 本f半遺構f(は
3.0 キ。底部ヘラケ を呈す。 なわない

と思われる

20-1 杯 12.8 半わ球ず状を呈直す。 口縁部唇外部面はが 内面ガは， 体外部面を連弧縁状部Iζ へラ 胎好士は微外砂面粒を含赤褐む色。焼成呈良 内外面赤彩
かに立し，口 尖 ミキ。 は口 ヨコナ 。内とも をす

り気味。 テ、の後ヘラケズリ。

20-2 蓋(?) 14.0 体逆状部の大きく開なく形琢形で土器を 内外面ともに，ナデ調整。 胎土は， 砂暗粒褐色を含をむ。焼成や
5.3 にしたよをう 器 ，高台 や不良で 呈す。
3.8 のツマミ 有す。

20-3 琢 底部底のみ残存。やや突出気味 ロクロ水挽き成形。回転糸切 胎青土灰色は，を微呈砂す粒。 を含む。
( 5.5) の部。 り。

20-4 高台付士平
高台はやや外反気味。 ロクロ水高挽き成形。回転糸切 胎青土は砂を粒呈を少量含む。

( 9.5) り。付台。 灰色 す。

21-1 霊童 17.5 くの字l乙大きく外反する口縁 口縁部部外内外面念ともハケ後ナデ 小焼石成良(2好m。角淡)砂褐粒色混を入呈。す。部のみ遺存。 肩 商入なハケ内面横位
のへラミガキ。

21-2 重量 口縁端部小を形欠重く量が， くの字lζ 胴部土内面下積位み痕, ヘラミガキ。 砂褐粒色混入。
外反する である。 粘ヒモ あり。 を呈す。

4.2 

21-3 (J>部高の坪み) 12.1 呈原部しのみの遺存であり弧状較を 杯内部両外面段斜位のへラミガキ。 微淡砂褐粒色混入。焼成良好。
て口唇部あにいたる比 接的 二 にタテ位のへラミガ を呈す。

深合い坪部棒で る。胸部りとの キ。

部f( 状の凸部あ

21-4 (胸高部の坪み) 高状杯部坪を脚呈と部しのみの遺大存き。 若干棒 胸部部外面へラミガキ内面ナデ 微黄砂褐粒色混入。
裾接部合が く聞く。 ーハケ目が残る。 を呈す。

17.2 の 痕の凹部あり。

21-5 器台 7.3 器受部唇は直やIζ若裾線干部的にたちあがる 器受部内外面ともヨコナデ 焼白色成微良砂好粒。混赤入褐色。 を呈す。7.9 が口下 の稜をもっ。 ヘラミガキ。胸内部面外面ハ横ケ位後) 
12.4 胸を部はや が開く。円孔 ヘラミガキ。 ハケ(

3 個有す。

21. 6 (胸器廊の台み) 器有受り部直を欠く。比較的円器高をが 脚内面部外面へラミガキ。 燈白色褐微色砂を粒呈混す入。。
あ 線的に開く。 孔 3 ハケ。

12.6 個す。

21-7 (胸器部台のみ) 器受部を欠く 直線的に裾部円 脚内部外面部ハケ後ヘラミガキ。 小褐砂色粒を混入。焼成不良。
にいたる小形器台。 3 個の 面ーハケ。 呈す。

10.6 孔を有す。
」一
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

21-8 (胸器廊台のみ) 器受る子部。L裾をあ欠く。比較的く小形で 脚内部面外面ハケ後ヘラミガキ。 小燈砂褐粒色混入。
あ 部りまやや開。 3 個 ハケ。 を呈す。

11. 0 の円

22-1 墾 (12.8) 小に形外。 口縁部は 「く」稜の字有状す 口縁部ヨコナデの後，胴部外 胎褐土色は呈，砂粒を若干合tr。明
反する。肩部IL を 面は，ヘラケズリ。 をす。

22-2 杯 体部外面に軽い稜を有す。 内縁面は全体をナデ後。外面底は，を 胎土黒褐は，色砂粒外を若干褐色含む。 内
3.5 口部ヨコナデの， 部 面 , 面， を呈す

ヘラケズリ。

22-3 杯 13.7 体平部底をと底呈部す。の区別が明瞭で， 内面縁は，全体をナデ。外面体は 胎褐土色はを呈，微す砂。粒を含む。 暗灰 カマド
4.1 口 部底ヨコナデのズ後 11:， 部
7.2 から部をヘラケ リ。

24ー 1 翠 17.0 胸部外大部は， 球形縁を呈し， ゆる唇最く 襲口縁方万部向向 ヨコナデの後外, 内面は 胎土は赤，砂褐粒色，雲母を少量含
反する口 部気く味を有す。口 のへラナデ， 面は，ス む。淡 を呈す。
はお胴り返し になる。 を基調としたへラケ
径は部l乙る。

24-1 嚢 (28.4) 比口縁較部的なは 「く」 の字大状径に外反縁 口縁部ヨコナデの後，胴部界 胎色内土は 砂褐色粒， 雲外母面を含む
大形で，最れ は口 面面は 横4 方~向5 のへラナデ， 面をは茶 , は，暗褐

部l乙ると思わる。 は巾市f 叩のへラによる 呈す。
ナデ施される。

24-3 墾 (18.9) 最口縁大部径は 「く」 の字る状。 IL外反 縦口縁方部向ヨコナデの後稜紐リ，積。が外残頚み面部痕る は 胎少土量含は，む微。砂淡粒赤褐お色よびを呈雲母す。をは胴部にく のへラケズ に
ヘラケズリによる 。

残ロ縁る部。外面 11:は， が

24-4 嚢 (24.9) 胴口縁部部はは長径，胴直は線を呈的口縁すに外と反思わし，れ 縦口縁方部向ヨコナデの後，外面は 胎土は，砂赤粒褐色を，を比較的多量
のへラケズリ。 lζ含む。 呈す。

る。最大 , 部にくる

24-5 主題 (23.0) 外口縁部すのみの残存。直線的に 口縁部ヨコナデ。 始茶土褐色は，を砂呈粒す。を含む。
反 るものである。

24-6 窪 (19.9) 口縁部最れはく」胴部の字に状くIL外 口縁部ヨコナデの後，肩部外内 胎で土赤褐は，色綴を密呈す。焼。成は， 良好
反思。 大径は， ると 面はは，横位のへラナデ， 面
わる。 ，へラケズリ。

24-7 護 (20.0) 口縁外部反は 「く」胴部のる字。は状や i己大き 面面口ア縁。はは部ヨコナデの後， 胴部外内 胎石暗土粒褐，色は雲!を粒母呈子すなのるど粗。を多い砂量粒に含，長むく する。 や長胴 ，横縦万方向向のへラナデ，
になると恩われ の指先によるナ

24-8 重量 (20.0) 外二口縁湾条部気のみの残存唇。 外口縁部は 口縁部ヨコナデ。 胎の雲土母は，を微含砂む粒。淡，黄お褐よ色び少を呈量
味溝で走，口部面11:，
のがる。 す。

24-9 要 (22.0) 口縁唇部部断は， 三がゆ直角る形立やかに外反し 口縁部ヨコナデの後平 胴部仕外上 胎ど土鑓は砂粒， 長石粒，雲母良な
ロ 外面が 気を呈味になる 面げは，れナデにより 滑剥に を に含呈 tr。焼成は好
ため面 す。 ら る。内面は， 落か著 淡赤 をす。

しく不明

24-10 蜜 (12.7) 小形縁 胴部ほ稜はぽ，直を球形立形を呈頚し部, 口縁部横向位のヨコナデの後， 胴外部面内 胎は土，明は，褐微色砂，粒外面を含は褐む。色内を面呈口 する。 面斜方は のへラナデ， はIL は部明瞭，な 成する。 ヘラケズリ。 す。

24-11 事 (11.0) 小短形か。 鋼縁部は1，;球，形わずを呈し外, 口縁部ヨコナデの後，胴ズ部リ外 胎土石を呈粒は， 砂雲母粒および， 若淡干赤のい口部古 かに 面内は， 縦剥落万向が著のへラケ 色長 す，。 を含む。 褐
傾する。 面は しく不明。

24-12 事 要部部出11:気至のみの残存。宮部線はやや 内面は， 横。万外面向を基調縦底方部とした 胎を土含暗絹はむ色，。砂内粒面呈，は雲茶母褐色，長，石外粒面味で，ほぽ 的 11:胴 デ は， 向の
6.8 ると思われる。 指木ヘ先葉ラ(痕ナ?)。によるナデ。 11:は は をす。

24-13 蜜 宇部のみの残す存る。底部は，わ 外内面面部は， 縦横，方方木葉向向のへラナデ。 胎土は， 長内石面す粒赤，雲褐母色を外多量かに突出 は， のへラケズり 11:含褐色む。 は , 面
6.2 底には 痕。 暗 を皇

24-14 台付重量?) 脚く部広らのがみるのが残，存中程。ま脚でた部，脚三やは大上や日膨部月き 裾部ヨコナデの後，内面は，ス 胎含褐む土色は焼呈，砂成す粒を比較的良多量，茶にヘラナデ。外面は，ヘラケ は，やや不
12.7 く みをもっ。 をる。

11:は穴，相が対穿する三つの
状の たれる。

日
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土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎土・焼成・色調 備考

24-15 腕 ((24.7) ) 大形。半球形状を呈す。 内面は 部低外面が一方方縁底向向の体部 胎赤褐土色は綴を呈密。す焼。成は良好。 内外面赤彩
9.6 から口縁が，横 のヘラ

ミガキ 面体は，口 部部 ヨコ
ナデの後基，調 部から に横
万向を としたヘラケズり。

24-16 椀 ((14.2) ) 半球縁形部状はを皇す。内器高が深く 口縁射は状部. ヨコナデの後，ガ内商は， 褐胎土は，微砂粒を含む。明茶
7.5 口 f;t，やや湾気味とな のなヘラミ キ，外 色を呈す。

る。 放面 ，向{本密部基から底部にかけて，
横方を調としたへラケズ
リ。

24-17 椀 13. 7 半球形状を呈縁部す。器高がかな 口方縁部粒向外ヨコナデの後， 内面は， 斑胎淡土赤有褐はり，。を綴皇密す。。 焼底成部外は面，良lこ黒好。9.5 気り深味 く，口 は，やや内湾 横 を基調としたへラミガ
となる。 キ。 面は，へラケズリの後，

やや l乙へラミガキ。

24-18 椀 (18.0) 休器形部外面 l乙 ÌJ氏明瞭淡形な稜をを有すす。 口縁方部向ヨコナデの後外，内面面は， 胎色土は，す微砂粒を含む。暗褐
は，丸の 呈と 横 のへラナデ。 は， を呈

思われる。 ヘラケズリ。

24-19 盤 ((16.0) ) 半球形状を呈す。 口縁部ヨコナデの後，内面は， 褐胎近土は呈黒砂す褐粒。 を含む。 口縁淡部黄4.5 ヘラナデ。外面は，ヘラケズ くが 色，その他
リ。 色を

24-20 盤 ((15.9) ) 半球形状を呈す。 内縁面は，全体をナデ。底外面部は， 掲胎士は，砂す粒を少量含む。淡
4.1 口 部ヨコナデの後， を 色を呈

ヘラケズリ。

24-21 盤 15.6 半球浅形状を呈し。器高は，や 内面は，全体をナデ。外部面は， 胎明褐土は，微呈砂粒を多量に含む。
4.0 ゃい。 口縁部ヨコナデの後，底 を 色をす。

ヘラケズリ。

24-22 盤 ((180) ) や半浅球形状を呈し，器高は，や 内ガ面は外，放射状の密部向なヘラミ 胎焼を土呈成良すは好，。微。砂内粒外面を若と干も含赤褐む。色 内外面赤彩
3.9 し、。 キ。 面は，万体 が，横万

向の底部が，ー のへラミ
ガキ。

24-23 盤 14.9 半球形状を呈す。 内面は， 口縁部後を放横万向lこへ 雲胎土は合，と微砂赤。褐粒焼および若子の 内外面赤彩
4.4 ラミガキした は 射状縁のへ 母外を む JjJ;は，良す好。

ラミガキ。外商は，口部ヨ 内面も 色を呈
コナデの後ら，底全体部をへラケズ
リし，さに を*ll.くへラ
ミガキ。

24-22 盤 18.2 半球形状を呈し器高はやや浅 内面は口縁部後底横方面向のへラミ 胎内土外面は微と砂も粒黄渇。焼色成を呈良好す。。( 3.7) し、。 ガキをした は不定部口方縁は部向
のへラミガキ。外面は
横万向のへラミガキ底
ヘラケズリ後全体に粗いへラ
ミガキ。

24-25 盤 ((13.6) ) ※ほぽフラットな底面よ部り急 内面は横外万面向 f C::丹念部面カ守なへラミ 胎土は微砂粒内を含面む。焼着、褐成は 内外面赤彩
3.6 角度で立ちあがり，口唇 は ガキ。 の口縁底 は横方向 良を好呈です。あり 外 とも 色

やや内湾する。 のへラミガキ。 はヘラケ
ズリ後一部ヘラミ キ。

24-26 盤 12.9 半内球形状を呈し口縁部はやや 部内面は全面ヨコナデ。外面底 胎も土は砂粒をを含すむ。内外面i と3.8 湾する。 はへラケズリ。 黒褐色呈。

24-27 盤 ((120) ) 半球形状を呈す。 内面は全面ヨコナデ。外面は 胎土は砂粒を含み，内外面と
3.8 日縁部ヨコナデ底面はヘラケ も黒褐色を呈す。

ズリ。

24-28 盤 12.5 半球形状を呈し，器高はやや 内面縁は全面ョコナデ，外面は 胎内土面は微と砂も粒明を含色み焼成良好。
3.5 浅い。 口 部ヨコナデ底面はヘラケ 外 褐を呈す。

ズリ。

24-29 盤 ((129) ) 器高が比底較的あり半球形状を 縁内部而は全而向ヨコナデ外面は口 胎士はほとんど褐砂粒色を含まな
4.4 呈する 部となる。 横万のヘラミガキ以下 い。内外面とも を呈す。

ヘラケズリの後粗いヘラミガ
キが一部認められる。

24-30 盤 10.0 半球形状を呈する小形品。 内縁面は全両ヨコナデ。外念而は 胎外土は砂も褐粒を多量に含む。内
3.3 厚手である。 日部ヨコナデ。以ド刈な 面と 色を呈す。

ヘラケスリ。

24-31 盤 11. 8 半球形状を呈す。 内面は縁，全面ヨコナデ。外底出部 胎面土は，微褐砂粒をを含む。内外
3.4 は， W 部ス ヨコナデ後， とも， 色呈す。

をへラケ リ。
L_  
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土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特徴 胎仁・焼成・色調 備考

24-32 盤 ((120) ) 半球形状を呈す。 内面は，全面ヨコナデ後。外底面 胎黒土は， 微外砂国褐粒を含む。 内面
3.1 は，を 口縁部ヨコナデの , 褐色， 色を呈す。

部へラケズリ。

24-33 盤 (1l.7) 半球形状を呈す。 面内面は，全面部部ヘラミガキ。外 織茶胎上は成，微砂好粒を若外面干含み淡, 紐積み痕明
3.3 は，口縁底 が横万向のへラ 褐密焼色を良22す。。 内 とも 瞭

ミガキ， がへラケズリの
後，粗いへラミガキ。

24-34 盤 12.2 厚半球手形。状を呈し，底部がやや 内縁面は， 全横部部面1がが7ヘラミガキで，両 胎を土含呈 はむ，。 微内砂外粒出とと若も干，黒の褐雲母色3.7 口部は 横向となる。外
は，口縁底 方向のへラミ をす。
ガキ， へラケズリの後，
組いヘラミガキ。

24-35 盤 1l. 9 半球形状を呈す。 面内面は， 全面部部へラミガキ。外 胎土赤。すは褐，。内微面砂粒よを含む部。明褐焼，成外色 内面および
3.0 は，口底縁 が横方向のへラ 良面を好呈が 色底お部外ぴ面口縁が 日縁彩部外面

ミガキ粗, が，へラケズリ 赤
の後， いヘラミガキ。

24-36 盤 (1l. 8) 半厚球手形。状を呈す。底部がやや 内面射面は，全面ヨコナデの後面, 胎面土とはも，暗褐微砂色粒を皇を含す。む。 内外
3.0 堅議のへラミガキ。外は

方向を基調とするヘラ
ケズワ。

24-37 盤 (1l. 7) 器呈高が，比較的あり半球形状 放面内面射状は， 口縁部ヨコナデの後外 胎土は，内微外砂面粒とを含む褐。焼色成 内外面赤彩
3.9 をす。 の密なへラミガキ。 良三仁Eヨ 好。 も，赤 を

は，ヘラケズリの後，日縁 する。
から体部を，横方向のへラミ
ガキ。

24-38 主不 14.9 体部部外商 l乙軽い稜を有す。底 内面は縁，全面ヨコナデ後。外面底 胎面土は， 微淡褐砂粒色を含呈む， 内外
4.3 はかなり偏平。 は，口部ヨコナデの， とも， をす。

部をへラケズリ。

24-39 主手 (15.9) 体有部す外る面。 f乙外 lζ張り出す稜を 内面は縁，全面ヨコナデ後。外面底 日台土は， 微内砂外ー面立を比較的明褐多量色
5.0 は，口部ヨコナデの， に含む。 とも，

部をヘラケズリ。 を呈す。

24-40 土平 (14.0) 体有味部す外面 l乙縁外 fC張り出す内稜湾 を 内面は縁，全面ヨコナデ。外底面 胎土は， 微砂部明褐粒外を含が黒む。 色内面
4.9 る。口部はやや 気 は，'-1 部ヨコナデの後， および口縁 面 褐

。 古昔をへラケスリ。 底部外面， 色を呈す。

24-41 土平 ((14.0) ) 体有部す外面に外部 l乙張内り出気す稜味 を 内面は，縁全面ヨコナデ後。外底面 胎面土は， 微淡褐砂粒色を含呈む。 内外
5.1 。口縁は， 湾 は，口部ヨコナデの とも， をす。

部をへラケズリ。

24-42 主手 (13.8) 体も部軽外面段に稜を を有し， 内面に 内面は縁，全面ヨコナデ後。外面 胎他縁土は褐外，砂面色粒がを を少黒褐量含色む。 日4.5 い 有す。 は，を 口部ヨコナデの，底 部内 呈, ~r"'>lL...J，その
部ヘラケズリ。 は，す。

24-43 杯 (14.0) 体厚も部軽外面、段fC稜をを有すし全，体内面に 内面は縁，全面ヨコナデ後。外面底 胎色面土おはよ，部び砂外口粒縁国部がを褐若外干面色含がを む黒。褐内4.9 手。， 有 。 的に は，口部ヨコナデの
部をヘラケズリ。 ，底 呈す。

24-44 土手 (14.0) 体有部外面内に外l乙張軽り出す稜有を 内面は，全面ヨコナデ後。外底面 胎土は， 微砂部，褐粒外を含がむ暗。褐内面色
4.9 し， 面にも い段をす は，口縁部ヨコナデの および口縁 面

る。 部をヘラケズリ。 底部外面が 色を呈す。

24-45 杯 ((14.0) ) 体部外面l乙稜を有す。 内面は縁，全面ヨコナデ後。外底面 褐胎綴土，は， 微焼面砂粒好溺。を若内干面呈含，淡み黄, 4.7 は，を口部ヨコナデの , 密色，良外 黒良 色を す。部ヘラケズリ。

24-46 生手 (12.9) 体部外面唇lζ，するどい味稜。 を有 内面は縁，全面ヨコナデ後。外底面 胎外土面はと，も砂，粒黒褐を色少量を皇含すむ。。 内
4.5 す。口部が尖り気 は，口部ヨコナデの，

部をへラケズリ。

24-47 杯 (13.6) 体部縁外部面 l乙，内軽気い稜味 を有す。 内面は縁，全面ヨコナデ後。外面底 胎土は， 微縁砂部，褐粒外を含黒む褐。色内面4.6 口は，湾 は，口部ヨコナデの， および口 色薗が
部をヘラケズリ。 底部外面が を呈する。

24-48 杯 (13.0) 体内部面外面も l乙， 軽軽い稜いを有を し 内面は縁，全面ヨコナデ。外底面 胎面土は， 微褐砂色粒をを含すむ。 内外
4.0 にやはり 段有す。 は， W 部ヨコナデの後， とも， 呈

部をへラケズリ。

24-49 士平 ((139) ) 体部外面 lこ，軽い稜を有す。 内面は縁，全面ヨコナデ後。外面底 日内台土は， 微も砂粒明を少色量を含呈む。
3.8 は，をU 部ヨコナデの , 外面と，褐 す。

部へラケズリ。

ヮ
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土器番号 器 種 法 量 苦言形の特微 調整の特微 胎土・焼成・色調 備考

24-50 Z不 ((12.0) ) {本部も外面 J乙，を稜有を有し， 内面 内面は縁，全面ヨコナデ。外!面氏 胎土は褐呈，内微色す面砂，。お粒よをび含口む部。焼外成面茶3.7 に軽い段 す。 は，を 口 部ヨコナデの後， 褐良が好，色黒。を 底部外縁面が，部ヘラケズリ。

24-51 士ノ手 ((14.0) ) 体部外面lζ，稜を有す。 内面は，縁全面ヨコナデ。外底函 胎面士は， 微暗褐砂粒色を呈含む。 内外
3.6 は，口部ヨコナデの後， とも， をす。

部奇ヘラケズリ。

24-52 生平 (12.0) 休部有外面((， 外縁 lこ張り出内す稜 内面は縁，全面ヨコナデ。外面底 胎土は， 微縁が砂褐部粒外色を含む。 褐内面( 4.3 をする。口部は， 湾気 は，口部ヨコナデの後， および口 面をが，黒色，
味。 部をへラケズリ。 底部外面 呈す。

24-53 杯 (12.0) 体部も外軽面に，稜有を有し， 内面手 内面は，縁全面ヨコナデ後。外面!ま 胎面士は， 微淡褐砂粒色を含呈む。 内外
に い段をす。やや厚 は，口部ヨコナデの， とも， をす。

部をへラケズリ。

24-54 蓋 (S) ((151.89) ) 日縁す部のみの残存。内面にrJ ロクロ成形。天調井整部外商， 回 胎赤褐土色は，を徽呈密す。。 焼成良好。 淡
傾 る。カエリを有し，端ら部 転へラケズリ
には，粘土組がはりつけ れ
る。

24-55 蓋 (S) (15.9) 口縁丸部は やや外下反し，端部を ロクロ成形ズ。天調井整部外而， [口] 胎焼土は好，粗青い砂灰粒色を少呈量含む。
は い端扇。璽直 I( るカエ片損リ: 転へラケ 1) 。 成良。 をす。

有し， 部平は鋭どい。天欠 部
はやや 。つまみは 。

24-56 葦 (S) (14.9) 日縁部味部は， ほぼ垂直に下井部り， ロクロ成形ズ。天調井部外出， [司l 胎成土は， 組青い砂色粒をを含すむ。 焼
3.2 端丸 はやや鋭どい。天 は， 転へラケ リ 整。つまみは， 良好。灰 呈

があり， 中央を部有 Jこ偏平な ハリツケ。
0.9 擬定珠状つまみ す。

24-57 蓋 (S) 15.0 口縁部は， 外面lζ鋭ど部高い稜はく を ロクロ成形。天調井部(外/面，回), 灰胎土は，綴密。焼成良好。青 天井部外下面ゴ
3.8 有して垂天直 l乙部下り，端 や 転ヘラケズリ 整 1/3 色を皇す。 にへラ記

や丸味まい。 井中 はやや つまみはハワツケ。 有り。
0.9 丸 干まり。 央部 lこ擬宝珠状

つみを有す。

24-58 蓋 (S) 17.3 口縁部部は， ほぼ垂直lこド井り部, ロクロ成形。天井整部(外/面， IL可 成胎土は， 砂灰粒白を少量呈含すむ。 焼
3.5 端 でやや外有反する。天部 転へラケズリ調 1/2 良好。 色を

3.8 は， 傾偏斜ミ]zが り珠，状中央 1( , つまみはハリツケ。
0.9 ゃゃ な擬宝 つまみを

有す。

24-59 蓋 (S) 17.3 

υ縁部部は，や珠、F。外ほ状中反ぼつ央す垂ま部直るみに。にをや天下有井やすり部偏, 。 ロクロ成形ズ。調天整井部(外1/雨i ， )iロ。 J 胎土は，焼粗成い良砂好粒 (青長石など
2.6 端でや 転ヘラケ リ 2 を含すむ。 。 灰色を

は低な く偏 つまみはハリツケ。 三口E ':I 0 

1.0 平擬宝

24-60 蓋 (S) 16.1 はは縁鋭り 部どしは、。央，ま天み部雫井をl直ζ部有やにやすはド偏，。り平丸，味端が部 ロクロ成形ズ。天調整井部(外/而， 回)。 胎含す土は焼，砂成粒好(長石青など)を を
3.5 転ヘラケ リ 1/3 む。 良。 灰色呈

3.3 あ中 な擬 つまみはハリツケ。 。

0.9 実珠状っ す。

24-61 蓋 (S) 17.6 口縁部味部は， ほぽ垂直に下り， ロクロ成形ズ。天井部(外面7'回)。 胎量土は，綴密成で好，微砂灰粒色を少
3.4 端 はやや鋭どい。天井偏部平は 転へラケ リ調整 1/3 含む。焼良。 を呈

丸 が状宵り，中央を部有に な つまみはハリツケ。 す。
0.9 凝雫珠つまみ す。

24-62 葦 (S) 17.3 日縁部は，ど垂直に井下偏部平り， 端部低 ロクロ成形ズ。天調井整部(外面7' 同 胎を土は， 粗焼成い砂良粒好 (青長石など)
2.8 はやや鋭い。天 は 転へラケ リ 1/3)。 含む。 良 。 灰色を

く偏平。中央部有 lこ な擬宝 つまみはハリツケ。 呈す。
0.8 珠状つまみを す。

24-63 蓋 (S) 口平縁部欠損。天珠井部中央に有, ロクロ成形ズ。天調井部外出， 回 日成台土は， 砂育粒灰を若下含すむ。 焼
婦な，擬宝状つまみを 転へラケ リ 整。つまみは 良好。 色を呈

3.4 す。 ハリツケ。

0.9 

24-64 蓋 (S) 17.1 日縁端平部部は， やや外井部傾有 して下が ロクロ成形。天整井部(外面，回L 褐胎成土は， 砂内粒面を若干含む。 焼灰 天井部外而1~ 
2.8 擬偏り は丸い。天央を 部はやや 転ヘラケズリ調 2/3 良色好。 灰白色，外面 にヘラ記

で状低い。中 lζ偏平な つまみはハリツケ。 を呈す。 有り。
0.8 宝珠つまみ す。

24-65 蓋 (S) (16.0) 口縁部垂偏は， 外面lζ稜を井もって ロクロ成形ズ。天調整井部(外面7' 回 胎成土は， 砂青粒灰色を少を量含む。焼
2.6 ほぼ 直半珠 lζ下巾がる。天 部偏は 転へラケ リ 1/2 )。 良好。 呈す。

3.2 低く 。 央ま部にやや 平 つまみはハリツケ。
0.9 な擬宝状つみを有す。

内
ペ
リ



土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎土・焼成・色調 備考

24-66 蓋 (S) 17.1 口縁端央を 部部は やや外も傾して下井が ロクロ成形ズ。天調整井部(外/出， 同)。 胎土は成，良砂好粒。を若干白色合 tr。綴
3.4 中り は丸平味を つ。状天部 車五へラケ リ 2/3 密。焼 灰を呈す。

には偏な擬宝珠つま つまみはハリツケ。

0.9 み有す。

24-67 蓋 (S) 15.1 口縁部部は， ほぼljÊ直丸lζ下が井り ロクロ成形。つまみはハリ y 胎土は，綴密。焼成良好。 外面 l乙粕が
3.5 端部偏 はやや外反高し い。天部有 ケ。 灰色を呈す。 カ〉古〉る

3.2 は丸くやや い。中央を に
0.7 平な擬宝珠状つまみ す。

24-68 蓋 (S) 16.0 rl縁部部は， ほぼ垂直lζ下が部擬り， ロクロ成形。天調井整部外面7' 回)。 胎土は好，粗い砂色粒をを少量含む。
3.0 端 は，やや鋭中どい。天平井 転ヘラケズリ (1/2 焼成良。灰 呈す。

3.3 はやや低く， 央有に偏 な つまみはハリツケ。
O. 7 宝珠状つまみを す。

24-69 高(台S 付)杯 15.4 口縁部丸高く は， 外上方にのび， 端ミ部jL ロクロ成形。底整部外面，回転 胎成 tは， 粗青い砂色粒をを含すむ。 焼
4.9 部は い。底部はやや浅く ヘラケズリ調 良好。灰 呈。
10.8 ら。 外台は，ハの字形で端

は強 反する。

24ー 70 高(台S 付)杯 (14.9) 日縁部は，外上部万にのび 端く ロクロ成形。 胎成土は， 砂青粒灰を少量含すむ。焼
4.9 部平は鋭どい。底 はやや浅付 良好。 色を呈
10.1 ら。ハの字形の高台を す。

24ー 71 高(台S 付)杯 (14.7) 口縁部丸は，外上万にのび端，出端を ロクロ成ズ形調。整底部外l市， 回転 胎成士一は， 砂灰粒白を少量呈含すむ。 焼
5.1 部は い。!底部はやや凸 ヘラケリ 。 良好。 色を
9.6 呈す。高台はハの字形で部

は外反する。

24-72 I司(台S 付)杯 15.7 口縁部は，外上方l乙のび，端 ロクロ成形。底整部外面， [ロ]転 胎少七は，砂粒焼成(長石など臼)を
5.3 部凸はやや鋭どい。底部はやや ヘラケズリ調 量含すむ。 良好。灰 色
10.1 面端を呈す外。高台はハの字形 を呈 。

で部は反する。

24-73 高(台S 付)坪 (15.0) 口縁部は 外ど上方 ICのぴ 端ら ロクロ成形。調底整部外面，回転 胎成土は， 砂灰粒白を若呈F含すむ。 焼
4.8 部高はやや鋭 い。底端部部は平外 ヘラケズリ 。 良好。 色を
9.8 台はハの字形で は反

する。

24-74 高台付主不 (15.8) 円縁部は，外上方lζのび，端 ロクロ bx.形。底部外面， lP l転 胎hお土は，砂J天粒白を少を量含む。焼
S) 5.1 部浅端はやや鋭どい。底部はやや ヘラケズリ調整。 良好。 色呈す。

11. 6 く平ら。高反台はハの字形で
部は強く外する。

24-75 高(台S 付)坪 (14.9) 日縁部は鋭，外l::h lこのび，端 ロク口成ズ形。底整部外面， 回転 胎少士は，む砂粒焼成(長石など以)を
3.9 部はやや どい。底部はやや ヘラケ リ調。 量合す 。 良好。青 色

10目 4 端浅く平ら。高外台反はハの字形で を呈 。
部はやや し丸い。

24-76 品台付杯 底部凸のみの残存。底形部は高，や ロクロ成形。底部外面，回転 胎量土は， 砂焼粒成 (好長石など色)少を
(S) や面を呈しハの字の台 ヘラケズリ調整。 含む。 良 。青灰

10.5 を付す。 呈す。

24-77 高(台S 付)土手 底1ド主そfリ部ï'ム3コ、のみの残存。ハの字形の ロクロ成ズ形リ。底部外面， 回転 胎成土は， 砂灰溺粒を少を量含すむ。 焼
を付す。 ヘラケ 調整。 良好。 色呈

8.8 

24-78 高(台5 付)杯 ((((140) ) ) ※口縁部底は， 外上方浅端 l乙大きく ロクロ成形。 褐胎土は，呈級す密。焼成良好。灰
3.7 く。 部はやや く平ら。 色を
8.5 開高台はやや低く， 部は丸い。

24-79 高台H坪 底部形有のみの残存鋭。高い稜台はハの ロクロ成形調。底整部外面，回転 胎成 t は， 砂茶褐粒を若を 1-含む。 焼
(S 字を で外面 lこと と凹面 ヘラケズリ 。 良好。 色呈す。

7.9 す。

24-80 高台Ht不 ((149) ) 口縁部は，外外反上万lζのび，端 ロケロ成形。底整部外面，回転 胎成土は， 粗灰い砂色粒をを含すむ。 焼
S) 4.5 凸ðßでやや す高る欠。底損部は， ヘラケズリ調 。 良好。白 呈。

而を呈す。 台 。

24-81 高台付皿 12.9 は縁部部は，ほぽ垂直にのび， ロクロ成形。底部外両， 1口1 胎を土は， 粗燐い砂粒好(長石灰など)
(S 3.0 端 はやや鋭端どい。反品f?は， 転ヘラケスリ調整。 合すむ。 成良 。青 色を

8.1 ハの字形で部が外する。 ヨロ三 。

24-82 杯 (S) ((139) ) 体部は， ほぼ部直線的に外出上方味 ロクロ成形。回転ヘラ切り。 胎少土は， 砂粒焼成(長好石など氏) を
4.9 にのびる。底は，突気。 量含む。 良。青色

を呈す。

24-83 士不 (S) ((13449) ) 休部部部は， 外ず上方にのび， 円縁底 ロクロ成部形 回転幅ヘラ切りの 日成台良j-.好は，。 砂淡粒赤褐を少色量を呈含すむ。。 焼
で，わ かに外有反する。 後転，底周縁を 1. 5cmほど，
はやや丸味を す。 [P] ヘラケズリ調整。

-124 



仁器番号 指 種 法 量 器形の特微 調整の特徴 胎上・焼成・色調 備考

24-84 会不 (S) 底部のみの残存。 ロウロ成形。回転ヘラ切り。 胎成土は，砂育粒灰を少量含む。焼
良好。 色。

8.0 

24-85 士平 (S) 底部のみの残存。 ロクロ成(形定。方子持向ちへラケズ 胎を土は砂粒雲母を含有。灰色 故意f丁、に底部
リ調繋ー ) 呈す。 をちかし、

た惑がある。

24-86 瓦 瓦片の再利
用かつ

25-1 主主 (22.]) 1-1 縁部部部は， くの字形内 l乙外反し :1 円縁面部ヨコナデの後，肩部は 胎淡赤}褐は，色微を妙呈、約す。を多量含む。
端胴 で，わ損ずかに 折れする。外内 が，横横方万向向のヘラナデ，
以下欠。薄手。 面iが のへラケズリ。

25-2 原 (S) 日縁的部欠損。休部は，ほぼ出 ロクロ成端方形。底持部全I可および 胎土は，微砂粒を合む。灰色
線 Jこのびる。 休(部不定下 向を予) ちへラケズリ。 を呈す。

( 6.5) 

26-1 台口付餐 直線的な台部のみ遺存。 台部内外面ハケ，端部ヨコナ 微砂約混入。褐色を呈す。
( 部のみ) ア。

10.2 

26-2 (杯高部坪のみ) 22.2 士形不部のみの i(昌基存であるが，大 口縁i\i.部ヨコナデ，外面内ハケ， 精選された胎亦褐土。色微を妙呈、粒す混入。
な高係線。 かに稜をもち大 下はヘラミガキ。 面ヘラ 焼成良好。

きく[と目 接的 lこ痕開く月俸;状部であり ナデ。

脚浅部の合の Inl部を
す。

26-3 器台 緩やかな弧部状 l乙開りく脚部痕より 胸部外!白lノ、ケ，内白l僅かにハ 砂粒混入。赤褐色を呈す。
(胸部のみ) なる。端 l乙お返しあり。 ケ。

14.4 3 円孔あり。

26-4 小形鉢 5.0 小形な手日持づくねによるミニュ 子づくねによる成形。 砂粒混入，褐色を早ゐす。
4.0 チャ L~ilo 底部は尖底を呈し

鉢形の器形。

27-1 重量 (21. 6) 口縁反部は上, くの字形に大きく U縁方部向 ヨコナデ。恥j部外面は 胎な土どは) .を求多心量、砂含粒む。(雲陪着母、樹石英色
外 し胴損 部最の張筏 りはない。 縦 の指先なで。
以ド欠。 大 は口縁部。 を呈す。

27-2 '1!t (24.4) U端縁部部はは丸 l くの厚字子形。 Iこ外皮し rl縁部ヨコナデ。 胎土は，砂赤褐粒色(雲呈母など) を
、。 以ド欠損 合む。 ß音 をす。

27-3 主主 (21. 5) 口縁部外損は，するどし くの字 円縁は部横Jj ヨコナデの後， 肩部外内 目英亦白褐j 雲は，母を粗呈ないすど砂)粒を多(長量打含，む行。形下に 反する。厚手。部肩部以 両 方向向のへラナデ， 面
欠 。最大径は日縁 は縦 のへラケズリ。 色す。

27-4 王室 (20.6) 口縁部は， くの字形に外反す 円縁は部万横ヨコナデの後， 肩部外面内 胎暗土赤褐は，色砂を粒呈すを少。量含む。
る。肩部は，ややふくらむが |百 万向のへラナデ。
最大径はは縁部。 は縦向のへラケズリ。

27-5 王室 (21. 4) 口縁反部は， くの字形 l乙大きく 仁l縁部ヨコナデの後，肩部外内 胎土は，砂燭粒色を比較的多量に
外する。肩部は，ほとんど E邑j は縦，万憤方向向のへラナデ， 合む。淡 を呈す。
張縁部りをもたない。最欠大径はは は のへラケズリ。
。厚子。以ド損。

27-6 護 (21. 9) υ縁部部は， くの'子ど形 Iこ外反大 し， 口縁部不向 ヨコナデの後， 肩舛部面内 胎赤土は，粗い砂粒を含む。 j炎
端はやや鋭部い。損最径 縦面は 定万向のナデ。 は 褐色。
は円縁部。胴以下欠 万のへラケズリ。

27-7 窪 (20.6) lコ縁部軽肩部部はい稜，はくの字形直 lζ外反す 口縁は部ヨコナデの後，肩部外内 胎石土なはど ì 粗を含い砂む粒。陪(雲茶褐母，色長。る。ほぼ 線大的。頚 面 横万方向向のへラナデ，
部に を有す。最径は 面は縦 のへラケズリ。
日縁

27-8 主主 (18.0) 口縁部く部はは，どくの字肩形部に外反し， 口縁部ヨコナデの後面，内面は 褐胎土は，砂粒を少量含む。赤
端 鋭tr い。 は，やや ヘラミ力、キ。肩部外 は横方 色を呈す。
ふら 向のへラケズリ。

27 -9 重量 (15.4) 日縁部部は球, くの字形 lζ外反し 方内面向は，内 U縁部横か向ら肩部が縦状 福胎土は，砂す粒を少量含む。黒
胴 は， 形を呈すると思わ の面は方のハケ 色を呈 。
れる。 具による。

27 -10 I 介付髪 台部は，ほぼ直線的にハの字 内外面とも全面ナデ。 胎色土は，微砂粒を含tr。赤褐
形 lこ広がる。 を呈す。

10.0 



土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎土・焼成・色調 備考

27 -11 盤 21. 7 大形で，器高が浅い。底部は 内面は，全面ナデ後，外面は，を 胎土は，内微面砂黒褐粒を含む面。褐焼成
3.3 平担。 口縁部ヨコナデの ，底部 良を好。 色，外 色

ヘラケズリ。 呈す。

I 27 ー 12 盤 19.2 器高が浅く偏端平な， 半球わ形ず状か 内面は 全面入念部なへラミガ 胎焼土成は好，微砂赤褐粒を含む。綴密。 内外面赤彩
3.3 を呈す反。口縁 部が， キ。外底全面部面は口縁 ヨコナデの 良 。 色を呈す。

に外する。 , をヘラケズリし，さ後らに に粗いへラミガキ。
27 -13 盤 18.9 大形で，器高が浅い。底部は 内(面は全面万入横寧方向なへラミガキ 褐胎土は呈，綴す密。焼成良好。赤 内外面赤彩

3.5 平担。 口部縁部は 向)。外面は 色を
口縁部 が横 のへラミガキ，
底部 はヘラケズリの後，ガ中央
を残して粗いへラミ キ。

27-14 盤 ((179) ) 器高が浅く偏平な半球形状を 内面は全面ナデ。外部面は口縁ズ 胎土は，灰褐微砂色粒をを含すむ。焼成
3.3 呈す。 ヨコナデの後，底 ヘラケ 良好。 呈

リ。

27-15 盤 ((13.8) ) 半球ず形状を呈し，口縁部が， 内面は放出ガ射状の密部部なへラミガ 胎焼面土は好，微。砂内約面陪を若赤褐干含色，む外。 内外面赤彩
3.8 わかに直立する。 キ。外 は口縁底 が横方向の 成赤褐良色を景す。ヘラミ キ， がへラケズ

リの後粗いヘラミガキ。

27-16 盤 ((188) ) 大形で偏平た半球形状を呈す。 部内面は全面ナデ。外面部は口縁 胎焼土は好，微砂明淘粒を若干呈含すむ。
3.5 器高が浅い。 ヨコナデの後，底 ヘラケ 成良 。 色を

ズリ。

27 -17 盤 ((177) ) 大形で半球形状を呈す。器高i 底全内面面面1は口縁部ヨコナデの後， 胎土は赤，褐微砂色粒をを含すむ。焼成 内外面赤彩
4.3 はやや深い。 をへラミガキ。外部出iは横, 良好。 呈

ヘラケズ 1) 0 (体は
向を基調とす。)

27-18 盤 ((14.9) ) 器f局が浅く，半球形状を呈す。 内面は方全面向ヘラミガキ縁底(部部口縁が 胎土は赤，褐微砂色粒をを含すむ。焼成 内外面赤彩
3.2 部横は横向 )外商は口 良好。 呈

万のへラミガキ， が
ヘラケスリの後，粗いへラミ
ガキ。

27 -19 盤 (17.8) 休内部面外商もにするど有い稜すを有偏 し 内面面部ス は， 口縁部ガヨコナデの後 胎土は淡，微赤鰯砂粒色を含呈む。焼成
に軽い段を 。 平。 底縁 をへラミ キ。外部出は口 良好。 をす。

ヨコナデの後，底へラ
ケリ。

27-20 盤 ((18.3) ) 大型で半球形状を呈す。器高 内面は全面ナデ。外面部は日縁 信土は，砂粒を少量含む。淡
3.5 はやや浅い。 部ヨコナデの後，底 をへラ 色を呈す。

ケズリ。

27-21 盤 ((160) ) 偏平な半球形状を呈す。 内面はへラミガキ。外面はへ 胎色土は，微砂粒を含む。赤褐 内外面赤彩
3.5 ラケズリの後事且いヘラミガキ。 を呈す。

27 -22 盤 ((138) ) 半わ球ず形状を呈し，口縁端部が 内面はヘラミガキ万。外向面はへ 胎仁は，暗燭微砂色粒を呈を含すむ。焼成
3.9 かに直立する。 ラケズリの後，横 の粗い 良好。

ヘラミガキ。

27-23 盤 ((14.0) ) 半立球す形状を高呈し口縁端部が直 内lIfjは全面(ナデ外面横lは5 題土色はを呈，砂す粒。を少量含む。赤
4.8 る。器がやや深い。 ヘラケズリ 口縁部は 向)

27-24 盤 12.5 半や球や形鋭状どを呈し手，口，縁端部は， 内面縁は，全面ナデ。外面は， 胎褐焼み黒土色成掲良はの色好呈，砂。。し粒，を若干含む。3.8 い。厚 小形。 口 部ョコナデの後，底部へ
ラケスリ。 口縁部内外面の

27-25 盤 ((119) ) 半球形状を呈す。小形。 全外内面面面は射， 日縁部ヨコナミ後デガ後，キ粗, 。 胎赤焼褐土成色良は，好綴。密。 内外面赤彩
3.5 放状のFケ7スp\ ラ

は，ヘラ リの， を呈す。
いへラミガキ。

27-26 盤 12.8 偏平な半球形状を呈す。 面内が面横はは，向口底縁の部が，一方向，体部 胎焼赤土成褐良は好，砂。粒を少量含む。 内面赤口縁彩, およ3.2 方 ヘラミガキ。後，*外, 且 ぴ 部外
, 部ヨコナデの 色を呈す。 面

底部へラケズリしさらに
いヘラミガキを施乙す。

27-27 盤 (12.9) 偏平な半球形状を呈す。 内面h償は口縁，外方L 、全部E向@Oム続をB方ヘt射向ラ 状ι 当 胎焼淡成赤士良は好色，微。を砂粒を含む。3.4 らに léヘラミ
ガキ ズリの 褐 呈す。後， へラミガキケ(口縁部
は，向)

ハh
u



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

27-28 盤 (11.82 ) 半や球や形鋭状どを呈し形，口。縁端部は， 底内外面部面ヘははラ口全ケ縁面ズ部，リヨ。ヘコラさナらミデガにの，キ後組。， 胎焼赤褐土成色良は好，を微呈。砂す粒。 を含む。 内外面赤彩
3. い。小

いへラミガキ。

27-29 盤 10.9 やや器局の深部い，半球形内状傾を 全外内面面面 はを放，射口縁状部にへを横ラ方ミ向ガiζ， 胎赤焼成褐土色良は好，の微呈。砂す粒。 を含む。 内外面赤彩
4.0 呈す。口縁は，やや す

る。 は， へラケズ部リの後横，キ組方。
いへラ E ガキ(体は，
向に 4 回)。

27-30 盤 11. 2 半球形鋭状どを呈し，口縁部は， 内面縁部は， へラミガキ。底外面部は 褐焼胎色土成良はを好呈，綴。し密，。内面一部黒褐色3.2 やや い。小形。 口 ヨコナデの後， へ
ラケズリ。

27-31 盤 11. 2 半球形状を呈す。小形。 底内面部はを，へ口ラ縁ミ部ガヨキコε ナ外デ面のは後 胎焼赤土褐成色良は好，を砂呈。粒す。を少量含む。 内外面赤彩
2.8 

. へラケズリの後，組。いヘラミ
ガキ。

27-32 盤 (120j 半や球や形鋭状どいを塁。小し形，口。縁端部は， 全内面面は，全面ナデ。外面は， 胎焼暗褐土成色良は好，を微呈。砂す粒。 を含む。2.9 ，へラケズリ。

27~33 盤 {120j 半球形状を呈す。小形。 内縁面ズ部はリ極，全面ナデ。 外全面面は， 胎焼土成良は好，微。砂粒を含む。
3.3 口 までの後， へラ

ケ 褐色で，内面一割購抱を呈すh

27-34 椀 10.1 体部は， 縁外凸端上面方部をへ塁は直，す鋭線。小的ど形Iい1:., 内面は， 全ガ面キヘラナデ後後，底部組, 掲始焼色土成良はを好，級。密。4.5 のぴ，口 。 いへラミ 。外面は
7.7 底部は， 体部ともへラケズリの へ 基調とし部分的に黒褐

ラミガキ。 色を呈す。

27-35 腕 9.7 体部は， 縁外凸端上面方部を呈へは直，す鋭線。小的ど形IいE。, 。 内全海部い面面，をヘヘはヘヨララコラミ口ナナケガ縁デデズキ部.の。リヨ町穆しコも函，ナ底はさヨ司，古ら都口K・後臨粗体 褐胎褐焼色土成色良はをを好基，級調。密と。し， 部分的に黒4.4 のぴ，口
6.5 底部は，

呈す。

27-36 杯
ili:lj 

装部を外有面す。1乙， 外f1:.張り出す， 内縁面部はス, 全面ナデ後。外，底面は， 胎茶褐土色は，を砂呈粒す。を少量含む。
口 ヨコナデの 部へ
ラケリ。

27-37 杯 (149j 体を部有外す商。 1乙，外 11:.張り出す稜， 内面縁部はズ，ヨリ 全面ナデ後。外，底面部は， 胎褐黒褐土色色はを基，を砂調呈粒すとを少量部含分む。4.4 口 コナデの へ し，的lζ，
ラケ 。

27-38 F不 体部有外す面f1:.，外に張り出す稜 内面縁は，全面ナデ後。外，底面は， 胎淡黒褐土茶褐色は色，を微呈で砂，す粒口。縁を部含内む外。面が，4.3 を 口部ヨコナデの 部へ
ラケズリ。

27-39 坪
ill::j 

体部外面 11:.，稜を有す。 内面縁部は，全面ナデ後。外，底面は， 震黒素褐話色包を容認書高知が口 ヨコナデの 部へ
ラケズリ。 呈す。

27-40 杯 {130j 体部外面11:.，稜を有す。 内面縁は，全面ナデ後。外，底面は， 褐胎色土はを呈，砂す粒。を少量含む。
4.3 口部ヨコナデの 部へ

ラケズリ。

27-41 坪 12.8 体を部有有外し面， i口E縁，部外外iζ張面にり出も一す稜段 内縁面は，全面ナのデ後。外，底面は， 胎色内土，面はそお，のよ砂他び粒褐口色を縁少を部量呈全外す面。ù'陪o 褐4.7 ロ部ヨコナデ 部へ
をす。 ラケズリ。

27-42 杯
{1;::j 

体部外面 11:.，軽い稜を有す。 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は， 胎淡褐土色は，を微呈砂す粒。 を含む。
口部スヨコナデの 部へ
ラケリ。

27-43 杯 i引 体部外面直き線た11:.軽，的ヘラケズリによ 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は， 胎内口土面縁部，は抱内微色外砂面，粒黒外褐面を含色， 暗むを褐呈。色す，。ってで い稜を有す。口 口部ヨコナデの 部へ
縁部は 11:.のびる。 ラケズリ。

27-44 杯 13.3 体湾に部気も段外味商でを有，IE端，す稜部。 口はを縁有，部鋭し，はど，内い面。内 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は， 胎焼淡口土褐成縁色部良は好，内を微外呈。砂面す粒黒。 を含む。4.7 口部ヨコナデの 部へ
ラケズリ。 褐色，その他

27-45 杯 (13.9) 体湾1 1:.部気も段外味面。を有f1:.す，稜。 ロを縁有部し，は，内面内 内面縁は，全面ナデ後。外，底面は， 胎焼淡褐土成色良は好，を微ま。砂調粒と を含む。4.7 口部ヨコナデの 部へ
ラケズリ。 調とし，一部黒色

を呈す。

巧4
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土器番号器種法量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

27-46 杯 (14.4) 体部外面 1<:::，稜を有す。口縁 内面は，全面ナデ後外面は， 胎土は，微砂粒を含む。
( 3.9) 部の開きが，大きい。 口縁部ヨコナデの ，底部へ 淡褐色ぞ呈す。

ラケズリ。

27-47 杯 13.9 体外口縁部方部外l乙面関は1<:::，軽い稜を有す。 内面部はズ，ョリ 全面ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を含む。
3.9 く 直線的に，大きく 口縁 コナデの後，底部へ|淡黄褐色を呈す。

。 ラケ 。

27-48 坪 ー 底部のみの残存。 ロク 糸部内ロ成切下面形端へり 胎土は，やや粗い砂粒を含む。 内面黒色処
回転 後手，E 底持ガ部キち周. へ縁およ 内面黒色，外面淡褐色を呈す。 理

6.4 ぴ体 を ラケズ
リ。 ラミ キ，黒色処
理。

27-49 蓋 (S) 1 17.8 口縁部は，やや外傾して下が ロクロ成形。 胎土は，粗い砂粒(長石など)
り ま端部は，鋭どい。 天井部外面，回転ヘラケズリ を含む。
つ みは，欠損。 調整。 青灰色を呈す。

27-50 蓋 (S) 部つ口縁中ま央部み欠損。丸味のある天井 ロクロ成形。 胎土は，砂粒を少量含む。
-J 3.6 I J'lß rttWI乙有扇平な，擬宝珠状天井部外面，回転へラケズリ 灰色を呈す。
- 10.9 を す。 調整。つまみは，ハリツケ。

27-51 蓋 (S) 113.7 口縁部は，ほぼ垂直に下がり， ロクロ成形。 胎土は，砂粒を少量含む。
一 端部は，やや鋭どい。天井部 青灰色ぜ呈す。

は，山型。つまみ欠損。

27-52 高台付杯 一 口縁部欠損。底部は，やや凸ロク 外高ロ成商台形, は 胎土は，砂粒(長石など)を
( S) 面を呈す。ハの字形の高台を底部 回転ヘラケズリ調合む。

(12.4) 付す。 整， ，ハリツケ 灰白色を呈す。

(S) 1 (4.3 部は丸い。底部は，やや面底 回転ヘラケズリ調 好。堅徹 ヘラ記号有
27-53 高台付杯 (12.9 口縁部は，外上方にのび凸端 ロ 部，ク高外ロ成面台形, は。円- 胎焼青灰土成色良は，砂粒を若干含む。 底部外面に

( 8.7 を呈す。高台は，端部が，す整 ，ハリツケ。 を呈す。 り
るどく外反し， L字形を呈す。

27-54 高台付坪 15.8 口縁部は，外上方にの部字び形，は端, の ロヲロ成形回 胎土は含をやや粗い砂粒を，ま
(S) 1 5.2 部は，やや鋭どい。底 底整高部台外面， 転へラケズリ調 ばらに む。

11. 8 やや凸面を呈し，ハの 灰白色呈す。
高台を付す。 は，ハリツケ。

27-55 高台付杯 (13.8) 端台や口縁部凸を部面付はは， 外上方1<:::部字，形のは ぴ， ロクロ成形。 灰胎焼土褐成は好を砂呈，粒堅す綴。を少量含む。
(S) 1 4.5 1 !Ijiij$I;t，鋭どい。底 ，や 底整高部台外面，回転へラケズリ調 良

8.9 を呈す。ハのの高 色
す。 高は，ハリツケ。

27-56 高台付杯 一 底部のみの残存。底部は，凸ロク高外ロ面成台形, は 胎土は，砂粒を含む。
( S) 一 面を呈し，ハの字形の高官を底部 四転ヘラケズリ調灰白色'e呈す。

(12.0) 付す。 整， I ..... .JI-I."'"ハリツケ。

27-57 高台付杯 一 底部のみの残存。底部は，凸 ロクロ成形。 胎土は，砂粒を含む。
(S) 一 面を呈し，ハの字形の高台を底部外面，回転ヘラケズリ調灰白色を呈す。

(10.7) 付す。 整。，高台は，ハリツケ。

28ー 1 坪 (12.7) 体部外面に面外1<:::張り出す稜 内面は，全面ナデ。外面は， 胎土は，砂粒を若干含む。
( 5.0) を有し，内 にも段を有す。 口縁部ヨコナデの後，底部へ 淡褐色で呈口縁内外面が一部

口縁部は，内湾気味。 ラケズリ。 黒褐色を す。

28-2 杯 (11. 9) 体部外面に，外に張り出す稜 内面は，全面ナデ後外商は， 胎土は，砂粒を若干含む。
( 4.5) を有し，内面にも軽い段を有 口縁部ヨコナデの ，底部へ 褐色で，口縁部内外面が黒福

す。口縁部は，やや内湾気味。 ラケズリ。 色を呈す。

28-3 土手 (S) 1 (12.7) 体部は縁直線的に外上方への ロ 一横転ク長方ロヘZ戚聞方ラ砂向E切2).をり手お俊よも 胎土は好，を徹呈。密す。
4.5 ぴ，口部が，わずかに内湾 底部全下ケ端面ズ 焼成良
6.5 する。 び体部 青灰色 す。

ちへラ

28-4 杯 (S) 1 12.8 体部は，直線的に外上方への ロクロ成形。 胎土は，綴密。 床面
3.5 ぴ，口縁部が，わずかに外反 回転糸切り。 灰色を呈す。
6.6 し，端部は丸い。

28-5 蓋( S) 口縁部欠損。天井部は，やや 天調ロ井整ク部，ロ成外つ形面ま 胎土は，微砂粒を含む
- J1.4 丸味をもち，中央に宝珠状の ，回転ヘラケズリ 青灰色ぜ呈す。

1.0 つまみを有す。 みは，ハリツケ

29-1 鉢 (18.8) 体外部を部有湾と は縁，。る厚丸部口縁手味のをもら， 大きく 体外口縁部面部内は内外横は位面，横のヨ位へコのナラへデケラのズナ後リデ, 。 胎土は， 砂粒を少量含む。ー す 部を有する。体 面 ，淡褐色'e呈す。
口 境1<:::は，軽い稜
す
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

29-2 杯 (1081 体を部有外し面 l乙面，外，にやlもEや張軽直いり立段出気すを味稜有。 内面縁は，全面ナデ後。外，底面は， 褐胎を色土はで 砂口粒縁部を少内量外含面黒む褐。色 カマド
3.7 す。 口縁，部内は 口部スヨコナデの 部へ

ラケリ。 呈す。

30-1 重富 (11. 8) 厚口立縁手ち部。あは， わずかに外傾して 外口内縁面面部はは内横外横方面方向向ヨののコへナへラデラケ。ナズ胴デリ部, 。 胎含褐土は，砂粒を比較的多量に
がる。胴部は球形。 む。

色を呈す。

30-2 腕 9. 7 

位端口縁部に部ふは，は鋭，外ど湾い平。しも底胴てち直部，と底立はな部，しるは上, 。 , 
内面胴外は面部，全面入口び念底縁なへラミガ 胎焼の内土面他成茶良はお褐，好よ微色。び砂外を粒呈面を含む。6.4 キ。 は， 部部ガへラミガ

7.3 くらみを キ， およ は，ヘラ 一部黒色，そ
やや丸味のある ケズリの後面へラミ キ処。内面 呈す。

および外一部が黒色理。

30-3 主不 15.2 縁底体部部外面 I乙軽直平い底稜線 を有し， 口 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は， 褐胎色土は基，微調砂粒部を含分む。 床面
3.9 は浅，ほぼ 的l乙開く。 口部ヨコナデの 部へ を とし 的に黒褐

部はし に近い。 ラケズリ。 色を呈す。

30-4 t干 14.0 底休口部部縁は，大き く味直かの線に直あ的立るに平開す底るき， 内面は，ガ全面ナデの後，粗縁い 胎赤焼褐土成色良は好，微。砂粒を含む。 床内面外面赤彩
3.2 部が，やわ丸ず ヘラミ キ。外面は，口 体体部
7.7 は，や。 ヨコナデの , 部および を呈す。部部をヘラケ後ズリ底し，ガ さらに

には事且 L 、へラミ キ。

30-5 F不 10.8 体を部有外す面 l乙 部外 Iこ張り出す直稜線 内面縁は，全面ナデ。外面部は， 灰胎褐土色は，微砂粒を含む。
4.0 。口縁は，ほぼ 口 ヨコナデの後，底ヘラ や呈す。

的。 ケズり。

30-6 長頚(壷S) 丸底，胴下半のみの残存。 ロクロ成形。底墾部外面，回転 灰胎焼土色成良は好, 砂粒を若干含む。 粕外面付l着乙---Jî1l，
ヘラケズリ調

を呈す。

30-7 台付皿 13.9 口縁ど部は底，直部立し浅字，端形く 部は， ロクロ成半形を。回底転部外面およ調び 胎育灰土色は，を級呈密す 床面
S) 2.7 鋭凸 い。 は， I--'<.i '\，やや 体整部下 へラケズリ

6.4 付面を呈す。ハの の高台
をす。 高台。はハリツケ。

30-8 杯( S) 12.9 体部部は，ず外上方較外にのび部, 口縁 ロクロ成ラ形切。 日暗焼台灰土成色良は好，砂。粒を若干合Ù'o3.3 がわ かに湾的大。底き は， 回転へ り。
7.8 やや浅く，比 い。 を呈す。

30-9 士不 ( S) (13.7) 体部は，。味底外を上方に比，直較線的大的に 回ロを(転不手ク定へロ成方ラ形切向)。りのお後よ，び底体部部全下端面 灰胎土は，砂粒を若干含む。
4.3 のびる 部もは， き 色を呈す。
8.3 く，丸つ。

もちへラケズリ。

30-10 I不( S) 13.1 体部は，部口縁外は端上，万部比 l乙， 直線鋭的に 底調ロ部整ク全ロ(成面不形定，手万。向も)ちへラケズリ 含胎灰土色むは，焼砂成粒良および雲母を※ 床面
3.9 の。び底, はややど 好。
8.3 い 較的大きい。 を景す。

30-11 杯( S) 
(((10.8) ) ) 体の部びはる，。 薄外上手方。底に部，直欠線損的に ロクロ成形。 胎青灰土は，微呈砂す粒を含む。
4.3 色を
6.4 

31-1 腕 (14.8) 体上部方は， やや外湾縁気部味 l乙器，厚外 内面は，ガナデの後面体粗, 横万縁向の 胎焼褐成色土良は好，微。砂粒を含む。
へのび，i-J は， ヘラミキ外は，口部

する ヨコナデの後， 書店をヘラケ を呈す。
底部欠損 ズリし，さらに いヘラミガ

キ。

31-2 士平 12.7 体部有外面 l乙面，外i乙張り出す稜有 内面縁は，全面ナデ。外面は， 胎淡土黄褐は色，微を砂粒を含む。
4.3 を し 部内 に内も軽湾い段味 を 口 部ス ヨコナデの後，底部へ 呈す。

す。口縁は， 気 ラケリ。

31-3 長不 12.1 体部外面浅 l乙，稜を有し，底部 内面縁は，全面ナデ後。外底面は， 胎焼茶褐土成色良は好，砂。粒を若干含む。3.9 がやや く，偏平 口部ヨコナデの , 部へ
ラケスリ。 で，一部黒褐色を呈す。

31-4 杯( S) 12.9 休部は，。味底外を上部も方っはに比，直較線大的に ロクロ成ラ形切。 胎土は，呈砂す粒。 を若干含む。
3.8 のびる , 的き 回転へ りの後，ズ底ワ部(全面定 灰色を
8.2 く，丸 を，手もちへラケ 不

h向

32-1 嚢 13.3 

i-J縁部部部球有状はの。形境務すK広外で。K子広?強，eく必いd稜味4Kをh5t有平聞す立 き， 内円タス3キイ段縁山1旬1)部九はは内横外出方 ヨコナデ。 制都 胎赤褐土色は，を微呈砂す粒。 を多量に含む。 カ 7 ド

向のへラナデ。肩胴はと やや すl己最。 ，上位が，横長1位方向 (2 -

大ハわ径のれ字をる 部台は らで の下位が のへラケ
をすと思 リ。台は，ハリツケで，内

外面ナデ。

ハ
同
U

ワ
μ



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

I 32-2 生平 13.4 休ず上部万かは， やや丸縁味。も底端つを部部。もはがっ浅て，く外わ, 全内面面縁は，口縁部ヨコナデの後， 焼胎内土は褐好，微色。 砂粒を含む。 内面赤彩
3目 4 へのび，口 部体部ヘヨラミガキ後。外，底面は， 面成赤良 ，外面茶褐色を呈 床面
8.1 IC直立る 口 コナデの 部おわずかに丸味すを よび を，ヘラケズリ。 す。

32-3 I不 (13 目 8) 休外わ部上ず方はか, やや丸味をもって， 内口び面縁体部部は横，を全面ナデ。 外商部は， 胎淡褐土色は，を微呈砂す粒。 を含む。
へのび， 口縁端底部部が， ナデの後ズ，底 およ
平に直ら立する。 は， ヘラケ リ。

浅く，

32-4 杯( S) 13.4 体部は， 外縁上部，方深は l乙， 直線湾的的に ロクロ成形。 胎土は，砂粒を若干含む。
4.7 のびコ底，口 やや較外大す 回転ヘラ切り。 灰色を呈す。
8.4 る。 部は， く，比

きい。

32-5 杯( S) 休部は，外上方部に損，直。底線部的に ロクロ成わラ形切ず。 胎青を含土灰は，粗い砂粒(長石など)
のびる。口縁欠 は へ りの 底部，周 む。

( 7.3) やや大きめ。 回縁転を， かに後手，もちヘラケ 色を呈す。
ズリ。

32-6 杯 (S) 体的部には， 外上。底方 l乙， ほぼ直線大 ロクロ成切手形もり 灰胎土は，級密。
3.7 のびる 部は，やや 回大転き糸 の後，底部ズ周リ縁を 褐色を呈す。

13.8 きめ。 く ちへラケ

32-7 士不 ( S) 体部は， 外上方丸部 l乙損，を直有。底線す部的に 底調ロ部整ク全ロ(成面不形定，手方向も)ち。ヘラケズリ 胎青を灰土多色量は，にを粗含呈すいむ砂。。 粒(長石など)のびる。口縁欠味 は
( 7.7) 大きしやや

33-1 饗 (29.0) 軽肩日て縁部下い稜部方はは，わ大ずき く張頚外下湾部欠り損すをl乙有る。 口縁面部は内縦外横方面万向向ヨののコへへナラデラケ。ナス胴デリ部。 。 胎含淡土は，粗い砂約を，多量に
，かな し 外内面は む。
lこのびる。 は， 赤掲色を呈す。
を有す。以

33-2 霊草 (20.4) 口縁部は以，。上頚大部下欠部はきく外反する 外口内縁面面部はは内縦外横方面方向向ヨののコへへナラデラケ。ナズ胴デリ部。 。 胎上は，粗い砂粒を含む。 jヒカマド
か胴 ，わずかな 褐色を呈す。肩りを有らす には，軽い稜張

を有す。 損。

33-3 重量 (19.7) 部口lこ縁稜は部は， 大鋭き下いく欠外。頚反損 し，外端面 外口内縁:面~I部はは内縦外横方面方向向ヨののコへへナラデラケ。ナズ胴デリ部。 。 褐胎土は呈，粗すV砂粒を含む。 東カマド
，ややど 部 色を
を有す。以

33-4 護 (24.6) 

端口以は縁張部下部欠はり，を損は，も四。た角直ず線に下的な芳にるに外。の反胴び上るし。部, 外口内縁面面部内外横面方万 ヨコナデ。 胴部 胎淡土茶掲は色，微を砂粒を含む。
は: ~41J0向ロjのヘラナデ。 呈す。
は，幸司 のハケ目。

33-5 ~ (21. 6) 口縁部部は，欠大きく外湾する。 外口縁面部縦内方外向出1 ヨコナデ。胸部 給陪土赤褐は色，やをや呈組すい。砂粒を含む。 jじカマド
胴以下損。 , のへラケズリ。

33-6 重量 (21. 8) 日縁部外部，は断湾，以やや短損。S口」か。縁字目端状で部，をは呈す, 口縁部内外出ヨコナデ。 胎土は，砂粒(長石など)，雲

るどく す面i る 母焼亦褐成を含色良 む。直立し 「 好。
す。胴 下欠 を呈す。

33-7 霊草 底味部のみの残存。やや突出気 内面へラナデ。外。底泊! ヘラケ 胎淡褐土は，微砂粒を含む。 東カマド
の底部。 スリの後有，ナデ 部外面l乙 色を呈す。

( 9.3) 木葉痕り。

33-8 鉢 (23.8) 面口縁に部は，ど大きく有外反し 部下内 外放口の面縁粗射 は， 全面ナデ。 内面横部は向, 胎焼赤褐土成色良は好，を微。早砂粒を含む。 内外面赤彩
するい す。 部ヨコナデの後 万は， やや張り稜を有をして，胴内 いヘラミガキ， g同 は， 呈す。

方にのびる。 状の入念なヘラミガキ。

33-9 盤 体部も外商段 l乙 稜すを白し 内面 内ガ面キは，外，底面全面， 丁口寧縁なへラミ 胎焼淡に土成赤黒褐褐良は好色，微。を砂粒を含む。 彩(内外)面赤
4.3 l乙 , を有 。 U縁吉11 は， は 部ヨコナ か?

大外大面型き中。く程，やにや，内軽湾い気段味をに有聞すき。， デの後 部をヘラケズリ。 基調とし，部分的
色を呈す。

33-10 主平 半や球深形い状を呈ま端し部， 底部鋭はど, や 内口外縁面面部はは，内，横横外方面方向向ヨののコへヘナラデラケのナス後デリ 。 胎焼暗土褐成色良は好，を微呈。砂す粒。 を含む。。口縁 は， い。

33-11 杯 13目 6 体部底部部は外面 I乙直，や稜偏線を有し， 日縁 内面縁は，全面ナデ後。外，底面は， 胎色指土。局色は，で微，砂口粒縁部を含内外む面。黒褐 床面
4.1 ほぼ 平的IC，のびる。 口部ヨコナデの 部へ

は，や。 ラケズリ。



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

33-12 高台(S付)杯 口ぴ縁る部。字底形は部，ほはとんどら上。高方台にはの, ロク外ロ成面形, 胎青灰土色は，を級呈密す。底整部。 回転へラケズリ調
8.6 ハの で，端，平部は，鋭どい。

33-13 杯 (S) (12.6) 体線部的は，外上方に， ほほ，直 ロクロ成ラ形切。 胎青土灰色は，を砂呈粒す。を若干含む。
3.9 にのびる。 回転へ り。
6.8 

33-14 甑 (S) 26.1 

底草特れを書都状す凶主は，んをる主呈，中で:三央し7f倒倒品，6ιの醐の目把円台点予形形曜をの干の有，抗鏡にすが, そ。 時み一品ヘE績目Uラ方ユケ向勧撃ズ三の主配リ，主謬さ担波事れ盤豊状.る富文 灰胎色土はを呈，桝す。立を少量含む。 床面
29.9 
16.1 

王車外Mラリ(宮画調先涯K4条?整はおににに9，ιa はよ乙, 把. 
が，穿たれる。 穿な，リ孔ッわケはれでの当特巴￠た主凋ヘて区め度合のラ理底外，ケる側部ヘズ。

る割穿付孔け
34-1 杯 (S) 体縁部部欠は，損外。底上万部へのびる。 口 ロクロ成形。 胎暗灰土色は，を砂呈粒す。を少量含む。

部は，やや大き 回転ヘラ切り。
8.1 L 、。

35-1 蜜 19.4 

円が伝事部向内は乙藍短かめ有小予てい員。しき立肩，円めす唇断の$る底舗面K 。 ロ縁面部内横外面万ヨコナデ。胴部 長胎暗石茶土褐をは色多，微量を砂呈に含粒す。むお。よ び雲母，31. 0 t を有し 内 は， 向のへラナデ。
( 6.0) また面11:も段を 程半外向面かのはは， ヘ調部ガラ整ケIキE ズリの後， 上「やにSJ張向の字てを状有すに近 ナデ 。さらに

部や っり ぼし，まdる、。 ';;底 かけて， dれ
ヘラ E が，施とき

る。

35-2 杯 12.3 口縁部は，外上方11:，ほぽ直 ロク下外ロ端成面形i 胎土は好黒，微色。 砂粒を少量含む。

購4.7 線深的 11:のびる。底部は，やや 鰭離島町 焼内呈面成す良 外面， 赤褐色を6.3 L 、。 もちへ
ラケズ向リ。 部向が，
一定万 , のへ
ラミガキ。

35-3 坪 底部のみの残存。 胎呈内土面す，。は赤，砂褐粒色，を若外干面含，褐む色。 を 内面赤彩

難事語rM6.8 手もち
は，ー

定方向のヘラミ キ。

35-4 翠( S) {150j 口縁部部は欠， くの字胴形部 11:外反す 紐積み成形。 部外。面鵬下端部は， 全面横孔位, は 灰胎色土はを呈，組す。い砂粒を含む。 床面
29.0 る。端 損。 やや上位 タタキ目。胴 は穿, 
17.4 lζ部孔，強I乙(径至い張約るりを有)部し， 大下位きな のへ後ラケズリ の

露 。l 胴や有ゃ に 焼成
咽をす。

35-5 壷 (S) 胴部張のみ有の残す存。。肩部が，強 ロクロ成形。 胎焼青土灰成色良は好，を組呈。すい砂。粒を含む。 高床カ部面f古同功〉る然。いりを

35-6 高台(付S)杯 (14.4) 立口縁ち部上は， 外上万へ直平線的K ロク外ロ成面形, 灰胎色土はを呈，~且すい。砂粒を若干含む。
6.9 がる。底字形部は， ら。 底部 回転へラケズリ調
8.2 口や台高は，ハの を呈し，や 整。

L、。

35ー 7 坪 (S) (13.8) 線口縁的部には， 外上万に， ほぽ直 ロクロ成ラ形切。 胎土は，やや粗い砂粒を少量
4.5 のびる。 回転へ り。 含暗灰む色。 を呈す。( 7.4) 

35-8 杯( S) 13.4 口縁部は， 外土部方はK，直線小的 ロクロ成形。 胎青を灰土若色干は含，を粗むい砂粒(長石など) 床面
4.6 Kのぴる。底 ，ややさ 回転へラ切り。
6.4 L 、。 呈す。

35-9 杯 (S) 12.5 口縁部は，外部上方 11:，直線的

方定回ロ転方向ク)向ヘロ)成をラ形手切お。より のび体後ヘ部，ラ底下ケ端部ズ iー横て 胎焼青減灰土色良は好，を砂呈。粒す。を若干含む。 床面
4.4 にのび，端は，丸い。
7.2 

もち リ。

35-10 杯 (S) 13.3 口縁部は， 底体ほ部部ぽ直外は線面，浅的に に， 大 紐回積転糸み切(?り)→。 ロクロ成形。 胎淡褐土色は，を鍛呈密す。 床面
3.7 きく賄く。 しゃ
6.6 や産さい。，紐積

みを残す。

35-11 係 (S) 底部のみの残存。 ロクロ成形。 胎淡土灰色は，を微呈砂す粒。 を含む。
回転糸切れ

6.9 



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

35-12 杯( S) 底部のみの残存。 ロクロ成切形り。
回転糸

胎暗灰土色は，を微呈砂す粒。 を含む。
6.5 

35-13 杯( S) 底部のみの残存。 ロクロ成切形り。 胎灰褐土色は，を微呈砂す粒。 を含む。
回転糸

7.4 

36-1 委 21. 2 外口縁反部は端，ん「部くど」重はの字形角に強く 口縁部縦横方方内外向向面ヨコナデ。 外内面面 胎淡土褐色は，を砂呈粒す。を多量に含む。 カマド
し， 四 。胸部 は， のへラナデ，

は，ほと 直にのびる。 は， のへラケズリ。

部最大に径軽いは稜， 口を縁有部す。にくる。 頚

36-2 童基 (21. 4) 口縁部は部重 く」の字形に，外 日縁部横縦万方内外向向面ヨコナデ。 外内面面 胎淡土褐は，を砂粒を多量に含む。
反し，ん端 は丸い。胴部は大, は， のへラナデ。 色呈する。
ほと ど直部にのびる。最 は， のへラケズリ。
径は，口縁にくる。

36-3 重量 (15.2) 口縁字部状を は，外や反やす短るか目胴で部, 'く J 口縁部外内面面内外面ヨコナデ。胴部 胎灰焼土褐成色良は好，を微呈。砂す粒。 を含む。のに 。は， は， は， 横横方万向向のへラナ
球形呈す。 デ。 は， のへラケ

ズリ。

コシキ

(12.3) 
至口部く縁外はる部反。， は部ぼ「端直はく」部線，大の的は字型，に形丸単, I乙大き 部面日の縁後内は部面縦, 内外横面 ヨコナデ。 胴 胎焼暗土赤成褐良は色好，砂。を粒を多量に含む。 カマド

36-5 28.0 し し、日同 は方，向ー 方向のへラナデ
12.3 底ほ , 単，底子L部。，ζ 方縦部 のヘラミガキ。外 呈す。

向のへラケズリ。
底部端 は，横位のへラケズ
リ。

36-6 主不 体を部有外す面。，口こ縁，外は，に張内湾り気出す味稜。 内縁面は，全面ナデ後。外，I面底 は， 微開砂局粒色少を量呈混す入。4.0 口部ヨコナデの 部へ
ラケズリ。

36-7 壷 (S) 底の'部7のみ残存。高台は八」 ロクロ成形 砂暗粒灰少色量を混呈入す。形を呈す。 底整部外面，回転へラケズリ調
(9.2) 

高台。は，ハリツケ

37-1 翠 (24.0) 口縁部外のみ残存。口縁は，大 口縁縦内方外向面ヨコナデ。胴部外 砂淡褐粒色混入を呈す。きく反。 面， のへラケズリ。・

37-2 主不 (13.0) 体部縁外面，C::湾，軽い稜を有す。 内面縁は，全面ナデ後。外底面は， 微褐砂粒混入
(4.5) 口は，内気味。 口 部ス ヨコナデの , 部へ 色で，口縁部内面黒褐色を

ラケ 1) 。 呈す。

37-3 登 (S) 底直外部反にのみの残，存端 高台は 垂 ロクロ成函形 砂暗粒灰少量混入
さがり 部が，大きく， 底整主F主司r 部。外 , 回軽ヘラケズリ調 色を呈す

10.5 する。
台は，ハリツケ。

38-1 喜重
底部のみの残存。 底外内面部面は， 横縦万方木葉向向のへラナデ。 量胎土は，む長石，雲母などを多

は面, のへラミガキ l乙褐含
9.8 外，痕。 陪赤色。

38-2 盤 15.9 偏平な半球形状を呈し，底平部 定内方面は)。全面面部ヘラミガキ (不 胎赤焼土成は好，を微砂粒を含む。 彩内外。面， 赤
2.6 は，かなり浅く，ほとんど 向 体外 は，全横万面へラケ 褐色良 呈す。担。 ズリで， は， 向を基

調とする。

40-1 饗 18.6 口縁反部は端，短く「く」の字頚形 l乙 口縁部横縦内外向向面ヨコナデ。 外内面面 胎土は，粗い砂粒を多量に合 カマド

外 し， 部は丸い。 部胴 l乙 は， 万万 のへラナデ。 む。
は，するどい重稜を有し， 部 は のへラケズリで 淡茶筒色を呈す。
は，大ほとんど 直に下がる。 底方部向近くでは，やや斜から横
最径は日縁部にくる。 となる。

40-2 王室 24.0 口縁部部は，立短かく外反し，口 口縁積部痕内外面 ヨコナデ。 含胎赤土は，微砂粒および雲母を
唇が直する。 紐みが，明瞭に残る。 む。

褐色を呈す。

40-3 杯 (S) (13.7) 部体部は，外ず上方にのび， 口縁 ロクロ成形。 胎青土は，砂粒を若干含む。
((45) ) が，わ かに外反する。 回転へラ切り。 灰色を呈す。
7.2 

41-1 重量 底底部部のみの残存。 内面は，ハケ目とナデ。外面 胎焼指土は好，砂粒を含む。
は， ドーナッツ状を呈す。はハケ目，底部のドーナッツ 成良

5.5 4犬はハリツケ。 褐色を呈す。



土器番号 器 種 法 景 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

41-2 士平 13.4 体部縁外部面 IC ，内軽湾い稜味を有す。 内面縁は，全面ナデ。外面底は， 胎焼内土は好褐, 微砂粒を含む。 底「墨部書」外有面り3.9 口は，気。 口 部ス ヨコナデの後， 部へ 成面良黒 色，外商暗褐色壱呈ラケリ。
す。

43-1 杯 (S) 13.8 体部は底，部外上方へ直大線的にの ロクロ成形。 胎育土は，砂粒を少量含む。
5.0 ぴる。 は，深く きい。 回軽ヘラ切りの後，体(横部方下向端) 灰色を去す。
9.0 を手もちへラケズリ

43-2 杯 (S) 14.5 体部は底，外部上万へ直線的にの ロクロ成形。 胎土は，多砂粒含(石む英，長石な
4.1 ぴる。 は，やや浅く，大 回転へラ切りの後定，全面向手) も ど灰)を量l乙

き L 、。 ちへラケズリ(一方 青色を呈す。

44-1 察 (12.0) 口縁部は端，やや外，傾外気反味 l乙}Y. 口縁方面部横方内外向面ヨコナデ。胴部 胎土は，微砂粒を多量に含む。
ち上がり部が する。 横内 のへラナデ。外面， 暗赤褐色。

向のへラケズリ。

44-2 士干 13.5 体部外面縁の稜は，内ほとんどな 内面縁は，全面ナデ底。外面は， 胎焼暗土は好，を微砂粒を含む。 カ 7 ド

3.6 い。口部は平, 湾気味。底 口 ヨコナデの後部ヘラケ 褐成色良 呈す。部は，かなり 坦。 ズ 1) 。

44-3 士不 14.3 休部鋭部は，外上方湾へのぴ端, 口縁 内縁面部 は， 全面部ナデ。外面は， 茶胎七は， 微砂部粒分を含む。 床面
4.6 は，やや内気味 部が U から体 ヨコナデの後， 渇色で， 的 l乙黒褐色を
10.5 い。底部は，ほ lま平らで大 底ヘラケズワ。 呈す。

きい。

44-4 杯 (S) 13.8 体部部部がは は， 外ず上方へのぴ， 日縁底 ロク口成形。 胎土は，砂合粒(長石など)を 床面
3.6 ，わかに外反する。 出転へラ切り。 まばらにな。
9.8 ，浅く，大きい。 青灰色を呈す。

44-5 士不 (S) 13.4 体部は，外上万底へ，ほぼ直線 ロクロ成形。 胎暗土は，微砂粒を含む。
3.7 的lζのびる。 部は，やや大 同転ヘラ切り。 灰色を呈す。
7.8 ~l 、。

46-1 甑 大型単孔の底部。 外内面面は，縦横方万向のへラミガキ。 胎土は，む長石，雲母などを多
は， 向のヘラナデ。 量 lこ含褐

10.3 淡赤色を呈す。

47-1 饗 19. 7 口縁部部は，直短かく外皮肩 し， 円 口縁横部方調内外商ヨコナデ。内面 胎暗土は，微砂粒を含む。
唇が， 立する。 部 l乙張 は， 整向のへラナデ。外商 褐色を呈す。
りをもっ。 はナデ 。

47-2 主平 (13.8) 体部は，端外上Hへほぼ直線外的 ロクロ成切形。 胎十一は 微砂粒を含む。 底「墨部書」外有面り4.2 にのび， 部がわずかに反 回内転糸 底り。 焼内成良好黒。
7.1 する。 函は，方 而が一定方向，体 面， 色，外面，淡褐色を

部が横向を基調としたヘラ 呈す。
ミガキ。

47-3 蓋 (S) 16.1 口縁部は天，部損反転気味に，広が ロウロ成外形。 胎青土は，を粗い砂粒を少量含む 床面
(2.9) る。スソ から，わずかに， 天井部面，回転ヘラケズリ 灰色呈す。

下がる欠。 井部は，やや高い。 調整。
ツマミ 。

47-4 杯 (S) (13.5) 口縁部は，外上方に直線的に ロクロ成形。 暗胎灰土色は，微砂粒多量混入
4.0 のびる。 底体部部外下面端 ((横一定方方向向)手)おもよちへび， を呈す。
6.4 

ラケズ、，)。

48-1 窪 底部のみの残存。 外内面は，横体方部向のへラナデ。 胎土は，微砂粒を多量に含む。 カ 7 ド

j]ijは， が， 外斜面め方向の 淡褐色を呈す。
7.9 ヘラケズリ，底部 へラケ

ズリ。

48-2 腕 (19.6) 体部部は，内外湾上方味 lζのび， 口縁 外内面面を は，様方向のへラミガキ， 胎焼淡士は好，微。砂粒を含 tr 。 カマド
(6.4) は，気 は組，ヘラケズリの後，全 成褐色良を呈する。面 , いへラミガキ。

48-3 主手 (15.5) {本縁部部外面 fC，直軽線い稜を有す。 内縁面スは， 全面ナデ。外体面部は， 胎内土は 微褐砂粒を含む。 カ 7 ド

(3.9) 口は，的。 υ ョコナデの後， ヘラ 面，黒色，外面褐色を呈
ケリ。 す。

48-4 坪 (15.9) 体部外縁面 IC，かすかな稜を有 内縁面は，全面ナデ後。外商休は， 胎土は，微砂粒を含む。 カ 7 ド

(3.2) す。日部は，内湾気味。 口 部ヨコナデの , 部へ 淡色を呈す。
ラケズリ。 、

49-1 宝章 (21.9) 口縁部部は直，大きく外反し，日 口縁部内外面ヨコナデ。 胎暗多土は含，微砂粒および雲母を
唇が， 立する。 量褐に む。

色を呈す。

η
宍
uq

d
 



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

49-2 墾 (21. 2) 口縁外部反は， 短か部く「はく直」の字形 口縁部内外面ヨコナデ。 胎含土むは，長石や雲母を多量に カマド

11: し，口唇 立する。
淡赤褐色を呈す。

49-3 護(台付) (12.8) 上稜口縁がを部有りは端，外部薄湾手は気鋭。味 11:頚, 立ち 面内口縁面横部万，様内向外方面向 , ヨコナデ。 胎暗士赤褐は色，微を砂呈粒す。を多量に含む。 カマド

い。部11: のへラナデ。外
す。 のヘラケズリ。

49-4 重量 底部のみの残存。 外底内面部面は央, 全面ヘラケズリで， 胎淡土は，を微砂粒を含む。 カマド
中 lζ，木葉痕を残す。 褐色呈す。
は，ヘラナデ。

49-5 杯 14.8 体立部は，外上方へ，内湾して ロクロ成横形方 胎焼外土は好褐，色砂。粒を若干含む。 内面黒色処
ち上がる。 内面， 向のへラミガキ。 成面良赤 , 内面黒色を呈す。 理

49-6 坪 11.1 体部は，外上方へ，直線的に ロクロ成形全 胎内土は色，砂粒外を褐若干色含Ù' o 内面黒色処
3.9 のびる。やや型。 底部調は， 面面手もちへラケズ 面黒， 面 を呈す。 理
5.9 リ 整。内，ヘラミガキ。

49-7 杯 体部は，外上方へ，直線的に 胎焼内土良黒は色好, 微砂粒を含ù'。 内面黒色処
のびる。 底向ロリ調部，ク整体はロ。成部，形全が内面面横。，方は底向回転部ヘラケズ 成面 。，外面茶褐色を呈す。 理

7.0 が一定万ガ
のへラミ

キ。

49-8 杯 底部のみの残存。 ロクロ成形 胎内土は 微砂外粒面を色含む。 理内面黒色処
底央部部は ず回転糸切残りの後 転中 面黒色， 褐を呈す。

8.0 をわかにして，回
ヘラケズリ調整。内面ヘラミ
ガキ。

49-9 杯 (13.7) 体部直は，外上万 l乙のぴ， 口縁鋭 部内面は 全底向の後面部L へラミ，ガ(横キ口方縁。向(体部) 
胎焼暗土は好色，微砂粒を含む。

4.0 は 立部する。口縁く端大部きは， は横万 外面体は 成赤褐良 を呈す。(9.5) い。底は，浅 い。 ヨコナデ , 部
および， をヘラケズリ。

49-10 探 11. 9 偏平直な半立球形状を呈し， わ部ず 部内面は横は，方全向面後Lス へラ E ガキ縁。(体部底 胎焼赤土は砂好を粒を少量含む 底墨部書外「運面」有l乙3.5 かに する口縁部は，端 外は，口 褐成色良 呈す。が鋭い。 ヨコナデの ，面体部および り
部をへラケ リ。

49-11 蓋 (8 ) (13.3) 天部口縁井11:部部ツは， ほぽ垂平直をに下が央る。 ロクロ成形。 青胎土は，砂呈粒を若干含む。
は， や(欠や損偏) です, 中 灰色をす。
マミ 有

49-12 土手 (8 ) 13.9 体び部は底，外部上方に直線浅的にの ロ ク調はをロ整成全横形面方。 。3.8 る。 は，やや く大き を一 向，体部 胎ど土は，多を砂量粒に含(雲む母。， 長石な
8.4 L 、。 底下端部 向 IL定手万もちへラケ

青灰)色を 呈す。ズリ

49-13 坪 (8 ) (13.9) 体部は底，外部上方l乙直線浅的くにの ロクロ成，をリ形全横調面整方。3.8 ぴる。 は，やや 大き 底部部下端は 向を不IL定，方手向も，ち体へ 胎ど土は，多を砂量粒に含(雲む母。， 長石な
(7.9) し、。 青灰)色を 呈す。ラケズ 。

49-14 原 (8 ) (13.9) 体部は底，外上方IL直線浅的にの 底部ロ部下ケク端はズロ成，を1) 形全横調面方整。 向を一に定，方手向も，ち体へ3.6 ぴる。 部は，やや く大き 胎ど土は，多を砂量粒に含(雲む母。， 長石な
(7.7) L 、。 青灰)色を 呈す。ラケリ 。

49-15 杯 (8 ) (14.8) 体部口縁部は下部，位鋭は IL外軽い稜方を有す。 ロクロ成切形り。 胎青焼土は好，を微。砂粒を含む。
4.3 ，L 、。 上 11:のぴ，端 回転糸 成灰色良 呈す。(7.5) 

49-16 坪 (8 ) 底部のみ残存。 ロクロ切成形。 胎育土は，を微砂粒を含む。
回転糸り。 灰色呈す

6.0 

51-1 杯 (8 ) (11. 8) 体的部は，外上方底 11:， ほほ直線小 ロクロ成切形り。 胎灰色土は呈，砂粒を含む。
3.8 にのびる。 部は，やや 回転糸 をす。
5.3 さい。

54-1 要(台付) 13.8 口縁部胴大は部，径「はをく球有」の字状 11:外反上 以口はは縁，下，上部横が位方斜内が外下向横面方の方へ向ヨ向のコラ(ナ デ。 外段内ズ面面), 胎暗土赤褐は色，微を砂呈粒すを。 多量に含む。
位薄する。 形で やや ナデ。

IL最 す。台部欠損。 1 -2 
手。 ヘラケ リ。



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

54-2 蓋 (S) (16.7) 低部口縁はく部は， 垂部欠。天直損iζ に下部がり， 端 ロクロ成外形面。 胎青土は，を砂粒すを小量含む。
，鋭中い 井はやや 天調整井部。，回転へラケズリ 灰色呈
央 ツ 7 ミを有す。

ツマミは， 。 ツマミは，ハリツケ。

54-3 坪 (S) 13.7 体部は， 外底上部方へ， 直線大的きに ロクロ成形切。 胎灰土は， 綴呈密。
4.7 のびる。 は，やや い。 回転へラ り。 白色をす。
8.5 

54-4 杯 (S) (12.8) 休部は，外上方へ，直線的に ロクロ成ラ形切。 胎育土灰色は，を砂呈粒す。を少量含 tr 。 体有「火部りダ外ス面キに」4.1 のぴる。 回転へ り。
(7.6) 

54-5 杯 (S) (14.8) 体部は底，外部上方へ直小線的にの ロクロ成切形。 目青白土灰色は，を砂呈粒す。を少量含む。 カマド
4.5 ぴる。，やや さい。 回転糸り。
7.1 

54-6 杯 (S) (14.8) 体部は，外上方へ直線的 11:.の ロクロ成霊，形全? 。4.2 ぴる。 は 一向，体部 胎ë土は，多砂量粒合(雲母，長石な
7.3 底下ズ端部リ調を 面向 iζ定手方もちへラケ 灰)をにむ。

青色を呈す。

55-1 杯 (S) (14.2) 体部は底，外部上方へ直線的く 11:.の ロクロ成形
5.0 ぴる。 は，やや深 ，大 底面定部手方は， 回転ヘラ切調り後整, 全 胎ど土はを，多砂量粒に含(雲む母。， 長石な
(8.6) きい。 向も)ちへラケズリ (一

青灰色を呈す。

60-1 重量 21. 2 口縁部ず部は，大きく 外反す軽るも 。 外内口縁面面部内縦外横面方方 ヨコナデ。 樫胎土は，を砂粒すを多量に含む。
胴はほとんど みを は， のへラナデ。 褐色呈た に有，下がる。頚膨部外ら面に は， 向向のへラケズリ。
い稜をす。

60-2 坪 13.5 半球形状を呈し，口縁端部は， 内面縁は，全面ナデ後。外面底は， 胎土は黒，褐微色砂粒を他含む。
4.7 やや鋭い。 口 部ヨコナデの , 部へ 口縁呈部 で， は明褐色

ラケズリ。 をす。

60-3 杯 (12.7) 体を有縁部外面 11:.面，内外に張稜味 り有出す稜 内面縁は，全面ナデ後。外面底は， 胎暗土は，を微砂粒を含む。
4.2 し，内に気も をす。 口部ヨコナデの , 部へ 褐色呈す。

口部は， 湾 ラケズリ。

61-1 重量(口縁部 17.0 小さ形く外反する口縁考部。胴部 口縁部部内外面ともハケ。 砂淡粒褐および微量の雲母を含tr。
は球 を呈すると えられる。 ロケイ ヘラナデ。 色を呈す。

のみ

61-2 

主部題(胴の下み半) 
比較最大的大径形な土し器球 胴呈中央部 胴底部部内外面ともハケ(ヨコ位) 砂赤褐粒色混入を呈。す。11:. を有 形をす。 はへラケズリ。

7.0 

61-3 甑 13.5 

警高 官
口縁部内子外部L面外 ともヨコ方向の 小焼砂成粒良好，小。黒石褐を含色むを呈。す。19.6 を 胴 央部焼部lζ最大径底を ハケ。胴 ヘラケズリ

3.5 つのよなる。 ハケ。円 は面底部下面より穿後
は し 成後りあけた円 孔。
を

61-4 蚤 11. 2 喜苦稜皇手を径宮古央唱嗣し日縁が〈 口唇下内ガ外面と縁もヨコ方向の 砂赤褐粒を少を量含む。 外面付 l乙スス
13.5 に し口 部部内はやや内 ヘラミ キ。口 部胴外部内外面面ハケ 色呈す。 の着
2.2 みにたつ。 し口 内面下位へラミガキ。 面ハがやや短い。 函11:.比頚部11:. ケ ヘラミガキ。 一部

有す。 ヘラミガキ。

61-5 紺 11. 5 口縁を部呈iζ最大径部鋭やをよ有内くりす。 偏縁球 全体縁部 I乙組面内雑外上な感じ。 機黄褐，砂色粒を呈，雲す母。 を含む。 床面出土
5.5 る胴 口が 口 ともへラナデ形外反し端す縁部はや 湾ぎみに 胴状11:.部外ヘラケ面位ズハリ。ケ， 内面放射

たつ。口部は たち内面
11:.稜をもっ。

61-6 期 9.0 球直口く縁形線た部を 1 1:.最外面す大径を有す。 ほぼ 口伝ヲ部両方内ガ舛上下向キ舵面園位のと部もタテ方向の 小黄砂褐色粒をを含呈すむ。。 床面出土
6.8 呈 る胴部より口縁が へ E 胴方内ヘラナ
3.0 的l己 反する有。口縁は鋭 デ，外 ヨコ のへ

ち内 11:.稜をす。 ミガキ はヘラ面向削ガ り後粗ラ
いタテ ヘラミキ。

61-7 器台 7.6 ほ胸パぼ球状部形を呈す裾る器受部大部中き とラ 器方受向部はヨコナデ後粗脚内い不外定面 福小砂粒をを含む。焼成良好。
8.5 ッ 11:.開き部で く開 のへラミガキ。 色呈す。
9.5 く よ手りLなる。脚 央に はタテ位のミガキ， 面部はハ

4個の円 を有す。 ケ。

61-8 器台 7.1 やや浅，裾い部器受部大とラッパ状脚を 器受カー部はヨコナテe後組いヘラ 褐小砂色粒をを含む。焼成良好。
8.5 呈し できく開く部 ミ キ，脚位部内面入はへラナデ， 皇す。
9.9 よ部りなる。 外面はタテ の念なヘラミ

胸中央1 1:. 4 個の円孔を有す。 ガキ。



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎一七・焼成・色調 備考

61-9 器台 7.1 ほ胸部パぼ球状部中形を呈する器大受部とう 器受部はヨコナテ、後ヘラミガ 小赤砂潟粒を微量含む。焼成良好。 床面
8.0 ッ を呈し裾部で きく開 キ。脚部外面入念なタテ{立の 色を呈す。
9.9 く よりなる。 ヘラミガキ，内面ハケ。

脚 央I乙円孔を有す。

63-1 士不 底部のみの残存。 ロクロ切成形り。 胎土は色，砂粒外を少暗量含むo 内面黒色処

回内転糸 内面黒， 面褐色を呈す。 E里
(7.3) 面は，全面ヘラミガキ。

63-2 坪 (S) 底部のみの残存。 ロクロ成形。 胎青土は，砂粒を含む。
回転へラ切り。 灰色を呈す。

(7.5) 

64-1 F不 (15.7) 体を有部外し面内部lこ面，は外l乙に軽張い気り段出味すを有稜 口内縁面部は， 全面ナのデ後。，外底出は， 胎暗土は，を微砂粒を含む。
5.1 す。 日，縁 , 内も湾 ヨコナデ 部へ 褐色呈す。

ラケズリ。

64-2 杯 (13.7) 体も段部味外面有 l乙稜を縁有し， 内面内に 縁内面部は全面ナデ後。外面底 は， 口 胎土は， 微黒褐砂色粒を含む。
(4.8) をす。口部は， 湾 ヨコナデの , 部へラ 日縁部， で，他は淡褐

気 ケズリ。 色を呈す。

64-3 蓋 (S) 15.5 口縁部端は， やや内傾天央井して下が ロケロ成回形転。 胎青土は，を砂粒を少量含む。
3.3 り， 部味は丸い。 部部は宝, 天井部 ヘラケズリ調整。 灰色号す。

やや丸 をもち有，中 l乙 ツ 7 はハリツケ。
0.8 珠状のツ 7 ミを す。

65-1 霊童 (18.0) 口縁部最は「く」の字縁状に外反す 日縁面方部横向方内外向面ヨコナデ。 腕外部 胎培土は，砂粒を多量に含む。 カ 7 ド

る思, 大径は，口 部にくる 縦内 のへラナデ， 面 褐色を呈す。
と われる。 のへラケズリ。

65-2 蓋 (S) 口縁部偏欠損。 ロクロ成回形転。 胎淡土は色，砂粒を若干含む。
やや平な，宝珠状のツ 7 ， 天井部 へラケズリ調整。 青灰を呈す。

0.8 を有す。 ツマミは，ハリツケ。

66-1 墾 16.4 胴球部やや下位すに最胴大径「をく有」す 口縁位部胴内外内面面 ともヨコ位のハ 砂黄褐粒色，雲を母呈すを含。 む。 スス付着。
る形を呈る部と の ケ。 部 ナデツケ，外面
字状Jこ外反する r1ぽ部よりなる。 は斜のハケ，下位はケズリ。

66-2 護(? ) 桐部のみ残存。 外面ハケ下位はケズリ。内面 砂粒を含む。褐色を呈す。
はヘラナテ。。

66-3 饗 11. 8 最大径部反を胴部央肥Iζ有する球形 口縁部部内 ヨコナデ。 砂黄褐粒色を多量に含む。 床面
16.9 の胴外反 とやや 厚部 し「く Jの字 腕 面方へラナデ，外位面上位 を呈す。
3. 7 に る口 よりなる。 はタテ向のハケ，下はへ外 はす鋭く内縁面は稜をなす。 ラケズリ。

66-4 霊童 12.4 径小形の墾であ稜はカり胴ー「をく部形ブ」央成での字底すに最部大 口縁部部内 ヨコナデ。 砂茶粒褐を多を量に含む。焼成不良。
12.5 を有し急、な IL 腕 面へラナデ，外面タテ 色呈す。
4.1 いたる。口縁 に外 位のハケ。

反し，内面に る。

66-5 境 16.0 小さな底部よ体りやや位内湾気屈曲味 内外面とも丁底寧部にヨコ位のへ 小茶砂褐粒色を多量に含む。 口縁部赤のー
5.4 にた端ちあがり 重部上 で ラミガキ。 はへラケズリ。 を呈す。 部が彩
3.5 して部はほぼ直にたつ外。

口縁部もは折り返しており内
面と 稜をなす。

66-6 器台 8.1 やや偏ブ平な器受脚部部円 と緩やかな 器受部方外外向面はヨコ位ガ , 内面は 砂茶褐粒および微量の雲母を含む。
7.8 カーで開く よりなる。 タテ のへラミキ。 色壱呈す。
11. 8 脚部央に 3 個の孔を有す。 胸部面はへラミガキ，内面

はハケ。

66-7 器台 6.5 小形な器台であ部り，直緩線的に 器脚部受部外内外面ともへラミガキ。 焼微砂成粒良好を含。褐む色。 を呈す。6.7 Tこちあがる器受 と やかに 面ヘラミガキ，裾部ハ
9.5 脚開部く脚央部よ個りなる。 ケ。

に 3 の円孔あり。

66-8 器台 5.0 小形な器台であ受り 外裾湾気部味 器受部は内外面と外も放面射状l乙 微焼砂成粒良を僅かに含む。
5.2 にたちあがる器部と が ヘラミガキ面。脚部 はヘラ 好。褐色を呈す。
8.4 や部や央開く脚部{困よりなる。 ミガキ，内 はハケ。

脚 に 3 の円孔を有す。

68-1 墾 13.3 形口く縁外を部反はく」胴の字状に短か 部内し面ハく は， 口縁外部面ヨコナデ， 胴激 胎焼暗褐土成色不は， 粗い砂粒を含む。
する。 部は，やや球 ケ目。 は，剥落が 良を呈。す。呈す。 て不明。

L. 

ハ
h
u



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

68-2 盤 (18.0) 線口縁的部は， 外上方底へ， ほぼ直 部内面は 全面後L へラミガキ縁(体部底 胎赤焼土は好,4E 微砂粒を含む。 内外面赤彩
(3.6 にのびる。 部は，浅く， は横方向 外面体は，口 成褐色良 呈す。ゆるやかな凸面を呈す。 ヨコナデの , 部および

部をヘラケズリ。さ施らに粗い
ヘラミガキを全面に す。

68-3 主手 (12.9) 体部鋭は，外底上方にのび 端部 ロクロ成形。 胎暗土は，を微砂粒を含む。
3.7 はい。 部は，やや小さい。 回転ヘラ切り。 黒色呈す。
6目。

68-4 高(台S 付)杯 (13.8) 体部部は 外上方にのぴ，口縁台 ロクロ成転形。 胎焼灰色成土は好，砂。粒を若|二含む。
4.2 がわずかに外反低する端。高部 底高部台回 ヘラケズリ調整。
9.0 は大きく外傾し， く が は，ケズリ出しか。 良を呈す。

鋭い。

68-5 高(台S 付)杯 16.0 体部は部4，口A 外上万l乙直線的にの ロクロ成転形。 胎灰土は，砂粒を少量含む。
(5.7) ぴ，底高 は欠大きく，凸面を呈 底高部台回 ヘラケズリ調整。 色を呈す。

す。 部損。 は，ハリツケ。

68-6 蓋 (5 ) 口縁部欠損形珠。天井部は央, ゆる ロクロ成形。 灰胎土は，砂粒を少量含む。
やかな山 を呈し，中に偏 調天井整部外面，回転ヘラケズリ 色を呈す。

I3-8 平な，宝状のツ 7< を有す。 。ツマミは，ハリツケ。
0.8 

69-1 盤 (18.8) 体部は，底外上方 l乙，直線浅的に 部外底内面は， 全面ナデの後文 IL，施体 胎赤焼土は好, 綴密。 内外面赤彩
(2.5 のびる。 部は，かなり し に，ラセン状の暗をす。 成褐色良 を呈す。平坦になっている。 面部面は，体部ヨコナデの後，

をへラケズリし さらに
全 l乙，粗いへラミガキを施
す。

69-2 蓋 (5 ) (17.8) 端部口縁部は部がは， ほぽ垂直に下が井り， ロクロ成外形面。 胎土は，砂粒を含む。
，やや外反する 天 天整井部 ，回転ヘラケズリ 淡灰色を呈す。

，偏平。ツマミ欠損。 調

70-1 杯 15.0 体部部外面 IL ，内湾稜気を有味す。 口縁 内面縁は，全面ナデ。外底面は， 月白土は，微砂粒を含む。
4.4 は，やや 。 口 部ヨコナデの後， 部へ 明褐色を呈す。

ラケズリ。

70-2 坪 14.3 体部縁外部面 l乙，直軽線い稜を有す。 内面縁は，全面ナデ。外面!民は， 胎土は，微砂粒部を色含む。 床面
4.4 日は，的。 口 部ヨコナデの後， 部へ 明褐色で，ー黒を呈す。

ラケズリ。

71-1 坪 (13.8) 体部外面縁に，わずかな稜を有 内面縁は，全面ナデ。外面底は， 胎土は，を微砂粒を含む。 カ 7 ド
す。口部は，直線的。 口部ヨコナデの後， 部へ 明褐色呈す。

ラケズリ。

71-2 坪 (5 ) 13..7 体部は，外上万底 l乙， ほぼ直線小 ロクロ成形。 胎含暗土むは，砂粒を比較的多量に 体墨部書外「日面」有IL 
4.2 的にのびる。 部は，やや 底部部下は， 全面万整 を一定方手向， 体
5.7 さ L 、。 端を調横 向 l乙， もちへ 灰色を呈す。 り

ラケズリ 。

72-1 牽 (22.5) 胴最口口縁唇部大部部径はは， 直線縁条直的に外線反し， 口縁横部方外面内向外面基 ヨコナデ。 内面 胎暗土は色，砂粒を多量に含む。 カマド
に，ーの を配す。 は を調縦としたヘラナ 茶褐を呈す。，ほぼ 部線凹的 IL下がり， デ， は， 方向のへラケ

最径は，口 にくる。 ズリ。

72-2 窪 腕下半から底部体の残存で， 72 至外内面面は， 横縦万方向向のへラナデ。 胎箔土は，砂粒呈を多量に含む。 カ 7 ド
1 と同一個 と思われる。 は，斜 か方ら，木向下端 l乙 茶褐色をす。

6.0 って めか外ら面横 のヘラ
ケズリ。底部 , 葉痕。

72-3 護 (19.5) 口縁部端は丸<J の字縁状部部lI乙ζ外皮 口縁部縦方内外向面ヨコナデ。外面 胎暗土は，砂粒を含む。
し有, 部はい。頚 ，稜 は， のへラケズリ。 褐色を呈す。
をす。最大径は口

72-4 士平 (15.7) 体も部気軽外面稜。底lを乙有部稜を有し縁, 内面に 内面縁は，全面ナデ後。外面底は， 胎暗土は，微砂粒を含む。 カマド
(5.8 い す。口は，内 口部ヨコナデの， 部へ 褐色を呈す。

湾味 は，やや深い。 ラケズリ。

72-5 坪 (11. 8) 半球形状を呈す。小型。 内面は，全面部ヘラミガキ。外 日台土は，を微砂粒を含む。
(3.2) 面は，口縁 へラミガキ，そ 明褐色呈す。

の{也へラケズリ。

72-6 査 (5 ) 胴丸部は，球形を皇し 底台部有は， ロクロ成形。 胎灰土は，呈砂粒を少量含む。 カマド

い。「ハ」の字形の高を 高台は，ハリツケ。 色をす。
10.8 す。

η
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土 ・焼成・色調 備考

73-J 重量 19.3 肩部「口コ縁部l乙」部は状，やや内傾気胴味の「 口縁部部外内は， 内外横肩万部方向面ヨコナデ。 胎暗土は色，微砂粒を多量に含む。 カマド

(25.5) の を呈する。 部 胴 面は， 向のへラナ 赤褐を景す。
4.0 lこ字張りをもち，小さい底は， デ。 函は， が， 横方縦面方向

向ってすぽまる。薄手。 上位が斜め 以胴向のへラケズリ。底，部下外 へ
ラケズリ。

73-2 王室 17.9 口縁部部は肩コ」張の字り状を呈す。 口縁部部内は， 内外横肩方面方部向 ヨコナデ。 胎土は，微砂粒を多量に含む。 カマド

胴は， 部に をもち， 腕 は， 向のへラナ 陪亦褐色を呈す。
底部l乙向ってすぼまる。薄手。 デ。 外面面 は， が， 横万縦方向，

腕向上位が斜め ，以下
のへラケズリ。

73-3 壷 (S) 底高部台のみの残存 ロクロ成形。 胎仁は，砂粒を含む。
はハ」の字。形。 高台は，ハリツケ。 青灰色を呈す。

(13.2) 

73-4 円盤 (S ) (6.0) 須恵器I首干日 の底部を打ちぬいて， 胎土は，砂粒を含む。
局開を ったもの。

74-1 士平 (12.8) 体浅口部縁い外部面に 軽線い稜を有す。 内縁面jは，全面ナデ後。外面底は， 胎暗土は，を微砂粒を含む。
(3.3 は， [~ 的。底部は， 日部ヨコナデの , 部へ 褐色呈す。

ラケズリ。

75-1 士平 12.7 体部部は外面 I乙，内稜湾を有味す。 日縁部 内面縁は，全面ナデ。外面底は， 胎土は，砂粒を少部量含む 理内面(床黒面色)処3.9 ，鋭やや 気で，端 口 部ヨコナデの後， 部へ 内部および日縁外面黒褐色，
は， ~JH"'o ラケズリ。 その他褐色。

75-2 杯 14.2 体部は底，外部上ー方へ直線的にの 内面斜暗は， 全面ナデの後， 体縁部状!氏 胎燐淡土は， 綴密。 床面
4.0 びる。 は，浅く大き目で， lこ 格文子状施， 底部体外 i乙ラセン 成黄良褐色好。を呈す。9.5 やや凸面を呈する。 の を後す。 部面は，口

ヨコナデの , および
部をへラケズリ。

75-3 蓋 (S) 口縁平部欠損宝珠，天状井部は，平で ロクロ成形。 胎青土は，砂粒を少量含む。
i38 偏 な， のツマミを有 天井部回転へラケズリ調整。 灰色を呈す。
0.8 す。 ツ 7 ミは，ハリツケ。

76ー 1 杯 (S) 14.5 体部は 外上方へ直線外的にの|ロクロ成転形。 胎青士は，微砂粒を含む。 火ダスキ有
4.7 び，口縁が，わずかに 反す 底手部も回 ヘラ切りの整後，全面 灰色を呈す。 り
6.5 る。 ちへラケズリ調

77-1 重量 19.4 口縁部端はく」 の字胴状部 IC外反 口縁面部内外横頚面方 ヨコナデ。胴部 胎淡土は，砂粒を多量に含む。 カマド

し有，中部は丸い。 は，ら ほ 内 は， 近向のへラナデ。 褐色を呈す。
ぼ程lこ最，ゆるやかな縁膨 み 外面指は， 部 くが様方向
をす。 大径は，口部。 の ナデ。以下縦方向のへラ

ケスリ。

77-2 護 (23.6) 口縁部は，大きく外湾する。 口縁部部外は， 内外面ヨコナデ。 胎土は，多砂量粒に含(雲母や石英な カマド

胴 面は，ハケ目。 ど褐)を む。
暗色を呈す。

77-3 墾 (23.8) 口縁部部は 大きく外底湾する。 内面は， υ 縁部面縦部が横，方縁横方部向向の 胎土は色，多砂約含(雲母，石英な 床面
胴は，直線的に， 部IC向 ハケ目，胴外 が， のへ ど赤)を量にむ。
ってすぼまる。 ラナデ は口 ヨコ 暗褐を呈す。

ナデの後， 方向のハケ目。

77-4 盤 (14.8) 半球形状を呈す。 内面は，ヨコナデの後，全面 胎焼外土は 微砂粒を含む。
ヘラミガキ。外部事且面は， 口縁ヨ 成面良A、好福色。， 内面燈褐色を呈コナデ後体へラケズリ。
さらに全自を いヘラミガキ。 す。

78-1 童書 18.2 口縁大部部は， 直垂線部的直に外反する。 口縁部横内向外方面向ヨコナデ。 胴部外 胎土は砂色)粒を多(雲母含，石英， 長 カ 7 ド

胴最 は，ほぼ lこ F がる。 面内面縦 のヘラナデ。 石暗など 量 IC む。
径は，口縁 方のへラケズワ。 茶褐を呈す。

79-1 喜重 (24.0) U縁部は大きく外湾し，端 口縁面部横面内外万商向ヨコナデ。 胸部外 胎士は， 妙、粒量(雲含母む , 長石な カマド

部が下，わず僚かに直立す肩る。胴 内，全 のへラナデ。 ど褐)を，を呈多 に
部d長以欠するが， 部が， 面， -=-1-'=1-1，ナデ。 暗色す。
る。

79-2 腕 (14.8) 体部は外上方へ内湾気味 内横面面は， 全面縁部, へラミガキ。 胎焼士は好，微砂粒を含む。 カマド
(6.7) に立若ち上がる。底部は，やや 外部は口 ヨコナデ休部 成良
(9.0) 深く 干凸面を呈す。 方向のへラミガキ，底

ヘラケズリ。

79-3 杯 (11. 8) 半球形状を呈す。小型。 内面は，全面ナデの後，底面全 胎暗土は，微砂粒を含む。
(3.2) を，横ヘラミガキ。外面は，巾 褐色を呈す。

面広 万向のへラミガキ( の
いヘラミガキ L
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

79-4 杯 13.9 体部縁部外面iζ ， 軽い湾稜気を有味す。 内縁部は，全面ナデ底。外部商は， 胎内土は，暗微砂粒を含む。淡茶
3.9 口 は，やや内 。 口ヨコナデの後 ヘラケ 面， 褐色，外面， 褐

ズリ。 色を呈す。

79-5 琢 (14.8) 体部外体部面部 l乙， 沈線が 施気反され 内面縁は， 全面ナデ。外底面部は， 胎土は，微砂粒を含む。
る は，やや内 味で， 口 ヨコナデの後， へラ 淡褐色を呈す。口縁 で，わずかに外湾 する。 ケズリ。

79-6 杯 (S) 15.4 体万部は， ほほ直底線部的に，外上 ロクロ成面形。 灰胎土は，粗い砂粒を少量含む。 体部外面 l乙
4.5 へのびる。 は，やや大 底転部全 および体整部下端を回 色を呈す。 ヘラ記号
8目。 きい。 ヘラケズリ調 「中」アリ

79-7 蓋 (S) 口縁平部欠珠損。天井部中央有 1<::. , ロクロ成外面形。 目青白土は，砂粒すを少量含む。 床面
偏な宝状ツ 7 <をす。 天調井整部。，回転へラケズリ 灰色を呈

6.0 

80-1 盤 13.8 偏平な，半球形状を呈す。 面全内面は， 全面部ズへラミガキ。外 胎焼暗土は色好，砂。粒を含む。 カマド
3.3 は，口縁 ヨコナデの後， 成赤褐良 を皇す。 内面赤彩

面へラケ リ。

80-2 坪 (13.8) 体部湾も外軽気商 i乙 有稜を有し 部内面 縁内面部は， 全面ナデ。外底面部は， 胎焼淡土は好色，微砂粒を含む。
(3.8 1<::' い段をす。口縁は， ヨコナデの後， へラ 成茶褐良 を呈す。内味。 ケズリ。

80-3 杯 (S) 13.1 体部は，底外上方へ，直線浅的に ロクロ成形。 胎土は，多砂量粒含(雲母，石英な カマド

3.7 のぴる。 部は，やや く， 万回転向ヘラ切りの後，全面不定 ど灰)を にむ。
大きい。 の手もちへラケズリ。 青色を呈す。

81-1 護 13.7 上口縁が部は胴，やや外径手，傾球。を して立ち 口縁部内外縦横面万万 ヨコナデ。胴部 胎暗土は色，砂粒を含む。 カマド

21. 7 る。 は を呈し， 外内面は， 底向向のへラナデ。 赤褐を呈す。ほぼ中程丸に最部大 形有す。底 面は を基調とした
部は， い。厚 ヘラケズリ。 部外商へラケ

ズリ。

81-2 盤 1608 半球形状を呈す。やや大相。 内面は放，口縁状縁部ヨコナデの後， 赤胎土は，微砂粒を含む。 内外面赤彩
4.1 全面面に射 のへラミガキ 褐色を呈す。 床面

外は，口部ヨコナデの後，
ヘラケズリ。

81-3 杯 11. 3 体部外面縁に， かす直かな稜を有上 内面は外，全面，細かいヘラミ 胎土は 微砂外面粒を含褐 む。 内面黒色処
3.8 万す。口 部は， 線的l乙外 ザキ。後底面は，口縁部ヨコナ 内面黒色， 明色を皇す。 理

へのびる。 デの , 部ヘラケズリ。

81-4 土手 11. 1 体内に部湾も外軽気商味い段。1<::' ，を有稜すを有。円し縁，部内面は， 内縁面は， 全面ナデ。底外部面は， 胎暗土は，を微砂粒を合 tr 。 カ 7 ド

4.0 口 ヨコナデの後， ヘラ 褐色呈す。
ケズリ。

81-5 士不 7.6 小形。 ロクロ成面形，。 胎淡土は色，微砂粒を含む。
1.7 底部外 つくね。 黄褐を呈す。

81-6 i杯 8.2 小形。 ロクロ成形。 胎淡土は色，微砂粒を含む。
1.6 回転糸切り。 黄褐を呈す。
5.3 

82-1 餐 底部のみの残存。 底外内面部面は， 縦横方万木葉向向のヘラナデ。は， のへラミガキ。 胎土は，合砂粒(長石，雲母な
7.9 には， 痕。 ど茶)をむ。

淡褐色を呈す。

82-2 皇室 台字部のみの残存。台手部は「ハ」 店外台阿向後方部端は， 縦内/部向J が， ヘフナヂ， 胎土は，砂良粒を多量に含む。
の状 1<::.開く。厚 が， 向内のヘラケズリ。 焼暗成褐やや不

10.2 は，裾 外面ヨコナデ 色を呈す。
の 向内面，ヘラナデ，外面，
縦 のヘラケスワ。

82-3 盤 (19.0) 体縁部外部面に 軽線い稜を有上す万浅。 口縁部面部内面内外面ヨコナデの後， 胎焼淡土は好色, 微砂粒を含む。 内外面赤彩
(3.1) 口 は底，部直的1<::'外 へ 底 は，全面ヘラミガキ， 赤成褐良 を呈す。のびる。 は，かなり し 外はへラケズリ。

大きい。

82-4 士不 13.7 体部も外面軽品事 l乙， 稜をを有し， 縁内面部 内面縁は， 全面ナデ。底外面部は， 胎土は，を微砂粒を含む。 床面
4.5 l乙直, い段有す。口 日 ヨコナデの後 ヘラ 明褐色呈す。

は，的。 ケズリ。

82-5 坪 (12.9) 体部外面1<::. は，ヘラケズリに 内自縁は，全血ナデ園底外向部は '5 I 胎t炎十は，を微砂位を含む。
(3.5 よってできたかす[白かな稜。底を有部 口ヨコナデの後， へラ 褐色呈す。

す。 浅日縁く部は， 線偏平的 ケズリ。

は， 1-"'"'" かなり 。

内
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

82-6 鉢 (S) (28.0) 日縁部部は，器わずかに綱，外反し， 口縁内部面日内外指先商， ヨコナデ。 胴 胎暗土は，砂約を含む。 カマド

端が 厚す内 る。 部は， 部 , ナデ。外面，タ 灰色を呈す。
ほぼ直線的に傾する。 タキ 。

82-7 蓋 (S) 14.7 口縁部偏部は， 外傾して部下がり， ロクロ成形。 灰胎土は呈，砂粒を少量含む。 天床に面井へ部ラ記外面号3.1 端は，鋭い。天部井は珠，や 天井部外面同転へラケズリ調 色をす。

12.8 や平で，有中央 1<::，宝形 整。
0.8 のツ"7，をす。 'AJ有り。

82-8 高台付杯 (12.9) ロクロ成形。 日焼淡出土は，砂粒を若干含む。 床面
( S 3.9 体部は部，三，低外角で上方端ずへ l直線反的にの 底整部外高面台, 凶転へラケズリ調 成青良灰色好。を呈す。7.4 び円縁 わかに外鋭 する。 。 は，ハリツケ。

高台は く部がい。断
面は， 形 1<::近い。

82-9 高(台S 付)坪 ロクロ成面形。 胎焼淡土は好，微砂粒を含む。
部日縁が部欠損。 高断面台は， 低一く端形 底整部外 ，回転ヘラケズリ調 灰成良色を呈す。8.0 ，鋭L 、。 は，二角
lこ近い。 高台。は，ハリツケ。

83-1 雪量 13.4 の口縁字部形は， やや肩内傾部す。に出;張薄る線「手的りコ。をに」 日縁面部様肩内外方部面向ヨコナデ。 胸部外下 胎土は，微妙、粒を比較的多量 カマド
内 , のへラナデ。 に含成む好。有し， 台を呈部すl乙。向って
面が，は斜，めかがら，縦方横方向向の，へ以ラケ 赤焼褐色良 を呈す。すぼまる。台部欠損
ズリ。

83-2 護 21. 7 口縁部は「く」の字形に外反 口縁部肩横内外部万面l旬ヨコナデ。 胴部外 胎土は，微砂粒を比較的多量 カマド

する。薄手。 内面， のへラナデ。 l乙含む。
面は， が，横方向のヘラ 赤褐色を呈す。
ケズリ。

83-3 士平 (13.3) 体上音ßは，やや内湾気味 l乙立ち ロクロ成切形。 胎ぷ土は，砂粒を少量含む。
3.9 がる。 回転糸り。 褐色を呈す。
6.2 

体上部方は，やや内湾気味l乙，外 ロクロ成形。 胎土は，砂粒を少量含む。83-4 主手 (13.3) 
3.9 へのびる。 回転横整へラ切りの後，体部下端 階褐色を呈す。
(6.7) を Jj向 l乙手もちへラケズリ

調

83-5 杯 (S) (12.8) 体部は，ほぼ直部線的に外上方 ロクロ成形。 焼青胎土良は好，微。砂粒を含む。 カマド

4.5 へのびる。底は，やや深い。 底部下は 全面を一定横方方向向， 体手 成灰色を呈す。(6.9) 音ß 端を斜めから に
もちへラケズリ。

83-6 杯 (S) 12.2 体上部は，やや部部内湾気味 lζ立ち ロクロ成形。 胎土は，砂粒を少量含む。
3.9 がり，口縁底 が，わずかに 回転ヘラ切り。 青灰色を呈す。
5.9 外反する。 は，小さ目。

84-1 杯 14.1 体部外気軽面 1<:: ， 稜有を有し 部内面 内縁面は，全面ナデ後。外底面は， 胎焼内成土は好褐, 微。砂粒を含む。 床面
4.2 にもい稜をす。口縁は， 日部ヨコナデの , 部へ 面良暗 色，外面赤褐色を呈内湾味。 ラケズリ。

す。

84-2 坪 14.4 体縁部外部面 IL ， 軽い援湾を有味す。 内面は，全面ナデ。外商底は， 胎焼暗土は好，微砂粒を含む。 床面
4.2 日 は，やや内気 口縁部ヨコナデの後， 部へ 成良

ラケズリ。 褐色を呈す。

85-1 墾 (19.2) 日縁l立部立は，短く外手湾し， 口唇 口縁部内外商ヨコナデ。 胎土は含，砂粒(雲母，長石な カ 7 ド
が する。薄 ど赤)をむ。

淡褐色を果す。

85-2 重量 字端台付状部重量の台部部。 台部大沈は「ハ」の 内外面ともヨコナデ。 胎暗土は，微砂粒を含む。 床面
(2.9) で面，裾 が， 線きく西開日 く。 褐色。
9.8 外に一条の をす。

85-3 士平 (13.8) 上体部は， やや欠内損湾気味 lこ立ち ロクロ成端形。 胎焼内土成は好色, 微。砂粒を含む。 床内面面黒色処4.1 がる。底部 体調部整下 を手もちへラケズリ
(7.4) 。内面は，全曲一へラミガ 両良黒 ，外面褐色を呈 理

キ。 す。

85-4 主不 口縁部立欠損上。体部は形, 内湾気 ロクロ成切形り。 胎内土は色，砂粒外を少褐量含む。 床墨内面書面黒色処味にちがる。大 凶内転面糸は， ヘラミガキ。 面黒， 面色を呈す。
(8.1) 

理

85-5 杯 (12.8) 体部は，やや内湾気味。 ロクロ成j杉。 胎褐士は呈，微妙、粒を含む。 床面
3.9 回転横調へラ切りの後も，体部下端 色をす。
(6.9) をリ 整万向。 1ζ，手 ちへラケズ

一
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85-6 士平 (12.8) 体部上は， やや縁内底湾端気部部味 l乙， 立 外体内面面部ス は， 不定縁方部向の指ナデ。後， 胎内土は 微砂外粒面を含福む。 内面黒色処
4.9 ちがり，口 が，わず は，口 ヨコナデの 面黒色， 明色を呈す。 理
7.0 かに外反する。 は，やや 下半および，底部をへラ

大き目。 ケリ。

85-7 長不 12.8 体部は底，直線的に外上方への 底ロ部クはロ成休，。形宮部内前j面落。が著し部く切り離定 胎赤土は，微砂粒を含む。 カ 7 ド

3.9 ぴる。 部は，やや大き目。 褐色を呈す。 内面黒色処
7.0 し二千;明 は底向 がー 理

方向， が横方のへラミ
ガキ。

85-8 t'F 12.5 休部は，やや内湾気味，底部 ロクロ成，剥形 胎淡土は色，微を砂粒を含む カ 7 ド
3.9 は， /j、さ L 、。 底離部は 落内が著しし切り 茶褐 呈す。 内面黒色処
5.5 し不明。 面は，へラミガ 理

キ。

85-9 杯 (13.8) 体部は， やや内湾三仁巴ヨ気味。底部 ロクロ成形。 胎土は 微砂粒面赤を褐含む。 内面黒色処
(4.7 は，やや凸面を す。 回転斜へラ切万整りの後，体部下半 内面黒色，外 色を呈す。 理
7.2 を から横調 向 l乙，手もちへ

ラケズリ 。内面は，全面
ヘラミガキ。

86-1 杯 13 目 4 体部外内面湾 l乙稜味を有底す。 口縁部 内面縁は，全面ナデ。外底面は， 胎土は， 微砂粒縁褐部を含色外む。
5.2 は， 気 。 部は，やや 口 部ズ ヨコナデの後， 部へ 内面および口 面呈，暗褐

深い。 ラケリ。 色，底部外面明 をす。

86-2 杯 12.4 尖半球形状内を呈す。口唇部が， 内聞は，全面ナデ後。外面底は， 胎暗焼土は好，を微砂粒を含む。
4.5 り， 面に稜を有す。 口 部ヨコナデの , 部へ 成褐色良 呈す。ラケズリ。

86-3 士平 12.4 直半球端形状を唇呈す。 口縁部線が配, 内縁面は，全面ナデ後。外底面は， 胎暗土は，砂粒を含む。 床面
4.7 し，口部面l乙凹を 口部ヨコナデの , 部へ 褐色を呈す。

す。 ラケスリ。

88-1 護 底部のみの残存。 方痕内面向は， 指ナデ。 外底面は，木縦葉 胎土は色較，砂的粒多 (雲含母i:r石英な カ 7 ド

のへラミガキ。 部 ど赤)比 量 l乙
8.0 。 暗褐を呈す。

88-2 杯 (14.3) 半球形状を呈す。 内口面縁は部， 全面ナデデの。後外，面底は， 胎暗土は，微砂粒を含む。 床面
4.8 ヨコナ 部へ 褐色を呈す。

ラケズリ。

88-3 坪 13.0 体部有外面 l乙面，外 fC::張軽気 り出す稜有 内面縁は，全面ナデ後。外底面は， 胎暗土は，を微呈砂粒を含む。
4.6 をし内にもい段を 口部ヨコナデの , 部へ 褐色 す。

す。口縁は，内湾味。 ラケズリ。

91-1 霊童 (18.0) 口縁部部は直コ」すの字状肩 l乙近い。 口縁面面方部内外横肩面万部 ヨコナデ。 胸部 胎暗土は色，微砂粒すを多量に含む。 カ 7 ド

傾は，立る。部は， 外縦内 は， 向のへラナデ。 赤褐を呈
やや張る。 は， が横方向，以下

向のへラケズリ。

91-2 杯 (S) 底部のみの残存。 ロクロ成全形。 胎青多土は含，砂粒(長石など)を 床面
底整部。， 面回転ヘラケズリ調 量にむ。

6.1 灰色を呈す。

91-3 坪 (S) (14.9) 体部は底，部外上方へ直線大的にの ロクロ成切形。 胎青土は，砂粒を若干含ù'。
3.6 ぴる。 は，浅く きい。 回転糸旬。 灰色
(8.0) 

91-4 士不 (S) (13.8) 体部は底，外部上方へ直線大的にの 底ロ部端クはロ成全形面万。を不手定方も向， 体部 胎青多土は含，砂粒(長石など)を
4.3 ぴる。 は，やや きい。 灰量に む。
(7.4) 下を横向に ちへラケ 色を呈す。

ズリ。

92-1 盤 (17.8) 体部縁外部面 l乙， 軽外，い傾稜浅を有し， 内(体外部面はと横も万, 全面ヘラミガキ。 日赤焼台土は好,4P 綴密。 内外面赤彩
口 はやや して立ち 向) 成褐色良 呈す。上がる。底部は く偏平。

93-1 嚢 (11. 5) 部稜口縁はを部は，短く 外反し 端 口縁面部横方内外向面ヨコナデ。胴部 胎淡土は，微砂粒を含む。
有鋭い。頚部部には形，鋭い 外 のへラケズリ。 褐色を呈す。
し，胴は，球

93-2 坪 00.8) 体部外面縁丸fL:，一条直の沈線を配 内縁面ヨは全面ナデ。底外面部は， 口 胎土は，砂粒を若干含む。
3.8 部す。口 部は， 線的で，端 コナデの後， ヘラケ 焼暗成赤良褐好色。を呈す。』ま， 1L l 、。 ズリ。

93-3 土干 12.9 体部縁外部面 l乙，内軽湾い稜味を有す。 内面縁は，全面ナデ。後外底商は， 胎ず内土は 微砂粒外を含ù'。
4.3 口は，気 口部ヨコナデの， 部へ 面黒褐色， 面明褐色を呈

ラケズリ。
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93-4 蓋 (S) (16 目 1) 口縁部は，垂天央直に下部がり丸，端 ロクロ成形。 胎焼内土成は色好，微。砂粒を含む。 軸床外面付面着白然3.3 部は鋭い。 井部 は く ツマミは，ハリツケ。 面良灰 ，外面宇治茶色I3.1 やや低い有。中 に宝珠状の
1.2 ツマミをす。

93-5 蓋 (S) (14.7) 口縁部，や「カ端高はエ部，くリ外偏は」下丸万に直線縁天部井欠的に ロクロ成外形。胎回土は，砂粒ズを 胎土は，砂粒を少量含む。 床面

のぴ い。口 損部内。 天調井整部。 面。 転へラケ リ 焼青成灰良好。
面 Iこ を有す。 色を呈す。
はや高 平。ツ" , 

94-1 盤 (17.7) 偏部平な，半球形状を呈す。底 縁内面部は全面ナデ後。外面底は， 口 胎土は， 微三仁豆ヨ 砂粒を含む。
3.0 は，かなり浅く，大きい。 ヨコナデの , 部ヘラ 明褐色をす。

ケズリ。

94-2 I 杯 (11. 8) 半球形状を呈す。 内面縁は，全面ナデ。外面は， 胎焼暗土は好色，微砂粒を含む。
3.7 口 ヨコナデの後，ヘラケズ 成赤褐良 を呈す。j 。

95-1 喜重 10.9 腕球断部形面やや上位 l己最部大径部曲部を有よはし し 口縁童部外はヨコナデ。 微焼砂良粒を含む精選された胎土。
を呈する胴 と屈縁4口入 て 胴調面 面は斜位ーに丁に寧調なハケ 成好。褐色を呈す。
5 を呈する口 。ハケは二段内 整。積内なる台字付嚢であり， 破り はヘラナデ。 面 f( ヒモ

損している。 み痕を残す。

95-2 腕 16.7 円形の窪みをもっ底部より緩 調内整外商。 とも丁寧なへラミガキ きわめで精選された胎土。
6.3 やかなカーブでたちあがり口 焼成良好，淡茶褐色を呈す。

縁上位成成で屈曲して独部特内の断面
を形する。屈曲 面に稜
を形 。ロ仁ヨ口 きわめてバランスの
良い優である。

96-1 宜τ位E 胸部上三胴位角部のみの残を存貼。 頚部 l乙 胴内部面はタテ方向のへラミガキ， 精選された胎土。焼赤褐成良好。
断面 の球隆形帯 付けてお はヘラナデ。外面はミガ 内面茶褐色，外面 色。
り， は形を呈すると思 キで光沢をもっ。
われる，大の査である。

96-2 王室 底痕部のみの残存。底部に木葉 不明 砂黄粒褐色を含を呈むす。 。
あり。

6.0 

96-3 耳f 12.6 比較大的小く形直な胴部より日縁部 口縁部は内外胴商部とも入。は念頚内なへ 砂黄粒掲を多量に含む。 床面
9.0 が き 縁線部的に外反する。 ラミガキ。 外面 を 色を呈す。
3.4 最大径は口 になる。 ハケ，下位はケズリ 部面は

指によるナデ。

96-4 腕 13.2 球反bJ(;形を呈する体部と僅かに外形 口縁部ヨコナデ 体面暴リ部内面後粗粗 砂褐粒色を多量に含む。焼成不良。 床面
7.6 してたちあがる口縁定部を いヘラミガキ面，外ハケ を呈す。

する惑。底面が不安 でパラ いミガキ。器が落。
ンス !J> し、。

96-5 腕 15.2 小形な底面より緩やかなカー 口縁部はヨコナデ体部部外出は 砂焼黄粒掲成不，雲良母。を僅かに含む。
6.5 ブでたちあが厚りも口縁部上位内は ヘラケズリ，上部ーハケ，
3.9 肥厚僅する。肥 した日縁 面 内面ヘラナデ。 色を呈す。

はかに稜をつ。

96-6 椀 15.7 小形緩肥な底面よりやや外縁湾気上味 口縁部はヨコナデ，体部外面 砂黄粒褐を多量に含む。焼成不良。
5.6 にかにたちあがり口 位 はハケ，下位はへラケズリ。 色を呈す。
4.3 は厚し，内面は稜をなす。 内面へラナデ。

97-1 饗 21. 6 有反最口縁大すし部は肩「にく部向」の字状軽に強張 く外 口縁部縦横万万内外向向面ヨコナデ。 内面面 胎土は色，多砂粒含(雲母，長石な カマド
る。 f乙， いりを は， のへラナデ。外 ど亦)を量にむ。
底径部 ってすぼまる。 は， の指先ナデ。 暗褐を呈す。
は，口縁部。

97-2 霊童 19.8 口縁部は肩部「く部l乙Jの字状軽に強張 く外 口縁部下内縦端外横方万面ヨコナデ。胴部 胎土は，多砂粒合(雲母，長石な 床面
有底反する に， い りを 外内面面は 指向向のヘラナデ。 ど赤)を量I( む。

6.8 し，底 向仕i ってすぼまる。 は のへラケズリ 暗褐色を呈す。
部はやや突気味。 木で葉，最痕。 は の圧痕。底部

97-3 喜重 (12.4) 口縁部は，外傾球して立ち上が 口縁面面部内外横方面ヨコナデ。胴部 胎暗土は，砂粒を含む。
る。胴部は， 形を呈す。 外内 は， 方向のへラナデ。 褐色を呈す。

は，斜め 向のへラケズ
リ。

77-4 墾 (12.6) 口緑部胴は，外傾球 して立ち上が 口縁面面部内外横面万 ヨコナデ。胴部 胎暗土は，を砂呈粒を含む。
る。 部は， 形を呈す。 外内 は， 方向のへラナデ。 褐色 す。

は，斜め 向のへラケズ
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97-5 喜善 12.8 体部部外面内 lζ気，稜味 を有す。 口縁 内面は，全面ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を含む。 床面
4.3 は，湾 口縁部ヨコナデの後，底部へ 褐色を呈す。

ラケズワ。

98-1 護 18. 7 口縁唇部手部部はコ」 の字出状を呈し， 口縁部内外面万万ヨコナデ。胴部 胎淡土は，微砂粒を多量に含む。
口 がツ? ，される。 内は，横向のへラナデ。 赤褐色を呈す。
胴薄 は，肩部 1<:.張りを有す。 外面面は，横 向のへラケズり。

99-1 蜜 20.1 口縁字張状部りは， やや外傾する肩「コ部」 外内口縁面面部内外方半面向 ヨコナデ。 胴部 胎土は，を微砂粒を多量に含む。 カマド
のをす。 は は， 向のへラナデ。 赤補色呈す。に を呈有し手，底胴部部 1<:.向って 面下は縦，横上 が，横方向ズの，
すぼまる。薄 以が万のへラケリ。

99-2 重量 19 目 9 口縁部は，やや内傾す部る「コ」 口縁部内外面ヨコナデ。胴部 胎赤土は，微砂粒を多量に含む。
の字状出を呈す。口唇部手 が y 外内面面は， 横横方方向向のへラナデ。 褐色を呈す。
マミ される。胴は，肩部 は， のヘラケズザ。
iζ張りを出す。簿

101-1 主平 16.5 口縁部は，外縁上方部へ直線的ずに ロクロ成形。 胎土は，微砂粒を含む。 床面
4.2 のびる。口端が，わか 底部下は，全面を不定方手向，体 内面黒色，外面赤褐色を呈す。 内面黒色処
6.0 1<:.外反する。 部端を，横方向lこ もちへ 理

ラケズリ。

101-2 杯 体部は底縁，内欠湾気損味 lこ立ち上が ロクロ成形。 胎土は，微砂粒を含む。 床面
る。口 部気 。底部は，や 回転糸切り。 暗褐色を呈す。

7.2 や上げ 味。

101-3 杯 (S) 13.1 体部は 直線的に外上方外への ロクロ成形。 胎暗土は，砂粒を少量含む。
4.1 ぴ，端部が，わずかに反す 底部部は端，全面が，向一定方向， 灰色を呈す。
6.4 る。 体下が横方

101-4 杯 (S) 13.1 体部は，外上法へ直線的l乙の ロクロ成形。 胎土は，微妙、粒を含む。 カマド
3.8 びる。 回転糸切り。 淡灰色を呈す。
6.5 

101-5 土平 12.5 体部は，底外部上方へ直線的にの ロクロ成形。 胎土は，微砂粒を含む。
5.0 びる。 は，やや深い。 回転糸切りの後，全面を不定 焼成灰良好。
5.9 万も向，体部下端を横方向 l乙手 陪褐色を呈す。

ちへラケズリ。

102-1 霊童 (14.2) 口縁部は，直立汗気三味 Iζ外湾す 口縁部ヨコナデ。胴部内面， 胎暗土は，微砂粒を多量に含む。
る。胴部は手，球 を呈すと思 横万向のへラナデ。外面，横 赤褐色を呈す。
われる。薄 方向のへラケズリ。

102-2 土平 (13.8) 体部外線面 l乙稜を有す。口縁部 内面は，全面ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を多量に含む。
(3.8) は，百的。 口縁ヨコナデの後，底部へラ 褐色を呈す。

ケズリ。

102-3 主不 14.3 {本部外直面線に，稜を有す。口縁部 内面縁は，全面ナデ。外面部は， 胎暗土は，微砂粒を含む。
4.1 は，的。 口 ヨコナデの後，底へラ 褐色を呈す。

ズリ。

102-4 坪 (13.8) 体部は，部内湾気味に立ちとが 内面は底部が一定方向。体 胎土は好，級密。 内外面赤彩
5.0 る。底は，やや深く，小さ 部が横方縁方向のヘラミガキ。外 焼成良
5.5 面体底は， 口 部向 ヨコナデの後，

部部を横 のへラケズ 1) 。
はヘラケズリ。

105-1 饗 (18.1) 状口l乙縁直を部は， 内傾唇肩部部する「コ」の字 口縁部横方内外面ヨコナデ。胴部 胎土は，微砂粒を含む。 カマド

呈し，口 がわず有か 横内面 向のヘラナデ。外面， 暗褐色を呈す。
立する。 が張りを 万向のへラケズリ。

す。薄手。

105-2 王室 (19.4) 日縁部は，直立する「コ」の字 口縁部内外面ヨコナデ。胴部 胎土は，微砂粒を多量に含む。
状薄を呈す。肩部が張りを有す。 内面下は横，方方上向向のへラケズリ。外 暗褐色を呈し，外面 1<:' は，炭
手。 面斜 位が横万向.T位が 化物の付着が，著しい。

のヘラケズリ。

105-3 護 (17.9) 一大の口縁字条き 部状は， やや短かめで「コ」 口縁部内外面ヨコナデ。胸部 胎土は，微砂粒を多量に含む。

を呈す。 口唇部肩外部面 l乙 内面横方向のへラナデ。外面斜 赤褐色を呈す。
の沈線を配す。 が， は万，上位が横万向，下位が

きく張る。 下向のヘラケズリ。

105 • 4 窪 (15.8) 1-1 縁部は.1:肩兵内部部傾外がす面張るにり「コ」有，鋭のす字い。 日縁面部内外面ヨコナデ。胴部 胎土は，微砂粒を含む。
1楼丈を号し， は 内 ，横方方向向のへラナデ。外 赤褐色を呈す。
を有す。 を 面は，横 のヘラケズリ。

105-5 杯 (11. 6) 短半球か形く状[立 を呈し， 日縁部は， 内面は，全面ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を含む。
(3.3) 立する。端部は，鋭 口縁ヨコナデの後，底部ヘラ 淡褐色を呈す。

L 、。 ケズリ。
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105-6 窪 (5 ) 22.5 口縁部干苦は，大きく外反し端部球 内面は， t旨頭著による押外部えのた 胎青土は，砂粒を若干合 tro
1<:凸がめぐる。胴部は， め行凹もInl が， しい。 面内は而, 灰色を呈す。
形を呈す。 平タタキ目。 U縁 外

と ロクロナデ。

105-7 28.0 端口縁部は情，短かく，外反し， 制外内ド部面面半外向を は， 半行タタキ目で 胎土は， 砂三E歪コ己
29.5 部肩に凸 が めぐる。胴部大 部 横方デ向調 lζヘラケズリ 青灰色をす。
(11. 7) は 部にやや張線 りを有し， は，ナ 整。口縁部内

きい底部 ILj貰 的l乙のびる。 ロクロナテー。

106-1 士不 10.5 体有部外面 l乙外に張直り出す稜味を 内縁Ifn は，全面ナデ後，外面底は， 胎焼淡茶土成良褐は好色, 砂。粒を少量含む。 床l函
3.7 す。口縁部は 立内気 lζ 口 部ス ヨコナデの , 部へ

立ちあがり，口唇部 IIn 1 こ， ラケリ。 を呈す。
軽い段を有[す。

106-2 杯 11. 0 体を部有を[外耐に 外欠内I乙張面損 り出軽す稜 内面縁は，全面ナデ。外底語は， 胎焼暗土は，砂粒を少量含む。
す。口唇部部 面損 1<: , い w 部ス ヨコナデの後， 部へ 成褐良色好。

段有す。底 ラケリ。 を手す。

106-3 高台付(杯s) 底き部くのみの残仔。底字状部は， 大 ロクロ成形 胎淡仁は，を砂粒，雲母末を含む 床面
，平ら。「ノ、」の の高台 底~リ部ilA! 外面回転ヘラケズリ調整o 灰色呈す。

( 9.8) を有す。 は，ハリツケ。

107-1 餐 台部のみ字手の状浅。存。台部は 台部ス内面ヘラナデ，外面ヘラ 胎暗土は，砂粒を少量含む。
じりの を呈し，階部は ケリ。 褐色を呈す。

7.8 丸い。厚

107-2 杯 13.7 休り部は縁，内湾気直味 lこ立ち上が ロクロ成形。回転糸方切ガ り。 胎焼淡土成掲良色は好，を呈微。砂す内粒面。黒を合色，む外。面， 内面黒色処
4.8 , W 部は， 線的にのぴ 内向がは，底向部が一定 向，体 理。
6.4 る。底部は，やや さい。 部横万のへラミ キ。

107-3 坪 12. 2 体り部は縁，内湾気味出に立ち上が ロクロ hX:形。 胎淡褐i 色は，を微呈妙す、粒。を含 tro
4.0 ，口部は， 線的 1<:のぴ 回転糸切り。
5. 1 る。底部は，やや さい。

107-4 高烈s) 胸部端部のみの残存。 円状下錐状の胸 ロクロ成形。 胎土は，砂粒を少量含む。
。福部は，ラッパに開き 脚部と， t不百五は，接合。 青灰色を呈す。

8.6 部が，ほぼ重lÜ l乙がる。

107-5 高台付(杯s) 17.6 体百ぴ五は， 外縁上方がへ， 直ず線的に ロクロ成形。 胎含青 む仁。は焼，砂粒良好(長。石など) を 床面
8.0 の，口部部 ，わかに外 底高部台外面回転へラケズリ調整 灰色を呈成す。11. 5 反端らする。!氏 は，大きく状，半 は，ハリツケ。

，部高は台は，角 「ハ」の字 で
，四

107-6 高台付(坪s) 体部ぴは， 外上部ぼ垂万はへ， 1単線く的平 l乙 ロクロ成形。 胎青土は，砂粒を若干含む。
のる。底 小さら 高回転台糸切り。 灰色を呈す。

6.8 高台は，ほ 直に下がる。 は，ハリツケ。

107-7 珂s) 13.5 {本部ぴは，外上方へ，直線深的に ロクロ成形。 胎土は，砂粒(長石など)を
5. 1 のる。底部は，ややい。 定回転方ヘラ切手もりの後， 全両ズを一 含-f恒1 む。
7.0 向に ちへラケリ。 灰色を呈す。

108ー 1 窪 18.9 状す円縁。を部呈は， 内傾する 「コ」 の 日縁部内外横横方方面ヨコナデ。胴部 胎士は褐，色微を砂粒を含む。
す。肩古田が，張りを街{ 外内面1M は， 向向のへラナデ。 陪茶 呈す。

は， のへラケズリ

109-1 坪 12. 6 休り部は縁，内湾気直味 1<:立ち上が 籾積み→ロクロ成形。 胎淡 Lは，砂粒を若干含む。
3. 7 ，円部は， 線的。底部 回転糸切り。 溺色を呈す。
5.5 は ， IJ \ さい。

110-1 護 (21. 8) 日縁大部径は，大縁きく外反する。 口縁部内外横斜方下正面ヨコナデ。胸部 胎l:良褐は好，色微砂粒を含む。
最わ は， n 部にくると忠 内面は， 万向のへラナデ。 焼淡成赤 を;g"す。れる。 外面は， 向のヘラケス

)。

110-2 窪 (16.7) 口縁部は，軽く外反型りする。腕ず U縁部内外面ヨコナデ。胴部外 胎ど士は， 砂量粒 (石む英， 長赤石褐色な
部は，ほとんど張 をもた 内面，横方明向のへラナデ。 を多 l乙合 。淡
1<:，すぼまる。 。 Iln は， ィー 。 を呈す。

110-3 盤 (20.9) 口縁部上は，やや内湾気味 l乙， 内面は，全 Iln をナデた後底 胎焼赤成土褐良色は好，を砂。早ー粒す。を若| 合む。 内外面赤彩
3.0 浅肉立ち がる。底部底は，中非央常がに 部から状体底後部部休のにかけて段のく，大きい。 部 ラセン 晴{文か本を施乙す。外

厚になる。 面は， 部， 部らをへラケス
リした は縁部をへ
ラミガキ。

110-4 主不 14.9 縁休部部外面 l乙軽い稜線を有す。 円 内面縁は， 全 IITí ナデ。外面底は， ~A土は， 微と仁己ゴ砂粒を含む。
3.8 は，ほぼ直的。底部は 日 部ス ヨコナデの後， 部ヘ 略褐色をす。

ラケリ。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調 の特徴 胎土・焼成・色調 備考

110-5 主不 13.8 休内も部軽湾外面段味に稜を有て縁, 内面に 内縁面は，全面ナデ。外面底は， 胎暗土は，微呈砂粒を含む。
4.3 いを有す。口部は， 口 部ス ヨコナデの後， 部ヘ 褐色をす。

気。 ラケリ。

110-6 士平 (14.8) 体も郊軽外面に稜を有を有すし， 縁内面部に 内面縁は，全面ナデ。後外底面は， 胎灰:褐士色は，を微呈砂す粒。 を含む。
4.7 ，い段 。口 は 日 部ス ヨコナデの , 部へ

内湾気味。 ラケリ。

110ー 7 高台付(坪s) (16.7) 体部は，外上万へ直線く的 l乙の ロクロ成形。 胎焼青土は好，を砂粒を若干含む。
4.9 びる。底呈部字す状c は， 大き , やや 高底部台外面同転へラケズリ調整 成灰良色 呈す。9.0 !守面を 高台は，低く は，ハリツケ。

「ノ、」の。

111-1 護 (21. 0) 口縁部は胴，ず短か目で，強ん く外 外門内縁面面部内外面方高ヨコナデ。鋼部 胎暗赤t.:褐は色，砂を粒呈すを多。量に含む。 カ 7 ド

反りすを る。 在日は， ほと ど張 は，縦横 向向のへラナデ，
もた に下がり，最大径損 は， のへラケズリ

は，口縁部にくる。底部欠 と，ナデ調

111-2 主主 (23.5) 口縁部，丸は，大きく外欠反損 し，端 内口縁部内外横縦方面方 ヨコナデ。胴古事 胎褐土色は，砂粒を少量含む。
部は い。以下 面面l は， 向向のへラナデ。 を呈す。

外は， のへラケズリ

111-3 霊童 胸部方部をは 「ハ」 の字を状残，存千に個開し き， 脚ヒ部山が市は， 州内都向F 外内外向ヨコナデ 胎土は，微暗砂褐色粒を比較的多量
長形胴形のスカシ 有球す は縦, がヘラナデ，外 Jこ含 tr 。 を呈す。

(11.6) は，下半のみ 円' 在のへラケズリ
皇す。 i討取り 胴部カfは，内面が

ヘラナデ， 面縦万向のへ
ラケスリ。

111-4 杯 ((14338) ) 休す部外縁面ìl乙， か直すかな稜を残 縁内面部スは全体ナデ後。外底而は， 日 始内土は，階微褐砂色粒を面含む。
。口部は， 線的。 ヨコナデの , 部へラ 面， 1. 1=1 1~ L...:.I'外褐色を呈

ケリ。 す。

111-5 杯 ((14.8) ) 体し部外内而面に，も軽湾するどい有稜を有 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 胎内土は， 微び砂;縁立を多量に含褐色む。
4. 7 に い段味をす。 口 部ス ヨコナデの , 部へ 面およ口部は，黒

日縁部は，内気 ラケリ。 その他褐色を呈す。

111-6 主手 13.2 体す部外i縁可に， 一条内の沈線軽巻配 内面縁は，全体ナデ。外面底は， 胎淡褐l.色は，を呈微砂す粒。を多量に含む
4.0 。口 部は湾， 味耐に い段上 日 部ス ヨコナデの後， 部へ

を有して，内気に立ち ラケリ。
がる。

111 ー 7 蓋(s) 11.3 円縁部部損を有。内J乙す何に天, 短かい「カエ ロクロ外hjL[形白i回。 月青白土は，を砂粒を少量含む。
( 2.8) リ」 。 井部有は，丸く 天井部 転ヘラケズリ。 灰色呈す。

中央欠 ツマミをす。ツ 7 ツマミは，ハリツケ。
ミ 小形。

112ー 1 護 (23.8) 口縁部はは，大きく外反下する。 日縁部内内外面ヨコナデ。胴部縦 胎土は，砂粒を多量に含む。
腕部大 ，ほぼ垂直に がる。 は， 面ヘラナデ，外面， 暗茶筒色
最筏は，円縁部。 方向のへラケズリ。

113ー 1 I宛 (18.8) 大形。口縁部はほとんど直立 内縁面は，全体ナデ。外面底は， 胎内褐土面色i は， 微び砂粒褐口縁色を含部を む。( 5.5) す。底部は深い。 口 部スヨコナデの後， 部へ およ , 外すrM，黒
ラケリ。 ，外面， 呈 。

113-2 士子治) 14.0 体ぴ部は縁，直線が的に外ず上方への ロクロ成形。 胎土は，砂殺を少量含tro
4.3 ，口 部部 ，わ かに外反 回転ヘラ切り。 灰色を皇す。
6.0 する。底は，小さい。

114-1 喜善 (19.2) 日縁状ず部をは， 直立樗す出 る 「コ」 の 口縁部内外万l可ヨコナデ。胸部 赤胎i褐色は，を呈微砂す粒。を含む。 カマド
呈し，口部外面が 外内面面は上，横位 向のへラナデ。字わ かにつまみ される。頚 は が，績万!ス臼，下位

部り l乙有軽{い稜を有す。肩部に張 が，縦方向のへラヶ ワ。
をす。

114-2 喜重 台部字状のみの残存。台部は「ハ」 内外面ヨコナデ。 胎土褐は色，微を呈砂粒を含む。
の に外反する。 階赤 す。

( 8.2) 

114-3 高台付坪 味日縁。部高欠台損は。「体ハ部」のは字，状内湾を気呈 ロクロ成形。 胎内土面，褐は，色坪微部を砂内粒市す赤を合褐色tr 。, その 内市赤彩
坪ミ部ガ内面は，全面I丁寧なヘラ

8.5 し，やや高い。 キ。高台は，ハリツケ。 他，呈。

114-4 土手 (12.8) 体り部は縁，内湾が気味 lζ立ち上が ロクロ成形全。 胎焼成褐士良色は好，を微。砂粒を含む。 カ 7 ド
4.1 日部，わずかに外反 内糸面は， 面後へラミガキ。横同

( 6.5) する。 転切りの，体部下端を 明 呈す。
万向 l乙手もちへラケズリ。

114-5 蓋(s) 9.5 日縁部天は，やや外低傾して下形が ロクロ成外形面。 胎土は，を砂粒を含む。 カ 7 ド

る。 井欠部損は， く， 小 天整井部 ，回転へラケズリ 青灰色呈す。
ツマミ 。 調

A
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土器番号 器 種 法 量ム 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

115-1 盤 ((198) ) 体部は，内湾気味l乙立ち上が 内面部は，全体暗部をナデた後に 胎焼赤成褐仁良色は， 砂粒を若 r含む。 内外面赤彩
2.8 る。底大形部は， かなり浅く，偏 底から状体 にかけて 2 段 好を呈す。平。 のうセン 文を西日す 外全車前Ei 

は，口縁部ヨコナデの後，
面をヘラケズリし，さらに
いへラミガキを施乙す。

115-2 杯 ((13.9) ) 体部部外面内に，後味を有す。 口縁 内縁面は，全体ナデ後。外面底は， 胎淡土は，微呈砂粒を含む。
3.9 は， 湾気 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ 褐色をす。

ラケワ。

115-3 蓋(s) 15. 7 形部日縁はを部は，ど垂直IC下井がり， 端 ロクロ成外形。 胎暗土は，微呈砂す粒を含む。
4.0 ，鋭い。天部宝珠は山 天調整井部。 面，回転へラケズリ 灰色を

13.3 呈し有，中央部に 状の
1.0 ツマミをす。

116-1 霊童 底部のみの残存。 内面は，ズへラナデ外。外面は葉, 胎土は，砂粒および雲母を多 カ 7 ド

ヘラケリ。底部面，木 量赤褐l乙含色むを呈。す。6.4 痕。

116-2 杯 (10.8) 半球形状を呈す。小形。 内面は，全体ガナデの後，放射 胎淡土は，微呈砂粒を含む。
3.3 状縁のへラミ キ。外底面は，口 褐色をす。

部ス ヨコナデの後lこ 部ヘラ
ケリ。

117-1 杯 底部のみの残存。 ロクロ成形。 回が転糸切方向力り。 。 胎焼茶土成褐良色は 砂粒内を少量色含む 理内面。黒墨色書処ア
内面がは横，底方面向 一定 ，休 好。 面，黒 ，外面

5.5 部， のへラミ キ。 を呈す。 リ。

118-1 問 15.3 頚部を形欠き新図球fé形上干大で 1 個を体も とし 口縁部ガは内外上位面とも入念なへ 綴焼赤密成褐良色で好精選された胎土。 外面赤彩。
(18.4) た。小で 窪み つ底部 ラミ キ。 はヨコ方向ガ。 。堅綴。
3.0 部とやや偏的り を呈縁す外る胴 下胴位位部ヨはタテ方上位向のへラミ キ を呈す。

か口縁ら直部外大線よ なる。き口く 反部的すが大る 外万I面Ilj は タテ方向，力F 
コ 向の入念なヘラミ

きく 反する縁点が特徴も であ キ。内へラナデ。
り最 f圭を υ 部 l乙 つ。

118-2 宜=伝E 11. 9 胴下半縁を欠く曲。球形の胴湾部気1良よ 外内面面 ヨコナデ，下位はハケ。 警砂粒を皇む。
り口部が屈 して外 ヘラミガキ。 褐色をす。fé開く。内面I乙ヒモ積み 味を
残す。

118-3 宜=甘E 9.3 口縁部外のみの残短存。 ï く」の 内外出ともハケ調整。 微赤砂褐粒色をを含呈すむ。。 焼成良好。
字あf� 反する かい口縁部で
る。

118-4 宜コ位E 胴部りのみの残存。小で球さな底を部呈 胴部な外両は三段l乙タテ伎の入 微良赤砂好褐色粒。を多量に合û'。 焼成良よ緩かなカーブ 形 放念 ヘラミガキ。内面は粗い
2.4 する胴部である。 射状のミガキ。 を呈す。

118-5 間 7.3 小短形の壷であり胴下半外を欠く 整阿部。外面，口縁内面，ハケ調 砂黄粒褐色を多を量平均すに含。û'。 焼成不良
かく「く」の字に反する

口縁が特徴的。

118-6 I宛 14.9 査偏外 を偏平胴にした器「形である。 口縁部ヨコナデ，休部フー外品iー 大粒褐色の砂粒呈を多量に含む。
5.5 平反な部より く」の字に 部ハケ，内面へラナ 黄をす。

する。

118ー 7 甑 19.6 完多存孔式の甑であるが， 底大部きが 体部外内面面スはハケ下位ヘラケズ 砂出粒黄多量混入，内面に砂粒表
11. 1 してない。比較的 な リ。 は日縁部ハケ刊立は 褐色を呈す。
6.0 底ち部あより緩やかなカーブでた ヘラケ リとへラナデ。

がる。口縁部はおり返し 口縁外面fé指の圧痕あり。
ており段甑を呈です。器高の浅い
特徴的な ある。

119-1 霊童 (18.8) 口縁外。薄部反は， ゆるく「く」の字状 口縁部横内面方内外面横方ヨコナデ。 綱部デ 胎暗土褐は色，微を砂粒を多量に含む
すに す手。る。肩部IC張り脅有 は， r ..JlliJ' 向のへラナ 赤 呈す。

外面 向のへラケズリ。

119-2 士平 (1l.8) 体部部部がは 外ず上万へのぴ， 口縁底 ロクロ成切形。 胎淡土赤褐は色，微を砂呈粒す。を含む。 カ 7 ド
3.5 ，わかに外反する。 回転糸り。

( 5.0) は，小さい。

120 ー 1 1宛 ((17目 8)) 体部かは，内湾上しながら 端ゆる 内ガ面は外，全体はを丁寧縁にへラミ 胎焼赤土は好，を微。砂粒を含む。 内外面赤彩
6.8 ゃに一立ちがり，口縁部 キ 面体し ，口 底部ヨコナ 成褐良色 呈す。は，鋭どい。底す部とは，わやや深 デの， 部および をへ

く，平底を呈 思れる。 ラケ後ズリ ，ガ さらに，部全体を
事且くヘラミ キ。
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土器番号器種法量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

124-1 杯 (12.8) 体部は，内湾気味に立ち上が ロクロ成形。 胎土は，微砂粒を含む。 内面黒色処
4.2 I 1)，口縁部が，わずかに外反体部内面，横方向のヘラミガ 内面，黒色，外面，暗褐色を 理。

( 6.5) する。 キ。 呈す。

126-1 杯 (15.4) 体部は， 内湾気味に立形外ち上が ロクJ定鵠ロr時成j刀J形向り 。 胎焼色内土は好黒微砂粒を少量含む。 内面黒色処
5.5 り口縁部が，わずかに反す 月端転 の後，底部全面 成良。 理。
6.8 る。端部は，丸い。大で， 不 )および，体部下 面， 褐色，外面，淡茶褐
底部は，小さい。)を手底方 もちへラケ を呈す。

ズリ は 部が一定方
向，体部，横向のへラミ
ガキ。

126-2 杯 体部は縁内湾気味K立ち上が ロク議i。 焼胎内土は好色微砂粒を含む。 内面黒色処
る。口 部欠損。大形で，底 端月ズ号リ1 の後，底部全面 成良 。 理。

9.0 部は， さい。)および，体部下 面黒，外面，明褐色を呈

，横を手底万 もちへラケ す。
は が一定万向，体部 , 部向のへラミ

ガキ。

126-3 杯 12.3 休部は縁内湾気味 lζ立ち上が ロクロ成形。回転糸切り。 胎土は黒砂粒を若干含む。 内面黒底書色部有処
4.0 I 1)，口部が，わずかに外反内面は，底部が一定方向，体内面， 色，外面，赤褐色を理。 外
5.8 する。底部は小さい。 部が，横方向のへラミガキ。 呈す。 在百墨 り。

126-4 杯 14.0 体部は，内湾気味に立ち上が ロクFi 形。 胎土は黒微砂粒を含む。 内面体墨黒部書色外有処
3.9 I 1)，口稼部が，わずかに外反回転 りの後，底部全面 内面， 色，外面，褐色を呈理 面
7.0 する。(不 向)および，体部下す。 に り。

端 |白ù) を手底万 もちへラケ
ズリ は， が一定方向，体部面が，横 部向のへラミ
ガキ。

126-5 杯 11.7 体部は縁端内湾気味になち上が ロクロ成形。問転糸切り。 胎土は黒微砂粒を少量含む。 内面黒体書色有部処
4.1 I ~，口 部が，わずかに外反 内面は横底部が一定方向， 内面， 色，外面，褐色を呈理。 外
5.9 する。 部は，器厚して丸く 休部が方向のへラミガキ。 す。 面塁 り

なる。

126-6 杯 (10.6) 体部有唇外面l乙縁外lζ張り出す稜 内面縁ス は， 全体ナデ。外面は， 胎焼暗茶土成良褐は好色, 級密。
3.7 を し内日部は，直立する 口部ヨコナデ，以下へラ

口部面l乙，一段を有す。 ケ リ。 を呈す。

126-7 開s) I (11.8) 体部は，外上方へ直線的にの ロクロ成形。 胎土は，砂粒を若干含む。 底部記り 外面へ
4.2 ぴ，端部が，わずかに外反す 問転ヘラ切り。 青灰色ぞ呈す。 ラ 号「井」

( 5.0) る。底部は，小さい。 有

127-1 杯 13.2 体部は 内湾気味に立ち上が ロクロ成形。回転糸切万ガ り。 胎土は黒微砂粒を含む。 内面黒色処
4.1 I 1)，口縁部が，わずかに外反内面は方定部が一定向，体内面， 色，外面，褐色を呈理。
6.9 する。 部が横向のへラミ キ。 す。

127-1 杯 一 底部のみの残存。 ロクロ成形。回転糸切り。 胎土は，微砂粒を含む。
内面は，へラミガキ。 暗褐色を呈す。

7.0 

127-3 不明 体部は，上方へのびる。削り ロクロ成形。回転部後糸切り後， 胎土はノ同を弘、砂粒(長石など)
出された，非常に低い高台を周縁および，体下端へラケ を少量む。

6.4 有す。 ズリ調整。その高台を削り 青灰色呈す。
出す。

130-1 杯 13. 5 やや偏平な，半球形状を呈し 内面は，全体ナデ後外面は， 胎土は，微砂粒を含む。
( 4.7) 口縁部は，やや内傾する。 口縁部ヨコナデの ，底部へ 淡褐色ゼ呈す。

ラケズリ。

130-2 坪 (12.8) 体部は，外上万へ，直線的に ロクロ成形。底部は，全面， 胎土はよ微砂褐口縁粒色を少量含む。
4.0 のぴ，口縁端部が，器厚する 不定万向の手もちへラケズリ 内面お び 部外面，黒色
6.8 内面は，底部が一定万向，体その他，赤 を皇す。

部が，横方向のへラミガキ。

130-3 杯 底部のみの残存。 ロクロ成形後内 胎土は黒微砂粒を少量含む。
回転糸切り ，周縁手もちへ 内面， 色，外耐，赤褐色を

6.9 ラケズリ。 面は，へラミカ、 皇す。
キ。

131 ー l 窓 口. 1 口縁部は，直立する「コ」の字口縁部横横内外面ヨコナデ。内面胎土は，微砂粒を多量K含む カマド
一 状を呈す。胴部は，球形を呈は， 方向のへラナデ。外面赤褐色ぜ呈す。

すと，思われる。 は， 万向のへラケズリ。

131-2 坪 12. 7 体部は，外上方へ直線的に， ロウロ成形。 横回向は転万底IC:: 切手部向 りの後， 胎土は，微砂粒を若干含む。 カマド
4.5 のびる。 全面を不定万 もちへラ 内面，黒色，外面，赤褐色
6.7 ケズリ。内面 が一定方 を呈す。

向，体部が， のへラミ
ガキ。
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131-3 im 8.4 頚部のみの残存。 ロクロ成形。 胎含青土は，砂粒(長石など)を 床面

灰む色。を呈す。
131-4 蓋 14.2 端天口縁部井を部はは，や反や転外気傾宝味てlζ広下ががるり ロク部ロ成外形面。 胎土は呈，微す砂。粒を含む。

部有，中央に， 珠し状のツマ 天整井 回は転へラケズリ調 灰色を
0.9 。ツ'7 ~ I;l:，ハリツケ。
ミす。

131-5 杯 14.4 休び部は底，外部上は方小へ直線的にの ロクロ成切形り。 胎淡土褐色は，を微呈砂す粒。を少量含む。 口ル縁付部， ター
4.3 る。 さい。 回転糸 カマ
6.5 ド

131-6 tf(s) 12.3 体び部る。は，外上方へ直線的にの ロ転一横ク定方へロ成方向ラ形切向) 。 胎灰色土はを呈，微す砂。粒を含む。 筆書2T:4.4 )りの後， 底体
6.5 回j に手およもびちへ部部ラ全下ケ面端ズ

131ー 7 開s) (13.5) 体び部るは底，外部上は方小へ直線的にの ロクロ成ラ形切。 胎暗土灰色は，を微呈砂す粒。を少呈含ù'。
4.3 さし、。 回転へ り。
6.3 

132-1 婆 (22.0) 口縁唇部部部はは， 短外かく，味外反立する 面調内口縁面整は部内外面向ヨコナデ。 胴都外 胎む土。淡は，褐雲色母を呈，長す石。などを含
口 は張， 傾を気有 IL つ。 万のへラナデ。
肩，りす。 ，へラケズリの後，ナデ

。

132-2 杯 {139j 体は部内外湾面気 IL稜。底を有部す。 ロ縁部浅 内縁面は，全体ナデ後。外面底は， 胎呈内土は，暗微褐砂色粒を， 含む褐。色
4.1 味 は，やや 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ 面す 外面， を

し、。 ラケリ。

132-3 杯 ((134) ) 体す部。外口面縁部1<:: ，は一，条内湾の気沈線味。を配 内雇は，全体ナデ。外商は， 胎褐土色はを呈，微す砂。粒を含む。
3.7 口 部ヨコナデ，底部へラケ

ズリ。

132-4 珂s) 12.4 体上部がはる外。上方へ直線的に立ち ロクロ成面形。 胎青土灰色は，を長呈石す粒。を少量含Ù' o
3.8 雪量デ ，回転ヘラケズリ
5.7 

133-1 開s) 13.9 体ぴ部るは，外上は方.へ直線的にの ロクロ成切形り。 胎淡土青灰は色，微を砂呈粒す。を含む。
4.0 。底部I;l:，小きい。 回転糸
6.4 

135-1 饗 (22.0) 部口口縁唇は部部，張はは， 短外をかく， 外反する。 外口内縁面面部は内外横ナ面方デ ヨコナデ。 胴デ部。 胎む土。褐は色，長を石呈，す雲。母などを含
り 傾有すし。て立つ。肩 調向のへラナ

は，整。

135-2 杯 (13.4) 体が部るは，底底外部。湾は気味 1<:: ，凸立ち上 内面はは，全面へラミガキ。外後 胎内土は， 鰍密。 焼縁す成部。良外好面黒。3.9 。，やや面を呈 面車，且全面ヘラケズリした 面および，を口 色
する平 やや いへラミガキ。 その他褐色呈

135-3 tf(S) 底部のみの残存。 ロクロ成形。 胎青灰土色は，を微呈砂す粒。を含む。
回転へラ切り。

7.5 

136-1 杯 12.8 体び部る。は，外上方へ直線的にの ロ ク横向はロ成方の，形手底向。 底ち部は， 全ズ面リ不 胎呈内土面す，。は黒，色微砂，粒外面を含，赤む。褐色を4.5 定部内面方が も へラケ7.0 部が一定方ガ向キ，体
のへラ E 。

136-2 剤S) 12.9 体ぴ部，は 直部部線がは的に外ず上か方に外への ロクロ成，形体。 底下ズ端部リは， 全面不 胎淡土褐色は，を微呈砂す粒。を含む。 床面
4.3 ロ，わ反 事万も向ちへラ部ケ ，横方向の5.9 する。縁底 ，やや小さい。

136-3 珂s) (12.9) 体ぴ部口縁は部部，直がは線的わに外上1<::方外への ロ ク全横ロ成面方形向を不。定手回転方も糸切，体り部の後下ズ 胎暗土褐色は，を微呈砂す粒。を含む。 床面
4.1 ずか 反す
5.9 る。底 ，やや小さい。 底端部を に 向ちへラケ

136-4 捌s) 底部のみの残存。 ロクロ成切形り。 胎淡土褐色は，を呈微砂す粒。を含む。
回転糸 。

6.5 

136-5 小型壷(s) 6.1 鋭線手口縁的。ど部いには，ぽを有直ま立し， 肩部部部 1<::直厚, ロク下iロE成端数形条を。 底沈も部線ち全面および， 胎青多土量灰色はIL含，を砂呈む粒。す。(長石など) を8.0 稜す す。体底 は， 手 ヘラケズリ。
4.7 る。が， 体肩部部数の が配される。
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137-1 霊童 (24.5) 部口み縁はを部は 強く外ず反する。胴 口縁部縦横内外面ヨコナデ。外内面面 胎暗土褐色は，を砂呈粒す。を少量含む。 カマド

，も肩部にわ かな大，膨ら は， 万方向向のへラナデ。
って下がる。最径は は， の指先ナデ。

口縁部。

137-2 霊童
底部のみの残存。 内面は，ヘラナデ外。ス外面は木, 胎暗土は，を砂粒を含t.ro カマド

4.1 ヘラケズリ。底部面は， 褐色呈す。
葉痕の上をへラケ リ。

173-3 護 底部のみの残存。 内面は，ヘラナデ。外面は， 胎暗土は，砂粒を含む。 カマド

ヘラケスリ。 褐色を呈す。
6.3 

I 137-4 盤 18.2 休す部外縁面 lζ ， かす直かな稜jを底有部 内がl師は横，底方部長スが一定方向ガ, 体 胎焼赤土は好，微。砂粒を含む。 カマド
3.5 。口 部りは， 線偏的。 , のヘラミ キ

は，かな浅く， 平。 部外面部部は， 口 部ヨコナデの後， 成褐良色を呈す。
底縁 ヘラケ リ。さらに，口

外面は，粗いへラミガキ。

137-5 杯 (15.4) 体縁部外面はに，内鋭湾 どい稜を有す。 内面は，全体ヘラミガキ後。外 胎内土は， 微褐砂色粒を含む。 カ 7 ド
4.9 口部， 気味。 面底は， 口縁部ズヨコナデの 面，黒 ，外面，褐色を

部ヘラケ リ。 呈す。

138-1 杯 14.8 体す部外縁面 l乙， かす直かな稜を有 内縁面は，全体ナデ後。外面!氏は， 胎暗土褐色は，を微呈砂す粒。 を含む。
4.5 。口部は， 線的。 口 部ス ヨコナデの , 部へ

ラケリ。

138-2 坪 14. 1 体す部外縁面に， 一条内の沈線味を配 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 胎暗土は，微呈砂粒を含む。
4.7 。口部は， 湾気 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ 褐色をす。

ラケリ。

138-3 聞S) 底部のみの残存。 ロクロ成形。 胎含育土は，砂粒(石英など)を 火ダスキ有
底部外面ス，不定方向の手もち む。 り。

9.2 ヘラケリ。 灰色を呈す。

139ー 1 護 (20.7) 口縁部は，短かく外反し断，端 日縁部内外万調岳i ヨコナデ 胴部 胎土は，雲母，長石を多量に カマド

部「が， ツマミ三出口E される。 面 外内面面をは，横 整向のへラナデ。 含暗む。
SJ張字り状を を す。胴部は， はナデ の後，肩力引部以 褐色を呈す。

強い 有す。 下，縦方向のへラミ キ。

139-2 護 (19.9) 口縁部は，短かく外部反し，端 口縁内方部面向ア ヨコナデ。胴部外内 胎士は，雲母，長石を，多量 カ 7 ド

部りが，直立する。胴 は，張 ，横 のへラナデ。 一 1<:含褐色む。
を有す。 下面面は， ナ 調整の後，肩ガ部以 暗 を呈す。

を，縦方向のヘラミ キ。

139-3 嚢 (20.8) 口縁状部をは，直立する「コ」の 口縁部内外方位万面横向向万ののヨコナデ。 胴部外 胎暗土は，微呈砂粒を多量に含む。 カマド

字す。 呈す。肩部に張りを有 内面，横上 ヘラナデ， 褐色をす。
面以下，最 向のへラナデ

タテ ヘラケズリ。

139-4 喜善 (13.3) 日縁状部部をl乙 は， 内頭傾する 「コ」 の 口縁部横向内外商ヨコナデ。胴外部面 胎ーi は，微三仁Eヨ 砂粒を含む。 カマド

字屑 呈す。 部に稜を有し， 内面万 方向のへラナデ。 赤褐色をす。
至る。 横 のへラケズリ。

139-5 台付窓 台「部ノ、のみ字広の状残が寄を。 台部は， 内外面ともヨコナデ。 胎暗土褐色は，を微呈砂す粒。を少量含む。 カマド
」の 呈し，裾部は，

9.8 大きし る。端部lζ，段
を有す。

139-6 護 台の反部字るのみの残存端。台部部がは，，「ハ」 内外面ともヨコナデ。 胎暗土褐は，微砂粒を含む。 カマド
状を呈し， 折り 色を呈す。

10.3 。

139-7 士不 12.8 体部は底，直部線的に外上万への

底部端内ロ部面披がクは横全/ロ5面成方向，形底，向の不。子部定も方向， 休部下 胎焼内を土成面皐良す，は好黒，微色。 砂粒を含む。 内面黒色処
4.0 びる。 は ， IJ、さい。 理
5.4 ちへラケズリ体。 ，外面，淡茶褐色 カマド

が一定方向， 呈す。
のへラミガキ。

139-8 長不 11. 7 体部は底縁，部部内湾は気味わ l乙立ち上が ロクロ成切形り 胎内土は黒，砂色粒を若面干，含褐 t.r。 理内面黒色処
4.6 り，口 , ずかに外反 回転糸 体後。部，内周面が縁横，を底手万部向もち 面， l>"<"'i'--"外 色を呈
5.0 する。 は，小さい。 ヘラケズリ は が す。

一定万向， 1/-t"I--l....N.' の
ヘラミガキ。

139-9 高台付士平 高端台部は， ほぼ垂直反に，下がり， ロクロ成切形り 胎赤褐土色は，を微呈砂す粒。 を含む。
が，やや外する。 主同回主p転d口L泊、糸( 7.5) は，ハリツケ。

Q
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139-10 蚤( S) 一 胴球形部上半のみの残存。 ロクロ成形。 胎暗灰土色は，を砂景粒す。を少量含む。

140-1 杯 13.2 体部は， やや内湾気味 IC立ち ロク 糸がはロ成切横形底り方部。。 向がの, 胎焼内土成面良は, 主綴密。 型内外のよ担函向，び聖書底黙体K合色古r格都古旬処のお』。4.0 上がる。底部は， さい。 体回内転部面
6.3 一定方向， 色，外出1 ，明掲色を

ヘラミガキ。 呈す。

I 140ー 2 杯 底部のみの残存。 ロクロ成形。 胎土は黒綴密。 内墨面1こ底黒書「育色部有」処回転糸切り。 内面， 色，外面，明褐色を理 外
( 6.5) 内而は，ヘラミガキ。 呈す。 面 ワ

のり

140-3 杯 11. 5 休部は， やや縁部内端湾が気味にまち 回休内ロ転部出ク1糸がはロ成切横形底り方部。。 向がの, 胎土は， 鍛密外 理面の内巷面1こ書底黒「吉有色部」り処外ワ。4.2 上がり， W縁，わずかに 内而，黒色，面，暗褐色を
6.0 外反する。口部は，玉状 定方向，呈す。

を呈す。 へラミガキ。

140-4 士干 ー 形湾口縁気。 部欠損。休部は，やや内 ロクロ 成切横底形り万部。。 向がの, 胎土は，綴密。 内面黒色処
一 味に立ち上がる。やや大 内体回転面部糸 内面，黒色，外商，明褐色を現
ι7 は 一定万[白U. 呈す。

iJ; へラミカぶキ。

140-5 杯 一 底部のみの残存。やや大形。 ロク 外下ロ成端耐形 胎土は黒砂粒を若干含む。 内面黒色部書処

7.3 体部 横 を手もち呈す。 面，墨有
底部 不定方内方面向)向は)および 内出j ， 色，外面，陪褐色を 理，底 外
ヘラケズリ。ヘラミ り。
カ、キ。

141 ー 1 護 (21. 8) 状口l乙縁外l己部外tζ は， 大き く 「膨。にく宮陵許わ』ら制江をみずは字有かを! 面外下仁I 縁面はは部は横横内，最万外方上向面向段ののヨがヘへコ，ラナ縦ラケデ方ナズ。デl iTJリ胴。の。 目白土は，微砂粒を多量に含む。 カマ ド一 反し，端部が 部 ，赤褐色を呈す。
ー おれる。肩部 以

し，胴部は部ゆるい 内
もって，底 IC至る
薄い。

( 3.7) す。口縁部は，内湾 。底 口縁部ヨコナデの後，底部へ 褐色を果す。
141-2 杯 (12.8) 休部外面に，かすか気平な稜味。 を有 内面は，全体ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を含む。 カ 7 ド

部は，浅く，やや偏 ラケズリ。

141-3 杯 (S) 1 14.3 体部は短外上方へのび， W縁 ロクロ成形。 灰少胎茶土量含褐はむ砂粒(長石など) を カ 7 ド
4.6 部が， かく外反する。底部 [口i転へラ切り。
8.0 は，やや大きい。 色を呈す。

142-1 婆 (19.5) 短口のに縁稜字か部状く tま呈lま胴，ぼHさ直縁部ら立部以にす外下端欠出る部「損中がコ程。 外口内縁面面部内横外横部面方万中 ヨコナデ。 胴部 胎土は，微砂粒を多量に含む。ー をし は， 程向向のヘラナデ。赤褐色を呈す。
一 立つ。 は のへラケズリ

を有す。 で， W縁 までおよぶ。
薄手。

142-2 護 (20.4) 有口の縁字す部は， やや内傾部薄する「コ」 外口内縁面面部はは，内，横横外方面万向向ヨののコへへナラデラケ。ナズ胴デリ部。 。 胎土は，微砂粒を多量に含む。一 状を呈す損肩 I乙張りを 淡茶褐色。
一 。以下欠 。 手。

142-3 杯 14.8 休部は縁端部部内湾気味になち kが ロク 糸はがロ成切横底形り方部。。 向がの, 胎焼内土成面は， 綴密。 内 [hi黒色処
5.2 り，口 が，わ状気ずかに外反 体内回転面部 良好。 理
7.0 する。 は，玉 を呈す。 一定方向黒色，外面，陪褐色を

底部は，やや突出 味。 ヘラミガキ。 皇す。

143-1 嚢 22.8 端有i舛れJ縁反部事る部す。が。底, 刷はる , 短かめで直大き く 部半口外縁面内は部面ナは内外Jベキ費ー向。フト底五，ケ手向部ズはヨのイド，コリ薬ヘ縦のナ痕ヲ後方デ有ナ。向，デり脚上の. 胎土は， 雲母， 長石などを多(35.1) 。口唇部は立し， は 量に含む。
9.0 わずかにつまみ出さ , 褐色を呈す。

部やや上位lζ張りを デ
部は，大きい。 へラミガ

143-2 婆 21. 2 私訓線w外縦的立部は， 大き 部最。く(頚外大は径反部, し軽，ぼ円端縁百い 外口内み外縁函横面向部は万ヘは内横縦外面万万ヨコナデ。 胴部 胎土は， 砂粒を多量 IC含む。 紐積み痕明(32.0) 1$1;1:，丸い。胴 ほ , 向のへ 7 ナデ。 焼成良好。 瞭
5.8 I liIRfl\w さがる手 』ま 向 向で，最下端の褐色を呈す。

比較的厚 に のへラケズリ。底部
有す ラケズリ。

144-1 杯 (11. 9) 体底り 部は，内湾気味に立ち上が ロク 向UはロHUu)，争刀bJJ庇MおeりF z d 後 胎焼陪成赤1:褐良は好色綴干存。
3.1 1 iJ，端郁は， やや玉状を呈す。 向定j部内J転面向lを~i6Jr> i，:t i 底部全面(午、( 5.7) 部は，やや小さい。 よび休部下端(横 を呈す。

もちへラケスリ。
部をー定方向，休
にへラミガキ。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

144-2 士不 ( S) 9.3 半球形状を呈す。小形 ロクロ成面形手 胎灰土色 は， 綴密，
3.7 底部全 もちへラケズリ を呈す。

146-1 喜善 22. 7 

喜部ロが縁d劇部。k斗部}匹乙は 強〈舛前反南部し， 端部 口縁面部内外面最やは斜下，ヨ縦端めコナデ。 胴部 胎淡褐土は，を砂粒を多量 l乙含む。 カ 7 ド

32.5 になる。 は;J ほぼ 内は，外や 方方向向のへラ 色呈す。
5.2 lこ下が最り大，径やや 、さい ナデ。面 のへラ

至る。 は，口縁 ケズリで， のみ横方向。
。 底部外面へラケズリ。

146-2 窪 20.8 量部iが1録水管。部半Jは 強く外反部 し， 端部 口縁面部内外面ヨコナデ。胸部 胎土は，砂F立を多量に含む。 カマド
32.1 に近い。胴は;J ほぼ 内 は，外やや斜め万万向向のへラ 補色を呈す。
5.0 IL下がり大，径やや、さい ナデ。 面は縦面 のへラ

に玉三る。最 は，口縁 ケズリ。底部外ヘラケズリ。
。

146-3 察 22.7 口縁若がぼ部干直.I線はの直立張，的気ゆにり る く外反し肩部，端部は 口縁面部内上方外万位面向向 ヨコナデ 胴部 胎淡土赤褐は色，砂粒を多量に含む。 カ 7 ド
部 味になる 位面内 は縦縦, が， 横方向， 下外 を呈す。
に を有し，胴 が， のへラナデ。
ほ 下がる。 は， のヘラケズリ。

146-4 霊童 20.5 口縁外ぼl 乙部直ヨ上三 は， ほとんど外胴ま反部せず 底外口内縁面部面部外はは内縦外横面方方 ヨコナデ。 胴部 胎褐土は，砂粒を多量に含む。 カマド
28.2 に 万線へのびる。はも底 , のへラナデ。 色を呈す。
6.0 ほ 的器l乙面，すぼり 面, 向向のへラケズリ。

部 る著。.内手外と ヘラケズリ。
ゆがみがしし厚である。

146-5 重量 19.2 根胴口る縁部か。厚部はらは，直わず的か下，に底外が反する。 外内口縁面面部内横外縦面方万 ヨコナデ。 胴部 目内白土面赤は褐，砂色粒，外を含面暗/j褐。色を呈 カマド
26.2 線 l乙 部り，至中 は， のへラナデ，
5.2 手，す。ぼまり に は， 向向のへラケズリ。 す。

146-6 霊童 22.6 口縁部直は 軽く外反し 胴子部 口縁面部，横，内口縁方外以直向面ヨコナデ。 綱部外 胎褐土色はを呈，砂す粒。 を含む。
は， 線的 l乙下がる。厚 内 のへラナデ

前指は， 下が万，横向方向の
ナデ ド，縦 のヘラ

ケズワ。

146-7 婆 (22.5) 口縁部は部く」の守損:状 l乙外皮 内出口縁街は部横横内方外方面向ヨコナ一デ。 胸部外 胎赤土褐は， 微呈砂す粒を含/j。
する。肩以下欠 , のへフナデ， 色を

, 向のへラケズリ。

146-8 腕 10.0 口縁部部は球，短かく直立，丸する。 底外口縁面部部外は面内，外横へ方面ラ ヨコナデ。 胸ズ部 胎黄褐士色は，を砂呈粒す。を少量含む。 床面
1l. 0 胴は， 形を呈し 底。 向のへラケ リ。

ラケズリ。

146-9 主不 14.4 休内も軽部湾気外い段面味 l乙稜もを有し縁，部内面に 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は， 胎褐土は，呈微す砂粒を含む。 カマド
4.2 をつ。口は， 口部ズヨコナデの 部へ 色を

。 ラケリ。

146-10 士平 15.1 体部部外面直線(C軽的い稜を有す。体 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は， 褐胎色土は，微砂粒を含む。
4.0 は，。 口部スヨコナデの 部へ を呈す。

ラケリ。

147-1 護 (20.1) 日縁部有外は， 短か部く 「下，く」欠強の字張 日縁面部上，位横内方外面横向ヨコナデ。 胴部外縦 胎赤土褐色は，を微呈砂す粒。 を含む。 カマド

状 l乙反し胴，肩下 が い 内 のへラナデ，

薄り手を。す。. 半以 損。 面万，向のへがラケ方ズ向リ，。 以下，

147-2 重量 (20.2) 口縁状ま部は， 内傾唇する 「，にコ」若張干のり 外口縁面部内外横面万 ヨコナデ。胴部 胎褐色土はを呈，微す砂。粒を含む。
字 を呈出す。口 部肩が は， 向のへラケズリ。
つみされる。 部
を有す。薄手。

147-3 主不 16.4 底体縁部部部は， 内湾ず気味外大lこ形反開き， 円 ロクロ成切.形全り 。 胎赤褐土は， 砂粒内を黒少量色含を む。 内面黒色処
5.4 が，わかに する。 間内転面糸は， 耐へラミガキ。 色で，副 長す。 3里
7.0 は. ;J、さし、。 。

147-4 主不 (13.7) 休縁部部は， 内湾気ず気味 l乙反聞き， 日 ロクロ成切，形全り 。 胎内土は色，砂粒外を若陪褐干含色 む。 内面黒色処
4.1 が，わかに外する。 回内転面糸は [酎ヘラミガキ。 面黒. JH両 を呈す。 理

( 7.0) ややとげ底味。

148-1 I司台付I不 口縁部欠損字状。底の部高は，平有 らで ロクロ成形。 胎焼黄土成褐良色は好，を微呈。砂す粒。 を含む。「ハ」の 台をす。 高台をハリツケた後，周辺を
6.2 ナデ調整。

149-1 土手 12.4 体部は休，外部上下端方へ直線的にの ロクロ成面形回 胎較赤褐士的色は多量，を砂呈に含粒す。む(雲。母末) を比3.6 ぴる。 は，やや丸み 底部全 転へラケズ 1) 。
6.3 カ〉ある。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

151-1 F干 (12.3) 体部は 外上方へ直線的にの

民時都宮一定挽曹(取韓Z彼方
胎内土面黒は色，綴，密外面淡褐色を呈す。 理内面黒色処

4.2 ぴ，口縁部は，わずかに外反
( 6.4) する。端部は，玉状を呈す。

万向，体
ガキ。

151-2 杯 12.6 体部部がは，外外上方へのぴ， ロ縁 ロク全ロ成面形，。 胎焼茶土褐成色良は好，を微呈。砂す粒。 を含む。 カマド
4.4 反する。出底す部は，小 底部 不定万向の手もち
6.2 きめで，やや突 る。 ヘラケズリ。

A-1 杯 15.2 体部部は外面内 IL気，稜味を有す。 口縁 内面縁は，全面ナデ後。外，底面は， 褐胎色土は褐基，微色調砂をと粒を含縁�' 4.8 湾 。やや大形 口部ヨコナデの 部へ を し，す口部内外
ラケズリ。 面が黒 呈

A-2 杯 13.9 体部外面l乙，内軽い稜を有す。 内面縁は，全面ナデ後。外面は， 胎外土面は淡，微褐砂色粒を含面む
4.9 口縁部は， 湾気味。 口部ヨコナデの ，底部へ ，内 ，黒褐色

ラケズリ。 を呈す。

A-3 杯 (13.0) 体部外面縁 l乙， かすか直な稜線を有 内縁面は，全面ナデ後。外，底面は，・ 胎外土面，すは黒，微褐砂色粒， 内を含面，む茶。褐色( 4.4 す。口部は，ほぼ 的l乙， 口部ヨコナデの 部へ
のびる。 ラケズリ。 を呈

A-4 坪(S) 14.6 体部は縁端外大上部き方へ直線的にの 底体へロ部部クラ下全ケロ端成面ズ形リ~一横。。 定方方向)向)を手およも びち 淡を胎灰多土色量はiをE含呈，砂すù'粒。。 および雲母末4.5 び，部口 は，玉状を呈す。
8目 8 底は め。

A-5 t不 (S) (14.9) 体部は縁，外上方へ，直尖線的 ILの ロクロ成ラ形切。 胎土は，IをE含砂呈粒すむ (長石など) を4.2 ぴ，口端部は がる。 回転へ り。 まばら 。
( 6.0) 青灰色

A-6 坪 (S) (12.9) やや腰が張り，体部は，直線 ロク全ロ成面形.。 胎淡土青灰は色，微を砂粒を若干含む。
3.9 的にのびる。 底部面ス，不定方向の手もち 呈す。

( 6.6) ヘラケリ。

A-7 高台(付S杯) 体部は， 部外上状は万，の低へほ直ぽい平線高的にの 底整高ロ部ク外ロ成面形， 。回転へラケズリ調 末内胎面を含土青灰はむ, 微砂粒および雲母びる。底 らで
色，外面淡褐色を呈11. 8 「ハ」の字 台を有

台。は，ハリツケす。 す。

A-8 葦(S) (14.9) 部口縁は部は，外傾して下がり端 ロクロ成外形面。 胎青土灰は，を長石粒を含む。
，やや尖る。天井部は， 天調井整部。，回転ヘラケズリ 色呈す。

比較的低い。ツ?<欠損。

A-9 盤 15.8 偏平な，半球形状を呈す。 面内面はは，体全面へラミガキ，外 胎赤焼褐土成色良は好，を微呈。砂す粒。 を含む。 内外面赤彩
3.3 部およ口び底縁部部をへラ

ケズリした後ガ, を横万
向にへラミ キ。

A-10 円面硯 (S)

B-1 盤 j1641 偏平縁で，底部直が，非常に浅い。 内面は，全体ナデの後，粗い 胎焼赤土成褐色良は好，を砂呈。粒す。を若干含む。2.6 口部は， 立気味にのびる。 ヘラミガキ後面。底外l乙粗面部 は， 口縁部ヨコナデの へラケズリ，
その後，全 いへラミガ
キ

B-2 杯 体部外口縁面 1 1:.， 一直条線の沈的線を配 内面縁は，全体ナデ 外線面は， 胎す内土面。暗は褐，微色砂，粒外面を含茶褐む色。を呈3.3 す。 部は， 口部ヨコナデ，沈以下は，
ヘラケズリ。

B-3 原 (13.8) 半球形状を呈すと恩われる。 内面は，全体ナデ。外面以は， 胎土は，を砂呈粒を含む。
口縁部ヨコナデの後， 下へ 黒褐色 す。
ラケズリ。

B-4 杯 体部外面IL部，かすかなぽ稜直 を有 内縁面は，全体ナデ。外面は， 胎土は， 砂粒を少部を量外呈含面すむ黒。 理内面。黒色処
す。口縁は，ほ 線的。 口 部ヨコナデの後，底部へ 色内面および口色縁 , 褐

ラケズリ。 その他黄褐

B-5 杯 (1440) ) 体部外面 11:.直，稜線を有す。口縁 内面は，全体ナデ後。外面は， 胎土は，面を微黒呈砂褐す粒色を若干含他む淡。( 4. 部は，ほほ 的。 口縁部ヨコナデの ，底部へ 底茶褐部色外 , その
ラケズリ。

B-6 高台(付S 土)手 14.0 体部。のは口底縁低，部外部いは上高が，万平, 台へ直線的ILの ロク外ロ成面形，。 胎焼淡土成灰色良は好，を砂呈粒す。を若干含む。4.1 角すぴ形，る わずかに外反一 底整部 回転へラケズリ調
8.0 らで，断面二

を有す。薄手。 高台は，ハリツケ

ヮ
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

C-1 嚢 (12.6) 口縁外部反は，軽く 「く」の字状 υ内縁面部は内外面ヨコナデ。胸部 胎黒焼褐土成色はは， 砂不粒良を多量に含む。
に 小す形る。胴部は，球形を ，ナデ，外面は，ヘラ
呈す。 ケズリ。 を呈す。

C-2 盤 (21. 7) 偏平で大形 体部部部は，外ず上方 部内口面縁がは，横底方部向が一定方向， 体 胎赤焼土褐成色良は好，を微呈砂す粒。 を含む。 内外面亦彩
2.8 へのぴ，口 が，わかに のへラミカーキ。外反する。底縁 は，浅く平ら。 部ス ヨコナデの後，底部ヘ

ラケリ。

C-3 舷 ((18.8) ) 体部湾部気は外大語Hc，く稜を有す。 口縁内 内面縁は，全体ナデ後。外，底面は， 胎内面1 はお，よ微びl砂口粒縁部を含外出むl黒。褐色，3.9 味 き開くが，やや 口部ヨコナデの 部へ
。大形。 ラケズワ。 その他褐色を皇す。

C-4 士平 16.4 体し部外内面面 lにE軽湾，一気い一段条味 のを沈有線すを配 内E縁iは，全体ナデ。外線面は， 胎淡口褐縁1:は，内砂外粒面を褐少量色含， む。5.0 口部ヨコナデ。沈は，へ 部色 黒 その他縁部，は， 内 。やや大。形口。 ラナデ。底部へラケズリ。 を皇す。

C-5 上ノF 14.9 体線に部的も段外面 l乙， 稜を有縁し， 内直面 内縁面iは，全体ナデ。舛而は， 胎内土面は黒，微褐砂色粒外を含面む。
4.6 を有す。口部は， 口 部ヨコナデの後，底部へ ，淡褐色

。薄手。 ラケズワ。 を呈す。

C-6 主不 ((16.0) ) 体浅口部縁い外部面に 強気い稜を有部す。 内面縁は，全体ナデ後。外，底面は， 胎淡土茶褐は色，微を砂粒を含む。
3.5 は内湾味。底は， 口部ヨコナデの 部へ 呈す。

ラケズリ。

C-7 t不 ((13.9) ) 体部外面縁尖部に底，は一直条味の沈的線を配部 内面縁は，全体ナデ後。外，底出は， 胎色内土面， はお，よ砂び粒円を若部茶干褐外含色面む暗呈。褐す4. 7 す。口気，線。底 口部ヨコナデの 昔日へ その他，縁淡 をは，やや 。 テケズリ。

C-8 生不 13.9 休し部外内面面 lにE軽，一内い段条湾のを決有味線す。を配口 内縁面ーは， 全体ナデ後。外，沈面i線は，を 胎淡lζ土茶黒褐褐は色，微を砂基粒調をと含し，む部。分的4.5 口部ヨコナデの
縁部は，やや 気 配し，以下をヘラケズリ。 色を呈す。

C-9 fT 14.4 体部線も軽外面 iこ 稜有を有し 部内面 内面縁は，全体ナデ後。外，底面は， 胎内土面は， 微砂粒縁色部をを含外呈む4.2 に い段をす。口縁は， 口部ヨコナデの 部へ および口 面黒褐色，
[宜的。 ラケズリ。 その他，淡褐 す。

C • 10 士不 (14.8) 休部外面縁 fC，かす直かな稜を有 内面縁は，全体ナデ。外面は， 褐始底色;部t は面，微，砂黒粒を含û'。4.5 す手。口部は， 線的。やや 口 部ヨコナデの後，底部ヘ 外 色，その他，暗
厚 ラケズリ。 を呈す。

C 一一 11 土手 14.8 体部外縁出1 fこ， かすか直な稜線を有 内面は，全体ナデ。外面は， 胎他口土縁淡褐部は色，内微外を砂呈面粒，す黒。を含褐色む，。 その4.2 す。口部は，ほぼ 的。 口縁部ヨコナデの後，底部へ
ラケズリ。

C-12 士不 (12.9) 休部縁外部面 l乙， 軽直い稜線的を有。す。 内縁面iは，全体ナデ。外面は， 胎内:1:は色，微，砂外粒百l を含淡 む。
4.2 口 は，ほぼ 口部ヨコナデの後，底部へ 自1黒 , 褐色を呈

ラケズリ。 す。

C-13 t不 (14.0) 体部部は外面 fCま直，稜線を有す。 口縁 内縁面は，全体ナデ後。外面は， 胎土は，函呈微す，砂黒。褐約を含む。3.6 ほ l 的。 υ 部ヨコナデの ，底部へ 底渇色部外を呈 色，その他，
ラケズリ。

C-14 盤 ((144.91) ) 半わ球ず形状を呈外 し， 円縁部が， 内外底面部面は， 全縁両 へラミガキ 胎焼赤土成褐は好，を砂呈粒す を少量含む。 内外面赤彩
かに， 反する。 は，口 部ヨコナデの後， 良色 す。ヘラケスリ。

C-15 杯( S) 15.7 体部縁は，腰部外浅 l乙丸みを有し底, ロク全ロ成面形, ※胎土は，雲母末を多量に合
4.8 日 部が， 反して開大 く。 底部 一定方向の子もち む。
8.4 部は，やや めで， きい。 ヘラケズリ。 淡灰色を呈す。

再喜子。

C-16 高台(付S 杯) 
15.1 体部部は外，外反上万有へ。。底断のす面部。び三薄，は角手, 口縁 ロク外ロ成面形，。 胎焼青灰土成色良は好，を砂呈粒す。を若干含む。4.1 が，する や 底整部 [白l転ヘラケズリ調
9. 1 や浅めで7，F生司r平」仁'Ì ら で，

稜あつく を 高台。は，ハリツケ。

C-17 土不 ( S) 14.8 休部部がは，外外反上方へのび， 日縁大 ロク全ロ成面形， 。 胎土は，砂粒を含む
4.2 する。底部は， 底部 手もちへラケズリ 灰色を呈す。
8. 1 き L 、。

C-18 杯( S) 13.6 休部は底，外部上方へ直線的l乙の ロクロ成ラ形切。 胎青灰士色は，砂粒を少量含む。
4.5 びる。 は，大きい。 回転へ り。 を呈す。
8.0 

CD-1 盤 ((201) ) 底体部部部は外，出大 lきζ ，常く稜直にを有的く lしこ偏，開日縁 内面縁は，全体ナデ後。外面は， 胎焼淡褐土成色良は好，を微呈砂す粒。 を含む。2.2 は，非 線浅 , 平く。 日部ヨコナデの ，底部へ
ラケズリ。

内
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

CD~ 2 盤 体部縁外部面に 強湾浅気い稜味く を有大 し 内面縁は，ヘラミガキ。外部面は， 胎焼内成面上良は好赤，微褐砂粒を含む。 内面亦彩
2.8 日 は部，内 にきく 口部へラミガキ，底が，

開く。底は， 1~"""'''' 偏平。 ヘラケスリの後へラミガキ。 す 色，外面，黄褐色
を呈 。

I CD~ 3 盤 (14.9) 半球形状を呈す。 状縁内面の部i は， 全体力、ナデの後面, 放射 胎内土面，は黒，微褐砂色粒，外を含面褐む色。 を呈4.4 ヘラミキ外は，口
ヨコナデの後，底部ヘラ す。

ケズリ。

CD~ 4 盤 偏部平は，な浅，半い球。形薄状手。を呈す。 底 内ガ面キは，外，横全面体， 丁全の寧粗体なへラミ 胎焼赤褐土成良は好，綴。密。 内外面赤彩
。 は ヘラケズ

ワの後 方向 いヘラミ 色を呈す。
ガキ。

CD~ 5 盤 (14 目 4) 偏縁平部な， 短半球形状直を呈す。 口 内ガ面キは，外全体， ]全を寧体横なヘラミ 胎焼赤褐成土色良は好，を鰍呈密す。 内外出赤彩
3.6 は， かく 立する。 面は ヘラケズ

リの後，口縁部 方向のへ
ラミカ、キ。

CD~ 6 童書 15.6 半球形状を呈す。薄手。 内ガ面後。のは粗外全体， 丁全軍体なへラミ 胎焼vj<土褐成良色は好，綴。密。 内外面赤彩
4.0 キ 面は， ヘラケズ

つの 日縁から体ガ苦ßを，横 を呈す。
方'向 いへラミキ。

CD~ 7 I不 (14.9) 体部外出内lé稜湾を有手味す。 口縁部部 内面縁は，全体ナデ。外而は， 胎内土は，陪微褐砂色粒外を含面む
4.3 は，やや 厚気で，端は， 口 部ヨコナデの後，底部へ 面， "t=1 r>'�' '---', / I f.D-.l'明褐色

尖がる。やや 。 ラケズリ。 を呈す。

CD~ 8 士平 (15.4) 体内も部軽湾気外い段面味 lζ稜有を有し縁，部内出jlと 内縁面は，全体ナデ後。外，底面は， 胎淡褐土色は，を微呈砂す粒。 を含む。
4.6 をす。口は， 口部スヨコナデの 部へ

。 ラケリ。

CD~ 9 士平 (13.8) 体部外部浅面 lζ直，軽線い稜を有部す。 内縁面は，全体ナデ後。外面は， 胎淡赤上褐は色，砂を粒呈すを含。 む。
3.7 υ縁は， 的。底が， 口部ヨコナデの，底部へ

ややい。 ラケズリ。

CDー 10 t平 13.5 体部も外段面味 l乙有，稜す を有し 内面 内面縁は，全体ナデ後。外面は， 胎淡土は色，微を砂粒を含む。
4.8 l乙気, を 。 U縁部は， 口部ヨコナデの ，底部へ 茶褐 呈す。

内湾 ラケズリ。

CD~ l1 杯 (16.8) 体:百五外部内面面 lこ 一軽条の段沈線を配 内縁線面は， 全体ナデ後。外体面は， 胎淡オ褐は，を砂粒を合/j。
4.3 し縁， に直も，線 い を有す。 口部ヨコナデの， 部I乙 色呈す。

U は， 的。大形。 沈 を配し，底部ヘラケズリ。

CD~12 士平 15.4 体湾lζ部気も段外味面 l乙，す稜を有縁し， 内面内 内縁面は，全体ナデ後。外面は， 胎色内面，土は， 微砂粒掲縁を含外む。4.0 を有。口部は， 口部ヨコナデの ，底部へ および口部面，黒褐
。 ラケズリ。 その他淡色を呈す。

CD~13 土不 ((16.0) ) 体部外面縁に，一直条の沈的線を配 内面縁線は，全体ナデ。後外面休は， 胎淡茶上褐は色，砂を粒呈すを含。 む。
4.4 す。口部は， 線 口 部を ヨコナデの , 部lζ

沈 配し，底部へラケズリ。

CD~14 全平 (17.9) 稜体直l こ部線をも外軽有的面i[ 稜有を有し 部軽内由i 内面縁は，全体ナデ後。外，底面は， 胎内土面，すは黒，微褐砂色粒，外を少面量，含淡褐む色い段をす外。口縁は， 日部スヨコナデの 部へ
であるが， 面にい ラケリ。 を呈
す。大形。

CD~15 主不 (16.4) 体部部は外，商直線lζ ，的稜。 を有す。 口縁 内面縁は，全体ナデ。外面は， 胎内土面，は黒，微褐砂色粒，外を含面，む褐。色を口 部ヨコナデの後，底部へ
ラケズリ。 皇す。

CD~16 士不 14.4 休部外軽内湾面い段気lζ ，味を稜有。 を有し 部内面 内面縁1は，全体ナデ。外面は， 胎内土は黒，微褐砂色粒外を含面む。
4.3 やにやも す。口縁は， 口 部ヨコナデの後，底部へ i主j ， ,\ì\?,ljjä , :7J.jID，淡褐色

ラケズリ。 を呈す。

CD~17 士平 15.2 休内内部湾面外面もに， 軽有部い稜を有縁 し， 内面縁は，全体ナデ。外面は， 胎淡褐土は， 微砂一粒部黒を含褐 む
3.7 lζ 段をす。口部は， 口部ヨコナデの後，底部へ 色で， 色を呈す。

気味。底が，浅い。 ラケズリ。

CD~18 士不 (16.3) 休部外部面 l乙直，軽線い稜を有す。 内面縁は，全体ナデ。外面は， 胎土は 微外砂出粒黒を含色 む
( 4.0) 口縁は， 的。 口 部ヨコナデの後，底部へ 口縁色部を内 褐 ，その他

ラケズリ。 褐 呈す。

CD~19 士不 ((14.0) ) 休部縁部外面 I乙，軽い稜を有味す。 内面縁は，全体ナデ後。外底面は， 胎内土は， 微砂粒縁を部を含外む
4.4 口 は，やや内湾気 口部ヨコナデの , 部へ 面および口 面黒樹色，

ラケズリ。 その他淡褐色呈す。

CD~20 土平 ((15.0) ) 体部縁部外面 l乙， 軽ぼ直い稜線を有す。 内面縁は，全体ナデ。外商は， 胎内土は 微色砂粒外直をj含淡 む
4.0 日は，ほ的。 円 部ヨコナデの後，底部へ 面黒褐 , 黄褐色を

ラケズリ。 呈す。

A
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

CD-21 主不 ((156) ) 休部部は外，面直線iこ，的稜。 を有すo W縁 内面縁は，全体ナデ。外，底商は， 胎内士は， 微び砂口粒縁部を含外む4.5 口部ヨコナデの後 部へ 面およ 面黒褐色，
ラケズリ。 その他褐色を呈す。

CD-22 士平 ((144) ) 休部外面に，一条直線の沈的線を配 内縁線面部はを，配ヨ全体ナデ。 外面休は， 胎内土は， 微砂杭縁を部呈を含外すむ4.6 す。口縁部は， 口 コナデの後， 部に ilI iおよびυ 面黒褐色，
沈 し，底部ヘラケズリ。 その他，褐色

CD-23 土手 ((129) ) 休部内部面は外面に，気い段強味い複有を有し縁, 内縁聞は，全体ナデ後。外面は， 胎暗褐土は，を微砂粒を含む。
4.5 lと内も軽 をす。日 U 昔日ヨコナデの ，底部へ 色呈す。

湾 ラケズリ。

CD-24 I平 ((13.6) ) 体部と底底縁部部部の境に軽い稜を有 底内を口粗面縁部 は， 全体ナデの後外面体, 休部 胎土は褐，微色砂粒外面を含， む
3.5 す関。口 は，やや内湾近気味t いへラミガキ。後 は， 内面黒 , 淡褐色を

く。 は，平底 lこい。 部ヨコナデの , 部， 呈す。
をヘラケズリ。

CD-25 葦( S) Uて天t省ft縁火陶井すf部向部花偏ははr:'. 内外字向高ト乙に立を4白 !ノ ロク部ロ成外形。 胎淡灰iこ色は，を雲呈母す末。 を多量に含む。
3.4 I 3.5 SJ の 状を平呈す。 天調井整。 外面， u口l転へラケズリ

0.6 半，ややく， 坦で，
な宝珠状ツマミを

。

CD-26 I不( S) (13.6) 口縁部は底，外部 上方へ直線的 lこ ロク口成形。び底体部部全下面端((不横定万 胎暗土灰は，を砂粒を少量含む。
4.4 のびる。 は，大きい。 万向)およ 色呈す。

( 8.2) 向)を子もちへラケズリ。

CD-27 坪( S) (1l. 8) 体味部は，外上上方へやや外湾気 ロクロ成形。 胎土は，を砂呈粒す を若干含む。
に立ち がる。薄手。 灰白色

D-1 碗 ((17.0) ) 口縁部欠体は， 外の傾境して立有ち上が 日縁面部内外面ヨコナデ 近体部く 胎内面士，は黒，砂褐粒色，を若外干r~J含，黄む褐色9.2 底り部， 部損。と に援を す。 内 は，ナデの後面，底部
をヘラナデ，外 は，ヘラケ を呈す。
ズリ。

D-2 腕 (16.7) 日縁部14>:は， ほぼ直稜線的をに外反 内出は，全体ナデの後，底!縁部IJ'!; 胎面，すi二黒は褐，砂色粒，外を若面，卜含黄褐b色，内を 内面黒色処
( 8.4) し， 部との境l乙 有す。 をへラミガキ後。外面は，口 理?

部部 ヨコナデの ，体部から ヨロ三 。
をヘラケズリ。

D-3 域 ((15.9) ) 体部は，外上万へほぽ百IJ'!;線的 全内面は， 全体ナデ。外体部面は， 胎色 上は，微砂粒を含む。淡褐
6.6 にのびる。底部は，平 に近 而万ヘラケズリで， は， を呈す。

L 、。 横向。

D-4 盤 ((18306) ) 体縁部部は外商 lこ， 夜線を有す。 日 内縁出iは，全体ナデ後。外底面は， 胎黒土は， 微外砂面粒を褐含む。 内面
は，ほぼ間的lこ聞く。 口 部ヨコナデの， 部へ 褐色， / I I..I:LU 茶色を呈す。

ラケズリ。

D • 5 盤 18.8 休部常も軽外面 Iこ，援を有し 内面 面内面は，全面部へラミガキ後。外 胎成土良好は，。 砂赤粒褐を色少を量呈含すむ。 。 焼 内外出赤彩
3.1 l 乙 い段を有平す。底部は， は， W縁 ヨコナデの，

非 l乙浅く偏 底部ヘラケズリ。

D-6 盤 (16.0) 偏平な半球形状を呈す。 内面は部，白i全面丁全横方寧曲|なへラミガ 胎赤焼土良色は好，を微。砂粒を合む。 内外出赤彩
3.4 キ。体外 は， ヘラケズリ 褐成 呈す。で，は，向。

D-7 盤 13.6 偏平な短半球形状百を呈す。円縁 内面は，全面丁寧縁なへラミガ 胎赤焼字土成醤は好，を砂。粒を少量含む。 内外面亦彩
3.3 部は， かく 立する。 キ後。外底出は，口 部ズ ヨコナデ 良色 呈す。の， 部ヘラケ リ。

D-8 盤 (14.0) 稜体味音をß と底部の境縁部に， かすかな 面体内面は， 全面部底ヘラミガキ。外 胎焼内土は好，微砂粒を含む。 内 l訂黒色処
4.0 す。円部は円気 は，口縁 ヨコナデの後， 理。に有開く。底 は平!，氏 l乙湾近い。 部および部のへラケズリ。 成面黒良色，外面淡褐色を呈す。

D-9 士平 ((18.0) ) 休部縁外面に，強線い稜を有す。 内縁出iは，全体ナデ。外底ríiJは， 月淡台茶土褐は，色微を砂呈粉す。を含む。
3.8 口部は， j百的。 日 部ヨコナデの後， 音ßへ

ラケズリ。

D -10 主不 ((17.9) ) 体部部外面 l乙， 稜線を有す。 日縁手 内面縁は，全体ナデ後。外底出は， 胎黒 i は， 微外砂出1粒明褐を含色む。 内面
4.6 は，ほぼ直的。やや薄 。口部ヨコナデの , 部へ 溺色， を呈す。

ラケスリ。

D-ll 生手 ((180) ) 体部縁外部面 lこ，軽線い援を有す。 内面縁は，全体ナデ後。外商底は， 胎黒土は， 微外砂面粒を含色む。 内面，
4.5 円 は，直的。やや薄手。口 部ヨコナデの , 部へ 褐色， / I 1-=-1，褐を呈す。

ラケズリ。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 1台仁・焼成・色調 備

D -12 士ノF (15.9) 体有味部と底部縁の境に， 軽!い内氏稜湾l乙 を 内面は，全体ナデ。後外面は， 胎外土は， 褐微妙色粒を含む。褐底部色
4.3 す。口 は，やや 日縁部ス ヨコナデの ，底部へ ど面E ，黒 , その他淡lこ開く。部底部は，平 気近 ラケリ。 をす。

L 、。 . 
D -13 土不 15.0 休内部出外面段に一条の沈縁部線を配し， 内i縁線臼は， 全体ナデ後。部外体面は， 胎焼淡土は好，微。妙粒を含む。

5.0 IL:をす。口部は， 日 部ヨコナデの , 部にほとんど直有立し，端 は鋭い。 沈ス を施とし，底 をヘラケ 茶成補良色を呈す。
リ。

D -14 主不 ((15.8) ) 体部縁外THiI乙一条の沈線線を配す。 内而縁線は，全体ナデ。外面は， 胎淡茶土褐は，色砂を粒呈すを若。 干含む。
4.5 口部は，ほl王直的。 口 部ヨコナデの部後，を体部に

沈ス を施乙し，底 ヘラケ
リ。

D-15 士不 14.8 体部部外面に，内稜を有l床す。口縁 内面縁は，全体ナデ後。外面は， 胎淡赤土褐は，色砂を粒呈すを少。量合 tr 。
4.0 は，やや j笥気 円 部ヨコナデの ，底部へ

ラケズリ。

D -16 士干 (14.8) 休部も軽外面に 稜有を有し，内面 内面は，全体ナデ。外面は， 胎土は 微砂粒を含む。内面
4. 5 に い段をす。 w縁部は 口縁部ヨコナデの後，底部へ は，灰掲色，外面は，褐色を

内湾気味。 ラケズリ。 呈す。

D -17 対; (15.0) 稜体部と底部の境縁に，かすかな 内面は，全体ナデ。外面は， 胎土は，色口微縁を砂部粒外を合黒街tr 。 内面4.5 を有味す。口 部底は，やや内 れ縁部ス ヨコナデの後，底部ヘ および 面色，そ
近湾気い。 Iこ開く。 部は平底に ラケリ。 の他渇 宝す。

D -18 主不 ((lι9) ) 体内部面外出 IL:一条の沈線縁百五を配し， 内面は，全体ナデ。外百{本l は， 胎陪土茶褐は色，微を呈妙粒す。を含む。
4.7 に段を有味す。口 部は， 日縁線部をヨコナデの後部，を 部 lこ

やや内湾気で，端は，鋭 沈ス 施こし，底 ヘラケ
どし、。

D -19 土手 (13.9) 体部外面線に稜を有す。口縁部 内面は，全体ナデ後。外曲一は， 日黒台土は， 微外砂面粒淡を褐含 tr 。 内面
4.6 は，直的。 口縁部ヨコナデの ，底部ヘ 褐色， / I !_t:1H 色を呈す。

ラケズリ。

D -20 土不 (14.9) ほぼ一半尖球条る形の状沈 を呈し， 体部外 内縁線面は， 全体ナデ。外体自は， 胎黒溺土は， 微外砂面粒を茶含褐む。 内面呈 内直
5.3 雨部 l乙 線を配す。口唇 日 部ヨコナデの後商1 , 部 lこ 色， / I I-il-l'暗 色を 開?

が。 沈を施こし， Iまヘラケズ す。
リ。

D -21 杯 15.0 体部縁部外尖面 l乙， 軽部い内稜湾はを有器味す。 内面縁は，全体ナデ後。外面!まは， 胎お土よ他はび褐微色口砂縁を粒部呈外を面含i黒む溺。 内色面, 4.1 は は，やや 気で端 口 部ズ ヨコナデの , 部ヘ
部がる。口縁 , 厚す ラケリ。 その す。
る。

D -22 会干 ((13.9) ) 体部外出に，一条の沈内線を配味 内面は，全体ナデ。外体出は， 褐胎土は呈，微砂粒を含む。淡黄
5.3 底す。口縁深部は，やや 湾気 口縁線部を ヨコナデの後， 部に 色をす。

部はい。 沈 配す。底部ヘラケズリ。

D -23 士干 14.4 体部外内面面 l乙， 一条をの沈線を配 内面縁線1 は， 全体ナデ後。外面体は， 褐胎土は，微す砂粒を含む。淡赤
4.2 し， fl] IÍIl Iこ，直段立 有味す。口縁 は 部をヨコナデの , 部ズに 色を呈 。

部は，やや 気となる。 沈 配し，底部ヘラケリ。

D -24 主不 (12.9) 体す内部と底縁味部部の境lζ軽k方部い綾へは を有 内面は，全体ナデ。外面底は， 日台呈土，黒すは 微色砂，粒外を含む 編内面3.6 。刊は，外 やや υ縁部ス ヨコナデの後， 部ヘ はを 褐。 面，淡茶色
湾近気 lこ開く。底 平成 ラケリ。

j(こ L 、。

D -25 F不 ((130) ) 半ー球条形状沈を呈し，体部外語11ζ ， 内面は，全体ナデ。後外体面は， 褐日台十色一はを呈，微す砂。粒を含 tro 淡赤
3.9 の線を配す。 円縁線部ヨコナデの , 部に

沈 を施し，底部ヘラケズリ。

D-26 士不 (12.0) 半球条形状沈を呈し，体部小外面 IL:， 内面縁線は， 全体ナデ。外面体は， 胎 j は，す微砂粒を含む。漆褐
3.5 ーの線を配す。 形。 日 部を ヨコナデの後， 部Iζ 色を呈

沈 施し，底部へラケスリ。

D -27 杯 ((140) ) 体部外内国面 lこ 一条の有沈線を配薄 内縁線面は， 全体ナデ後。外体面は， 黒胎褐上は， 微外砂面粒を茶含褐む。 内面
4.3 し， fl]iJnlζ軽い段をす。 口部ヨコナデの , 部に 色， /1 I-tlH 淡 色を呈

手。 沈 を施こし，底部ヘラケズ す。
リ。

D -28 士不 ((14.0) ) 一接半球条点形状沈を呈し， 体部沈外線面に， 内面縁線部はを , 全体ナデ後。外面体は， 褐胎オ色:はを，呈砂す粒。 を若干含む。 暗
4.5 の線を配す。 は， 日 ヨコナデの， 部に

部が，ズレている。 沈 施し，底部ヘラケズリ。
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議号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

29 高(台S 付)杯 (14.9) 体部は， 外ヒ万部へ， 外内湾反気す味 ロクロ成ズ形。 底調部外高面台 , 回転 胎!ズ土は，砂F立を若干合む。淡
3.6 にのび，円縁が， る。 ヘラケ リ整。 は，ハ 色を呈す。

( 8.8) 底三部角は，の稜浅をく，も平っ担，高で，台断を有面 リツケ。

す。形非常に薄手。
30 高(台S 付)杯 高台ずを部のみの残部す存。高台は ロケロ成形。整底部〒外rr守司A出Lj , 回転 胎士は，砂粒を若子含む。淡

わ かに外端傾 る「ハ」の字 ヘラケズリ調 。 は，ハ 灰色を呈す。
6.5 状呈し， が尖る。 リツケ。

31 士不 (S) 日縁部欠損。底部は大きい。 ロクロ成形。回転へラ切り。 胎土は，砂粒を若干含む。肯
灰色を呈す。

8.3 

32 士干 (S) ((12.0) ) 体部は，外上方へ直線的にの ロクロ成形。悶転ヘラ切り。 胎土は，砂粒を若干含む。青
4.2 ぴる。 灰色を呈す。

33 士不 (S) 成部のみの残存。 ロクロ成部形全。回転ヘラ切I旬 りの 胎含むL。は，青砂灰粒色を(1呈走行す。など) を，
後も，底 1[0 を一定方 に手

7.0 ちへラケズリ。

1 椀 (17.8) 体立部は， 外 k方へ部形部内湾が気味 1<:: 面外(紐積み) ロク口調整かつ百内日 胎良色好を上呈。はす，内面。微黒砂色粒，を外合注むi淡。赤焼褐成 内面黒色処
6.9 ち上がり， 口底縁大 , わず は，全面1ヘラミガキ後。底 理。

かに外反平する。 は，深め 面は，ヘラケスリの に，
で，ほぼ底。 。 ヘラミガキ。

2 椀 ((148) ) 休\f.部ちは， 外上!方す氏へ内湾気味く lζ 粗縁内 Wâ は， 全体ガナデの後[面, やや 胎 tは， 微縁明福砂部粒内を含面む褐。焼色成6.2 上がる。 部は，深 いへラミ キ。外は， W 良そ好。円 外黒
やや凸面を呈 。 部ヨコナデの後，休部およ の他， 色を呈す。

び底部をヘラケズリ。

3 椀 17.0 休立部は，外上万へ内湾気味 l乙 1，縁|百部内外面ヨコナデの後 胎土は，陪微茶褐妙、粒を呈含すむ。既成
5.8 ち r:がる。底部は，やや凸 面内 は，全面ヘラミ力、キ。外面 良好。 色を

面を弓す。 は，へラケズリの後，全
ヘラミガ?キ。

4 腕 ((16.7) ) 立体部は，外ヒ方底へ内湾気味に 内面は， 全体ナデの後， 全面部部を 胎土は，内微面ヲヨ砂は粒を褐含む。 焼外成Il!i 5.3 ち仁がる。 部は，やや rnl ヘラミガキ。体外部出l は， 口縁底 良明好褐。倍 色，
面を呈す。 ヨコナデ後， および 色をす。

をヘラケズリ。さらに全面l
ヘラミガキ。

5 士干 (13.9) 体部は，苦外E 上方へ直線的にの ロクロ成形。底部加全面(不横足βf 黒胎土色，は外，微白褐砂粒色をを呈含すむ。。 内面 内 ~iJ黒体「運有色部処外6.2 びる。底は，やや深い。 店向出l 向);王)2l主お寺そTれ主1主rヘk仕こラミ 事下端 < 内 理面 。に 」( 6.6) 
11;t, :'i': iln ヘとラdミ Eカ1ぷキ。!ム』 の墨書り。

6 エ不 ((140) ) 体H縁部部外面 l乙直，線軽的い援を有す。 内面縁は，全面ナデ後。外商は， 胎色土をは認，微と砂粒を含分む。茶褐
5.0 は，。 口 部スヨコナデの ，底部へ 基し，部的l乙，黒

ラケリ。 色を呈す。

7 エ不 15.0 体立部は，外上1厚7へ内湾気味lζ 内国は，全体ナデ。外面は， 胎色土は，微砂粒を含む。灰褐
5.2 ち上がる。 手。 不明。 を呈す。
7.0 

8 盤 ((140) ) 偏平薄な， . ー半球形状を呈す。や 内面は，面全面丁寧縁なへラミガ 胎土は，赤褐微砂色粒をを含すむ。焼成 内外面赤彩
3.0 や手。 キ。外 は，円 部ス ヨコナデ 良好。 呈

の後，底部ヘラケ リ。

9 士不 (12.9) 休書店部外面内に， 稜味 を有す。 口縁 内Uラ縁ケ面部はズ，ヨリt全体ナデ。 外，底面部は， 褐胎土色はを呈，微す砂。粒を含む。暗茶
3.7 は， 湾気 コナデの後 へ

。

10 土不 14.4 体部内も外軽気出 l乙， 稜を有し， 内部面 内面は，全体ナデ。外面は， 黒胎褐七色は 微外砂面粒明褐を合色むを皇。す内面。
3.7 lこ , い段を宥す。円縁 円縁部ス ヨコナデの後，底部ヘ

は湾味。 ラケリ。

11 主手 ((154.02) ) 体部'L外内軽商に， 稜を有すし， 縁月白部l 内面縁は，全体ナデ。外面は， 褐胎土色はを呈，微す砂。粒を含む。暗茶
に い段味を有。日 円 部ヨコナデの後，底部へ
は， 湾気 ラケズリ。

12 土手 ((13-8) ) 休部段線外有i釘 iζ，稜を有部 し， 内面 内面縁は，全体ナデ。外面は， 胎土はÐé褐微砂色粒をを含すむ。焼1.&
4.4 にをす。口縁は，ほlま 口 部ス ヨコナデの後，底部へ 良好。 呈 。

直的。 ラケリ。

13 土不 ((140) ) 体部も外軽内面 lこ，稜有を有し 内面 内面縁は，全体ナデ後。外面は， 胎七は，微砂粒を含む。陪褐
4.1 lこ い気段をす。口縁部は， rl 部ヨコナデの ，底部へ 色を呈す。

やや湾味。 ラケズリ。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎土・焼成・色調 備考

E -14 士不 13.7 体部も外面をに， 稜を有縁し， 内面内 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 胎良を好土呈。すは，。内微面黒砂粒色，を含そのむ他。褐焼成色4.5 に段味 有す。口部は， 口 部ス ヨコナデの , 部へ
湾気 ラケリ。

E -15 杯 ((13.8) ) 体内部面縁外国もに 軽い稜を有有 し， 内面縁は，全体ナデ後。外底面部は， 日台土は， 微外砂面褐粒を含む。 内面
4.4 に わずかな段味を す。 口 部ズ ヨコナデの , ヘ 黒褐色， 色を呈す。

口部は，内湾気 ラケリ。

E -16 杯 (13.7) 体部も軽気外面!L，稜有を有し 内面 内面は，全体ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を含む。灰褐
4.2 に い段をす。口縁部は， 口縁部スヨコナデの後，底部へ 色を呈す。

内湾味。 ラケリ。

E -17 士平 ((148) ) 体部も軽外面 Iこ 稜有を有し 部内面 内縁面は，全体ナデ。外面は， 胎色土は，微砂粒を含む。茶渇
4.0 に い段をす。口縁は， 口 部ヨコナデの後，底部へ を呈す。

内j湾気味。 ラケスリ。

E -18 杯 13.6 体部も外商 l乙，稜有部を有し 内面 内縁面は，全体ナデ。外面は， 胎色土は，微砂粒を含む。淡褐
3.6 に 軽気い段を す。口縁浅部は， 口 部ヨコナデの後，底部へ を呈す。

内湾味。底が，ややい。 ラケズリ。

E -19 杯 12.8 体部も外面に，稜を有縁し， 内面内 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 日台土は， 微縁色砂部を粒外呈 を含む褐。 内面3.8 I乙 段味を有す。口 部は， 口 部ス ヨコナデの , 部へ および口 面，暗色，
湾気 ラケリ。 その他褐 す。

E -20 杯 日縁部欠損。底部は，やや大 ロクロ成も形。底部全面不定内方 胎黒色土，は外，微面砂淡粒黄褐を含色むを呈。す内面。きい。 向の手体向 ちへラケズリ。 面
8.0 は万, 部が横Jj向，底部が一

定 のへラミガキ。

E -21 饗 (S) (23.9) 口下縁外部欠面は， 大きく外反し， 端 紐部外積面み ロク口調整。 口縁外。部面肩 胎む土。青は灰，粒色子を呈の粗す。い砂粒を含
部 lこ，突帯が，めぐる。 子内f(状面，縦力向のハケメ
以損。 は が，青海波文，

が格 タタキ目。

E -22 護団) 制下半部のみの残存。 外面は，デ平調行タタキ目，内面 胎む土は灰，粒色子の粗すい砂粒を含
は，ナ整。 。青 を呈

(16.0) 

E -23 高杯 (S) 胸状か部のみの残存部。長端部くラッパ ロクロ成形。 胎淡青上灰は，色雲を母皇末す。を多量に含む。
l乙開く。習は が，短

(14.1) くつまみ される。四つの
スカシを有すと思われる。

E -24 高(台S 付)盤 (20.8) 日縁部は， 外上万へ非外傾湾常気気浅味 ロクロ成形調。底部高外台出回転へ 始土は，砂粒を少量含む。灰 底白部然外面 lζ ，
2.8 にのびる。底部は，内 I乙 ラケズリ 整。 は，ハリ 色を呈す。 糊が

(16.1) く，平らで，やや 味 l乙 ツケ。 かかる。
下がる高台を有す。高台の端
部は，尖る。

E -25 蓋 (S) 16.1 口縁下部は，短かく，ほぼi主直 ロクロ成形。天調井整部外面， 問 胎を土は，砂粒を含む。育灰色
2.7 にがる。天J中1 部は， i氏く， 車ムヘラケスリ 。ツマミは， 呈す。

ほぽ平らで， 央lζ宝珠状の ハリツケ。
0.8 ツマミを宥す。

E -26 高(台S 付)係 15.6 体部は 外 t.hへ[か直線外的にの ロクロ成形。底整部外高泊1 ， 回転 胎士は，砂灰粒色 (長石など) を
5.2 び口縁底下部部が，わず に 反す ヘラケズリ調 。 台は，ハ 含む。青 を呈す。
9.1 る。 は，高半台 らで， ほ lま垂 リツケ。

直 lこがる を有す。

E -27 品台付杯 (13.4) 体部は 外上方平4口之、へ直線的にの ロクロ成ズ形。 底整部高外面台, 目l転 胎灰土色はを呈，砂す粒。を少量含む。青( s 4.4 る。底下部は高, らで，ほぼ重 ヘラケ リ調， は，ハ
(10.0) 直にがる を有す。 リツケ。

E -28 高(台S 付)杯 口縁部および高台を欠損。 ロクロ成ズ形 底整部外高面台, 回転 胎含土む。は青，砂灰粒色を(長呈石す。など) を
ヘラケ リ調。 は，ハ
リツケ。

E -29 係 (S) (15.1) 体部は，外部上方へ白大 ロクロ成形。 lロi転へラ切り。 胎灰土色はを呈，砂す粒。を若干含む。青
4.5 びる。底は，ややきい。
7.7 

E -30 杯 (S) (13.7) 休部は底，外部上万へ直き線的にの ロクロ成形。回転ヘラ切り。 胎灰土色はを，呈砂す殺。を少量含む。淡 j底部外号面「へ
4. 7 ぴる。 は，大い。 ラ言己 ハ」
7.8 有り。

E -31 坪 (S) (13.9) 体部は底，外部上方へ直線的f(の ロクロ成形。凶転へラ切り。 胎多土は，含砂む粒青(長石などす)を
3.9 びる。 は，大きい。 量に 。 灰色を呈
8.6 

。
凸



士器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎七・焼成・色調 備考

E -32 杯 (S) 13.8 体部は，外縁上万へ内湾ず気味に ロクロ成形。回転ヘラ切り。 胎を土は，砂粒を含む。青灰色
4.3 のぴ，口部が，わかに外 皇す。
6.0 反する。

E -33 坪 (S) (13.0) 体部は，外縁上万へ内湾ず気味 l乙 ロクロ成形調。底部外面回転へ 胎土は呈，砂粒を少量含む。淡
3.9 のび，口 部部が，わ かに外 ラケズリ 整。 灰色をす。
6.8) 反する。底は，やや大きい。

E • 34 郎 (S) (15.1) 体部は底，外部上万へ直き線的l乙の ロクロ成形。回転ヘラ切り。 胎土は，砂粒を含む。灰色を
3.7 びる。 は，大い。 皇す。

( 9.4) 

E -35 坪 (S) (14.7) 休び部は底，外部上方へ直線浅的くにの ロクロ成形調。底部外面回転へ 胎灰色土はを呈，砂す粒。を若干含む。青
3.5 る。 は，やや ，大 ラケズリ 整。
9.7 きし、。

E -36 杯 (S) 13: 3 体的部は，外上方へ，ほぼ直線 ロケロ成形。凶転へう切り。 含胎土は青，砂灰粒色(長呈石など) を 底部外面へ
3. 7 にのびる。 む。 をす。 ラ日己 IIIJ 
5.5 有り。

E-37 士不 (S) (14.0) 体部は，外部上万へ手直線的にの 方向ロ向)ク)をロ成お形よ。び底体部部下全端面ズ ((一横定方 胎灰色七はを呈，砂す粒。を若干含む。淡
4.5 ぴる。底は，厚

( 7.0) 子もちへラケ リ。

E -38 杯 (S) (12.7) 体部は，外上方へ，大直き線的に ロクロ成手形も。底部全面，一定 褐胎雲母色士はなを呈，ど砂す)粒。を多(長量石に含，石む英。灰, 3.8 のびる。底部は， い。 方向の ちへラケズリ。
( 9.0) 

丘一39 杯 (S) 底部のみの残存。やや大きめ。 ロクロ成形。回転ヘラ切り。 胎灰土色はを呈，妙す、粒。を若干。含む。 育

8.4 

E -40 士干 (S) 底部丸のみの残仔。底部は，や ロクロ成形。回転へラ切り。 少胎土は，む砂粒青灰(長石など)を 底部記号外面へ
や底気味。 量合 。 色を呈す。 ラ「↑」

( 6.5) 有り。

E -41 坪 (S) 口縁直き部線欠的損， 体び部は， 外部上方 ロクロ成形。 l口]転ヘラ切り。 胎土は，す微砂粒を含む。淡!来
へ にのる。底は， 色を呈

8. 7 大い。

E -42 杯 (S) 日縁部欠損。体部部は，外上万出 ロクロ成形。[口伝糸切り。 褐胎土は，砂す粒を少量含む。淡 底部記号外由iへ
へのびる。底は，やや突 色を呈 ラ r.,4J 

6.8 気味。 有り。

F-1 盤 (16.1) 偏平な，半球形状を呈す。 内縁底lfiîは，全体ナデ。外体l可は， 胎土は赤，砂褐粒色を(長石など)を 内外面赤彩
4.4 口 部部 ヨコナデの後， 部か 含む。 呈す。

ら をへラケスリ。

F-2 坪 16.9 体立部内外面i面 l乙 一条の沈縁線を配 内面縁は，全体ナデ後。外面は， 胎土は， 微縁淡茶砂部褐粒内を含面む福。焼色成4. 7 し に段とを有す。口部は， 日 部ヨコナデの ，底部へ 害好日 外黒
5.4 直ず 気味外 なり，端部が，わ ラケスリ。 の他， 色を皇す。

かに反する。

F-3 杯 14.8 休部線も外軽的面 Iこ 稜有を有し 部内面 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 胎土は， 微縁淡砂茶部褐粒内を含面む褐。焼色成4. 7 に直 い段をす。口縁は， 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ 良そ好。口 外黒
ラケリ。 の他， 色を呈す。

F-4 F手 (14.8) 休部も外軽面 l乙 稜有部を有し 部内面 内面縁は，全体ナデ後。外面は， 胎外土面黒は褐，微色砂，粒そのを含他褐む。色底を部呈3. 7 に い段をす。口縁は， υ 部ヨコナデの ，底部へ
内湾気味。底は浅い。 ラケズリ。 す。

F-5 上ノF 15.0 体部外有!面 lこ，援を有部し，内I百 内面は全体ナデ。後外商は.W 胎好土。は茶，口褐微縁砂部粒内外を含面黒む褐。焼色成, 4.4 l乙段味をす円縁は，直、7 縁部ス ヨコナデの ，底部ヘラ
気反 で，端部が，わずかに外 ケリ。 良その他 色を呈す。
する。

F-6 杯 15.4 体段部味外有面に， 稜を有部反 し， 内面 内縁!画iは，全体ナデ後。外面底は， 胎土は淡，微茶褐砂粒色を含呈む。焼成
4. 7 にをす。部口縁外 は，直立 口 百ズ官ヨコナデの , 部へ 良好。 をす。

気で，端が する。 ラケリ。

F-7 tf 16.2 休部も外面 l乙，稜を有縁 し，内面 内縁I商は，全体ナデ後。外rfjj は， 胎色土は，微砂粒を合む。淡褐
5.0 l乙 段線を有す。口 部は，ほ U 部ス ヨコナデの ，底部へ を呈す。

ぼ直的。 ラケリ。

F-8 士不 (12.9) 体部も外面に 稜を有縁し，内面 内縁面は，全体ナデ。外面は， 胎色土は，す微砂粒を含む。黄濁
3.9 l乙 段線を有す。は 部は，ほ 円 部ス ヨコナデの後，底部へ を呈 。

ぼ由。 的。 ラケリ。

F-9 エ手 ((15.0) ) 体部部外出 lこ，的稜を有す。円縁 内縁[白Jは，全体ナデ。外面は， 胎土は，微砂粒を含む。淡掲
4.3 は，直線 U 部ス ヨコナデの後，底部へ 色を呈す。

ラケリ。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎士・焼成・色調 備考

、 F -10 士不 (16.4) 体部外縁白に，かすかな稜を有端 内!日は，全体ナデ。外面は， 胎縁色士は外，~面4、黒約を少量含む。 仁]
す。円 部ずは， 直外線反的で， 口縁部ヨコナデの後，底部へ 部内 色，その他，褐
部が，わかに する。 ラケズリ。 を呈す。

F-ll エヰ ((140) ) 体部外面縁 l乙，かす中かな稜を有 内縁Iflìは，全体ナデ後。外面は， 樹胎色仁はを呈，砂す約。を少量含む。路
5.2 す上。口 部曲 は， 途で，やや U 部ス ヨコナデの ，底部へ

方へ屈する。 ラケ 1) 。

F -12 士不 ((17.0) ) 体;吉15外内面出Îtこ 一条の沈線有を有 内面縁線は， 全体ナデ。後部外体面は， 胎茶土は，砂呈粒を少量含む。暗
4. 7 し縁, f'3 iloK も軽い段を す。 日 割日ヨコナデの , 部に 褐色をす。

日部は，lli;i線的。 沈を施こし，底へラケス

G-1 護 21. 0 円縁形部をは， 外湾思する。胴i'i~は， c.J縁l面ITí部内方外横万商向 ヨコナデ。胴部 黒胎土は，砂呈粒を多量に合む。
球 呈すとわれる。 fl:.Jは 向のへラナデ， 絹色をす。

外1111 は縦 のへラケズリ。

G-2 ~ (23.3) 円縁部線は， 施強有 く外湾れし， 端部部 U縁面部内外面{寸ヨコナデ。胴外百五 胎 1 は，む長淡打粒ぷと雲母末土邑を多 G-4 と同

lζ凹が， とさ る。 t肩口 内は，横のヘラナデ， 量Iこ台。 褐色を す。 一個体か。
は，張りをす。以下欠。 面は，ナデ。

G-3 準 (17.4) 口縁剖i部は，ゆるやかに外反し， U縁面部内外方面l包 ヨコナデ。胴部 胎土は， 砂多粒量 (雲含母む， 長暗茶打な
端 は丸もい。胴底部却は やや膨 内 は， のヘラナデ。 ど)を を， YÆIこ 。 褐
らみを つO 欠損。小形。 外jTn は，縦斜 向向のヘラケズワ。 色号す。

G-4 寮 胴部下半のみの残仔。 胴部外面は，縦fj向のへラミ 量胎土は，長石粒茶と雲色lを:J:末を多 G-2 と同
ガキ。内而は，横万向のヘラ に含む。淡褐 Etす。 一個体か。

8.2 ナデ。

G-5 ~ (12.7) 日縁ず部は外，ほぼIA:立し端部有部が， U縁面面部内外横面jう ヨコナデ。胴百官 胎不土は，微溺妙、粒を合すむ。焼成
わかに反する。綾胴は， 外内 は， 向のへラナデ， 良。淡色を量。
球形を呈す。肩i'i~1ζ り。 不明。
形。

G-6 主主 (13.2) 仁1 縁部有部は球小, やや外呈傾して立つ。 口縁Ifll部内外面h ヨコナデ。胴部 胎色 |は，微砂fすを含む。灰褐
腕は， 形をす。肩部IC fl:.J lfll は，横向のヘラナデ， を呈す。
後り。)彩。 外国は，へラケズリかワ

G-7 腕 (20.6) 有休部と口縁面部の軽境的外面 lこ稜有を 円縁IfJj EE内外 Ilil ヨコナデ。底部 婦恰 1:は，微す砂粒を含む。淡ク主
9.5 し，部内 に線も い段開を す。 内は，ヘラナデ，外 Iflr は， 色を主主 。

は縁は， 1自 にく。!氏 ヘラケズリ。
部は，深い。丸底。

G-8 椀 14.7 体部は，外縁上万へ内湾ぼ気味立に， 内面は，全体ナデの後外面，応部 胎上は調，微と妙し粒を黒含む。暗褐
7.7 のび，は部はほ直守主 す 近くをヘラミガキ。 は， 色を基 一部色を早す。

る。底半部!底はやや凸向ーを する 円縁部底 ヨコナデの後， {:本部お
が， -'/L ltftこ近い。 よび吉Eをへラケスリ。

G-9 椀 13.3 半球j直|三状立 を呈す。日縁部は， 内面縁は， 全体ナデ。外曲一は， 胎l:Iま，微砂粒を合む。暗褐
5.3 ほぼ する。 日 部ス ヨコナデの後，底部へ 色を呈す。

ラケワ。

G-10 椀 (14.8) 半わ球ず形状を呈す。口縁部は， 内面は，全体ナデ。外面lreは， 崇胎土は， 微外砂rH縄粒を含をむ。 内面
かに外反する。 円縁部ス ヨコナデの後， 部へ 褐色， 色呈す。

ラケリ。

G-ll 腕 ((13.8) ) 半球形状以を呈す。日縁部わは， 内面縁は，全体ナデ。外面は， 胎向土は，色砂，粒外出を褐少量合を量む。 内
5.5 ほぼ直反 し，端部が， ずか 円 部ス ヨコナデの後，底部へ 黒褐， 色 す。

に外する。 ラケリ。

G -12 盤 (15.8) 偏平な常半球形状くを呈す。底部 内而は，全体ナデの後外に，や 胎 iーは褐，微色砂を粒呈を含む。焼成
2.8 は，非 tこ浅平担。 や粗縁いへラミ力、キ。 面は， 良好。 す。

口 部部 ヨコナデの後，体部か
ら!氏をヘラケス 1) 0 

G -13 盤 (15.8) 半球形状を呈す。 内面は，全面全了l慢16Y1 なヘラミガ 胎土は， 褐微妙色、粒をを含すむ。焼成 内外面赤彩
3.5 キ。外体市l は， ヘラケズリ 良好。赤 呈

の後， 部力、を横 向のやや粗
いヘラミ キ。

G -14 盤 (21. 3) 底部方部が非常に浅く 平担 体上 部面内面は方，部底底部向が面が一定方向， 体外 褐胎土色はを呈，微す需。。焼成良好。赤 内外面赤彩
2.4 は，やや河湾大気味 l乙，外 が のへラミガキ。

へのびる。 形。 は横体 ，横方向のへラミ
ガキ， がへラケズリ。

G-15 盤 ((217) ) 休休大部部外面 IC ， 軽内い稜気を有し， 内横lliiは而方，向底部が放射状， 体外部面 溺胎色上はを呈，微す密。。 焼成良好。 赤 内外面赤彩
4.3 は，やや湾味IC聞く。 が 方全 のへラミカーキ

形で，底部は，やや深い。 は，を ヘラケズリの後，体
部 横部 向ものへラミガキ。ま
た底 l乙 粗いへラミ力、キを

施こす。
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仁器番号 器 種 法 量 器形の特微 調整の特微 胎土・焼成・色調 備考

G -16 盤 16.8 休{縁本部部部外商に 軽気い稜をBす。 l付 iflí は横，方底縁向部が一定方向， 体 渇胎良好色+:。は，内微阿砂倍粉茶褐を含色，む外。焼出i茶成4.1 は，内湾す l床に開き， 口 が， のへラミガキ
が[直立る。 部外全面は， 口 部ヨコナデの後面, を呈す。

粗IIIÎヘラケズリ。さらに全
に いへラミガキを施乙す。

G-17 盤 ((188) ) 底部部は非外常kに浅く， 偏半。休的 内面は面，全1m丁寧ズなヘラミガ 胎土は~ミ褐微砂色粒をを含すむ。 焼bX 内外面赤彩
3.1 は， 万 l乙， ほぼ外l直線面l キ。全ヘラケ リの後，体 良好。 呈

にのびる。なお，配休部 l乙 部には，向沈線を施とし，さら
は，一条の沈線を す。 に横方のヘラミガキ。

G -18 盤 15.8 底外部上は， 浅く， 偏内平。休味部は， 内面は，全体ガナデの後文，政)射 胎土は褐，微色砂を呈粒を含む。焼成
3.1 βへ，やや湾気 lこの 状外全のへラミ キ(陪 風 良好。 す。

ぴる。 面(面は，円縁ズ部ヨコナデの後，
ヘラケ リ。

G-19 盤 15. 1 偏平な，半球形状を呈す。 内向は，全面丁寧な，ヘラミ 焼赤胎土は好，を 。微砂申立を含む。 内外面赤彩
3.4 ガキ。 面全は， 口縁部ズ ヨコナ 成褐良色 呈す。デの後， :�: rflÎヘラケ リ。

G-20 機 (16.9) 有休味す部外面 l乙， かすかな，内湾稜を 内面は，全体ナデ。外面は， 胎土は，微呈砂粒を含む。
3. 1 。口縁は，やや 口縁部ス ヨコナデの後，底部ヘ 暗褐色をす。l乙開く， [部氏自~は， 浅く， 気偏 ラケリ。

半。

G-21 盤 17. 5 半球)惨状を呈す。大形。 内縁面は，全休ナデ。外面全は， 1褐h色土は呈，砂粒を少量含む。
4.3 U 部ス ヨコナデの底， 面へ をす。

ラケリ。

G-22 盤~司 14.6 半球形状を呈す。底部は，や 内縁面は，全体ナデ後。外面全は， 胎内土は，砂粒 若外干含黒む。
4.5 や深い。 口 部ス ヨコナデの , :î: 1~1 ヘ 直lおよびU縁部す 褐色，

ラケリ。 その他褐色を呈

G-23 坪 13.9 半球形状を呈す。 内縁面は，全体ナデ後。外面全は， 胎掲土色は呈，砂粒を少量含む。
4.2 日 部ス ヨコナデの , 3': imへ をす。

ラケリ。

G-24 (13.8) 半球形状を呈す。 内縁面は，全体ナデ。外面全は， 胎内t:は黒，砂褐色粒を少外量含む。
( 4.0) 口 部ス ヨコナデの後， :1': 1而へ 面呈 , 1~I')q，IL....;I， 面， 暗褐色

ラケリ。 をす。

G-25 杯 ((117) 1 口縁縁部部と休部直の境 lこ稜を有す。 内面縁は，全体ナデ後。外面全は， 日好E台震 l二は，在を日砂内粒外を含褐色む。 焼成良4.4 口 は， 立する。 日 部ズ ヨコナデの , 面へ 。褐色!底 而 ，その他
ラケリ。 呈す。

G-26 杯 ((93.78) ) 日縁縁部部と{本短部の境 I乙立複を有す。 内縁IflÎは，全体ナデ後。外全面は， 胎土は 微砂縁粒を含外む。
口 は， かく直する。 口 部ス ヨコナデの , 商ヘ 面および口 部す [白l黒褐色

ラケリ。 その他褐色を呈

G-27 生手 14.4 半球形直内状立面を呈し， 縁口縁端部線部は， 内縁面は，全体ナデ。外面全は， 胎陪褐上色は，を呈微砂す粒。 を含む。
4.8 ほぼする。口 は， 口 部ヨコナデの後， 面，

尖り に，一条の沈を配 ヘラナデ。
す。

G-28 エ不 10.4 半球形内状傾内を呈し， 縁有日縁端部は， 内面縁は，全体ナデ後。外外全面は， 胎 i 部褐は色，内砂外粒を少褐色量含む。3.6 やや する。はす郡部は， 口 部スヨコナデの , 出は1 へ 円縁亦 面呈黒 ，その他
尖り， 面l乙稜を ラケ リ。口ガ縁キ部 面 1<::' 階 をす。

粗いへラミ

G-29 Z手 11. 0 半尖球が形り状， を呈す。 口縁段端部有は， 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 焼胎暗土は好，を砂粒を若干含む。
4.1 内面に軽いをす。 日 部ス ヨコナデの , 部へ 成褐良色 呈す。ラケリ。

G-30 杯 (14.8) 休も部軽j湾外段味Uíllζ有稜を有し縁，内耐は lこ 内縁面は，全体ナデ後。外民面は， 胎内土は， 微び砂約縁を含外む。
( 4.9 いをす。口部 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ l届およ 口す部前1黒褐色，

内気 ラケリ。 その他褐色を呈

G -31 土干 15.2 体部縁外面 1<::' 軽線い稜を有部す。 内縁面は，全体ナデ後。外底面は， 胎内土は， 微砂粒縁を含外む。
4.8 門部は，直的。底は， 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ 面および口 部す 面黒褐色，

非常に湾手。 ラケリ。 その他褐色を呈

G-32 郎 12.9 体内部面湾外 líも111こ， 張い複を有縁 し 内縁的!は，全体ナデ後。外底出I1 は， 胎外内土は， 微ぴl砂縁粒を少外量黒含む。
4.8 に段を有す。口部は， 口 都ズ ヨコナデの , 百日へ 出fI11iおよ口部面褐色

内気味。 ラケリ。 褐色。

G-33 杯 (148) |l| 休内部外面もに段線，軽的をい稜すを1i.し， 内面縁は，全体ナデ後。外底面は， 胎外内! は， 微ぴ砂粒縁を合外む。
4. 5 面 lこ且 有。円縁部 日 部ス ヨコナデの , 部へ 面l百およ 円部す 品i黒褐色，

は，ほぼ ラケリ。 暗褐色を呈



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調撃の特徴 胎土・焼成・色調 備考

G-34 士平 (13.8) 休日E外縁I[jlfこ，かすかな稜線を。 内縁白ーは， 全体ナデ。外!l氏[l] は， 胎 l は，内微外妙、粒を合溺色tr 。
( 5.0 す。口部は，ほぼ[I'Uv'Rf向。 U 部ス ヨコナデの後， 部へ U縁潟部色 面，黒 ，その

ラケリ。 他 を呈す。

G-35 上平 14.6 休部外内面に，内もかすかな有稜を有 内縁面は，全体ナデ。外l出底 は， 胎内土は 微褐砂色粒を含I[U む。
4.5 し縁， 面 lこ 軽湾い段味 を す。 1-1 部ス ヨコナデの後， Jif:d11ヘ す画， .''li\ 1{llã，外 IllI淡褐色を

U 部は， 気 ラケリ。 7U E 。

ト G-36 F干 ((148) ) 体内も軽j百笥1I外面段に有稜を有し縁, 内面iζ 内面緩は，全体ナデ。後外底出は， 胎外内 1:は， 微び妙、粒縁を含外む。
4.7 いをす。，1~1'i~は， 口 部ス ヨコナデの , 部へ 面およ 口部 jüj黒褐色

気味。 ラケ 1) 。 画褐色を 1ILす。

G-37 土不 ((14.8) ) 休も部軽外面段 IC有稜味を有じ縁, 内面に 内縁山j は，全体ナデ後。外面底は， 胎土は 微外砂粒を合褐色む。
4.5 いをす。 ~J 部は， 円 部ス ヨコナデの , 部へ I1縁褐色部内 面す , 黒 , その

やや内ti1í気 。 ラケリ。 {也 を里。

G -8 士不 14. 1 休す部外縁IJU I乙，かす出かな稜を有 内縁líu は，全体ナデ。外底Iftl は， 胎内仁は，褐微色砂約外を合淡む。
3.9 。 U 部は， 線的。 c~ 部ス ヨゴナデの後， き1\ヘ 両H音 , JWlI 褐色を Lt-

ラケリ。 す。

G-39 t不 (12. 3) 体縁部外面は l乙 稜線を有す。 内縁I[U は，全体ナデ後。外面底は， 胎内二f は， 微福び砂色，粒を部合す外tr 。 「3.9 口部，直的。 円 部スi ヨコナデの , 古日へ rn.1 およ は縁Et dll黒褐
ラケ 1) 。 色，外面 を

G-40 杯 12.4 休部外内湾rfjj稜気を有す。 υ縁郎は， 内面縁は，全体ナデ後。外底面は， 胎仁は，を微早一砂粒を合む。
3.4 やや 味。 円 部ス ヨコナデの , 部へ 町]褐色 す。

ラケリ。

G-41 会不 (10.9) 休部外面縁fC， かすl宣かな援l床を有薄 内面縁は，全体ナデ後。外面民は， 外胎内二十は， 微び砂粒縁を合外む。
3.7 し， W 部は， 立気 I~ 書事ヨコナデの , 珂l へ l面[jl およは部面黒樹色，

子。 ラケズリ。 掲色を呈す。

G-42 士不 10.8 休内内部外 IIÍ.もl に， 強有い夜を有縁 し， 内H縁11 は，全体ナデ後。外而底は， 日台士は好，微砂粒縁を含内む。焼黒成褐
3.9 面湾 lこ段を すo W~ð~は， 円 部ス ヨコナデの , 部へ やや良。円 郎を 外面

気味。 ラケリ。 色その他，褐色 主す。

G-43 杯 15.6 休縁部部外I~IIこ ， r~線を配す。 1コ 内縁同は，全体ナデ。外面沈は， 胎土は， 二微仁云コ 砂約を含む。
4. 5 は，ほぼ直線的。 施口 部ヨコナデの後， 線を 淡褐色をす。

こし，底部ヘラケズリ。

G-44 F干 15.8 体す部外縁聞に， ー条I買の沈線を配 内面縁は，全体ナデ後。外沈出は， 目淡白茶1 褐は，色砂を粒呈すを少。量合む。
4.5 。口部は， 線的。 施口 部ヨコナデの , 線を

こし，底部ヘラケズリ。

G-45 士干 15.3 休部外車的宅 1[111 乙， 稜有を有し縁, 内 litf 内面縁は，全体ナデ。外1l氏íu は， 胎オ褐は色，微を砂粒を合 tr 。
4.3 fC ，線 い段をす。日書1\ は， 口 部ス ヨコナデの後， 部へ 淡赤 呈す。

11'1: ラケ 1) 。

G-46 :fF ((158) ) 休す部外日縁出[1乙， 一条百の沈線を配 内縁面は， 全体;ナデ。外面沈 は， 胎外内士は， 妙、半立を若外干含む。編色
4.7 部は， 線的。 施口 部ヨコナデの後， 線を 面および日縁部面黒

こし， J.底部ヘラケズリ。 IllI褐色を呈す。

G-47 士不 ((158) ) 休部外部面lこ，二条の沈線有を配 内縁IÍlI は，全体ナデ。外沈I[U は， 胎内褐色土面は， 砂fすを若縁干含外む。
4.7 す。体 内面内 l乙，段味 を し， 施口 部ヨコナデの後， 線を および，暗 1 ..1 部を 面，黒

口縁部は， l"J ì湾気 lこ開く。 こし， [民部ヘラケズリ。 ，外面褐色呈す。

G-48 杯 ((14593) ) 部体体部部外内面出内1 ， 気二，段条味の沈線を配縁す。 内縁I[jl は，全休ナデ。外tlhi;i は， 胎内褐二色l[十II は， 砂約を縁含褐部色むIと を有し，口 円 部ヨコナデの後， 線を および IJ 外 ，黒
は， F'3 í湾 fC開く。 施こし，底3=ßヘラケズリ。 ，外1[1[陪赤 を面早す。

G-49 t不 15.0 体部も外面軽i湾 lこ段，味稜を有を有し， 縁内部面 内縁面は，全体ナデ。外底雨j は， 胎 iこ部褐は，色内微外砂約を含褐む。
4.3 lこ，内 い す。，1 口 在ス日ヨコナデの後， Ill: ðllヘ U縁淡 面呈，黒色，その

は，気 ラケリ。 他 をす。

G-50 士不 (13.8) 休部外内面面[白 lこ， 条をの沈線を縁配 内縁1[11 は，全体ナデ。外面沈は，を 胎陪土は，砂粒を少量合む。
4.9 し， に，段有す。口 門部ヨコナデの後， 線 褐色を呈す。

部は， 線的。 庖こし，底部ヘラケズリ。

G -51 土不 (13.4) 休部縁外正面に直線稜を有す。 内面縁は， 全体ナデ後。外底白ーは， 胎}は， 微三仁Eコ 砂粒を含む。 !鉄底部分内面 lこ
3.5 口部は， 的。 口 部ス ヨコナデの , 部ヘ ば褐色をす。 が，イJ

ラケリ。 着。

G-52 係 (14.4) 休縁部外lliíf乙稜直を f的.jす。 内E縁U は，全体ナデ。外底1[[[ は， 胎淡仁褐は色，微を砂粒を合む。
( 4.7 IJ 部は， 線 口 古ス1I ヨコナデの後， 部ヘ 灰 呈す。

ラケリ。

G-53 士干 (15.4) 体部外縁白に，一条の沈線を配 l吋縁IUI は，全休ナデ。外沈面は， 胎淡 i 褐は色，砂特を少量合む。
( 4.2 す。円端部が，尖がる。 口 部ヨコナデの後， 線を 茶 を笠す。

施乙し， J民部ヘラケスリ。



土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

G-54 杯 ((14.8) ) 体し部外内面面内 l乙， 二条をの沈線を配縁 施内口縁面乙は， 全体ナデ後。外面沈は，を 胎暗土は，を呈微砂粒を含む。
4.6 1 1:，段味 有す。口 部ヨコナデの 線 灰色 す。

部は， 湾気 し，底部ヘラケズリ。

G-55 士不 ((108) ) 薄体す部外口面縁11:， 一条直の沈線味を配 内面縁は，全体ナデ後。外，ズ面沈IJ は， 胎色内土は， 微ぴ砂粒を含部呈む。3.3 手。 部は， 立気 施口部ヨコナデの 線を 函およ ，褐色口縁を 外面黒褐
こし，底部へラケ リ。 ，外面赤 す。

I G-56 杯 13.9 体が部は，ずほぼ直外立反し， 口縁部部 内縁面は，全体ナデ後。外面底は， 胎淡土褐色は，を微呈砂す粒。を含む。
3.2 ，わかに する。底 口 部ス ヨコナデの , 部へ
12.2 は，浅く大きい。 ラケリ。

G-57 杯 14.9 休的部は， 外上。万底部へ， ほぼ直線 外粘面土紐は，積手みロク口調整。底部 胎褐色土は， 砂内粒一を含部む。
4.2 にのびる は，大きい。 もちへラケズリ。 で， 面 黒色を呈す。
7.7 

G-58 杯 14.1 体部ひ事は，外上方へ，直線的に ロクロ成形。回が転へラ切向 り。 胎内土は 砂色粒外を若面干褐含色む。 内面黒色処
4.0 のる。 部内面がは 底向部 一定方ガ ，体 面，黒 , を呈す。 理
6.9 横方のへラミ キ。

G-59 蓋(同 (15.4) 口縁部尖は，垂天直 11:下がり，端 ロクロ成外形面。 胎暗土は，を砂呈粒を少量含む。
4.3 { ~. ~ 部中をが がる。 井宝は状，高く， 天整井。部 回転へラケズリ調 灰色 す。

0.6 央有11:，偏平な珠ツマミ
す。

G-60 蓋(幼 16.9 裾部縁井部宝がは珠は反転外気反底味 lζ有広下中がり， ロクロ費形。 胎土は，を砂粒を少量含む。 天井部外面
2. ~ 3. 7 天口 , して がる 天整井。部 面回転へラケズリ調 青灰色呈す に 「メ」モロ王の

{0.6 やや く，を央すに編 ヘラ記有
平な 状ツマミ り。

G-61 j;f(s) 13. 1 体ぴ部は底，外部上は方，へ直き線的にの ロクロ成形 胎雲土は，を砂粒および，呈多量の
3.7 る。 1;;1:，大い。 底面ス部をは定，方回転ヘラ切も り後， 全 母未含ù'。灰色をす。
8.5 不 向11:手ちへラケ

G-62 聞s) 13.3 体び部は底，外上は万.へ直き線的11:の ロクロ境形。 胎青土は，を砂粒すを若干含む。
4.1 る。部1;;1:，大い。 底部， 面，一定方向の指頭 灰色呈
8.0 ナデ。

G-63 j;f(s) 12.8 体び部は底，部外上方へ直線大的きにの ロクロ成面形。 胎暗灰土色は，を砂呈粒す。を含む。
4.0 る。 は，やや め。 整底部。外 ，回転ヘラケズリ調
7.6 

G-64 j;f(s) 12 目 8 体ぴ部は，外上は方.へ直線的にの ロクロ成形。 胎青土は，砂呈粒すを少量含む。
3.5 る。底部1;;1:，大きい。 底方部向は手，へラ切りの後ズ，不定 灰色を
8.1 のもちへラケ リ。

G-65 杯(同 (14.8) 体び部るは， 外部上は方.へ直線大的きにの ロクロ成形。 胎を土は，に雲含母む末。および長石粒
3.8 。底 ，やや め。 底部ケ部下ズ端はリ，。を全横面方向を不l乙定手万も向ち，へ体ラ( 8.1) 晶す。君で，底部は茶褐色目

G-66 横瓶(同 11. 4 短3口に8縁径三.8部角がcmは，稜強がく くぴれ部，が端，は部 胴内部面外面は，手調行整タタキ目。 胎淡土は，砂粒すを含む。
28.0 の つく。胴 は，ナデ 。 灰色を呈

, 24， 4叩，長径

1 号井戸 婆侭) (30.0) 護口縁形11:部?立 大きく外反胴し，端 胴内部面外面は，デ平調行整 タタキ目。 胎青土灰色は， 砂皇粒を含ù'。
-1 ，を突呈帯す。を有す。 部は， は，ナ。 をす。

1 号井戸 墾(s) 突口縁帯部を有のすみの。残存で， 端部 11: 外面 11:は， 波，状交と， 平横行走の， 胎青土灰色は，を砂呈粒す。を含む。
-2 くシ描文が 互に する。

1 号井戸 杯 12.9 体部縁にかすかずな，稜を有反 し， 内面縁は，全体ナデ後。外面底は， 胎内土面茶は，褐色微砂，粒外面を含灰福む。色を呈-3 4.1 口部が，わかに外する。 口 部ス ヨコナデの , 部へ
ラケリ。 す。

1 号井戸 査(同 13.6 有口り縁，す部端は， 外傾内傾して立突ち上が ロクロナテ二 胎育土灰色は，を砂呈粒す。を含む。-4 部 11:， する帯を
。

1 号井戸 高台付(杯s) 15.1 体び部は底，外部字状上は万，のへ直線凸面有的にの ロクロ成面形回。 胎青土灰色は，を砂呈粒す。を少量含む。 有底ラ部記り外号。 面ヘ-5 5. 1 る。 やや を呈 底高部台外 転へラケズリ調整。 「メ」
9.9 し，八の 高台をす。 は，ハリツケ。

1 号井戸 j;f(S) 13.1 体び部，は，外上万へ直線的にの ロクロ成り形。 胎他口縁茶土部褐は，色内長外を石面呈粒，す青な。灰ど色含，む。その 底有ラ部記り外号。面「メヘl -6 4.0 る。 ヘラ切



土器番号 告書 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼fJlG・色調 備考

l 号 J~戸 照的 (12.7) 体部は，外上万へ直線的l乙の ロクロ成形。底を部は， ヘラ切体 胎土は，砂約を含む。
• 7 4.2 ぴる。 りの後端， 全方面i 一定手万も I白Ij， 育灰色を呈す。

( 6.7) 部下を横 InJtc ちへラ
ケスリ。

1 号井)1 珂s) (12.9) 体び部は，外上hへ[直線的にの ロクロ成形。 胎土は，長早石粒を合む。
-8 4.4 る。底郎は，大きい。 |ロ!転ヘラ切り。 青灰色をす。

( 8.0) 

2 弓井戸 高台付(坪s) ， 1縁部欠損， I八氏」部は字，状l円l 白1ーを ロクロ成形整。底部局外|は(111口|転へ 治土は，砂粒を分含む。
1 呈し高すい「 の の高 ラケズリ調 。 台 ，ハリ 灰を色を呈し，部 的 lこ茶渇色

10.7 子?を有 ツケ。 宅す。

2 号井n 高台付(杯s) 部高台は，八の字反状を呈し，端 ロクロ成形。 胎 i は，砂呈粒を含む。
2 が，やや外する。 回転糸切り後，高f?を付す。 青灰色をす。

8.2 

2 号井p !荷台付(坪s) 高台は，八の字状を果す。 ロクロ成転形。 淡H合h とは，砂粒および雲母末を，
3 底4部LAI |口1 ヘラケズリ調整。 む。

7.6 高は，ハリツケ。 灰色を1tす。

3 号井戸 I不 ((128) ) 件部、部がは， 外ず上万へのび， W縁 ロクロ成形。 胎内土は，微砂約を合赤tr 。 内面黒休雫「福色郊書緩有処外」I 4. 5 ，わかに外反する。 内面は，全面ヘラミガキ。 面黒色，外L[rj!炎 樹色を呈 理，
す。 1(11 に

?の
り。

4 号井戸 台付窓 台部は，八の'了状 lこ外反する。 内外面ともヨコナデ。 胎内寸は，褐砂色、村を少量含褐む。
1 面必 ，外面暗色を呈

8.3 す。

4 号井戸 j宛 ((121) ) 半球形状を呈す。 内 1[11 は， ナデ後，外面民な， 日縁 目白とは良，微砂淡粒褐色を含をむ。焼成
2 4.9 部ス ヨコナデの , m; gßヘラケ やや不 。 呈す。

j 。

4 弓井戸 杯 (11. 9) 体部は，外上hへ直線的lこの ロクロ成形。 胎土は好色, 微砂内粒を合よむ。縁焼成部 内面「黒休書福色部有僕外処り」3 4. 2 ぴる。 回転糸切り。内面は，全面へ やや良。 面おび日 理。
( 5.5) ラミガキ。 外面黒 ，外líll 褐色を呈す。 前l に

の宅

4 号井円 杯 (12. 1) 体部は 外上万へず直線的にの ロクロ成形。 胎内土は 砂粒外を含赤む。 内面黒色処
4 3.5 ぴ， n縁部は，わかに外反 底を部面手は， IpJ転糸切ズり後，内周縁 面黒色， 面褐色を呈す。 理。

4.3 する。 もちへラケ リ。 1面は，
全ヘラミガキ。

4 号井戸一 坪 底部のみの残存。 ロクロ成形。 胎内土は 微砂外粒褐を含色む。 内面黒色処
-5 回内転糸切り。 面黒色， 7tlfli を呈す。 E里

5.4 面は，ヘラミガキ。

4 号井丙 開s) (12. 3) 体び部は，外上βへ直線的にの ロクロ成形。ヘラ切りの後，下 胎土は，砂粒を含む。
-6 4.2 る。 端底部を全万Iln を一定手方も向， {:本部 灰色を呈す。

( 6. 1) 横向tこ ちへラケズ
j 。

2 号円形 婆 21. 9 口縁部は「く」張の字を状 lこ外反最 円縁部内内外面ヨコナデ。嗣部 始赤 i は， 微呈物砂粒を多部量外に含む。
1 大する。屑部 l乙 り 有手す。 は， 面が，横{立のへラナデ， 状褐色灰を し，月M 面 Iζ ス

径は，日縁部。薄 外面が，万上位が横方向ズ，以下 ス 色付着。
ナナメ Itùのヘラケ リ。

2 号円形 護 2 弓円形ー 1 の底部と思われ 内面方は，ヘラナデ，外面は， 2 号円芹三一 1 tζ同じ。
2 る。 縦向のへラケズリ。

( 5.8) 

2 号円形 重富 口縁部は 「く」 の形字状 lζ外中反程 口縁部内外l出底 ヨコナデ。胴部 焼胎土は，砂約良を晴多量に含をむ。
3 (17.0) する嗣部は，球で， は，不明。 部 l乙木葉痕。 成やや不。 褐色呈す。

8.7 l己最き大径， を有す。底部は，
大し、。

2 号円形 浅鉢(s) 21. 8 日縁部線が， 強すく外反部し， 端浅部く ロケロ成形。 胎青土は，砂粒を少景含む。
4 8. 1 l乙凹を配。!庄は， 体部下半スは，横方向の手もち 灰色を呈す。

14.0 大き L 、。 ヘラケ リ。

3'号円形 餐 22.9 は縁部は上，強万 く，外反し，端 口内縁部横内ナ方外デ面調向ヨコナデ。 胴部外 胎ど士) 雲褐は母色, 砂約を含(長む石。， イ 1英な1 部が，外 へつまみ出され lはfJi, のへラナデ。
る。 面，整。 暗茶 末を呈す。

3 号円形。 餐 22.3 口縁部外は，強く外湾ずし，端部ま 口縁部内外l白i ヨコナデ。 日叩ま，砂粒(号石，石英な
-2 が，出 上方へ，わかにつ ど 雲母末三Eを合

みされる。 茶褐色をす。
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土器番号 器 種 法 量 器形の特徴 調整の特徴 胎土・焼成・色調 備考

3 号円形 土干 13.9 やや偏平な半球形状を呈す。 内縁面は，全体ナデ後。外底面は， 胎褐上色は，砂粒を少量含む。
-3 3.9 口 部ス ヨコナデの , 部へ を呈す。

ラケリ。

3 号円形 窪(同 23.8 口縁qノ部匂¥ は，大きく外湾し，端j ロクロ成形。 胎土は，を砂粒を多量含む。
-4 部 Iこ帯を有す。 青灰色呈す。

3 号円形 蓋(s) 15. 1 υ縁部がは， 垂直井宝珠には下がり端部 ロクロ成外形。 胎土は，砂約を含む。
-5 3 ， 01~'~ が尖央す る。天 やや低く， 整天井。部 面回転ヘラケズリ調 青灰色を呈す。

O. 5 有中 l乙偏平な 状ツ" ~を

3 号円形 矧s) 13.8 体ぴ部は縁，外上方へず直線的にの ロクロ成形二ノ土込 。 胎土は，呈砂粒，雲母末を含む。
-6 4.0 口 部部が，わ かに外反 底部は， 面，不定万向の子 灰色をす。

8.9 する。底は，大きい。 ちへラケズリ。

4 号円形 主手 (12.9) 休部外直よ線白Jf乙稜を有し， 口縁部 内面縁は，全体ナデ。外面底は， 胎淡渇i 也は，を微呈砂す粒。 を含む。
l 4.6 は，的。 日 部ズ ヨコナデの後， 部ヘ

ラケリ。

4 号円形 すり鉢(s) 11. 3 休的部は，外上方厚へ， ほぼ直線 内外面内i とも，横方細積向のへラ 胎青土は，砂粒を含む。
• 2 にのびる。 子。 ナデ。 面 lこは， み痕が， 灰色を呈す。

が，明瞭。

4 号円形 開s) 底部のみの残存。 ロクロ成{本形。底端部を全方面を不定 胎土は呈，微す砂粒を含む。
-3 、子万向も , 部下 横向l乙， 灰色を

8.3 ちへラケズリ。

5 号円形 整 (14.0) 口縁部有，は球，す短かく，外傾する。 縦外内口縁面方面部内外面方位 ヨコナデ。 胴部 胎淡[褐は色，砂を粒を， 多量に含む。
l 18.2 胸張部りはを 形を呈し，肩部に は， t上黄 向がのヘラナデ。 赤 呈す。

6.0 は， 横ス万向， 以下
向のへラケ リ。

5 弓円汗ち 土平 (14.0) 休屈部部は，外上方縁へのぴ 中程 ロクロ成形部。(ワ下)底端部を全面方面を不 胎良土は，内微面外!砂粒を含む縁。焼成外 理内面。黒墨休色部書処外 | -2 6.2 で 曲し大，口 古都は，直線的。 F休剛6上Fcj部納もJ》阿，休 績内 向K 好黒 。 および，口 部
( 7.8) 底は， きめ。 ちへラケズワ。 は， 面色， 面褐色を呈す。 面り。IC 有

が横方，底が一定万ヘラミ向ガキ。 部体;部外面lζ ， 粗
い横Jj向のへラミガキ。

5 号円形 士平 12.4 休開部は，外上方へ，湾出して ロクロ成後形。縁底部をは， 回転糸 胎外内土は， 微ぴ砂縁粒を含外む。 理内 r~[黒墨体色処外
3 4.6 く，底部は，大きめ。 切りの 周 体子向 もちへラ 面およ口部 I白l黒色，

7.5 ケズ 1) 。内面は， 部が横Jj 面赤掲色を呈す。 lf(「モに」 有部書 り。
向ガ，底部が一定外方面l のへラミ
キ。は縁部 ，横方向の

ヘラミガキ。

5 号円形 長不 (13. 9) 体す部外縁面 l乙，一条l円 の沈線を閉 内縁面は，全体ナデ。外面沈は， 胎褐色土は，砂粒を少量含む。
4 ( 4.2 。口部は， 線的。 rl 古し都ヨコナデの後， 線を を呈す。

施こ , J.氏部ヘラケズリ。

5 -~円形 主干 ( 9.9) 体部部がは立外上方へのぴ， 日縁 U縁部内外面ス ヨコナデ。底部 胎掲色l はを呈，微す砂。粒を含む。
-5 3.0 , 立する。 外面へラケ リ。

( 6.0) 

5 号円形 士不 ( 7.8) 体部部がは，山一外上方へのぴ， 日縁 内面縁は，全体ナデ。外面外は， 胎土は呈，微す砂粒を含む。
-6 2.6 立する。 口 部ス ヨコナデ。底部 凶l へ 褐色を

( 6.0) ラケリ。

5 号円形 高台付(肌S) 18.8 腰外部上 l乙稜前を有線 し， 日縁部が， ロクロ成形。 胎!こは，砂粒(長石など)を
-7 方損へ 的 l乙のびる。高 含青む。

4仁ゴ，1ノv¥ o 灰色を呈す。

5 号円形 高台付皿 (14.8) 腰外部上 t乙稜を有線j' し， 口縁部が， ロクロ成形。 胎 f-.I :ì，を砂粒を含む。
-8 (s) 3.7 万へ出状的ICのびる。 高 高fTは，ハリツケ。 青灰色 52す。

( 8.7) 台は，八の を呈す。

5 号円形 tf(S) 13.7 休び部は，外上方へ直線大的きにの ロクロ成形。 胎土は，砂粒すを少量含む。
9 4, 5 る。底部は，やや め。 底部定は回転ヘラ切り。の後， 青灰色を呈 。

7.7 不万向の子もちへラケスリ。

57j 円JT~ 開S) 13. 9 休び部は， 外土万へ白上線的げ lこの ロクロ成切形。 日台土は，砂粒を少量含む。
-10 4.1 る。底部は，やや 低気 同転糸り。 灰色を呈す。

7.0 味。

6 号円形 護 (22.0) 口縁部は，垂強く， 外下反が じ， 胴 外内口縁部内外面万デ ヨコナデ。胴部 胎土は，砂約すを多量に合む。
-1 部が，ほぼ直に る。 面面は，横 向のへラナデ， 青褐色を呈

は，ナ調整。
一一一
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胎 L ・焼成・色調徴特の整調徴特の牙三器

胎ー士は，微妙、粒を合む。
淡褐色を呈ず。
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第阻章 問題点の整理と考察

遺構

1.住居跡について

薬師寺南遺跡での3次にわたる調査で検出された住居跡の総数は、全体で130余軒奇数える。

98号、 99号住居跡を除くすべては堅穴住居跡である。 98号、 99号は柱穴のみの検出であるが、

柱穴l乙固まれる部分は硬く、踏み固められた感があり平地式住居跡の可能性も考えられる。

130余の住居跡は大略2期に分けられる。古墳時代前期と奈良・平安時代である。古墳時代前

期の所産のものとしては、 11号、 17号、 19号、 21号、 26号、 61号、 66号、 95号、 96号、 118号の

10軒である。当該期の一般的パターンとしての住居跡プランを保持しているものは21号住居跡

である。当住居跡は、不整方影を呈し、プランの対角線上l乙 4 本の柱穴が掘られ、炉、貯蔵穴、

周溝も認められる。

土器の出土する位置的傾向としては、 11号住居跡ではプランの南西コーナーより一括遺物が、

19号住居跡でもプランの南西コーナーから多量の遺物が出土しており、当遺跡の当該期の住居

期の住居跡では、南西コーナーがプランの中で有意義な利用のなされ万をしていたのではない

かと考えられる。それは21号住居跡の南西コーナーに貯蔵穴が掘られることとも合致するもの

と言える。

奈良・平安時代の住居跡は検出された住居跡の大多数を数えるが、中には住居跡とするには

多少の異があるものも存在するものの、その検出軒数は多いと言える。

当該期の住居跡の一般的なものは、堅穴住居跡であり、壁下を周溝が全周し、柱穴が住居跡

の対角線上 l乙位置して床面に掘り込まれ、カマドが構築される乙とが通常のパターンである。

当時に時期的に新しくなるにつれ、住居跡プランの小型化傾向があると指摘されている。

住居跡のカマドの位置についてみれば、東壁にカマドが構築されたものは、 1 号、 5 号、 12

号、 20号、 23号、 24号、 36号、 51号、 53号、 55号、 75号、 83号、 108号、 112号、 116号、 151号

の16軒であり、検出した住居跡総数の約 1 割にすぎない。東壁でもその位置は壁の中央から南

壁にかけてがほとんどであり、北壁側による乙とはまず皆無であった。

西壁 l乙構築されたものが29号住居跡で認められたが、それは煙道部の痕跡、を認めたにすぎず、

最終的には北壁 l乙再構築がなされていた。

以上の他はすべて北壁に構築されており、その位置は壁のほぼ中央から東壁に片寄る位置が

選定されており、西壁側 l乙寄る構築は皆無であり、あるいは構築位置の選定に何人らかの意味

を有するのかとも考えられるが、明確化する乙とはできなかった。

l 号住居跡の南墜に設けられている階段状の施設は、特異なものとしてその類例を見聞して
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いない。南壁のやや西よりの部分が若干張り出し、乙の部分l乙段( 2 段)が設けられている。

この段は平地面から住居跡プランを掘り込む時点で当該部分が掘り残されたものではなく、堅

穴住居跡が掘りあがったのちに、この段を構築しているものである。この乙とは、段の下と周溝

が掘り込まれていたことより明らかである。

乙の南壁の段はいかなるものかと考えるならば、南壁 l乙存在することなどを考えてみると、

住居への出入口としての施設と解するのが妥当と思われる。実際に調査終了の段階において、

我々がこの段を踏んで住居跡内に入るのは、壁をひとまたぎで跡み込むよりも、よりスムーズ

に住居跡内 l乙立ち入ることが容易であった。これと同様な施設としては階段ではないが壁が張
注l

り出し、出入口として利用されたと考えられるものが、益子町星の宮ケカチ遺跡で検出された

住居跡に認められる。

柱穴についてみれば、数例 l乙一般的ノf ターンの範ちゅうに入らないものが見られると同時に、

床面に掘られる柱穴の掘り万に異質なものも認められる。 23号、 24号住居跡はプランの対角線

上に位置して柱穴が掘り込まれているが、 23号住居跡では掘り万が方形であり、他の住居跡が

全て円形ないし、楕円形のものであり掘り万に差異が認められる。

24号住居跡の柱穴の掘り方はその掘り込みが垂直に掘られるのでなく、一度鍋底状 l乙掘り込

み、次にその中心より垂直に掘り込み断面がラッパ状になる掘り込みがなされている。

壁に柱穴が掘り込まれている例もある。 46号、 49号、 87号住居跡 l乙認められるものであり、

特に46号住居跡ではプランの対角線上に位置して 4 本分が床面に掘り込まれ、さらに南壁 l乙 2

本分が掘られている。南壁のものは、壁の上端を多少切る形で斜位に角度を持つ様 lこ掘られて

おり上屋構造上特異なものとする乙とができる。
注2

この46号住居跡と同様に壁に掘り込まれる柱穴については真岡市井頭跡、益子町星の宮ケカ
注3 注4 注5

チ遺跡、宇都宮市さるやま遺跡、湯津上村小松原遺跡に良好な資料が認められている。時 l乙同

じ構築法と見られるものが井頭遺跡10区E-1 号住居跡で検出されている。床面に掘り込まれ

ている 2 本の柱穴の他に、南壁 l乙斜位 2 本分掘り込まれている。とすれば薬師寺南遺跡の46号

住居跡の上屋構造は、井頭遺跡の10区E-1 号住居跡の上屋に似た、南面の軒を高くしたもの

か、庇を付設した感じの家屋の南面が大きく聞く形のものであったとすることは可能である。

49号住居跡では西壁と東壁のほぼ中央 l乙墜に接する感じで、 87号住居跡では住居跡プラン中

央部に 1 本の柱穴が掘られている。しかし乙れらは一般的な上屋構造をもっていたものと解さ

れる。

平面プランの特異なものとしては39号住居跡がある。検出されたものはほとんど方形を呈し

ているが、 39号住居跡ではプランが「日」字状を呈している。万形プランではなく、東壁長 l乙

くらべて西壁が異状に長く、南壁が「三三J 字状 l乙屈曲している。精査の時点でもこの屈曲して
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張り出す部分が別の遺構との重複する乙とも認められず、住居跡プランそのものがカギ状を呈

すると考えられる。この「日」字状プランの住居跡がいかなるもののもとにおいて、乙の様な

掘り込み万をなされたかは現状では不明と言わざるを得ない。(J 11原由典)

注 1 川原由典『星の宮ケカチ遺跡』 益子町教育委員会、昭和53年 3 月 31 日

注 2 大金宣亮他「井頭』栃木県教育委員会、 1973年

注 3 注 1 I乙同じ

注 4 新 4 号国道建設にともない記録保寄が 3 次にわたってお乙なわれ、昭和53年度の第 3

次調査で、住居跡の各コーナーに斜位に掘り込まれる柱穴を持つ住居跡が検出されて

し、る。

注 5 栃木県教育委員会の調査によるもので、現在報告書作成中であり、昭和54年 3 月刊行

である。

2. カマドについて

薬師寺南遺跡で検出された住居跡のうち、古式土師器を出土する住居跡跡を除く、すべての

住居跡にカマドが構築(住屑跡が未調査区lこ及び確認できなかったものを除く)されていた。

そのうちでも北壁に構築されるものがもっとも多い。数例は東壁と西瞳l乙構築されていたもの

もあった。凶堅'1乙構築された例は29号住居跡にのみ認められたが、最終的には北E互に変更され

て構築されている。

当遺跡で検出されたカマドの基本的なものは、壁を切り込み、壁 l乙取り付ける形で袖部、天

井部が作られ、床面と同レベル、ないし若干の掘り凹みのもとに火床が形成されている。

カマド構築にあたっては、まず構築場所が選定される。つぎにその位置の墜を半円形、 U字

状、 V字状、凸字状の種々の形状の変化はあるものの切り込みをなし、煙道部の祖型とし、次

l乙火床にあたると思われる位置が鍋底状に一担掘り込まれ(往居跡床面を火床のレベルとする

場合もある。)たのち、適度の浅さまで埋め戻され、おおむね浅い凹地となる。乙の次の時点か

ら構築資材としての粘土が使用され、煙道部、天井部、袖部を構築している。乙の粘土を使用

して構築される時点で、土器、瓦、河原石、ギョウカイ岩などを煙道部、天井部、袖部 l乙補強

のため使用されることがある。しかしこれらはあくまでもカマドに顕著に認められるものでは

なく、あくまでも粘土による構築が多数を占める。

当遺跡でも補強材を芯として構築されたカマドが数例認められる。まず23号住居跡では、カ

マドの両袖部にあたる位置から屑平な立万体に切り出したギョウカイ岩を床 Ifriに埋め込み、立

石させ袖部の芯として利用している。 36号佳居跡では右袖部のみであるが、土師器の主要型土器
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内に粘土をつめ込み、倒立させて使用している。また47号住居跡で、は両袖部 l乙瓦を利用してい

る。乙の利用された瓦は鐙瓦であるが、この鐙瓦を、瓦当面と男瓦の部分l乙 2 分し右袖部の芯

l乙瓦当面を、左袖部の芯に男瓦の部分を使用していた。

85住居跡では右袖部のみの補強であるが、床面に埋め込んで河原石を立石させ、乙の河原石

l乙接して囲む様 l乙女瓦が立てられており、この上部を粘土がおおっていた。

142号f主居跡の場合は、両袖部が壁l乙取り付く位置に!;:.瓦を立てている。両袖部横断面がiUJ

字状をなす様に若干外傾ぎみに立てられていた。 146弓住居跡ではカマドの残存はよくなかっ

たが、補強材として使用されたと考えられる士師器の輩型土器(完塑品が複数存在する。)と多

数の破片が出土している。

この様に種々の材料がカマドの補強材として芯 l乙利用されているが、その主たるものはいず

れも瓦、土器である。当遺跡の場合は主たる補強材として瓦の利用がなされているが、これは

隣接する下野薬師寺跡との位置関係により理解されるものであり、一般には集落跡からの場合

土器の利用がもっとも多い。そしてその場合でも土器としての利用価値が失せたものを使用す

るのがほとんどである。しかし、河原石、ギョウカイ岩の利用などは、当初からカマドの構築

という目的をもった構築材としての利用がなされていることが考えられる。特 l乙ギョウカイ岩

の場合は芯として利用しやすい様に扇平な立方体 l乙面とりまでして切り出したものであると考

えられる。つまり、当遺跡検出のギョウカイ岩は23号住居跡のカマド両袖の芯として使用され

たもの以外にその破片すら検出されておらず、また比較的大型住居跡に使用されたことと相ま

って何人らかの特別な意図を考える乙とができるのではないかとも思える。

73号住居跡では上述した構築法と異なるものが認められた。住居跡平面形が決定し、プラン

内部を掘り下げる時点で、カマドを構築する位置の袖部にあたる部分をあとから構築するので

はなく、逆に掘り残しているのである。この掘り残しは両袖になされてはおらず、右袖にのみ

なされている。しかも壁高と同じ高さではなく、若干低くなっており、その上部には粘土がか

なり張りつけてあった。

この住居跡の場合は既に住居プラン設計の段階でカマドの位置を決定されていることが伺わ

れる。また袖部として掘り残した部分が壁よりも若干低くなるのは、天井部等の構築に都合が

よかった結果ではないかと考えられるのである。今後類例の増加をまって検討してみたいと考

えている。 UII原由典)

3. 特殊遺構について

A ・ B ・ C ・ D .E .F • G 号遺構がこれにあたるが、同一遺構 l乙復数のアルファベットを

付したものもあるので、整理すると、 A 号遺構。 B ・ C ・ D .E 号遺構。 F 号遺構。 G 号遺構
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の 4 例 l乙分けられる。乙のうちA 号遺構を除く 3 例についてはその構築場所、形状等に共通す

る様相が認められる。

まず遺構の構築場所であるが、田)11 と姿)1 1 によって開析された洪積台地上 l乙遺跡が立地し、

この台地上の東傾斜面に立地している。

B ・ C ・ D ・ E 号、 F 号、 G 号は L、ずれも平坦面ではなく、台地でもその高さがかなり低く

なる位置に構築されるのが常であった。

次 l乙形状であるが、いずれの遺構も全体を検出したものでないため詳細については言明でき

ないが、 B ・ C ・ D ・ E 号遺構では不整形、楕円形の平面プランを有し、鍋底状 I乙掘り込まれ、

B ・ C ・ D ・ E 号遺構が溝により連結している。この鍋底状に掘り込まれた底面 l乙多数のピッ

トが掘り込まれる。 F 号遺構も平面楕円形で鍋底状 l乙掘られ、底面 l乙ピットが掘り込まれてい

る。 G 号遺構は同一場所に同じ遺構の作り変えがあるため全体としてはハチの巣状となっている

が、個々の遺構を見ると平面楕円形で鍋底状 l乙掘られ、底面lζ ピットが掘り込まれることが知

れる。おそらく溝により連結していたものと思われる。この遺構の上部、平担面より低地面に

走る溝が、 G 号遺構に連結することよりも想定できる。

このように平面形が不整形ないし楕円形で鍋底状 l乙掘り込まれ、底面に複数のピットが掘り

込まれる。乙れらが同遺構の立地する場所とおおまかな形状であるが、特に遺構全体 l乙近い姿

で検出する乙とのできたB ・ C ・ D ・ E 号を中心としてその性格等について考えてみたい。細

かい点についてみると、 B ・ C ・ D ・ E 号はおのおの溝によって連絡しており、 B .CD.E 

号と順次レベルが低くなる様 l乙配置されている。あたかも数珠をつなぐためにヒモを通した感

じである。その数珠にあたる 3 つの掘り込みは鍋底状を呈し、その底面 l乙、どちらかと言えば

底面中央よりも周囲に口径の小さなピットが数ケ所いずれのものにも掘り込まれている。 F 号、

G 号も同様な形態をとってゆくものと思われる。

埋土と出土遺物について見ると、理土は単一の様相を呈し自然の埋まり方ではなく、人為的

に埋め戻した感じを呈する。乙れらはすべての遺構に共通する乙とであるが、 B ・ C ・ D ・ E

号遺構では埋め土といっしょに多量の土器を投げ込んでいる。乙の量は他の特殊遺構 l乙比しで

もかなり多い。これらの他にいずれの遺構もそうであったが、遺構底面にうすい膜状の鉄分の

錆びた色調のものが認められた。この鉄分の錆びた色調のものは全体に認められるのではなく、

底面 l乙掘られた口径の小さなピットに閉まれる範囲にその傾向が強く、顕著であった。この鉄

分の錆びた色調のものの存在が、あるいはA ・ B ・ CD ・ E 、 F 、 G 号遺構の性格、使用のさ

れかたを解明する手がかりとなるかもしれない。また出土遺物は人為的投げ込みであると考え

られ、また遺物の時期も時間差のある継続的な投げ込みがなされたのではなく、ある一定の時

期 l乙限定できる。
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以上がこの遺構にみられた特徴的な事項であるが、現在ではその性格等判明することは皆無

であり、今後同様な類例の増加をまって、詳細な検討をおこないたいと考えている。

(J 11原由典)

4. 円形遺構について

当遺跡から円形遺構とも呼称すべき特殊な遺構が検出されている。全体で 6 基を数える。こ

れらすべての遺構は規模、形状、付属施設等については多少の差異は認められるものの、大略

的には同一遺構としてさしっかえないものとすることができる。伴出遺物についても大きな時

間差は見い出せない。

平面形はすべて円形ないし楕円形を呈し、掘り込みは二段に掘り込まれている。一段目の掘

り込みは断面が逆台形になされ、ー担底面が水平となり、この底面中央が再度、ほぼ垂直に掘

り込まれる。最底面も水平となる。

乙の二段目の掘り込みの平面形に若干の差異があり、 1~5号までは円形ないし楕円形に、

6 号のみが不整方形となっている。

遺構にともなう施設としては、 3 号遺構の一段目の掘り込み底面 l乙認められる数条の溝の様

な切り込みがそれにあたると考えられる。乙の溝は 6 条検出されており、各々 3 条づつで対を

なし、いずれもが 2 段目の掘り込みの上部を通過する形となっており、(可か棒状のものをこの

の上面 l乙通し、二段目の掘り込みは空間として利用されたのではと考えられる。以上、当遺跡

から検出された円形遺構の特徴的なものを記述したが、同遺構の類例については県外のものに
註1 往2

ついては詳細は知り得ないが、県内では、矢板市後岡遺跡で 1 例、宇都宮市瑞穂野団地遺跡

で 4 例の合計 5 例が検出されているのみであり、当遺跡の検出の 6 例を加えても 11例を数える

にすき、ない。

後岡遺跡の場合は、不整円形遺構と呼称されており、断面形状が逆台形を呈し、底面中央に

さらにピットが穿たれ、さらに施設構築のための 3 個のピットが、側壁に垂直に掘られている。

また埋まり土中には細かな木炭が散在している乙とが報告されている。時期については国分期

に比定されている。

瑞穂野団地遺跡の場合は、円形有段遺構と呼称され 4 例の報告がなされている。いずれも平

面形は円形ないし楕円形で、逆台形状 l乙一段目の掘り込みがなされ、底面中央がさらに掘り込

まれている。施設については 2 号で側壁を横位に掘られたピットが、 3 号でも同様な例が認め

られている。埋土については木炭化物、焼土等の混入がある乙とが報告されている。時期につ

いては国分期に比定されている。

以上の様に県内の他の遺跡検出の遺構をみても当遺跡検出の円形遺構とその規模、形状等 l乙
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ついてもそれ程の差異は認められず、また時期についても国分期の所産の範囲とするかぎられ

た期聞に使用されたものと限定できる。それと同時に遺跡の調査面積の大小があるため明確に

はできないが、群在して検出される傾向が知れる。瑞穂野団地遺跡では 4 例全てが近接して、

薬師寺南遺跡では地点が離れるものの l 例、 2 例、 3 例と各遺構が近接して検出されている。

乙れはその使用目的が遺構の群在化する傾向からみて、特に考慮する必要性があると思われる。

乙れらの遺構の使用目的については現状では皆目検討がつかないのが実状であるが、考えら

れる範囲での使用方法としては、掘り込まれた遺構内の空闘を利用する乙とであり、その場合

には「動的な利用とすることが推測されるのではないか。上面に棒状のものを並らべその上部

にカヤないし草木で覆うか、さらに土をかぶせれば、遺構内を一定に保つ乙とは可能である 0・

また一段目の掘り込みの側壁に掘り込まれるピットは垂直のものと横位のものの 2 例が認めら

れるが、垂直に掘られたものはそのまま柱穴として柱を建てる乙とは可能であり、上屋の存在

を考えられる。横位に掘り込まれるピットは比較的下位に位置する。横木でも渡された可能性

が指摘できる。このピットは、薬師寺南遺跡で一段目の低面に掘り込まれた溝と相通ずる役目

をになっていたとは考えられないだろうか。とすれば横木などが渡される以下の空間、主 l乙二

段目の掘り込みが主体的に空間となる。乙の部分はそのまま空間としての利用がなされ、この

上部から、上端までの空間が上述した「もとして利用される空間であるものと言える。以上

が当遺構 l乙対する見解であるが現状では用途については不明と言わざるを得ない。

最後に薬師寺南遺跡の 3 号円形遺構は 2 次利用がなされていたととが調査結果から認められ

た。乙れらの遺構については今後類例の増加をまって再検討したいと考えている。

(J 11原由典)

注 l 山野井清人「後岡遺跡J ü"東北新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書その 2 .1 栃木県教育

委員会昭和50年 3 月

注 2 岩上照朗他「宇都宮市瑞穂野団地遺跡』宇都宮市教育委員会 昭和53年 3 月

遺物

1.古墳時代前期の土器について

薬師寺南遺跡の主体となる時期は、 8~9 世紀であるが、乙の時期に先行する古墳時代前期

の住居跡が10軒、方形周溝墓 1 基が検出されており、出土土器を概観して若干の問題を提示し

ておきたい。

本県の古墳時代前期(五領期)の研究は、著しく立遅れており、例えば土師式土器集成では、
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出11

小川町駒形大塚古墳出土の土器が掲載されているのみである乙とより判断しでも理解できょう。

しかし、佐野工業団地内遺跡、さらには、真岡市井頭遺跡で三軒の住居跡が検出された時期と

相前後して、芳賀町谷近台遺跡、益子町向北原遺跡、矢板市後岡遺跡、同石関遺跡、小山市乙

女不動原遺跡、真岡市稲荷山遺跡等で五領期の住居跡、あるいは方形周溝墓が検出され、該期
注121

の様相が徐々にではあるが、判明しつつある。

本遺跡で検出された古墳時代前期の住居跡出土遺物を概観すると、 95号住居跡は先行する可

能性を有する以外、 9 軒の住居跡 (11号、 17号、 19号、 21号、 26号、 61号、 66号、 96号、 118 

号)住居跡は、土器様相よりほぼ同一時期の所産と考えている。出土遺物は、歴史時代の住居跡

に比して、一般に多量であり、 17号、 61号住居跡は、焼失家屋である。

先行する 95号住居跡は、 S 字状口縁の小形台付婆形土器及び口縁部が屈曲する焼成堅融な腕
注131

形土器 2 点のみであるが、石凹川遺跡第 1 種土器との共通性が認められる 5 腕形土器は、

焼成、胎土より判断して搬入品の可能性が強い。 S 字状口縁のき整形土器は、荒賀町谷近台遺跡

より良好な資料が出土しているが、時間的にはかなり限定できるものである。本遺跡でも 95号

住居跡以外では、 19号住居跡より l 点 (19- 3) のみである乙とよりも窺えよう。

S 字状口縁の婆形土器について、梅沢氏はこの種の土器を「限定された短かい時期l乙異色の

普及を示しながら、次代には引きっかれる乙となく消滅した土器であったし、その時期が古墳

文化の東国への伝播の時期に一致するものとすれば、まさにフロンティアの土器であり、五世

紀畿内政権の東国支配が確立する時期に「く字形」直状口縁墾形土器の発展の過程で同化消滅
注(41

したもの」と考えられている。

本県においても、 S 字状口縁の翠形土器は、限定された時期の所産である可能性は強いが、

地域的なあり方、特 l乙前期古墳の発生する地域で必ずしも確認されておらず、古墳文化の伝播

との関連で認識でき得るかは、今後の検討課題である。

次l乙、本遺跡で主体時期となる 9 軒の住居跡出土土器の様相について、器種ごとに特徴的な

点を指摘しておきたい。

(1) 婆形工器 煮沸具として該期に盛行する台付饗形土器は、減少化傾向が看取され、 17-

1 、 19- 2 など「く」の字に外反する比較的大形な饗形土器が一般化するようである。さらに

台付饗形土器は、 19- 61乙代表されるような長胴を呈し、外面のハケ調整も粗雑になる。上記

の事実は、五領期での窒形土器の転換期、換言すれば、台付婆形土器より「く」の字に外反す

る饗形土器への移行期の様相の反映で、あろう。

(2) 甑形土器甑形土器は、 4 点と少量である。 11-4 は、口縁部より直線的 l乙単孔の底部

にいたるもの、 19-7 、 61- 3 は、小形の婆形土器底部を、焼成後穿孔したもの、 118-7は、

折り返し口縁の多孔式微形土器である。甑形土器は、器形的 l乙多様であり、定型化は認められ

8
9
 

n
i
 



な L 、。

(3) 腕形土器腕形土器は、比較的多量に出土しており、器形的にもバラエティーに富み、

手づくね土器の多い乙とも特徴的である。概して焼成不良なものが多い。安定した土器様相を

示さず、地形土器と類別し難いものもある。

(4) 高坪形土器 11号、 17号住居跡 l乙多量に出土しており、 11号は、脚部に比し坪部が大き

く、 17号は、脚部が大きく聞く点が、特徴的である。杯部は、 11-10のように透しを有する特

異なものもあるが、一般的には、大形かつ深く、 26- 2 のように和泉期と類似するものもある。

脚部には、例外なく円孔を有する。

(5) 聞形土器 胴部と口縁部径 i乙大差なく、器形的には、後出的様相を示す。しかし、118

1 のように口縁部が大きく外反し、焼成も良好なものもある。

(6) 器台形土器 器台形土器が多量に出土していることは、本遺跡の大きな特徴点の一つで

ある。 11-14は、口縁が段を呈する以外、口縁部が直状 l乙聞き、器受部は、脚部に比して小形

なものである。該土器は、東日本において、最も一般的にみられるもので、全国的にも規格化、
注151

斉一化されて分布すると指摘されている。本遺跡では、例外なく脚部に 3 個の円孔を有し、ヘ

ラミガキにより調整され、焼成も良好である。器台形土器は、小形丸底土甘形土器とセットとし

て注目されていたが、本遺跡のあり万より考えると 21号、 66号住居跡などは器台形土器のみの

出土例であり、必らずしもセットとは把えられないようである。

以上、古墳時代前期の土器を概観してみたが、最後にその編年的位置づけについて、簡単に

記述しておきたい。

古墳時代前期の土器組成構造を南関東を中心に分折した結果、加藤氏は、①在地性土器群(南

関東の後期弥生土器の伝統的作風をもつもの。)、②、外来性土器群(南関東地方以外の弥生土

器の系譜をもつもの。)、③、新出性土器群(新しい要素として全国的 l乙斉一性が強く、広汎に
注161

分布するもの。)の 3 つえあげている。上記の見解を本県 l乙即して云えば、本県弥生時代後期

二軒屋文化より五領期に継承しうる可能性については否定的に考えている。②の外来性土器群

中lζS 字状口縁の警形土器も包含されるものであり、五領土器たらしめるものは③の新出性土

器群との関連で考えるべきであろう。

要約すれば、本県五領土器の成立は弥生後期文化を否定し、古墳文化の伝播に伴い東海系土

器群を媒介 l乙成立したと考えられよう。

以上の基本認識より、本遺跡の五領期土器を考えるとき、ほぼ95号住居跡が先行する以外、

五領期後半と考えられる。ただ器台形土器等非実用土器群の性格づけは、古式古墳との関連で

は議論されているものの、集落レベルでの出土例も多くみれば、このようなあり方をいかに認

識するかが今後の課題であろう。(橋本澄朗)
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注(l)杉原荘介他、『土師式土器集成 1~ 東京堂出版 昭和49年

注(2) 前記遺跡の中で報告書が公刊されているのは下記のとおりである。

大金宣亮他、『井頭』栃木県教育委員会 昭和49年

山ノ井清人他J後間遺跡」、『東北新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 その 2 一』栃木県

教育委員会昭和50年

三沢正善他、「小山乙女不動原遺跡発掘調査報告』、小山市教育委員会、昭和52年

塙静夫他J稲荷山遺跡発掘調査概報』、真岡市教育委員会、昭和51年

なお、石関遺跡については昭和54年 3 月栃木県教育委員会より公刊予定である。

注(3) 尾崎喜左雄、今井新氏、問日本治、『石田Jl I~ 、「石田 J IIJ 刊行会、昭和43年

注(4) 梅沢重昭他、「太田市米沢二ッ山古墳』、群馬県文化財保護協会、昭和46年

注(5) 加藤修司、「小形器台・小形丸底閣の出現をめぐる諸問題」、『物質文化29~ 、昭和53年

注(6) 注(5)前掲書

2. 歴史時代土器の編年

I 序論

(1)研究史

(2) 編年の方法

H 編年試論

(1)土器の分類

(2) 編年軸の設定

(31 時期区分

(4) 実年代の考察

皿 問題点の整理

(1)土師器坪形土器 I~困群について

(21 ロクロ使用杯形土器について

(31 土師器空形土器について

I 序論

はじめに

薬師寺南遺跡で検出された遺物・遺構の大部分は歴史時代( 8 世紀~9 世紀)の所産であり、

本論では遺物の中で最も普偏的 lこ出土している歴史時代の土器に関してその時間的位置づけ編

年)を本遺跡出土の遺物の分析を通して考えてみたい。
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編年を考えるにあたり、近年活況の感を呈している歴史時代土器研究の動向の中で、特に注

目されると思われる点を指摘し、本遺跡における編年作業の視点も明示しておきたい。

(1)研究史

詳細な研究史の紹介は他書に譲るとして、本論では歴史時代土器(真間・国分期)研究動向

の中で近年特に注目される年代観および地域性の問題を中心として概観していきたい。

歴史時代土器研究の出発点を考えるとき、やはり杉原荘介氏の業績を看過する乙とはできな

い。氏は、南関東を中心とする土師器編年として、昭和18年和泉・鬼高・真間・国分の四期区

分を提唱された。ただ各期の具体的内容は必ずしも明確には示されず型式名の提示が先行した

ため、新たに「松岸式J r落合式」といった型式名の提唱を誘発し、一時混乱を生じた。

しかし昭和30年、杉原氏は中山淳子氏とともに五領・和泉・鬼高・真間・国分という五期編

年を示すとともに、各型式の器形、製作技法などの具体的内容を明らかにされ、その後の土師

器研究の方向づけをした点、高く評価すべきものである。本論で関連する真間・国分期の年代

をみると、真間式土器は、法隆寺、藤原京などで同種のものが出土している乙とより 7 世紀 l乙、

国分式土器は、国分寺瓦との伴出や国分寺跡からの出土より 8世紀を中心とした時期lζ推定さ

れ、さらに該期の土器 l乙は全国的斉一性が認められる乙とを指摘されており、その後の研究に

大きな影響を与えた。

上記杉原編年は、土師器研究の一つの方向づけをなしえた点で画期的なものであったが、そ

の後、乙の編年を無批判に受け入れたため、編年研究が一時停滞したことは否めない。

しかし、昭和39年に発表された田中琢氏の論稿により、国分期の年代観に対し大きな疑問が

投げかけられた。すなわち、糸切り痕をもっ須恵器の出土が、平城京発堀の結果より 9 世紀を

遡りえない乙とが指摘された。田中氏の指摘は大きな影響を有し、糸切りの坪形土器を表徴と

していた国分期の年代観を再検討せざるを得なくなった。

一万真ー間式土器についても昭和42年、岩崎卓也氏が各遺跡における土器組成の比較検討によ

り、その具体的内容を明示するとともに年代観についても、須恵器蓋坪の消滅以後、糸切り底

の須恵器坪の盛行以前と限定し、 7世紀後葉から 9 世紀に入る乙ろまでの約一世紀聞とされた。

また真間式土器の広がりについては、不明な点が多いとしながらも「南関東それに北関東の一

部を含めた地域を中心とする。」とされ、比較的限定された分布地域を指摘された。

さらに昭和43年に発表された「八王子市中田遺跡」では、大規模な集落調査の結果として、

従来異る地域の遺物を比較検討する乙とによってお乙なわれた編年と代って、同一遺跡内の土

器変遷をセットとして把握されるに至り、編年研究上大きな説得力を持ちえたと考えられる。

中田編年において、真問式土器は土師器坪形土器の異なる二群により I 類と E類に、また国



分式土器も須恵器坪形土器におけるへラ削り調整の有無により I 類と H類に細分された。中田

遺跡は、ー遺跡における徹底した土器分析の有効性を示したばかりか、従来土師器編年の枠組

で議論されてきた国分式土器に関して須恵器坪が細分の鍵になる乙とが明らかにされ、従来の

杉原編年の枠組から大きく逸脱した点、重要な意味をもっと思われる。

一方杉原氏自身も再検討をなされ、歴史時代の土器を晩期 1 (真間期)、晩期1I (国分期)

と呼称するととを提唱し、年代としては前者を 8世紀、後者を 9 世紀から 10世紀におよぶ、時期

とされ、該期の年代観は、研究者でほぼ一致をみるに至った。さらに、国分式土器の全国的斉

一性 l乙関してその分布を「関東一円」と限定された点は、注意しておきたい。

乙の問、国分式土器を須恵器と土師器坪の量的な優位関係の変化から三時期に細分する試み

もなされ、該時期編年(細分)の視点として興味ある見解を呈示したが、扱った土器群が広い

範囲 l乙渡ったものであり、すでに国分式土器における地域差が指摘されつつあったことから考

えると、編年研究の流れに逆行するものであったと言えよう。

以後、歴史時代土器の編年は、地域性の摘出と細分をおもな研究視点とし、より限定された

地域での系統的な研究活動が進められるようになり現在に至っている。とりわけ、乙こ 4 ・ 5

年の聞における歴史時代土器研究は発堀資料の激増も手伝ってか、著しい進展をみせており、

関東各地で精力的に編年研究が行なわれている。なかでも神奈川県厚木市鳶尾遺跡において歴

史時代土器斉 8 期に細分された河野喜映氏は、土師器杯および窒形土器に現われた地域差を相

模型、武蔵型、中部型といった具体的呼称で示しており、該時期土器研究の新しい側面として、

高く評価できる。また、千葉県東金市山田水者遺跡においても河野氏の指摘をさらに発展させ

る形で、新たに下総型、下野型といったものを提唱されており、本県との関連もある点、看過

できない。

編年研究の進展に伴ない、その方法論自体も、より厳密なもの、より客観的なものが要求さ

れるようになり、特に共伴関係の摘出作業に関して、先述した山田水呑遺跡でとられた方法は、

画期的なものと言える。

以上は、南関東を中心とした研究動向であるが、東北地方南部においても、多賀城跡発掘調

査を中心とする一連の編年研究があり、かなりの成果を上げている。その詳細については後に

触れるが、官街跡などの資料を基礎とした須恵器杯形土器の変遷を編年の主軸としている点な

どは注目できる。また内面黒色処理という大きな共通要素l乙支えられた土師器坪形土器変遷の

大略もとられており、本県における該土器編年上、看過する乙とのできないものである。

最後に本県における歴史時代土器研究の業績として「井頭」を挙げることができる。「井頭」

における土器分析は、その編年的位置づけ、須恵器坪形土器の技法的分類など評価すべき点が

多いが、とりわけ士師器窒形土器の分類 l乙際し、器形の他l乙胎土や調整技法の相違 l乙着目され
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た点は大きく、後の該土器研究における地域性の摘出を引き出す結果ともなっている。

関東および東北南部の近年における編年研究を概観しても明らかなように、限定された地域

における土器分析から得る成果は多く、また徐々に明確化されつつある地域性の検証という視

点からも、一遺跡の徹底的分析も幾許かの意味を有すると考える。

(2) 編年の方法

本遺跡歴史時代の土器は、土師器と須恵器とに大別できるが、双方とも各器種が存在してお

り、そのなかから編年の軸となる器種を摘出し編年作業を実施する乙とが有効である。

一般に編年の軸として用いられる器種は、土師器、須恵器の杯形土器で、あり、当時の土器様.

相の中で最も普遍的に認められる乙との必然的帰結とも言えよう。杯形土器の場合、上記のよ

うに各遺構から普遍的に認めもれるばかりか、完形品の出土例が多く形態や技法の変化を把握

しやすい ζ とより、先学の研究業績が最も進んでいる乙とも編年の軸 l乙用いられる理由と考え

られる。

最近発表された主要な編年論をみても杯形土器を中心に編年されていることが多く、例えば

神奈川県鳶尾遺跡では須恵器坪形土器と土師器杯形土器を、埼玉県の該期の土器を高橋氏は須

恵器杯形土器と土師器杯形土器を、千葉県山田水呑遺跡では土師器坪形土器を、宮城県多賀城
但印

跡では須恵器坪形土器を、また本県「井頭」では須恵器好形土器と土師器奏形土器をそれぞれ

編年の軸としている。

以上五例は、編年対象とした年代はほぼ同一時期であり、杯形土器を編年の軸としている点

は共通しているが、細部の相違は、土器様相の地域的差異や遺跡の性格さらには研究者の方法

論に起因するものであろう。ともかく歴史時代の土器編年のメルクマールとしての坪形土器の

有効性を再確認するとともに、編年の対象となる土器群の分析を通して編年の軸となる器種を

決定すべきであり、従来の編年型式に無理にはめ込む事は遺跡の個性(地域性)さらには複雑

な展開を示す歴史時代の土器群の姿相を明確に把握する乙とは不可能になる乙とを指摘してお

きたし、。

さて、本遺跡の編年の軸となる器種であるが、出土土器の分析結果、最も普遍的に出土して

いるのは土師器杯形土器で、あり、編年の軸としては土師器杯形土器を中心 l乙分析する乙とが有

効であると思われる。

すなわち須恵器坪形土器の場合、出土しない遺構が相当数認められる乙とより(須恵器一般

化以前l乙集落の展開がみられる乙とより)編年軸の器種としては有効ではないと考えられる。

次 l乙士師器窒形土器もかなり普遍的に認められるが、全体の器形が判明しているものが少なく、

器形 l乙バラエティーがあることより類型化が困難であり編年の軸としては使いにくい。次lζ本
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遺跡の特徴的なあり方として土師器盤形土器であるが、出土遺構がやや偏在しているが、補足

的にはかなり有効性を持っと思われる。

以上の点より土師器坪形土器を編年の軸(時間軸)として設定し、そ乙 lζ土師器盤形土器お

よび須恵器杯形土器の組合せにより編年していく乙ととする。なお察形土器は日常什器の中で

中心を占めるものであり、その重要性は看過しえないが、上記のとおり出土状態 lこより編年の

軸としては使いにくいことより土師器部形土器との共伴関係よりその流れを追求することとし

fこし、。

次 l乙編年の軸となる土師器坪形土器の前後関係をいかに求めるかであるが、乙れは集落にお

ける重複関係において求める乙とが第一義であろう。しかし集落において適当な重復関係が認

められない場合、土器を型式学的に処理すること(製作技法と器形の変遷の把握)により類型

する乙とが次善であろう。本遺跡の土師器坪形土器の場合、ロクロ使用の有無により少くとも

二段階には分けられるであろうが、さらに技法的、器形的 l乙ロクロ未使用の土師器杯形土器を

3 群、ロクロ使用を 3 群に分けて編年の軸としている。

もちろん、 6 群設定に際しては、本遺跡の重複関係を尊重して設定したつもりであるが、実

際には技法・器形による類型的把握により設定せまるを得ず、編年として一つの限界を有する

ことも事実である。

そこで編年に少しでも客観性を符与するため山田水呑遺跡でお乙なわれた共伴関係を統計学

的に処理する方法(類型化された土器の共存関係を頻度表をもって表わす。)をとる乙ととした。

E 編年試論

(1)土器の分類

土師器杯形土器

土師器坪形土器は、本遺跡で各遺構より最も普遍的 l乙認められた器種であり、編年の時間軸

とすべき重要な器種である。以下土師器坪形土器をロクロ使用の有無で二分するとともに、器

形、技法の観察を通して、ロクロ未使用杯形土器を 3 群、ロクロ使用坪形土器を 3 群の計 6 群

l乙類型化した。

ロクロ末使用杯形土器

(第 I 群)粘土紐積みによって成形された土器で、体部と底部の境 l乙稜を有し、対応するよう

に内面にも段を有するものであり、丸底の底部と大きく外に聞く口縁部を器形の特徴としてい

る。
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調整技法は口縁部および内面は「ナデ」によって底部外面は「へラ削り」によるもので、 ζ

れは第 I 群、第 E群坪形土器 l乙共通したものである。色調は内面が暗褐色ないしは黒褐色、外

面は淡黄褐色を呈するのが一般的である。以下第 I 群土器をA 、 B 、 C 三タイプに類型化する。

I-A類 体部外面の稜と内面の段により丸底の底部より僅かに直立する体部を形成し、口

縁部は直線的に聞く器形である。底部外面のへラ削りは体部近くでは横位となるのが一般的で

あるが、中央部では一方向ないしは不定

方向のへラ削りとなる。口縁部および内

面のナデは明瞭な筋を残している乙とが

特徴的である。口径13-15cm、器高 4.5

cm前後のものが多い。

I-B 類底部から体部にかけて

は I-A類とほぼ同じであるが、口

縁部が内湾気味 l乙聞く乙とで分類し

た。乙れは口縁部横ナデの際、指先

で強く押える乙とによって生じたも I 群B類(a) 27号住居跡出土

のかと，闘コれる。調整技法は I-A ~主 | 一ーデ/

類との差異は認められない。 I-B ~三二ァ ト c:ff¥/ 

類は法量の差により二つに分類でき \~ヒ--て〉ー------ 一/
--ーーョニーー← J斗 ~ 

る。 1 群!3類(b) C ・ D 号遺構出土

I-B類 (a) 口径は13-15cm、器高が 5 cm前後とやや深くなる。

I-B 類 (b) 口径は14-16cm、器高が 4 cm前後とやや浅いもので、 (a) がつぶれたような器

形を呈する。

I-C 類 I-B 類ぬ特徴であった口縁部の内湾がさ 5K意識的に形成されたものであり、

口縁部が階段状崎を呈するものである。口唇部はやや売り気味ものと、丸みを呈するものが
あるが、前者には内面に稜を呈するほど著い段をもつものもある。口径は15-17cm、器高 4-

5cmを測り、比較的大形であ

る。 ll-C類は体部と底部の

境に沈線を持つものがあり、

その有無によって二つに分類

できる。

I 群A類 E号遺構出土

I 群C 類似) F号遺構出土
I-C 類 (a) 沈線を持たないもの

I-C 類 (b) 幅 5 -7mmの沈線を持つもの。沈線はへラ先か細い棒により施されたもので口

。
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縁部横ナデ後、底部ヘラ削り前

l乙施された乙とが、いくつかの

土器により観察される。なお I

-C 類 (b) は量的には少く、第 H

群に盛行するものである。

I群C類(b) D号遺構出士

第 E群 粘土紐積みによる成形、口縁部および内面のナデ、底部のヘラ削りといった調

整技法も全く同じであるが、外に張り出す稜や内面にみられた段が明瞭ないしは消滅する乙と

によって第 I 群と分離、類型化できる。なお I-C 類 (b) にみられた体部に枕線を持つものが多く

なるのも第 H群の特徴である。以下第百群を A、 B 、二つに類型化する。

II -A 類 丸底の底部から口縁部がすなおに開き、第 I 群にみられた内面の段がほとんどな

くなり、底部から緩やかなカーブを措いて口縁部にいたる。口縁部はやや内湾気味 l乙聞くもの

と、直線的に聞くものがある。口径14~15cm、器高 4 ~ 5cmを測るものが一般的である。 II

A 類は沈線の有無により二つに分けられる。

II-A類 (a) 体部 l乙沈線を持

たないもの。外面は横ナデ後の

へラ削りによって僅かな稜が形

成されるが、第 I 群のように外

l乙張り出す乙とはない。 II 群A類(a) C 弓遺構tlU二

II-A 類 (b) 体部 l乙沈線を持つもの。 tt線は体部中ほどか、それより上に位置する。沈線の

幅は I-C類 (b) より相対的に

細くなり、 4 ~ 5mml王どであり、

2 ~ 3mmのものもある。

E群A類(b) G 号遺構:11土

II-B類 II-A類に比して横ナデが体部の下の方までおよんでおりへラ削りの範囲が狭く、

底部がやや平底気味になり全体的に偏平な器形となる。口縁部は内湾気味 l乙聞くものと、直線

的l乙聞くものがある。口径13~15cm、器高はやや浅く 3 ~ 4cmを測るものが多い。 II-B類も

沈線の有無により二分できる。

II -B類 (a) 体部 l乙沈線を持fこない

もの。底部は平底気味であり、外面の

稜もほとんど消滅する。 乞ふ二三
E群B類(a) G.'5遺構出卜会
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II-B類 (b) 体部に沈線を持つ

もの。沈線は体部中ほどより下位

に位置する。

E群B 類(b) 82号住居跡出土

第 E群 第 I 群、第 E群土器と同様粘土紐積みによって成形されるが、へラ削りによって平

底の底部が造り出されるもの。杯形土器として定形化される以前のもので本遺跡では出土例が

少く問題の土器群でもある。器形の特徴により二つに類型化できる。

皿 -A類器高がやや深く、杯形土器というより椀形土器に近い器形である。底部はへラ削

りによって造り出されやや丸味をもつが、体部との境が明らかに意識されている。口縁部はや

や内湾気味 l乙立ちあがる。体部外面は横ナデ、後横位のへラ削りで調整され、内面は横ナデ後へ

ラミガキがなされている。胎土が精選され、焼成も良好なものが多い。 III-A類は法量により

二分される。

阻 -A類 (a) 口径15cm前後、器高 6cm前後の大形なもの。

III-A類 (b) 口径lOcm前後、器高 4.5cm の小形なもの。

E群A類(a) E号遺構出土 田群A類(b) 27号住居跡出土

皿 -B類 A類とは逆に器高の浅いものであり、盤形土器に近い器形を呈する。へラ削りに

よって造り出された平底な底面より体部はやや内湾気味に立ちあがり、口唇部近くでほぼ直立

する。内面は横ナデ後横位の丁寧なへラミガキが施され、外面は横位のへラ削りにより調整さ

れており、へラ削りが口縁部

ぎりぎりまでおよぶものもあ

る。口径、 14cm前後、底径 8

-10cm、器高 3-4cmを測る。

E群B類 49号住居跡出土

q喝
U

0
0
 



ロクロ使用坪形土器

本遺跡のロクロ使用土師器坪形土器群の中には、水挽き技法により製作されたとは理解し難

い土器群が存在する。すなわち粘土紐積みよりある程度成形し、調整の段階でロクロを使用し

たと考えられる土器群であり、製作技法より水挽き技法前段階の土器群として一時期を設定す

る。

第N群 粘土紐積みにより成形し、調整の段階でロクロを使用したと考えられるもので、類

例は少く、器形 l乙バラエティーがあ

るので類型化は困難である。器形は

概して底径が大きく口径との差が小

さいものが多く、第皿群土器と類似

するものがいくつかある。

底部はすべてへラ削りによるもの

で、へラ削りは体部下端までおよん

でいる。内面は入念なへラ磨きが施

されるものが一般的で、体部外面に

も粗い磨きが施される場合

もある。なお内面を黒色処

理するものが一部にあり、

その場合はへラ磨きを必ず

伴う。

N群 135号住居跡出土

N群 G号遺構出土

N群 E号遺構出土

第 V群 ロクロにより成形されたもので、底径が大きく口径との差が小さく、全体 l乙器高が

深いものが多い。また内面をへラ磨きによる黒色処理するものがほとんどであり、墨書土器も

数例みられる。第V群土器は器形により二類三タイプに類型化できる。

V-A類 口径と底径の差が小さく(口径13cm前後、底径 8cm前後)体部は70度前後の急傾

で直線的ないしは内湾気味 l乙立ちあがる。内面はすべて入念なへラ磨きが施されており、へラ

磨きは底面で一方向に磨いた後、体部を横方向 l乙磨くのが一般的であり、これはロクロ使用杯

形土器のへラ磨き技法に共通している。また体部外面にまで粗いへラ磨きがおよんでいるもの

もあり、ロクロ使用土器特有のロクロ目の凹凸は不明瞭である。 V-A類は器高の差により二

分できる。
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V-A類 (a) 器高 6cmあまりの

深いもので境形土器に近いもの。

底部全面および体部下端まで手持

ちへラ削りされており、切り離し

技法は不明である。

V-A類 (b) 器高 5 cm前後と V-A類 (a) よりやや浅くなるもの。底部全面ないしは周縁部が

手持ちへラ削りされており中央部

J乙切り離し痕を残すものや全面へ

ラ削りされているが僅かに切り離

し痕を観察できるものがありヘそ

れらは全て回転糸切りによるもの
/ 糸切り lす罰3\

である。 v群A型(b) 5 号円形土撲出土

V-B類 V-A類よりやや口径と底径の差が大きくなるが、底径は口径のMより大きい。

体部は60度前後の傾斜でほぼ直線的に立ちあがるのが一般的である。内面はへラ磨きと黒色処

理が施されており、底部は手持ちあるい

は回転へラ削りされており、切り離し技

法は不明である。

/ 手持ちへラ削り
V群B 類 49号住居跡出土

第百群 ロクロの成形による土器群であり、ロクロ技術の定着、法量の規格化が進んだ段階

の所産のものである。底部切り離し技法は回転糸切りが主流であり、体部にロクロ使用杯形土

器特有の明瞭なロクロ目を残し、内面はへラ磨き黒色処理しているのが一般的であり、墨書土

器の増加も特徴的である。前記のように製品の規格化が進んだ段階のもので、器形より類型化

が困難であり、底部切り離し技法及び底部調整などの技法より三類五タイプに類型化する。

VI-A類 回転へラ切りにより底部が切り離されたもので、体部は55度前後の傾斜をもって

やや内湾気味に立ちあがる。底径が口径のほぼ}1(口径約14側、底径約 7 cm) となり安定した

ハ 器形を呈する。体部下端をへラ削り

するものが多く、結果として体部立

ちあがり部がやや丸味をおびる。ま

た立ちあがり部の器厚に比し底部中
ヘラ切り

羽群A類 85号住居跡出土
F
H
υ
 

。
。



央部が肉薄になるものもみられる。内面の黒色処理されているものが半数ぐらいで、未処理

のものはへラ磨きも施されていない。本類は類!例が少い。

百-B類 回転糸切りにより底部が切り離されたもので、切り離し後手もちのへラ削りによ

って底部が調整されている。底径が口径の%か、ややそれを下回り、体部は55度前後の傾斜を

もって直線的かやや内湾気味

I乙立ちあがる。後者の場合、

口縁部が僅かに外反するのが

特徴的である。へラ削りによ

る調整は底部全面および体部

下端までと、周縁部のみに限

定されるものがある。内面は全て入念

なへラ磨き黒色処理されている。日

B類は法量により二分され、乙れは官

-c類でも同様な傾向を示し、用途に

/ 

l 糸切り l 
羽群B類(a) 126号住居跡出土

より定形化した乙とが看取される。
/、 ，手持へ元ü り
M群B類(b) 139号住居跡出土

VI-B類 (a) 口径約15.5cm、底径 7 cm前後、器高 5 - 6cmを測る大形なもの。
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直線的に立ちあがるものは減少する。

口唇部は尖り気味になるものと肥厚し

て断面が玉状を呈するものとがあり、

上げ底状の底部も一部みられる。 VI-

l 糸切り i 
羽群C 類似) 147号住居跡出土

/ 糸切り l 
W群C類(b) 126号住居跡出土

VI-C類 (a) 口径15-16cm、底径6.5-7 cm器高約5.5cmを測る大形なもの。

VI-C類 (b) 口径12-14cm、底径5.5- 6.5cm、器高 4cm前後を測る小形なもの。

C類も法量により二分される。
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土師器盤形土器

本遺跡の特徴的な器種の一つで、あり、出土量も比較的多い。しかし各遺構から普遍的lζ出土

するのではない乙とより時代的には限定された所産のものと考えられ、編年作業上一つの鍵と

して重要な器種である。

器形 l乙バラエティーがあり、その段階的変化がとらえにくい乙とより、特徴的なへラ磨き技

法の変遷に着目し三群l乙分類する。なお小形な土器(口径II~ 13cm、器高 3.5cm前後)は器種

的には杯形土器とも考えられるが、器形、技法、用途より盤形土器として扱う乙ととする。

第 I 群 ヘラ磨きを全く施さないもので、内面および口縁部はナデにより、底部から体部に

かけてはヘラ削りにより調整されているもの。色調は褐色ないしは暗褐色を呈する。調整技法

は土師器坪形土器第 I 群、第 E 群と共通する。器形より三類四タイプに類型化できる。

1-A類 底部 l乙平担面をもたずに緩やかな孤状を呈して口縁部にいたるもの。外面は横ナ

デ、後へラ削りにより調整

されており、体部では横

位の削りが主体である。

口唇部はすなおにおさま

るものと強い押えによっ

てつまみあげられるものとがある。

法量により大小に二分できる。

I 群A類(a) G 弓遺構出土

て~グ1-A類 (a) 口径17~18cm、器高

4 cm前後を測る大形なもの。 1 群A類(b) 27号住居跡出土

1-A類 (b) 口径1l~13cm、器高 3.5cm前後を測る小形なもの。

1-8類 丸底の底部から大きく外反して口縁部にいたるもので、体部に稜を持ち内面にも

対応して段を形成する。

器形、調整技法など\イ:師

器坪形土器第 I 群と共通

する。口径18cm前後、器

高 4cm前後を測る。

ミ[
、丸一一一一一lニコニコニ

I 群B類 C サ遺構出土

1-C類 かなりの平担面をもっ底部より休部はやや内湾気味に立ちあがり、底部と体部の

境も明瞭になっている。へラ削りは底部にとどまるものと体部上{立にまでおよぶものとがある。

口径は17~21cm、器高

は 3 cm弱とかなり大形

なものもある。
三 L

I群C類 G 号遺構出上
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第 E群 外面は I 醇同様 l乙へラ削りにより調整されているが、内面はナデ、の後ヘラ磨きによ

り調整されている点が特徴である。 I 群 l乙比し胎土が精選され焼成も堅撤であり、半数ほどの

土器は赤彩されたものである。 1 群同様器形により三類四タイプl乙分類できる。

lI -A類 器形的 l乙は 1-A類の系統につながるものである。外面のへラ削りは口唇部まで

および横なでを残さ

ない場合が多く、内

面は入念なへラ磨き

により調整され、赤

彩されたものは美し

い光沢を帯びている。

法量により二つに細

分できる。

E群A類(a) 277-;住店跡出士

E群A 類(b) 27サ住居跡出 k

lI -A類 (a) 口径15~18cm、器高3.5~4cmを測る大形なもの。

lI -A類 (b) 口径1l~13cm、器高 3.5cm前後を測る小形なもの。

lI -B類 器形的には 1-B 類の系統につながるものであり、口縁部が内湾気味に立ちあが

るものと直線的に開

くものがある。内面

は入念なへラ磨き調

整、赤彩の例が多く
一ー-ーーーー....ll-

なる。口径19cm、器高 3 ~ 4cmを測る。 II 群B 類 33号{t居跡出 r:

lI -C類 器形的には 1-C 類の系統につながる。外面のへラ削りはほとんど全面におよび、

内面はナデの後に放 ・一

射状 l乙へラ磨きを施

すものが多く、赤彩
E群C 類 38~j住居跡出と

されている例はない。口径16cm前後、器高 3 cm前後を測る。

第 E群 内外面とも最終的 l乙へラ磨きにより調整されたものであり、胎土焼成も良好であり、

全て赤彩されており、本遺跡盤形土器の特徴的な光沢を帯びた美しい土器群である。器形によ

り本群も三類四タイプに分類できる。

皿 -A類 器形的 l乙 1-A類の系統につながるものである。内面は入念なヘラ磨きにより調

整され、体部外面はへラ削り後内面 I乙比してやや粗いへラ磨きにより調整され、ヘラ磨きはし
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ばしば底部外面に

までおよぶことも

ある。法量により

二分できる。

固 A類 (a) 口径17-19cm、器高

3 -4cmを測る大形なもの。

回 -A類 (b) 口径11-13cm、器高

3 cm弱を測る小形なもの。

E群A 類(a) 27日住居跡出 L

皿群A類(b) 27別主屑跡出土

皿 -8類器形

的l乙は I 群 B類に

つながるものであ モ [ ご:主主ダ
るが、休部の中ほ E群B 類 G け遺構IB+

どに沈線を持つものがあり、士A師器杯形土器第 E 群との共通性がうかがえる。へラ磨き調整に

ついては皿 A 類と同l様である。口径18-19cm、器高 3 cm弱を測る。

町一 C類 器形的 l乙は I-C 類につながるものであるが、大形品が多く典型的な盤形土器の

器形を示す。底部は完全に平担となり、内面中央部にかけて僅かにもりあがっていくものもあ

る。へラ磨

き調整につ

いては国
ミ量三三喜重量三写

A類と同様
匝詳C類 Gサ遺構出土

であるが、内面に螺線状の暗文を施すものが数Øilみられる。本類の土器は日常雑器とは思い難

い優品が多い。口径21cm弱、器高 3cm未満を測る。

土師器禁形土器

土師器窒形土器は日常什器の中で最も生活と関連を有しその変化は重要な意味を持つ器種で、

ある。しかし本遺跡の場合、比較的出土量が多いにもかかわらず残存状態は悪く全体の器形が

窺えるものは少いうえに器形が多様であり、嚢形土器の系統的変化を一律に把えることは難し

い。従って多様なあり方を示す土器を苦手として類型化せず、器形(特l乙口縁部中心)、調整技

法、胎土などにより A-E類 l乙分類する。 A-E 類は必ずしも系統的時間的変遷を意味しない

点を付記しておく。

A類 最大径を口縁部l乙有し、ほとんど胴部l乙膨みを持たず直線的に底部にいたる全体的に

厚いっくりの土器である。日緩部は横ナデした後 l乙外面は縦方向のシャープなヘラ削りにより
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横なで

調整され、内面は横ないしは

するものが多い。 A類は口縁

口縁部が大きく外

湾するもので、 口縁端部がほ

斜め方向のヘラナデにより調

量に含んでおり、黄褐色を呈

る砂粒の移動は著しい。 H台土

には比較的粒の粗い砂粒を多

整されている。へラ削りによ

部の形態 lとより三分できる。

A類 (a)

\
\
/
/
債
な
で
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司
/
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管
内
ワ
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J
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とんど水平になるものもある。

、
の

し
も
反
る
外
す
が
立
部
直
縁
に
口
か
)
僅
C

ず
〉

/
l
\

ム
M

類
ミ
部

A

唇口

ナデにより軽い稜を形成する。

口縁部が直線的に

口唇部断面

(b) ともに口縁部の横

(c)は類例も一例であり、器形

的には C類と類似するが、調

のは C類の祖形的な器形にな

整、胎士より A類 l乙細分した

る可能性を考慮したからであ

が四角になるものが多い。

外反するもので、

A類 (b)

ら)、

る。

底部木葉痕

72+J住店跡出土
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146日ー住居跡H\土A 類(c)

~)~ 

¥V¥ 山
ぃ

A 類同様口縁部l乙最大径

を有するが、肩部lζ張りをもつの

B 類

が特徴であり、肩部より直線的に

すぼまりやや突出する底部を形成

「く」の字口縁部は大きくする。

ヘ
ラ
な
で
か
か

l乙外反し、胴部に比して厚くなる

口縁部は横ナデ

後内面はへラナデ、外面はへラ削

のが特徴である。

わないしはクシ状具により調整さ

れている。胎土は A類より混入物

が多く、かなり粗雑であり、色調

は赤褐色を基調としている。本類

97-~J住居跡出卜一

の出土例は少いが、器形などより

相模地方に多く分布する土器苦手と

類似している。



C 類 胴部がふくらみ胴部上位に最大径を有し緩やかにすぼまりながら底部にいたる。頭部

が強くくびれてやや短かめの特徴的な fl縁部を形成する。 J 1縁部は端部がつまみあげられ、そ

の外面に凹面が形成され独特の断面形を呈する。口縁部は横ナデ\桐部内面はへラナデ、外南

はヘラ削り後下半部を入念な縦方向のへラ磨き、上半部はナデによりへラ削りを消すという独

特な調整技法が施されている。

胎j ムも A、 B 類より精選され

ており、長石和と雲母末を含

み特噛的で、あり、布!I片でも他

の士宮品片と容易に識日Ijできる。

色調は董褐色を基調としてい

る。 c 類は口縁部の器形によ

り二分できる。

C類 (a) 口縁部の器肉が厚

くなっており端部のつまみ方

がそれほど強くないので、内

面はそれほど変化を持たずに

外反するものO

C類 (b) (a) に比して口縁

部器肉が薄くなり、端部のつ

まみが強く内面にも明瞭な段

をもつもので、断面が 'SJ

字状を呈するものO

本類の土器は下野・常陸地

方 l乙分布の中心を持つことか

ら、最近「下野型」の警と呼

称されている。

て二二二二一二寸ー;三十

三71JJJtj
I 下トウ

縦
位
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ラ
蝉
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-192 



D 類 「く」の字ないしは「コ」の字状を呈する口縁部より肩部に張りをもち急激にすぼまる

胴部を有する。仁1縁部は横ナデ、嗣部内面はヘラナデ、外面は特徴的なへラ削りにより調整さ

れている。すなわち胴上位は二段から三段にわたって横方向のへラ削り、それ以下は斜めない

しは縦万向のへラ削りにより調

整されており、ヘラ削りはきわ

めて鋭利な工具で施されたと考

えられ、非常に薄く仕上げられ

ている。胎土は砂粒を含むが粒

子が細かく精選された感じであ

る。焼成は比較的良好であり赤

褐色を基調としている。 D 類は

口縁部の器形より二分できる。

D類 (a) 口縁部が「く」の字

状を呈するもの。 (a)の場合最

大径を仁l縁部に有するものが多

し、。

D類 (b) 直上する頚部より短

く外反し、いわゆる「コ」の字

状を呈するもの。 (b)の場合最

大径は肩部にくる。 D類 (b) は頭

部の立ちあがりより更に細分が

可能かと思われるが、量的な問

題があり、本論では「コ」の字

状を呈するものとして一括して

おく。

D 類は次の E類とともに武蔵

地方に分布の中心を持つもので

あり「武蔵型」と呼称されてい

る。
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D 1J'j(a) 2 ~J 円形士墳出 1.

D 類(b) 105サ位:JiFf閥、出土

E 類 やや外湾気味か「コ」の字状lζ立ちあがる口縁部より肩部ないしは胴上位に最大径を

有し、底部にむかつて急激にすぼまる胴部をもっ土器である。残念ながら本遺跡では完全に復
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E 類(a) 54十j任凶跡山七

部はほとんどが外に大きく聞くもので、全体をなでによって調整されるいる。口縁部が強い横

ナデにより軽い段を有するものが多い以外、調整、胎土、焼成、色調とも D類と同様である。

E 類は口縁部の器形より二分できる。

E類 (a) 口縁部がやや外湾気味 lζ立ちあがるもの。

E類 (b) I コ」の字状を呈するもの。

須恵器士不形土器

須恵、器坪形土器は土師器盤形土器と同様に本遺跡では時代的には限定された所産のものであ

り、編年の鍵として重要な器種である。分類については先学の研究成果を踏えて器形(口径に

対する底径比)、底部切り離し技法、切り離し後の調整等を念頭において実施するが、さらに

第 I 群 l乙設定したような胎土を重視したい。これはややもすれば須恵器製作技術にのみ終始し

がちな研究傾向に対し生産地の比定という視点を考慮に入れての乙とである。なお器形、技法

的l乙は須恵器とほとんど変わると乙ろがないが、色調が黄褐色ないしは茶褐色を呈する須恵器

とも土師器とも判然としない土器が僅かに出土しているが、乙乙では技法的な点を重視し須恵

器として扱う乙ととする。以下須恵器杯形土器を四群l乙類型化する。

第 I 群 口径l乙対して底径が大きいもので、法量比(底径÷口径)O.7~O.65であり、器高は

4cm以下の浅いものが多い。底部は全て手もちへラ削りにより全面ないしは体部下端まで調整

されており、へラ削りは一方向に 4 、 5 回施すものと、不定万向 l乙施すものとがある。底部切

り離し技法はへラ切り痕をかすかに残すものが何例か観察できる乙とよりほとんどへラ切りに

よるものと思われる。なお、紐積みの痕跡を残しているものが一例あることより本苦手は紐積み
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で成形された可能性も強い。

本群の最大の特徴は胎土であり、雲母末と長石粒を含むものであり、一見して他の須恵器と

は識別できる。焼成はやや甘く、しまりに欠けており、色調は青灰色や灰色を基調としている。

本群は休部の立ちあがり万により二分できる。

1-A類 65~度70度の急傾

斜で立ちあがるもので、休部内

面の基部が凹面になるものが多

い。口径13cm弱、底径 9cm前後

を測る。

1-B類 50度~60度の傾斜

で立ちあがるもので、口縁部が

直線的なものと僅かに外反する

ものとがある。口径13~ 14cm、

底径 8 ~ 9 cm をì:l!.IJ る。

ヒ1

主
H司ヘラ背IJ IJ 

群類 49-t~住居跡出7]" 仁

第 E群 口径l乙対して底径が比較的大きいものであり、法量比は 0.6~0.53 を示す。底部切

り離し技法はほとんどがヘラ切りであろう。切り離し後の調整により四類に分けられる。

II-A類 底部全面を回転へラ削りで調整じたもの。回転へラ削りは体部下端までおよんで

いるものもあり、結果として底部が丸味を呈するものもある。切り離し技法が確認できるもの

はない。全体的に厚手なものが多く、

体部は55~60度で直線的に立ちあがる。

胎土は若干長石を含むものが多く、全

体的 l乙は精選されており、焼成も良好

である。口径13cm前後、底径 7 ~ 7.5 

cm 、器高 4cm 前後を測る。

|口|転へラ背IJ り

E 群A !J:jj E り遺構出土

II-B類 底部全面を手もちへラ削り調整したもの。へラ削り調整は体部下端におよぶもの

もある。胎士、焼成は II-A 類と共通する。体部は55~60度で直線的に立ちあがり、かなり薄

手なものもある。なお手持ちへラ削

り調整は回転ヘラ削り調整 l乙比し類

例は多い。口径13~14cm、底径 7~

8.5cm、器高 4 cm前後を測る。 七
/ T持ヘラ削り ¥ 

E 詳B 類 G 号遺構出 k



II-C類 底部にへラ切り痕をそのまま残し、全休的に厚手なもの。体部は50~60度で立ち

あがり、 l寸縁端部に近づくにつれて

漸次器肉が薄くなるものが多い。胎

土は II -A 類 l乙共通するが、長石が

やや多量に含むものが多い。日係

13.5~14cm、底径 7.5~ 8cm、器高 / ヘラ切り

4~4.5cmを測る。Il群C紛 35i}{U~lil亦 U\ L 

II-D類 底部にヘラ切り疫をそのまま残し、休部には明瞭なロクロ痕を有し、かなり薄

手に調整されたものO 休部は50~60

度で直線的に立ちあがる。胎j ムは長

石の他 l乙小礁を僅かに含むものが多

く、焼成は良好である。口径13~15

cm、底径 8 ~ 9 cm、器高 4.5cm前後

を測り、やや大形品で、ある。

/ ヘラ切り

H 苦手 DrJ'i E けj主主+高 tILJ~

第 E群 !氏俸が口径の%かそれ以下になるものであり、口径と底径の差が大きいものである。

胎土は長石を比較的多量に含むものが多く、焼成は全体的には良好であり、色調はほぼ青灰色

を基調としている。底部切り離し技法は全てへラ切りであり、その後の調整の有無で二分でき

る。

血 A類 体部下端および底部全面を手もちへラ削りにより調整されているものO 休部は55

度前後で、[1':(線的に立ちあがり、ロクロ痕を

明瞭に残し、かなり薄手 l乙調整されている。

底部はやや厚手であり、内面 l乙は螺線状の

凸円が明瞭 l乙残っている。 /:-1 径13cm前後、

氏径 6.5cm前後、器高 4.5cm前後を測り、

規格性を有している。

1t方へラ自11 り

日出A 傾 131 i;{l')，S断、出上

匝 -8類 底部 l乙へラ切り痕をそのまま残しているものO ヘラ切り痕は粘j".がはみ出ている

ものもあり、やや粗雑な!蓄じを受ける。

休部は50度前後で立ちあがるが、立ち

あがりは l白線的なものと、 rl縁端部が

小さく外反するものとがある。ロクロ

痕は明瞭であるが、|恒が粗くなってい

196-
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るものが多い。口径12~14cm、底径 5 ~6.5cm、器高4.5cm前後を測る。

第N群 糸切りにより底部が切り離されているものである。本遺跡においてはへラ切りが大

部分を占め、糸切りは全体の二割以下である。なお静止糸切りは全く認められない。底部切り

離し後の調整の有無により二分できる。

町一A類 糸切りの後 lこ周縁部あるいは体部下端を手持ちないしは同転ヘラ削りにより

J 
1 糸切り |王函二ラ削りi

ロ痕も不明瞭なものが多い。胎土は N群 A 類 32号住J~跡出土

かなり精選されており、焼成も良好であり、色調は青灰色を基調とする。口径14~ 15cm、底径

調整するもの。ヘラ削りは手持ちに

よるものが多い。底径が口径の%よ

り大きく、体部は55度前後でやや内

湾気味 l乙 \r ちあがるものが多くロク

8 ~ 9 cm、器高 4cm弱を測る。

町-8類 底部に回転糸切り痕をそのまま残すもの。底径は口径のほぼ%となり、体部は45

度前後で直線的に立ちあがり、比較

的薄手 l乙調整されている。胎土には

小礁を若干含んでいるが、焼成は良

好であり、灰白色を呈するものが多

い。口径14cm~14 .5cm、底径 7cm前

後、器高4cm 弱を測りやや規格性を有するじ

糸切り

N群 B 鎖 131甘住民跡 tlU-.

なお、図示した士器は、要形土器は%、他はMである。

(2) 編年軸の設定

以上、 4 器種について分類をおこなったわけであるが、乙の中で、編年の軸となりうるもの

は、先述したように、最も普遍的な存在を示している土師器杯形士器である。ここでは、乙の

土師器杯形土器 I 群~VI群が、はたして、そのまま時間軸として使用できるかどうかを、住居

跡の重複関係と各群の共存関係との 2 点より、考えてみたい。

まず、 f主屑跡の重複関係による時間差の摘出であるが、類型土器を伴なう切り合い関係を示

すと次のとおりである。

31号住居跡(土師器坪形土器 I 群 A類)→30号住居跡(七師器杯形土器 E群 A類、田群 B類)

82号住居跡(上師器坪形士器 E 群 B類 (a) 、 H 群 C類)→83号住居跡(土師器杯形士器官群A

ヴ
dQ

d
 



類、 VI群 C類 (a))

86号住居跡(土師器坪形土器 I 群 A類)→85号住居跡(土師器杯形土器V群 B類、明群A類、

VI群 B類 (b)、明群 C類 (a))

102号住居跡(土師器坪形土器 H 群A類、 E 群 B類 (b))→101号住居跡(土師器坪形土器 VI群

B 類 (b)、日群 C類 (a) ) 

111号住居跡(土師器坪形土器 I 群 B類 (a)) →110号住居跡(土師器探形土器 I 群 B類 (a) 、

E 群 A類、 H 群 B類 (b) ) 

132号住居跡(土師器坪形土器 H 群A類、 H 群 B類)→131号住居跡(土師器杯形土器 VI群B 類

(b) ) 

137号住居跡(土師器好形土器 H 群 B類 (b)) →135号住居跡(土師器杯形土器町群)

138号住居跡(土師器杯形土器 E 群 A類、 H 群 B類 (b) )→139号住居跡(土師器坪形土器H群

B 類 (b)) 

なお、こ乙 l乙示した以外 lこも伺例か重複関係が認められるが、良好な資料を欠くものや遺構

的l乙新旧関係の明確でないものは、害IJ愛した。また、使用じた土器には、覆土中のものも含ま

れている。

以上の重複関係を整理すると、土師器坪形土器に I 群→ E ・田群、 I 群→V'VI群、 H 群→

町詳、 E 群→VI群、という先後関係が、認められる。しかし、乙れだけでは、断片的な先後関

係を把握するに留まり、 6 群の密接なつながりは不明である。

そ ζ で次に、類型化された土器の共存関係を頻度表に示し、そ乙から各群の先後関係を摘出

する方法をとりたい。

乙の方法は、山田水呑遺跡で採用されているものであり、共存関係がより客観的にみられる

乙と、類型化された土器群の時間的なつながりが把握し易い乙となどの利点がある。ことに、

薬師寺南遺跡のように、遺物の量が腫大で、集落としてかなりの存続期間があるとみられる場

合には有効な方法であろう。また、統計学的な処理を前提としているため、住居跡内から出土

した残存率の高い遺物は、たとえ覆土中であっても、住居の廃絶時に近いものとして使用でき

ない乙とが指摘されており、この点からも、住居跡内一括土器の抽出作業l乙限界があった薬師

寺南遺跡の場合、有効と思われる。

ただ、薬師寺南遺跡では、先述したように重複関係よりある程度の先後関係は理解できるも

のの全体的な流れを把握するには限界がある。従って、それを補足検証する意味もあって、こ

の万法をとることにした。

なお、頻度表の作成I乙関しては、全て山田水呑遺跡の方法に従っているため、その詳細は省

くが、乙こでは作成した頻度表から読み取れることをまとめ、時間軸としての土師器坪形土器
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の有効性を検証したい。

さて、土師器杯形土器の共存関係をみると、まず自につくのは、 I-ll群、国-v群および

官群の 3 ク'ループが、右下方l乙向って階段状 l乙並んでいる乙とである。結論から言えば、 1 . 

H 群→rn.w.v群→明群という先後関係がたどれる乙とを意味している。つまり、 I 群から

VI酵は、あらかじめ時間差を意図して設定したものであり、それが完壁なものであれば、各群は

互いに他の群と共存する乙とがないわけであるから、頻度表の上では、右下方へ整然とした 6

階段が形成されるわけである。従って、土師器坪形土器自体の共存関係より、少なくとも 1 . 

E 群→皿 'N ・ V群→VI群という三段階の時間差をたどれる乙とが、検証されたのである。

ところで、明群の土師器坪形土器は、頻度表上、非常に強いまとまりを示しており、明らか

I乙一時期を画するものとして大過ない。しかし、 1 . II 群と匝・町・ V群の場合、先述した重

複関係の結果から考えても、ま Tご時間差を内在している可能性が強い。そ ζ で次に、少し別な

面から、 ζ れを検証してみたい。

まず、 I 、 E 群の土師器杯形土器についてであるが、 I 群は、田群と共存しているものの例

外的であり、 E群との共存でほぼ消滅すると考えられる。乙れに対し、 E群は、田群あるいは

V群との共存が認められ、 I 群→ E群という漸移的な変化が想定できる。また他器種との共存

関係を見た場合、盤形土器 I 群との共伴が I 群では多いが、 II群では少ないこと、さらに須恵

器部形土器は、 I 群では共存していないが、 E群では確実に共存していることなどが、看取で

きる。

乙れらの所見は、土師器好形土器自身の共存関係の所見と矛盾する ζ とがない。従って 1 . 

E 群は、互いに共存する時期があるものの、時間差をもって変化したものと考えてよかろう。

次に、田 'N'V群については、どうであろうか。まず、百群の場合、類例が少なく、一群

としての設定には限界があり、その位置付けは、後l乙考えたい。

そ乙で、皿群と V群についてであるが、両者は、互いに共存すると乙ろがあるものの、一つ

のまとまりを示している。さらに圃群は E群との、また、 V群は官群との共存が認められ、田

群→V群という先後関係が、想定可能である。

、また、他器種との共存関係を見た場合、盤形土器が、皿群とは共存するものの、 V群l乙は共

存が認められず、両者の時間差を立証する一因となっている。

と乙ろで、百群についてであるが、本群は、皿 'Vの両群と同じような割合で共存しており、

典型的な中間形態と言う乙とができる。しかし、先述したように、乙れを一時期として画する

には、その絶対数が少なく、時期的には、田群かV群のどちらかに含まれるべきものであろう。

乙乙では、一応、型式学的な見地から判断して(詳細については、次章で説明する。)時期的に

皿群l乙平行するものと考えておきたい。
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以上をまとめると、土師器坪形土器には、 I 群→ H 群→困群(町群)→V群→VI群という先

後関係が認められることになる。もちろん乙れは、重複関係よりみた先後関係とも矛盾するも

のではなく、士師器士不形土器が、編年軸として十分に使用できる ζ とを証明したものである。

次 l乙、確立した土師器杯形 i..器の編年軸 l乙類型化された他器種の土器を組み込んで、時期区

分(編年)を行ってみたい。

(31 時期区分

第 I 期

伝統的な粘土紐積み成形による士師器杯形一十字器 I 群に代表される時期であり、体部 l乙鬼高的

な強い稜あるいは段を有するととを、最大の特徴としている。また、同群C類 (b) にみられるよ

うに体部に沈線を配するものも一部伴出しているが、それらも休部内面には、明瞭な段を残し

ている。

土師器盤形土器は、すでに共存しているが、なかでも I 群 A類が比較的多いことは、特徴的で

ある。この一群は、器形的に所謂盤形土器とは若干ニュアンスを異にし、技法的にも坪形土器

I 群との共通性が認められ、本遺跡の典型的な盤形寸;器にみられるへラ磨き、赤彩といった技

法の定着以前と考えられる。つまり盤形十ー器としては、初現的な一群であると考えてよかろう。

土師器雲形土器は、 A 類が伴出する。口縁部に最大径を有し、胴部がほとんど張りをもたな

い長胴なものであり、所謂真閉式土器の特徴を具備するものである。なお、 B 類は、器形、胎

土ともに独特なもので、個体数も少ない。 I 期から E期にかけて伴出するが、搬入品の可能性

が強い。

須恵器坪形土器は、伴出しないが、 93号住居跡、 111 号住居跡より内面に「カエリ」を有す

る蓋形一十字器が伴出している点、注目しておきたい。

本期を代表する住居跡としては、 12号住居跡、 36号住居跡、 60号住居跡、 72号住居跡、 81号

住居跡、 111 号住居跡、 146 号住居跡などが挙げられ、住居跡総数は25軒前後である。

第 E期

土師器杯形土器 H群が中心となる時期である。本群は、 I 苦手同様粘土紐積み成形によるもの

であり、器形的 l乙も技法的にも I 詳の系統につながるものである。特徴としては、体部 l乙沈線

を配すもの (II 群A類 (b) 、 B類 (b) )の盛行、王子底化 (II 群 B類 (b)) の進行などがあり、全体

的には、 I 群 l乙比して体部の稜あるいは段が、かなり退化しているととが指摘できる。

土師器盤形土器は、 I 群が減少し、ほとんどのものにへラ磨きや赤彩が施される典型的な盤

形土器の盛行期である。なかでも内外面 l乙へラ磨き、赤彩を施し、器形的にも文字どおり盤状

を呈する凹群 C類などは、本期を最も特徴づける土器のーっと言える。
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土師器窒形土器は、 C類 (b) 、 D類 (b) 、 E類 (b) を除いた全てが伴出している乙とから、かな

り多様な様相を示す時期と言える。乙の中で主体となっているのは、第 I 期からひきつづいて

存在している A類と本期より新出する C類 (a) て、あり、特に後者は、以後本遺跡に軒ける土師器

嚢形土器の主流となって行くものである。土師器要形土器における一つの転換期と言えよう。

須恵器が、本期より確実に伴出する乙とが認められ、大きな特徴となっている。本期 l乙伴出

する須恵器坪形主器は、 I 群および E 群 A ・ B 類であり、底径が口径のMより大きく器高が比

較的低い乙と、底部全面をへラ削り調整する乙となどを特徴としている。底部切り離し技法は

不明なものが多いが、何例かにヘラ切りの痕跡が確認できるのに対し糸切りのものは、確認で

きな L、。なお、器種的には坪形土器ばかりか高台付のものや蓋が多い点も注目したい。

本期を代表する住居跡としては、 24号住居跡、 27号住居跡、 30号住居跡、 33号住居跡、 79号

住居跡、 80号住居跡、 82号住居跡、 110 号住居跡などが挙げられ、住居跡総数は25軒前後であ

る。

第皿期

土師器士不形土器国群が出現する時期である。やはり、粘土紐積みで成形されるが、完全な平

底になっており、 E期にみられた平底化 (II 群B類 (a) )が、完成された段階と考えられる。調

整技法をみると、へラ削りの後、内面あるいは、内外面 l乙へラ磨きを施すものがあり、士師器

盤形土器どの技法的な関連が、うかがえる。

ところで、調整の段階でロクロを使用している町群が出現するのも本期の特徴である。おそ

らく、本群も田群同様粘土紐積みによって成形されたと思われ、器形的にも皿群に類似し、ロ

クロ土師器としては、最も古い一群と考えられる。

以上のことより本期は、土師器坪形土器の一部にロクロ技術が導入される段階であり、坪形

土器の大きな転換期と考えられる。

土師器盤形土器は、例外的に伴出する程度であり、本期をもって完全に消滅する。

土師器禁形土器は、 A類 l乙代って C類 (a)が主体となり、乙れに加えて新たに薄手な D類 (a) 、

E 類 (a)が伴出している。所謂真間式土器的な長胴を呈するものは、完全に姿を消しており杯形

土器同様に新しい段階l乙入ったと言える。

須恵器坪形土器は、前期と同様 1 . II 群が継続して伴出するが、へラ切りのままのもの (II

群 C ・ D 類)も認められる。また類例は少ないが、糸切りのもの(町群A類)も出現しており、

本遺跡における初現と考えてよい。ただし糸切りのものは、全て底部に回転か手持ちのへラ削

り調整が施されている。

本期を代表する住居跡としては、 32号住居跡、 44号住居跡、 49号住居跡、 102 号住居跡、 135

号住居跡などが挙げられ、住居跡総数は15軒前後である。
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第町期

土師器坪形上器V群 l乙代表される時期であり、技法的に古いもの(1-固群)は姿を消し、

ロクロ土師事が本格的に使用される段階である。ただし本群は内面 l乙ヘラ磨き・黒色処理を施

すという共通した特徴があるものの、器形的にはばらつきがあり、まだロクロ技術の定着する

前段階と考えられる。なお、ほとんどのものが底部全面を同転か手持ちでヘラ削りしているが、

この中 l乙数例糸切り痕を留めるものがあり切り離し技法の一端がうかがえる。

また、墨書土器が少数ではあるが認められ、本遺跡での墨書土器の初現として留意したい。

土師器斐形 L器は、前期と基本的変化は認められないが、 C類 (a)の伴出が多く新たにC類 (b)

も出現してくる乙とが特徴である。 C類 (b) は、 C 類 (a) に代って V期 l乙盛行するものであり、

C類 (a)→ C類 (b) という変化が、看取できる。

須恵器部形土器は、 I 群.および E 群 A ・ B 類の最終段階であり、 E 群 C.D 類および固群な

どのへラ切り痕をそのまま残すものが多くなる。なお町群の糸切りのものは、依然として少量

であり、へラ削り調整を加えない B類も僅かに認められる。

本期を代表する住屑跡としては、 35号住居跡、 47号住居跡、 54号住居跡、 91号住居跡、 101

号陀居跡、 136 号住居跡、 141号住居跡などが挙げられ、住屑跡総数は20軒前後である。

第 V期

土師器坪Jiラ!--器羽群 l乙代表される時期であり、ロクロ技術が定着し器形が規格化された点が

最大の特徴である。また、使用途により分化したと推定される大形の坪 (8類 (a) 、 C類 (a) ) 

と小形の杯 (8 類 (b) 、 C 類 (b)) が整然と区別されてくる乙とも特徴的であり、とこにもロク

ロ技術の定着がうかがえる。技法的には、内面のヘラ磨き・黒色処理が例外なく施されており、

切り離し技法は、ほとんどが糸切りである。

なお、墨書土器の盛行も、本期の大きな特色であり、同じ墨書が別の遺構から出土した例も

認められる。(例えば、 126号住居跡と 4 号井戸跡の『福鏡」と墨書された十会器。)

土師器窒形土器は、新たにD類 (b) 、 E 顎 (b) などが出現しバラエティーに富むが、主体的な

ものは、土記した新出の三っと C類 (b)である。また、土師器坪形土器の共伴関係から、 D類 (b)

は、 D類 (a) より、 E類 (b) は E類 (a) より器形変化した乙とが看取され、 D類・ E類とも本期に

なると口縁部が「く」の字状から「コ」の字状 l乙変化しているのが特徴的である。

須恵器土不形 L器は、回群が主体的であり、ヘラ切りで底径が口径の%かそれよりも小さくな

るという特徴をもっている。また糸切りのもの(町群 B類)は少数であり、↑:師器杯形土器が

糸切りの全盛であることと好対象を示し、興味深い。なお、本期では、須恵器坪形土器にも墨

書例が認められ、墨書土器盛行の一端が伺し、知れる。

本期を代表する{+.居跡としては、 83号住居跡、 85号住居跡、 105号住居跡、 107号住居跡、126
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号住居跡、 131号住居跡、 140号住居跡、 147 号住居跡などが挙げられ、住居跡総数は20軒前後

である。

以上、本遺跡の土器群を I~V期 I乙区分したわけであるが、 ζ れに従って作成したものが、

「薬師寺南遺跡出土土器編年表」 である。なお、図には類型化された土器以外に、特徴的であ

ると思われるものを類型土器との共伴関係から組み入れである。また下表は、各類界!土器の

消長関係を模式的 l乙示したものである。

土師器坪 土師器盤 土師器聾 須恵器坪

E 皿 N V VI I E 皿 A B C o E II m N 

第

I 

算月
ト一一戸 L- 」 「ート

第|

III 
期 • • . . 

L-ー一• ト一一

第 • • . • • . • . 
E 

. . • • 
翼目

• 
第 l • 

• • 圃

N • • • • • 期 l • • • 」 --- トー

第 • V • • 
算H

』薗圃-固

薬師寺南遺跡における類型土器の消長関係

-204-



実年代の考察(4) 

さて、以上のようにして本遺跡の歴史時代 t:器を五期に区分した訳であるが、最後に各時期

なお、残念ながら本遺跡には、直接実年代を考定できる資料がないの実年代を考えてみたい。

これらの資料を伴出する他遺跡との比較および他地域における編年との対比を中心 l乙考fこめ、

察を進めたい。

第 I 期

最初に第 I 期の年代であるが、本期を特徴づけているのは、土師器杯形土器 I 群であり、ま

と乙ろで、南関東の土師器坪形土器にこの種乙の土器群の時間的位置を考えて行きたい。ず、

乙の点問題も多く本遺跡の一つの特徴で、あり、次章で詳述したい。の土器群はみられない。

乙乙では、好形土器 l乙類似するものがみられ、かっ多賀城跡あるいは陸奥国分寺跡そ乙で、

などの資料を中心に年代的にも比較的固まりつつある東北地方南部の編年との対比を行ってみ

Tこし、。

東北地方南部の L師器編年は、氏家和典氏によって大系つけられて以来、各研究者によって

器種の組合せおよび年代観をより詳細に検討する作業が進められてきた。なかでも附同茂弘、
也E

桑原滋郎両氏は、多賀城周辺の資料を中心として、須恵器坪形土器の変遷および瓦との共伴関

係から栗田式( 7 世紀~8問紀半)→国分寺下層式( 8 ↑tt紀半~9世紀中半)→表杉ノ入式 (9

これが現在東北地万南部の基準となっているよ

その後、多賀城周辺の砂押川遺跡出土土器を器形・製作技法より細分さ

1.師器坪形土器における栗開式と国分寺下層式の具体的内容を明らかにされている。これ

という年代観を発表され、

ところで桑原氏は、

世紀後~ll世紀後)

うである。

れ、

をみると前者ーから後者への器形変化は、薬師寺南遺跡における士店市器坪形|器 I から固辞のそ

れと非常に類似している乙とがわかる。ただ栗囲・国分寺下層両型式の場合、例外なく内面へ

ラ磨き・黒色処理がなされるのに対し、薬師寺南遺跡のものは、内面奇全てナデ調整するとい

乙こでは乙の点はかなり大きな問題を内包していると思われるが、う技法面での相違がある。

一応器形的な関連が強いということを重視して、併行関係を推定してみると次のようになると

思われる。

薬師寺南 I 群 j 薬師寺南 E 群 j 薬師寺南田群

国分寺下層式式囲栗

(か

ところで栗囲式士器は、多賀城創建時の瓦に共伴する須恵器との共伴関係や、陸奥国分寺跡

8t世紀中半頃が下限とされている。従

8ttt紀前葉もしくはそれって前紀の併行関係が許されるとすれば、土師器坪形土器 I 群には、

八
U

で最も古い土器群にそれが認められない乙となどより、



以前という時間的位置が与えられよう。

次lζ前記した士自jji器用彩土器 I 計の実ìtー:代を別の側同より検証してみたい。

第 I 期のLúl!î器盤形二L器と窒JI三土器をみると、八王子市下寺同遺跡 SB03 、 SB05 住居跡出

土のものに類似性が認められる。すなわちこの前j住居跡の土師器Z利|ラト会器の下体となっている

ものは半球状を呈するものであるが、内面および口縁部外面i をナデ fこ後 lこ外市をヘラ削りする

ものであり、ヘラ謄きは施されておらず、赤彩されたものも非常に少ない。これらの器形的、

技法的特徴は、薬師寺南遺跡における 1:~lti:m君主 II~j 器 I 昨 A類(いに求めることができ、さらに

SB05 住開跡から出七している唯今の幣状を呈するものも技法的に変るところはなく、同 I 群

C類 lこ比定できる。このように下寺田遺跡の土師器が形士器(盤形士器も合む)は、薬師寺南

遺跡第 H 拐jの繋形土器にみられるへラ磨き・赤彩といった手法の盛行する前段階、すなわち第

I 期に比定できるものと考えられる。そしてこれに共伴する饗形 t~器も、薬師寺南遺跡におけ
,'29! 

る A類のそれと器形的に類似している。

下寺田遺跡 SB03 ・ SB05 住居跡の土器畔は、共伴しているわ:忠器が和同年間の操業と推定

される美濃国朝信窯の製品で、あることより、 8 世紀前半代 l乙位胃づけられており、所百円五間期

の実年代が判明する貴重な資料となっている。従って薬師与南遺跡第 I 期の幣形七器・斐!杉士

器も、前記の工不形 1 :容とほぼ同様な年二代( 8 世紀前葉)が考えられる。

以上のように、第 I 期の年代をそれぞれJjljな器聞をもって考えた訳であるが、ほぼ同じ年代

を示したことは、第 I 期の年代観にかなり葦然惇ニを有すると芹えよう。

ところで第 I 期の t:器群は、 七日jji器斥11ち 1--部やき雲形ゴ器の一部 lこ所百円札奇式上器の鞄時も合

められるべきものも認められ、 7 位紀代まで遡りうることは十分考えられる。これはまた、本

集落の形成とな人らかの有機的なつながりがあったとみられる下野菜fll!î寺の創住が、 7 t什紀末
日。

葉とされていることも考え併せて、第 I 期の上限は 7 世紀後三1べまで合む可能相があることを指

摘しておきた L 、。

第 E期

第 E 期jの年代は、前述した東北南部の編年からすれば、二士附器所71ち j 器 E 昨の申に栗閉式か

ら国分寺下層式への変換期が認められ、 8 jr出!巾宅を I 11心とした時期が考えられる。

この年代比定を補強するものとして、 75 日 {l屈町、より H 貯の~t自lli器杯形!器に伴って山卜会し

た陪文卜器がある。これは、休部内聞に斜格子状、!氏凶j 1とラセン状のH古文を配す平底の杯11ちオ

器であり、胎 i二・焼成の点からも搬入!日の可能判:が強いものである。

これとわ]じような暗文を有すものは、関東地方でもいくつか散見できるが、なかでも植民市

森戸原遺跡より出士会したものは、和同開問;と伴出しており、その上限が求められる点注目すべ

きものである。また山出ノド存遺跡では、休部 l乙斜栴子状の暗文をもっ平氏の原形十日Jが向 I 会し
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ているが、乙れを上総国分寺の創建時に近い時期のものと考え、 8世紀中葉l乙比定されている。

乙れは、和同開祢を伴出した森戸原遺跡例とも矛盾する時間比定ではないと思われる。乙れら

の平底の杯形土器 l乙は、休部内面 l乙特徴的な斜格子状の暗文が共通して認められ、乙れを伴出

する第 E 期は、 8 世紀中葉l乙比定してよいものと考える。

と乙ろで第 H期は、薬師寺南遺跡において須恵器が一般化する時期であり、見方を変えれば、

地元における須恵器生産が開始された時期とも考えられる。従って、本県における須恵器生産

の開始時期を生産遺跡の面より指摘するととが可能であれば、第 E期の年代観も明確さを増す

乙とになろう。

そ乙で、現在、県内で操業開始時期が最も早いと考えられるものを捜すと、佐野市三長山麓

古窯跡群が挙げられる。その理由としては、本古窯跡群中の北山 3 号・ 5 号両窯跡より内面 l乙

「カエリ」を有する蓋が出土している乙とであり、現在、他の古窯跡群で同種の蓋を見い出す

ことはできない。ととろで本古窯跡群は、下野国分僧寺・尼寺の創建から終末までの瓦を供給

していた窯として知られている。すなわち、東固における須恵器生産がそれぞれ国分寺の創建

に伴なう瓦生産と結びついてお乙なわれたという見解を重視すれば、三長山麓古窯跡群におい

て国分寺の創建期である 8 世紀中葉 l乙須恵器の生産も開始されたことが考えられ、また「カエ

リ」を有する蓋からすれば、それ以前に遡る可能性も考えられよう。

以上のととより、本県において須恵器生産が開始する時期としては、 8世紀中葉ごろが考え

られ、さきに考察した薬師寺南遺跡第 E期の年代と矛盾せず、年代観に関してはかなりの蓋然

性を有すると考える。

薬師寺南遺跡、第 E期の須恵器の多くは、三岳山麓古窯跡群からの供給を受けていたと考えて

いるが、決定的な証拠はなく、今後、胎土分析等多万面より検証して行かなければならない。

第w.v期

次l乙、第匝期の時聞を比定する前 l乙第百・ V期の時間的位置づけを、おこなってみたい。両

時期は、前章でも述べたようにロクロ使用の土師器坪形土器が本格化する時期であり、また須

恵器坪形土器も多くなる時期である。県内でこのような時期の集落としては、現在真岡市井頭

遺跡や益子町ケカチ遺跡等を挙げる乙とができるが、特にケカチ遺跡においては、乙の時期の

土器 l乙伴って石帯が出土しており、実年代を考察する上で貴重な資料となっている。そとで、

乙乙ではケカチ遺跡の土器との比較検討を通して、第百・ V期の年代を考察してみたい。

きて、ケカチ遺跡の土器をみると、量的に多い須恵器坪形土器は、全てがへラ切りのままの

ものであり、器形的l乙は口径が底径の泌かそれ以下で、体部の立ちあがりが直線的であるとい

う特徴を有している。乙れらは薬師寺南遺跡における皿群の須恵器坪形土器の中 l乙共通性が認

められる。一方、土師器杯形土器は、量的に少なく、ほとんどが底部全面を回転へラ削り調整
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しており、技法的には薬師寺南遺跡における V群の土師器坪形土器に類似するが、器形的には

定形化した段階に入ったと思われるものがあり、同羽群との共通性もみられる。ま Tこ、墨書土

器が多いという点もケカチ遺跡の特徴であり、同円酵の様相と共通している。以上の所見より、

ケカチ遺跡は、大略薬師寺南遺跡第百~Vの時期と併行する集落と考えて大過あるまい。

と乙ろで、ケカチ遺跡でこれらの土器群に伴出する石帯は、裏面 l乙三個の潜り孔を有するも

のであり、報告書では 810 年(弘仁元年) I乙石帯の使用が復活してから以降の所産である乙と

が指摘されている。さらに、 ζれを出土した住居跡は、焼失家屋であるらしい乙とより、土器

群との共伴関係もかなり確実性があると言える。つまりケカチ遺跡の年代としては、少なくと

もその上限が 810 年、すなわち 9 世紀初頭に求める乙とができる。

以上のことから、薬師寺南遺跡第百~V期の上限年代は、 9 世紀初頭と考えられる。

と乙ろで、第百期と V期は、前章でも示したとおり、明らかに時間差をもつものであるが、

ケカチ遺跡との比較では、との点が明確にし難く、特に第V期の年代観は陵昧である。そこで、

次に第V期の年代に闘して、別の側面から考察してみたい。

第V期の須恵器坪形土器をみると、糸切りのものにへラ削り調整を加えないものが多くなる
自由

という特徴がある。乙の点について武蔵地方では、新久窯跡の調査結果から、須恵器坪形土器

l乙糸切りのままのものが一般化するのは、 9 世紀中葉であることが指摘されている。また、器

形的には、口径が底径の%以下になるという特徴があり、この点について神奈川県奏野下大槻

遺跡では、 9 世紀中頃以降の須恵器坪形土器にみられる傾向である乙とを指摘している。以と

のことからすれば、第V期には、 9 世紀中葉以降という年代が与えられよう。

ただし須恵器坪形土器の様相は、本遺跡で、へラ切りのものが終始使われているという状況か

らして、地域予告がある乙とが十分考えられ、武蔵や相模地方の様相をそのままあてはめるのは、

慎しむべきかもしれない。従って乙 ζ では、一つの目安として 9 世紀中葉以降という年代を符

与しておきたい。

以上の考察をまとめると、第百期の年代は 9 世紀前半、第V期の年代は 9 世紀中ば以降とな

り、その下限に関しては、今後の課題としておきたい。

第E期

さて、最後に残った第田期の年代としては、第 H 期が 8世紀中葉、第百期が 9 世紀前半とい

う乙とより、 8 世紀後葉を中心とした時期が必然的に符与できる。

第皿期の年代比定は、前記したように前後の時期を比定してから機械的に考えたわけである

が、これは第皿期という時期の特性より起因している。つまり、本期の場合、あらゆる器種に

おいて技法的、器形的 l乙転換する時期であり、器種構成はかなり不安定な様相を示している。

従って、時期を特徴づけるというような明確な器種がなく、土器組成による他遺跡との対比を

-208-



圃固園田

困難にしている。

以上の乙とより第阻期は、薬師寺南遺跡全体の流れの中において、第 1 . n 期に代表される

8世紀型の土器から第百・ V期 l乙代表される 9 世紀型の土器への過渡的なニュアンスをもっ時

期と考えられる。

最後に下野薬師寺の存在について若干ふれておくと、第困期の年代として与えた 8世紀後葉

は、戒壇が設定されたと推定される時期であり、下野薬師寺が最もその栄華をきわめた時期で

もある。 ζ の第皿期になると薬師寺南遺跡の住居跡から瓦片(恐らく下野薬師寺のものであろ

う)の出土がみられるようになり、前記した下野薬師寺の状況(例えば、改築)となんらかの

関連があった乙とが推定される。

以上、第 I~V期の実年代の考察をまとめると、第 I 期、 8 世紀前葉(上限は 7 世紀代まで

遡り得る可能性がある。)、第 E期、 8 世紀中葉、第田期、 8 世紀後葉( 9 世紀初頭まで降る可

能性がある。)、第百期、 9 世紀前半、第V期、 9 世紀半ば以降ということになる。

実年代の比定に関しては、絶対年代を示す決定的資料を欠き、他遺跡との対比により考えて

きたわけであるが、資料操作も不十分であり、大きな誤謬を犯した可能性は否定できない。し

かし、本県の研究状況を概観するとき、一遺跡の徹底的分析を通じての編年の集積の結果より、

初めて複雑な様相を呈する歴史時代土器の具体相が明らかになる fごろう ζ とを考慮して、敢え

て愚論を展開したわけである。

皿 問題点の整理

さて、薬師寺南遺跡の編年作業を通じて提起された問題点としては、(1)土師器坪形土器 I~

阻群の問題、 (2)土師器窒形土器の問題、 (3) ロクロ使用坪形土器の問題、 (4)墨書土器の問題等が

挙げられるが、 (4)1乙関しては、取り上げるべき問題点がかなり多いため、別章で扱うこととし、

乙乙では(1)から (3)の問題について若干触れておくととにしたい。

(1) 土師器杯形土器 I~血群について

これらの土器群は、その上限が 7 世紀代にまた下限が 9 世紀初頭になる可能性を有するもの

の、ほぼ 8世紀の所産と考えられる。ところで I 群から E群へとしサ器形的な変化は体部にお

ける鬼高的な稜あるいは段の退化という大きな流れの中で把握できる。さらに、田群に至って

明らかにされるように、平底化の進行という現象も認められ、第皿期 l乙出現するロクロ使用坪

形土器へのスムーズな移行を示すような惑を与える。一万技法的には、回群l乙至ってへラ磨き

が施されるようになるものの、基本的にはナデとへラ削りによって調整されている。
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さて、以上のような特徴を有する土師器杯形土器 I~阻群は、時間的には概略南関東におけ

る真間期 l乙併行する。たしかに、本遺跡において杯形土器 I~困群と共伴する土器を概観する

と、土師器饗形土器 A類や盤形土器であり、杉原氏が須和田遺跡の土器群をもって明らかにさ

れた真間式土器の特徴を具備していると言えよう。しかし、土師器坪形土器をみた場合、田群

については平底という点において南関東真間期後半の特徴に共通するものの、 1 . n 醇につい

ては、ほとんど類似性をみい出す ζ とができず、真間式土器の範時からは明らかに逸脱すると

思われる。すなわち薬師寺南遺跡は、察形土器および盤形土器からみて明らかに真間式土器の

分布範囲に編入されているものの、坪形土器は強い地域性を有すると考えられる。

乙の点、東京都下寺田遺跡において服部敬史氏は、真間式土器には「……かなり広範な型式

的特徴を有するものがある反面、その他本型式を構成する他の器種は、かなり限定された分布

しか示さない……」と指摘されており、真間式土器の理解としてかなり説得力のあるものと考

える。上記のように真間式土器を理解すれば、薬師寺南遺跡における I~困群の土師器杯形土

器は、真間式土器において限定された分布を示す土器群のーっと言う乙とができょう。

きて、以上のように土師器坪形土器 I~田群は、広義の真間式土器の範時にありながら、そ

れ自体では編年的位置づけをする乙との困難な土器である。乙のため前章では、器形的特徴l乙

類似性がみられるととより、敢えて関東という枠を越え、東北地方南部を注目したわけである。

その結果は、前章で示し = .  

た通り、内面におけるへ

ラ磨き・黒色処理の欠如

という点を除けば、その

他の調整技法および器形

lこは、強い関連が認めら

れる乙とが判明したので

ある。

ところで、杯形土器に

おける本地方と東北地方

南部の関連性 l乙関して、

乙れを決定づけるような

資料が県北の那須郡湯津

上村小松原遺跡より出土

している。(図参照)乙れ

は、器形的 l乙は薬師寺南

。|

小松原遺跡出土土師器
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遺跡における I ・ H 群の坪形土器の範時で処理できるものであるが、内面はヘラ磨き、黒色処

理が施されており、まさに東北地方南部の土器そのものと言えよう。視点を変えれば、本県に

おいても該期の坪形土器には地域差を有するということである。

従来、本県の土師器研究は、関東地万という枠にとらわれ、あまりにも南関東の編年に拘泥

していた感を免れ得ない。本県 l乙隣接する東北地方南部との関連性をほとんど無視していたこ

とは不自然であり、今回の編年にしても南関東の編年では処理しきれない土器群があったため

に東北地万に注目したに過ぎない。今後、東国の北辺に位置する地理的環境を考慮に入れ、律

令体制の展開の中では東北南部との有機的関連を想定して、土師器研究を進展させる乙とを痛

感する結果となった。

(2) ロク口使用部形土器について

8-9世紀と言えば、土器の長い歴史の中でも大きな変革の時期と言うことができょう。そ

れは、土師器坪形土器へのロクロ技術の導入や須恵器の一般化などにみられるロクロ使用土器

の浸透である。なかでも坪形土器におけるそれは著しく、薬師寺南遺跡でも大量の須恵器坪形

土器およびロクロ使用土師器坪形土器が出土している。乙乙では、薬師寺南遺跡の編年をもと

ロクロ使用土師器杯 3頁 恵 器 1不

全面 ヘラ切り ヘラ切り 糸切り 糸切り 全面 ヘラ切り ヘラ切り 糸切り 糸切り

調整 調整 調整 調整 調整 調整

E 正 正
正 下

田 正 正丁 正 正 下
下 丁

N 正 正 下 下 正 正 正
正

V 
下 正 正正 正 � 

下 正

13 
3 。 14 17 

21 
23 25 4 10 

言十 3 31 48 14 

47 83 

薬師寺南遺跡におけるロク口使用杯形土器の様相
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にして、乙れらロクロ使用坪形土器の特色および問題点をまとめ、あわせてほぼ同時代と考え

られる周辺遺跡出士上器との比較検討を行ってみたい。なお、ロクロ使用巧形土器としてここ

で扱うものは、士師器と須恵器の二者とする。

まず、ロクロ使用坪形土器の底部切り離し技法 l乙着目して、本遺跡各時期における出土量の

変化を示すと前表のとおりである。

前ヲ更をもとにして本遺跡のロクロ使用杯形土器の様相を簡単にまとめてみたい。

須恵器杯形土器は、第 E期( 8 世紀中葉)より伴出が本格化するが、ヘラ切り技法が第V期

(9 世紀半ば以降)まで安定して持続しており、第田期( 8 世紀後葉)に出現する糸切り技法が

主体的となる時期を本遺跡中に求めることはできない。一方ロクロ使用土師器杯形土器は、第

困期にその初現的なものが出現するが、第四期( 9 世紀前半)には、早くも糸切り技法が定着

しており、ヘラ切り技法が明瞭な一時期を画する乙とはなく、須恵器杯形土器の場合と好対照

の様相を示している。また、両者の出土量の割合をみると、第匝・町期において須恵器坪形土

器はロクロ使用土師器坪形土器を量的に圧倒しているが、第V期になると ζ の関係が逆転して

いる。これはロクロ使用土師器坪形土器が着実 l乙増加する一方で須恵器生産自体が後退期に入

ったためとも考えられる。なお、本遺跡のロクロ使用士師器坪形土器は、そのほとんどが内面

黒色処理という強日特性を有しているが、少なくともこれは本遺跡におけるロクロ未使用土師

器杯形土器には認められない技法であり、ロクロ技術導入lζ伴ってこの技法ももたらされる可

能性が指摘できょう。

以上のように本遺跡の須恵器杯指土器とロクロ使用土師器坪形士会器をみると、底部切り離し

技法およびその展開にはかなりの相違が認められる。もちろんロクロ使用 t師器坪形士器が須

恵器製作技術の影響下に発生したことに疑念の余地はないが、上記のようにその後の展開には、

かなり独特なものがあり、ロクロ使用土師器坪形土器の生産が、須恵器の受容あるいは須恵器

生産自体とどのような関連をもっていたかは興味深いところである。

次 l乙本遺跡におけるロクロ使用杯形土器の様相が、県内でどれほどの普遍性を有しているか

を検証してみたい。

まず須恵器坪形土器におけるへラ切り技法の盛行についてであるが、この様相は特 l乙県東部

において著しく、薬師寺南遺跡第皿~町期 l乙比定できる真岡市井頭遺跡では須恵器坪形七器の

9 割近くが、また薬師寺南遺跡第四-v期 l乙比定できる益子町ケカチ遺跡では項恵器杯形土器

のほとんど全てがヘラ切り技法である。薬師寺南遺跡困 -v期の須恵器坪形土器においてへラ

切り技法が主流を占めているものの糸切りのものがある程度の割合 (2 - 3 割)を持って存在

している点を考えると上記両遺跡に代表される県東部のへラ切り技法の盛行という様相は、か

なり純粋なものと言えよう。と乙ろが薬師寺南遺跡第皿 -v期に比定できる佐野市掘米遺跡、

内
/
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国日

同工業団地遺跡の須恵器坪形土器をみると糸切りのものが多L、。もちろん限られた資料から速

断するのは危険であるが、様相としては県南西部に行くに従ってへラ切りのものが減少するよ

うであり、へラ切り技法の盛行は、県内においても地域的に限定されるものと考えられる。

一方ロクロ土師器使用坪形土器における糸切り技法の早い定着と内面黒色処理の盛行について

であるが、後者については県内でかなり普遍的に認められる。例えば、薬師寺南遺跡第V期に比定

できる県北の小松原遺跡のロクロ使用土師器杯形土器は大部分内面黒色処理であり、前主主で触

れた東北地方との関連が乙こでも強く指摘できる。しかし、糸切り技法の定着という様相につ

いては、例えばケカチ遺跡のロクロ使用土師器杯形土器が全て全面回転へラ削り調整という特

徴を有している点、薬師寺南遺跡における糸切り技法の定着を普遍的なものとは理解し難く、

現時点ではむしろ地域性という ζ とも考えなくてはなるまい。

最後に須恵器生産遺跡と本遺跡の関係について若干触れておきたい。

まず、本遺跡において主流を占めているへラ切りの須恵器坪形土器 II .国群の供給源として

は、その器形や胎土の面からみても、へラ切りを主体とした須恵器坪形土器の生産が知られる

益子古窯跡群l乙求めるのが最も妥当であろう。一方少量ではあるが確実に存在している糸切り

の須恵器杯形土器町群の供給源としては、益子古窯跡群の供給を強く受けていたと思われる県

東部、例えば上記した井頭遺跡やケカチ遺跡で糸切りのものが極端に少ない事実からして、益

子古窯跡群l乙求めるのは困難であろう。従って現段階においては、先述した県西南部の集落に

おける糸切りの須恵器坪形土器の優勢という様相から判断して、該地方にかなりの供給をおと

なっていたと思われる佐野市三主山麓古窯跡群l乙求めるのが妥当かと考える。ただし三岳山麓

古窯跡群の該期の実態が明確にされていない現在、推測の域を脱しきれない。

以上のように本遺跡は、多くの須恵器を益子古窯跡群から供給を受けていたが、県央部とい

う地理的な条件もあり、県東部の井頭・ケカチ遺跡ほどではなく、おそらく一部三長山麓古窯

跡群からの供給も受けていたものと考えられる。なお以上は、須恵器生産が地元で定着したと

思われる薬師寺南遺跡第阻期以降を中心とした様相であり、須恵器の出現期とした第 E期の様

相としては、器形のみならず胎土にも多様性が認められ、産地同定を困難なものにしている。
唱団

おそらく該時期においては、県外からの搬入品があった ζ とも否定できないであろう。

須恵器の受容とともに展開する 8~9世紀の土師器生産、とりわけロクロ使用土師器坪形土

器の生産は、いわば律令制社会の直接的な影響下で発達した須恵器生産と多くの点で関連性を

もつものである。従ってこのロクロ土師器坪形土器の展開を明確にするととは、古代土師器生

産全体のあり方を究明する乙ととも係わり、この点からも須恵器とロクロ土師器の生産面での

関連を究明するのが今後大きな課題と言えよう。
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(3) 土師器聾形土器について

薬師寺南遺跡において警形土器は、多種多様な変化を示しており、純粋な型式分類は、困難

であった。そこで、器形の特徴に加え胎士や調整技法を観察することより A類、 B類、 C類、

D ・ E 類の 4 ク、、ループに区別される乙とが確認できたわけである。

ところで A類の場合は、前段階(鬼高式土器)からの流れの中で把握できる警形土器である。

しかし、 B 類、 C 類、 D'E 類は、それぞれ独特な胎土、調整技法を有する点が特徴的であり、

これらが全て地元で製作されたとは考え難い。むしろ、生産地など系統の違いを想定する方が

自然であり、すでに南関東各地の窒形土器の研究が、この方向で進められていることは、研究

史でも触れた通りである。これら三者の警形土器を南関東で言われている各系統に当てはめる

とすれば、次のようになろう。

薬師寺南遺跡 B類=相模型(昭和51年・河野)

薬師寺南遺跡、 c類=下野型(昭和52年・松村他)
恒国

薬師寺南遺跡、 D ・ E 類=武蔵型(昭和51年・河野)

乙れらの他にも下総型、中部型などの系統も提唱されているが、いずれにしてもその妥当性

を確めるには、各土器群自体の特徴づけを明確にする乙とと、より正確な分布範囲を把握する

ことが必要であろう。従って ζ 乙では、特 l乙本地方の特有とされている「下野型J (薬師寺南遺

跡 C類)の警について、その特徴および現在知り得る分布範囲について明らかにしておきたい。

まず、薬師寺南遺跡のものを参考にしてその特徴を整理すると、次のようになる。

器形 最大の特徴は、短かく立ち上がる口唇部にある。乙れは、横なで(ロクロ使用か? ) 

時のつまみによると思われるが、乙れが著しい場合には、断面が I SJ 字状となる。なお肩部

I乙張りを有する乙とも特徴の一つで、ある。

調整技法 胴部外面は、へラ削りの後ナデ調整で平滑に仕上げられ、さらに下半部を幅 4~

5mmのへラで縦位l乙磨くという特徴を有している。また、口縁部の横なでには、かなり回転力

のあるもの(ロクロか? )が使用されたと思われる。

胎土 本土器を特徴づける一つであり全体的に精選されているが、長石粒や雲母末を多量に

含み、他の土器との識別が容易である。

乙の他 lこ、底部には必ずと言ってよいほど木葉痕を残し、色調は黄褐色および赤褐色を基調

としている。

次にその分布を調べてみたい。まず県内で乙の種の窒形土器を出土した遺跡を挙げると矢板

市後岡遺跡、宇都宮市瑞穂野遺跡、同市猿山遺跡、上三川町西赤堀遺跡、南河内町薬師寺南遺

跡、真岡市井頭遺跡?岡市市中村遺跡、?弘子町ケカチ遺品などで、あり、それが県央から東部に集
中しているのが特徴的である。もちろん限られた資料から速断するのは危険であるが、県南部や
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附}

北部での該時期の調査例よりは、 ζ の種の雲形土器がほとんど出土しておらず、下野型と呼称

される警の分布は、本県でも地域的に限定される可能性がある。

次 l乙近県の分布状況をみると資料を実見していないため報文より判断するしかないが、千葉

・茨城には分布が認められる。具体的に挙げると、千葉県では、柏市中馬場遺跡、八千代市村
(6団 側側

上遺跡、東金市山田水呑遺跡、銚子市松岸町遺跡などに認められるが、中馬場遺跡を除いては、

他の系統の嚢形土器 l乙混在しているのが特徴的である。一万茨域県では、大洗町長峯遺跡、同

ひいがま遺跡、日立市遠下遺跡、西茨城郡山瀬・問中遺跡、笠間市石井台遺跡などにみられる

が、いずれの遺跡でも主体的に存在している乙と、また小形のものや鉢形のものなどもあり種

類が多いととも特徴的である。

しかし、寡聞 lこして埼玉、群馬地万にはこの種の童形士嵩の出士別を知らず!日また、東北地
方南部においても前記した不野型の諸特徴を具備するものは認められない。

以上、ややおおまかではあるが、「下野型」の分布範聞として現在知り得るところでは、本県お

よび千葉・茨城の 3 県に限定されるようであり、さらに本県の場合、県央から東部 l乙限定でき

そうである。と乙ろで、「下野型」と呼称される婆形土器をみると、茨城地方で豊富に認められ

るが、器形から見る限り本県の該土器とは若干様相を異にしているようであり、厳密な「下野

型」士器の概念規定に立脚して、その分布範囲を追求する必要性を痛感する。

今後、相模写，J、武蔵型、下野型等、警形土器ばかりか部形土器などを含めて多様な地域性を

示す該期の土器群について詳細な観察に基づ、く分布範囲を追求す，ることにより、律令社会展開

の中における土器生産のあり方をLE':うに位置づけることが、今日的課題と考えられる。

最後に本論をまとめるに当り、多くの方々の御教授を得た。文末l乙御芳名を記し、厚く謝意

を表したい。

国士館大学教授大川清、宇都宮大学助教授久保哲三、東京歯科大学助教授小出義治、多賀城

跡調査研究所桑原滋郎、同白鳥良一、東北歴史資料館工藤雅樹、同藤沼邦彦、福島県文化課高

倉敏明、福島県遺跡調査課目黒吉明、同大越道正、同玉川一郎、ひいがま調査団井上義安、村

田健二、県立埼玉資料館金子真士、静和小学校教諭石橋知明。

また、土器編年作業に関しては、私達の同学の志である県文化課大金宣亮、八巻一夫、田熊

清彦、作新学院教諭山ノ井清人の御指導に負う面が多い。(敬称略)

(橋本澄朗・梁木誠)
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(56) 註 (12)前掲書

間註(13)前掲書

(58) 註 (12)前掲書

(59) 山ノ井清人「後岡遺跡J ~東北新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書ーその 2 一』栃木県教

育委員会昭和田年

(60)岩上照朗・石橋知明『瑞穂野団地遺跡発掘調査報告』宇都宮市教育委員会 昭和53年

(61)常川秀夫・山ノ井清人『猿山 A遺跡』栃木県教育委員会 昭和53年

(62) 前沢輝政『西赤堀遺跡』上三川町教育委員会 昭和51年

(63) 註 (15)前掲誓

0
0
 

つ
レ



(64) 昭和49~51年度、県教育委員会が調査した真岡市中所在の奈良・平安時代の官街遺跡で

あるが、 2 次調査の際、住居跡が検出され、 ζ の種の繋が出土している。

(65) 註 (36)前掲書

制県南部では、佐野市工業団地遺跡(註則前掲書)、岡市掘米遺跡(註(49)前掲警)、また

県北では、湯津上村小松原遺跡位性3)参照)など。

附下津谷達男・高橋一夫『中馬場・妻子原遺跡』日本国有鉄道常盤線複々線工事関係遺跡

調査団昭和47年

側天野努・中村恵次・栗本佳弘『八千代市村ヒ遺跡群』房総資料刊行会 昭和49年

制註(13)前掲書

。Q)註 (2)前掲警

。1)井上義安他『大洗町長崎遺跡』大洗町教育委員会 昭和48年

。2) 発掘担当者の井上義安氏および調査員の村田健二氏の御厚意により実見の機会を得た。

謝意を表したい。

(731 佐藤政則『目立市遠下遺跡調査報告』日立市教育委員会 昭和50年

(741 寺門義範『岩瀬・問中」霞ヶ浦文化教会 昭和51年

(751 大川清『石井台遺跡』国士館大学文学部考古学研究室 昭和48年

(761 両県とも薬師寺南遺跡 D.E 類の斐形土器が主体であるらしい。

高橋一夫・昭和50年註(11)前掲書

井上唯雄「群馬県下の歴史時代の土器J ~群馬県史研究 8~ 群馬県史編さん委員会 昭

和53年、など。

3. 墨書土器について

とれまで、墨書土器については、大川清氏や岡田正彦氏等によっておおよその定義づけが試

みられている。先学によれば、「墨書」という意味・内容の把え万が梢きか別れる様である。本

項目では、その意味・内容を狭く限定して吋文字・記号」が墨書き(若しくは朱書き)されてい

る土器内という範囲で用いることとし、弁せてその限りにおいて資料の提示をもしたいと考え

る。

註(1) 大川清「墨書土器J (F新版考古学講座~ 7 昭和45年12月 25 日出版 雄山閣刊) 303頁参照。

岡田正彦「信濃の墨書・刻書土器J (~中部高地の考古学』昭和53年 4 月 25日出版長野県考

古学会発行)

岡田正彦「墨書・刻書土器小考一一長野県を中心として←J (F信濃~ 27-5 1973年出版

つ
】



信濃史学会発行)参照。

本遺跡出土の墨書土器は、総数23点である。須恵器 l乙 3 例、土師器I乙20例でいづれも坪形土

器の体部及び底部外面におおよそ墨書される。これらの墨書土器のうち確実に判読できた文字

は、「運」、「市木」、「正亡コ、「七仁二」、「吉」、「福鏡」である。墨痕がうすく不鮮明ではある

が、 71号住居祉出土の須恵器体部内面に「二コ山」、体部外面には「二コ山」が認められる。109

号住居祉出土の土師器体部外面に「宅」字、また150号住居祉から出土した須恵器外面に墨書

された「去」字は「寺」、土師器休部外面の「空」字は「岡」と読み得るとするならば、 10種類

の文字が判読された乙ととなる。

これらの墨書土器のまとめを試みるにあたって、栃木県内出土の墨書土器の諸例を既発表の

報告例を参考として井せて概観しておく乙ととする。まず本遺跡の墨書土器を整理すると下記

の通りである。

① 薬師寺南遺跡………・一本遺跡土器編年上の区分

「運」

「主」

「寺」

「正仁二」

「市木」

(49H 、 E 号より各 1 例)…皿または町期

( 150H より 1 例)………...・H・..……町期

( 150H より 1 例)………・・…...・H ・...町期

(47H より 1 例)…………………町期

(35H より l 例)…………………… N期

「二つ山J (71H より 1 例) ....・ H ・-町またはV期

「宅」 ( 109H より 1 例)…………町またはV期

「福鏡J (117H 、 125H 、 126H 、 129H 、 130 H より各 1 例と 126H より 3 ØO) ……… V期

「七仁ごJ ( 126H より 1 例) ....・ H ・....…… V期

「吉J (140H より 3 例)…………………… V期

他、読解不能文字 3 例。

次の別表は、県内出土墨書土
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遺跡名 文 字 塁書位置 器 種 成 形 調 整 備 考

②下野国分尼寺 「国」 底部外面 局台付杯 ロクロ使用 「口」の中は、王 (土師器)

⑧白山遺跡 「井」 体部外面 杯 回転糸切り、内黒処理か? 住居跡 (土師器)

④下野薬師寺 「中」 体部外面 杯 回転糸切り 合口饗棺中より、行書体風 (土師器)

⑤後藤遺跡 「林J ( 2 例) 体部外面 F不 ヘラ切り 体部下半へラ削り 住居跡 (土幅器)

「干」 ワ 杯 回転糸切り、内黒処理 (土師器)

⑥堀米遺跡 「尊」か「寿」か? 体部外面 杯 ロクロ使用、内黒処理 住居跡埋土中 (土師器)

⑦後岡遺跡 「丸 底部外面 杯 回転糸切り、内黒処理 9 グリットセクションベルト内(土師器)

⑧那須官衛跡 「低 底部外面 杯 ヘラ切りー底部周縁へラ削りか? W351住居跡 (須恵器)

⑨西赤堀遺跡 「葬むか「尉か? 底部外面 局台付杯 ロクロ使用 住居跡

⑩山向遺跡 「丸 体部外面 坪 回転糸切り、内黒処理 住居跡 (土師器)

⑪猿山A遺跡 「丸 内面 蓋 ロクロ使用、天井部ヘラ削り 住居跡埋土 (須恵器)

⑫多功南原遺跡 「三Jl IJ 底部外面 杯 住居跡

「立麻呂」 底部外面 杯 住居跡

⑬星の宮ケカチ遺跡 「高J(2 例) 休部外面 杯 へラ切り 体部下半、底部周辺ヘラ削り、内黒処理 1 号住居跡 (土師器)

「高J'東万」 体部外面 杯 底部全面、体部下半へラ削り 2 号住串跡、佐波理の匙出土(土師器)
「南」 休部外面 杯 へラ切り一体部下企端へラ削り 4 号住居跡、内面硯出土

「大田」 体部外面 高台付皿 ロクロ使用、内黒処理 7 号住居跡 (土師器)

「南」 体部外面 杯 ロクロ使用一底部へラ削り、内黒処理 5 号住居跡 (土師器)

「南」 底部外面 高台付皿 ロクロ使用 5 号住居跡 (須恵器)

「コ家」 体部外面 杯 へラ切り 内黒処理 6 号住居跡 (土師器)

「南」 体部外面 杯 へラ切り 朱書 (須恵器)

「南」 体部外面 杯 へラ切り 8 号住居跡 (須恵器)

'.r1:C::J 体部外面 高台付血 ロクロ使用、内黒処理 10号住居跡 (土師器)

「南J(2 例) 休部外面 杯 へラ切り 10号住居跡 (須恵器)

「南J'寺」 体部外面 t不 ヘラ切り 11号住居跡、内面硯出土 (須恵器)

「恵字」 体部外面 杯 ロクロ使用、内黒処理 15号住居跡 (土師器)

⑭小川町浄法寺 「伴」

⑮端穂野団地遺跡 「車わか? 体部外面 杯 ロクロ使用一底部全面へラ削り、内黒処理 南一 8 号住居跡 (土師器)



以上、本遺跡出土例を含めて16遺跡の概観から注意される乙とをまとめて小項を結びたい。

栃木県における墨書土器の初現期は、本薬師寺南遺跡を軸として把えるならば「運」字例で

あり、他遺跡例を加えてもっとも出土量が増加するとみられる時期は「吉JI福鏡」字が墨書さ

れる坪形土器の盛行期といえるようである。

丸印や三角形状の墨痕の認められる 8 世紀後半(本遺跡編年の第田期頃)例は、「井頭遺跡」

「山向遺跡JI端穂野団地遺跡」などにみられる訳であるが、これらは未だ文字が土器 l乙記され

るという時期の初現段階にあたる頃の所産になるものと思われる。

墨書土器の出土量がもっとも増加するとみられる「福鏡JI吉」の時期の特徴は、墨書例の増

加現象がみられる乙とに対して、硯等の筆記lζ対応する用具の伴出例が集落祉の場合今のと乙

ろ見当らないという乙とであろう。但し、「星の宮ケカチ遺跡」は、硯と墨書土器を伴出する例

であり、検出遺構や出土遺物の上からも集落祉と考えるよりも何らかの公的施設をもった遺跡

であろうと推測されるものである。また、「芳賀郡街跡」を「塔法田遺跡J I乙比定する乙とがで

きる地域芳賀郡をとりあげる時、今後注意深く検討されなければならない遺跡であろうと思う。

現在本県に於ても歴史時代の発掘調査が増加し、それにつれて幾例もの墨書土器の出土例が

伝えられている。今後、報告を侯って前表を追補・訂正して再考を期したいと考える。

参考文献 (田熊清彦)

②『下野国分尼寺跡~ (国分寺町教育委員会、昭和44年 3 月)

③「白山遺跡JW鳥山町、昭和53年 3 月)

④『下野薬師寺跡発掘調査報告書~ (栃木県教育委員会、昭和48年 3 月)

⑤「後藤遺跡JW東北縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書~ (栃木県教育委員会、昭和47年 3

月)

「井頭~ (栃木県教育委員会、昭和48年 3 月)

⑥「堀米遺跡発掘調査報告書~ (佐野市教育員会、昭和51年 3 月)

⑦「後岡古墳JW東北新幹線埋蔵文化財調査報告書ーその 2 昭和50年 3 月)

⑧ r那須宮衛跡第四次緊急発掘調査報告書~ (栃木県小川町教育委員会、昭和51年 3 月)

⑨「西赤堀遺跡~ (栃木県上三川町教育委員会、昭和51年 3 月)

⑩『山向遺跡~ (栃木県上河内町教育委員会、昭和52年 3 月)

⑪「猿山A遺跡~ (栃木県教育委員会、昭和53年 4 月)

⑫『下野の古代史~ (前沢輝政著179頁)

⑬「星の宮ケカチ遺跡~ (栃木県益子町教育委員会、昭和53年 3 月)

⑭「考古学」第17号(佐藤次男、昭和31年 1 月)

⑮ r宇都宮市端穂野団地遺跡j (宇都宮市教育委員会、昭和53年 3 月)
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なお、橋本澄朗氏によって『石那田館跡.J I土師質土器J (45~54頁参照、栃木県教育委員会、

昭和53年 3 月)の項に墨書のある土器が報告されているが、今回は、奈良・平安時代にみられ

る墨書土器例と比較して、その意味・性格が異なっている様に思われるので乙れを含めない乙

とにした。

註(2) I運」字は階書体で書かれ、筆の運びはゆるやかであるが奈良時代末期頃の写経生の筆

録した文字と類似し「二王」の書風の悌を伝えている。奈良時代に盛行した唐風の書体が

幾分か感じとれる。『星の宮ケカチ遺跡』出土例の「島字が、空海『風信帖」中にみられ

る「恵j 字と趣きを同じくする達筆であることを考えあわせると、地万にあっても習字の

手本なりの根底 l乙王義之の書風の強い影響が感じられる。 2 例の「運」字は同筆人の手に

なるものであろう。

(3) I宝」字は、'%J 同である。運筆の為 l乙上と書きとどめられたと思われる。

(4) I ま」字は、寺の明明書体と考えたが、墨痕が不鮮明であるので確実とは言い難い。

(5) 'lLと行書体で書かれている。筆記される杯底面には、乙の字の下に少くとも一字遺

存している。また、墨痕横線が数条みられる乙とも判読を難かしくしている。

(6) I市木」と明確に読み得る。意味については明らかにすることができなかった。

(7) I 山」字が杯体部の内外面に一字づっみられる。外面横位「山」字の上にさらに墨痕が

残り、複数の文字が記されていたと思われる。

(8) 一応「宅」と読んでみたが、墨痕が不鮮明である。

(9) I福鏡」、本字は 8 例ある。125H 出土例は明らかに別人によって書かれたものである。他

は同筆人によるものと思われる J福鏡ミの熟語例を文献中に見い出す乙とはできなかった。

但し、「伝 弘仁五年二荒山碑銘『沙門勝道歴山埜玄珠碑弁序.J J 中 l乙「・・・当至山頂、為
(まさ比山頂IL~、りて、

供養、以崇神威、韓群生福・・・」とみえることから、当代l乙通用された用語と思われる。
神位養を為し、正えって神威を崇め、群生の福を慣なら人とすべしJ

(10) I七亡二」は、「旬字下 l乙一字みとめられる。「日」または「月」と読める可能性もある

が、煤が付着して明確に判読できない。

(11) I吉」字 3 例とも同筆である。

(12) 解読不明文字中「丞」字と書かれるものは「丞」字かとも思われるが、ここでは不明文

字の中 l乙含めておくことにした。
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第百章結語

薬師寺南遺跡について

昭和49年 1 月の第一次調査より三次にわたる調査の結果、薬師寺南遺跡は、古墳時代前期、

さらには奈良・平安時代にかけての遺跡であり、我々の予期以上の大遺跡の相貌の一端を窺い

知ることができた。勿論、調査が道路敷内と言う限定された範聞で、あり、その歴史的性格まで

論及することには、限界があることは承知しているが、調査・報文作成過程で判明した事実を

踏えて、若干の特徴的事実を指摘し、結語としたい。

本遺跡が歴史の中心舞台に登場するのは、弥生土器片が調査区に散見するものの、古墳時代

前期(五領期)に至ってからである。占墳時代前期の遺構は、住居跡10軒、方形周溝墓一基で

ある。土器の様相より判断して、僅かに先行するものの、主体的には、五領期後半の所産と考

えて大過あるまい。

本遺跡 l乙本格的な足跡を印した人々は、いかなる性格を有する集団であったろうか。集落変

遷図を見ても明瞭なように、 A 区、 B 区に住居跡が散在して認められる乙とより、調査区域外

への集落の広がりが泊然推測できる。かかる集団が忽然として本遺跡に占地した歴史的背景を

考えるとき、検出され方形周溝墓を含めて、この地の古墳文化の展開と関連させて考えること

から始めなければならないであろう。

古墳時代前期から歴史時代第 I 期( 7 世紀末より 8 世紀前半)までの約250年間、調査区域よ

り全く遺構が検出きれない空白の時間がある。限定された調査区域とは言え、この空白の持つ

歴史的意味を重要視せざるを得ない。換言すれば、本遺跡 l乙再び足跡を残した集団の背景を考

えるとき、下野薬師寺の存在を無視しては説明できないであろう。

歴史時代の所産と考えられる約120軒の住居跡を前章の編年試論の分折結果 lこ基き時期別に

位置づけたのが、次図の集落変遷図である。一部の住居跡は、遺物がセットとしての出土が認め

られず、分折基軸である土師器坪形土器より、かなり恋意的 l乙位置づけた住居跡があるととは

否めないが、概略の集落変遷状況は理解できょう。歴史時代第 I 期より第V期 l乙位置づけた住

居跡数を示すと、歴史時代第 1 期( 7 世紀末より 8 世紀前葉)、25軒、同第 H期( 8 世紀中葉)、

25軒、第皿期( 8 世紀末葉より 9 世紀初頭)、 15軒、第百期( 9 世紀前半)、 20軒、第V期( 9 世紀後

半)、 20軒、時期不明なものが約15軒である。さらに特殊遺構が第 H期、円形遺構が第困期から第

百期と限定された時期の所産であることは、遺構の性格を考える時、注目したい事実である。

本来、更に細かい住居跡のグルーピング化まで論及すべきであろうが、限定された調査区及

び我々の調査方法論の欠陥より実施できなかった点を素直に認識し、今後の調査に期したい。

-225 
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前述した本遺跡の歴史時代集落の変遷、さらには住居跡の規模等を概観して、二、三の特徴

的事実を指摘しておきたい。

(1) 本遺跡が、古墳時代前期より長い空白の時闘を経過して、集落が 8 世紀前後に再形成さ

れ、大きな変動をみせないままに、 10世紀前後に終鴬するようである。

(2) 集落が再形成された第 I 期、第 H期の住居跡は、比較的大形のものと、 4m前後の小形

なものとに分離でき、第皿期を経て、 3~4m前後の小形なものに定着する傾向が看取主れる。

住居跡カマドは、北カマドが一般的であるが、第 I 期、 H 期 l乙は東カマドも比較的多く認めら

れる ρ

(3) 第 I 期、第 E 期の土器は、県内該期の土器に比し、卓越しており、(例えば土師器盤形土

器、須恵器等)又、大形住居跡が多い事実と共に特徴的な様相を示す。これは遺跡の個性 l乙起

因するものであろう。かかる集落の様相こそ下野薬師寺の門前l乙形成された本遺跡の大きな特

徴であり、 9 世紀を境に他の律令制下の集落と同様に、住居跡が小形化し、土器相にも精彩を

欠くようになる。乙のような変化の中に、官寺としての下野薬師寺の衰微を読み取ろうとする

ことは、あまりにも唐突な想定であろうか。

次 lこ、本調査の結果、判明した若干の問題点を記し、我々の今後の課題を明示することとす

る。

(1) 古墳時代前期の社会は、弥生時代後期社会との延長上で理解することは困難であり質的

にも大きな変貌の時期と考えられる。本県の古墳文化の地域的展開と関連させて、初めて究明

できるものであり、かかる視点より五領式土器の様相をも再考していきたい。

(2) 歴史時代の土器編年に関しては、第 I 期~第V期までの約200年間の土器変遷を考えた

わけであるが、調査方法論的欠陥、我々の問題意識の欠除より完全なものとは考えていない。

しかし、一遺跡の徹底的士器分析作業の集積こそが，複雑な展開を示す歴史時代の土~d様相を

理解する唯一の万法と考えたからに他ならない。今後、県内該期の土器と比較し、さらに従米

までの南関東編年に偏しがちな万法論を排し、東北地万南部との関連を重視しつつより完壁な

ものへと志向していきたいと考えている。

最後に、調査中、あるいは報文作成過程で多くの方々から有益な御教授を受け、また報文中

多くの先学の文献を参照させていたTごいた。しかし、我々の非力故に正確に理解できなかった

点も多々あろうと思う。その非礼を深謝するとともに、今後ともの御叱正を願ってやみません。

(橋本澄朗)
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